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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは、次の項目について説明します。

� 対象読者

� Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）の新機能

� ドキュメントのアクセシビリティについて

� 関連ドキュメント

� 表記規則

� サポートおよびサービス
ix



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle Application Server 環境を Oracle Application Server 10g

（10.1.4.0.1）にアップグレードする Oracle Application Server 管理者を対象としています。

Oracle Application Server 10g（（（（10.1.4.0.1）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）で使用可能な新機能のリストは、『Oracle 
Application Server 管理者ガイド』の「Oracle Application Server 管理の新機能」を参照してく
ださい。

Oracle Internet Directory および他の Oracle Identity Management コンポーネントで使用可能な
新機能の詳細は、『Oracle Identity Management インフラストラクチャ管理者ガイド』を参照し
てください。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://otn.oracle.co.jp/membership/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。 

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。 

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、(800)446-2398 にお電話ください。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、Oracle リソースを参照してください。

� Oracle Application Server ドキュメント・ライブラリ

� Oracle Application Server プラットフォーム固有のドキュメント

リリース・ノート、ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関連ドキュメントは、
OTN-J（Oracle Technology Network Japan）から、無償でダウンロードできます。

http://otn.oracle.co.jp/document/
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルの本文で使用される表記規則について説明します。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル

製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連付けられている Graphical User Interface、あるいは本

文中または用語集で定義されている用語を示します。

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要があるプレースホルダや変数を
示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、コード例、画面上に表示さ

れるテキストまたはユーザーが入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
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第第第第I部部部部

作業を開始する前に作業を開始する前に作業を開始する前に作業を開始する前に

内容は次のとおりです。

� 第 1 章「アップグレード処理の概要」

� 第 2 章「Oracle Application Server のアップグレードの概念」

� 第 3 章「リリースの互換性について」

� 第 4 章「バックアップ計画およびアップグレード中の システムの可用性」





アップグレード処理の
1

アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要

この章では、アップグレード手順の概要を説明します。 この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Application Server アップグレード処理のフロー・チャート

� アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明
概要 1-1



Oracle Application Server アップグレード処理のフロー・チャート
1.1 Oracle Application Server アップグレード処理のフロー・アップグレード処理のフロー・アップグレード処理のフロー・アップグレード処理のフロー・
チャートチャートチャートチャート

図 1-1 に、Oracle Application Server 環境を Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）に
アップグレードするために必要なすべての手順を、詳細なフロー・チャート形式で示します。 

フロー・チャートでは、このマニュアル内の章への参照を示しています（該当箇所がある場
合）。参照先では、各手順を実行するための説明が示されています。

図図図図 1-1 Oracle Identity Management 10g（（（（10.1.4.0.1）アップグレードにおける全体的な処理フロー）アップグレードにおける全体的な処理フロー）アップグレードにおける全体的な処理フロー）アップグレードにおける全体的な処理フロー
1-2 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド for Microsoft Windows



アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明
1.2 アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明
表 1-1 に、フロー・チャート内の手順の説明を示します。

表表表表 1-1 アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

アップグレードの概念の確認 開始する前に、一般的なアップグレード・シナ
リオ、アップグレードの基本ルールなど、
Oracle Application Server アップグレードの基本

的な概念を理解しておく必要があります。

第 2 章「Oracle Application Server
のアップグレードの概念」

互換性についてのルールの確認 アップグレード後の 10g（10.1.4.0.1）コンポーネ

ントが、使用している環境にすでに存在してい
る他の Oracle Application Server コンポーネン

トとともに動作可能であることを確認します。

第 3 章「リリースの互換性につい

て」

データ移行によるアップグレー
ド

Oracle Identity Management のアップグレード

において、OracleAS Infrastructure データベース

に格納されている Oracle Identity Management
データをアップグレードするのではなく、デー
タを移行するという方法を使用します。

Oracle Universal Installer を使用して 10g
（10.1.4.0.1）をアップグレードするかわりに、コ

マンドライン・ユーティリティを使用して既存
の Oracle Identity Management データをエクス

ポートし、新しくインストールした 10g
（10.1.4.0.1） OracleAS Infrastructure データベー

スにそのデータをリストアします。

フロー・チャートのこの手順を使用して付録 C
を確認し、アップグレードにおいてデータを移
行する方法と、使用している環境でこの方法が
最適であるかどうかを検討します。

付録 C「データ移行による

OracleAS Identity Management の
アップグレード」

Oracle Application Server 環境

のバックアップ

使用している Oracle Application Server 環境に

推奨されるバックアップ計画と、アップグレー
ド中のシステムの可用性についての見込みを確
認します。

第 4 章「バックアップ計画および

アップグレード中の システムの可

用性」

OID レプリケーション レプリケートされた環境で Oracle Internet 
Directory を実行している場合は、このような環

境で OracleAS Identity Management コンポーネ

ントをアップグレードする際に固有の手順を確
認します。

付録 A「Oracle Identity 
Management マルチマスターおよび

ファンアウト・レプリケーションの 
アップグレードの実行」

高可用性 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の高

可用性環境をアップグレードする場合は、サ
ポートされているこれらの環境をアップグレー
ドする際に固有の手順を確認します。

付録 B「高可用性構成のアップグ

レード」

10g（9.0.4）中間層 Oracle Application Server 環境に 10g（9.0.4）中

間層をインストールしてある場合は、これらの
中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアップグ

レードしてから続行する必要がある場合があり
ます。

第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g
リリース 2（10.1.2）へのアップグ

レード」

MT が同じ DB を使用 10g（9.0.4）中間層が、OracleAS Identity 
Management コンポーネントと同じ OracleAS 
Metadata Repository を使用している場合は、こ

れらの中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアッ

プグレードする必要があります。

一方、10g（9.0.4）中間層が、異なるデータベー

スに格納されている OracleAS Metadata 
Repository を使用している場合は、アップグ

レード処理の次の手順に進むことができます。

第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g
リリース 2（10.1.2）へのアップグ

レード」
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アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明
同じ場所に配置された
Infrastructure

アップグレード対象の OracleAS Identity 
Management インストールが同じ場所に配置さ

れた Infrastructure の一部でない場合は、まず、

OracleAS Metadata Repository をホスティング

するデータベースをアップグレードする必要が
あります。

一方、OracleAS Identity Management が同じ場

所に配置された Infrastructure の一部である場合

は、この手順を省略できます。

第 6 章「OracleAS Metadata 
Repository を ホスティングする

データベースの アップグレード」

Oracle Universal Installer を使

用した Identity Management の
アップグレード

OracleAS Identity Management を 10g
（10.1.4.0.1）にアップグレードするために、

Oracle Universal Installer を使用します。 インス

トール中、システムにある既存のインストール
が Oracle Universal Installer によって検出されま

す。 その後、オプションを選択して、既存の

OracleAS Identity Management インストールを

10g（10.1.4.0.1）にアップグレードできます。

第 7 章「Oracle Universal Installer
による Oracle Identity Management
の アップグレード」

MRUA を使用したメタデータ・

リポジトリ・コンポーネント・
スキーマのアップグレード

OracleAS Identity Management をアップグレー

ドした後、OracleAS Metadata Repository 内の

残りのコンポーネント・スキーマをアップグ
レードできます。

この手順によって、スキーマは、新しい 10g
（10.1.4.0.1） OracleAS Identity Management の

Oracle ホームをインストールした場合と同じリ

リースに確実にアップグレードされます。

第 8 章「MRUA による OracleAS 
Metadata Repository のアップグ

レード」

アップグレード後のタスクの実
行

使用する OracleAS Identity Management コン

ポーネントおよび機能によっては、アップグ
レード後の一連の手順の実行が必要になる場合
があります。

第 9 章「アップグレード後の手順

（コンポーネント別）」

Identity Management のアップ

グレードの検証

OracleAS Identity Management のアップグレー

ド後に、アップグレードが正常に行われたこと、
および OracleAS Identity Management コンポー

ネントが適切に動作することを検証する必要が
あります。

10.1 項「タスク 1: Oracle Identity 
Management のアップグレードの検

証」

ソース Oracle ホームの破棄 アップグレードが正常に行われたことを確認し
た後、以前のインストールを破棄および削除す
ることを検討できます。 ただし、ソース Oracle
ホームを削除する前に、破棄についての説明を
慎重に確認してください。

10.2 項「タスク 2: OracleAS 
Identity Management のソース

Oracle ホームの破棄」

表表表表 1-1 アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明（続き）アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明（続き）アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明（続き）アップグレード処理のフロー・チャート内の手順の説明（続き）

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報
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Oracle Application Server のアップグレードの
2

Oracle Application Server のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

の概念の概念の概念の概念

この章では、OracleAS Identity Management サービスを Oracle Application Server 10g
（10.1.4.0.1）にアップグレードする前に、理解しておく必要がある基本的な概念について説明し
ます。

この章の内容は、次のとおりです。

� 現在の Oracle Application Server インストールの確認

� アップグレード・ツールの概要

� アップグレードのルール

� サポートされている Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード・パス

� サード・パーティ製品に対するサポートの確認
概念 2-1



現在の Oracle Application Server インストールの確認
2.1 現在の現在の現在の現在の Oracle Application Server インストールの確認インストールの確認インストールの確認インストールの確認
次の項で、現在の Oracle Application Server 構成を分析し、最適なアップグレード処理を選択
するためのガイドラインを説明します。

� アップグレード対象の既存の Oracle ホームの特定

� Oracle Access Manager のアップグレードについて

� 現在の OracleAS Infrastructure 構成の確認

� シード・データベースか OracleAS RepCA データベースかの判断

� Application Server Control を使用した Oracle Application Server 環境の確認

2.1.1 アップグレード対象の既存のアップグレード対象の既存のアップグレード対象の既存のアップグレード対象の既存の Oracle ホームの特定ホームの特定ホームの特定ホームの特定
既存の Oracle Application Server インストールの構成内容は次のとおです。

� Oracle Application Server 中間層インストール

� Oracle Application Server Metadata Repository インストール

� Oracle Application Server Identity Management インストール

アプリケーションは、Oracle Application Server 中間層にデプロイし実行します。OracleAS 
Metadata Repository インストールおよび OracleAS Identity Management インストールは、中
間層で使用される Infrastructure サービスを提供します。 Infrastructure サービスは、複数の中
間層で共有できます。

多くの場合、Oracle Application Server 環境は、複数の中間層インストール、1 つの OracleAS 
Metadata Repository インストールおよび 1 つの OracleAS Identity Management インストール
で構成されています。中間層、OracleAS Metadata Repository および OracleAS Identity 
Management インストールは、複数の Oracle ホームおよび複数のホスト間に存在します。

そのため、Oracle Application Server を新しいリリースにアップグレードする場合は、中間層
の Oracle ホームなど複数の Oracle ホーム、およびインストール済の Infrastructure の Oracle
ホームをアップグレードする必要があります。 また、これらの Oracle ホームのアップグレード
は、特定の順序で実行する必要があります。

2.1.2 Oracle Access Manager のアップグレードについてのアップグレードについてのアップグレードについてのアップグレードについて
システム環境に Oracle Access Manager（以前は、Oblix NetPoint または Oracle COREid と呼
ばれていた）が含まれている場合は、『Oracle Access Manager アップグレード・ガイド』の手
順に従って、Oracle Access Manager 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードできます。

『Oracle Access Manager アップグレード・ガイド』および Oracle Access Manager の他のド
キュメントについては、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）ドキュメント・ライブラリ
を参照してください。

Oracle Access Manager のアップグレード手順は、Oracle Application Server のアップグレード
手順とは別に記述されています。これは、これら 2 つの製品が別々にインストールされるため
です。

Oracle Access Manager の詳細は、『Oracle Access Manager 概要』を参照してください。

Oracle Access Manager を Oracle Application Server 環境に統合する方法の例は、『Oracle 
Application Server エンタープライズ・デプロイメント・ガイド』を参照してください。

2.1.3 現在の現在の現在の現在の OracleAS Infrastructure 構成の確認構成の確認構成の確認構成の確認
Oracle Application Server インストールのアップグレード処理は、OracleAS Infrastructure サー
ビスのインストールおよび構成方法によって異なることに十分注意してください。特に、
OracleAS Metadata Repository および OracleAS Identity Management は、単一の Oracle ホー
ムまたは別々の Oracle ホームに存在する可能性があります。
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現在の Oracle Application Server インストールの確認
次に、アップグレードのための標準的な OracleAS Infrastructure 構成を示します。

� 図 2-1 に、OracleAS Metadata Repository および OracleAS Identity Management が同じ
Oracle ホームに存在する構成を示します。 

これは、Oracle Application Server のインストール手順で「「「「Identity Management and 
OracleAS Metadata Repository」」」」をインストール・タイプとして選択した場合の構成です。 
この構成は、Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）で使用
可能な 3 つの OracleAS Infrastructure インストール・タイプの 1 つです。

この構成は、OracleAS Metadata Repository と OracleAS Identity Management の両方が同
じ Oracle ホームに存在するため、「同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure」と呼ばれます。

� 図 2-2 に、OracleAS Metadata Repository および OracleAS Identity Management が別々の
Oracle ホームに存在する構成を示します。 

これは、ある Oracle ホームに OracleAS Metadata Repository インストール・タイプをイン
ストールし、別の Oracle ホームに OracleAS Identity Management をインストールした場
合の構成です。

この構成は、OracleAS Metadata Repository と OracleAS Identity Management が同じ
Oracle ホームに存在しないため、「異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Infrastructure」と呼ばれま
す。

図図図図 2-1 OracleAS Metadata Repository およびおよびおよびおよび OracleAS Identity Management が同じが同じが同じが同じ Oracle ホーホーホーホー

ムに配置されたムに配置されたムに配置されたムに配置された Infrastructure 

図図図図 2-2 OracleAS Metadata Repository およびおよびおよびおよび OracleAS Identity Management が異なるが異なるが異なるが異なる Oracle
ホームに配置されたホームに配置されたホームに配置されたホームに配置された Infrastructure
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現在の Oracle Application Server インストールの確認
2.1.4 シード・データベースかシード・データベースかシード・データベースかシード・データベースか OracleAS RepCA データベースかの判断データベースかの判断データベースかの判断データベースかの判断
アップグレード処理を開始するときは、OracleAS Metadata Repository がどのようにデータ
ベースにインストールされたかを理解しておくことが重要です。特に、次のことに注意して
アップグレード対象の OracleAS Metadata Repository データベースのタイプを判断してくださ
い。OracleAS Metadata Repository データベースのアップグレード方法は、このデータベース
のタイプによって異なります。

� Oracle Application Serverのインストール手順を使用してOracleAS Metadata Repository用
に新しくデータベースを作成した場合は、Oracle Universal Installer を使用して Oracle 
Application Server 10g（10.1.4.0.1）をインストールし、データベースのアップグレードを
自動的に行うことができます。

このタイプの OracleAS Metadata Repository データベースは、OracleAS Metadata 
Repository をホスティングするために Oracle Application Server のインストール手順に
よって自動的に作成されたため、「シード・データベースシード・データベースシード・データベースシード・データベース」と呼ばれます。 

� OracleAS RepCA を使用して既存のデータベースに OracleAS Metadata Repository をイン
ストールした場合は、データベースのアップグレードを個別に行う必要があります。

このタイプの OracleAS Metadata Repository データベースは、インストールおよび構成済
の既存のデータベースへのリポジトリのインストールに OracleAS RepCA を使用したた
め、「OracleAS RepCA データベースデータベースデータベースデータベース」と呼ばれます。

2.1.5 Application Server Control を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Application Server 環境の確認環境の確認環境の確認環境の確認
Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を使用すると、Oracle Application 
Server 環境を詳細に調査できます。

1. Web ブラウザを開き、いずれかの Oracle Application Server インスタンスの Oracle 
Application Server URL を入力します。

次に例を示します。

http://host1.acme.com:1156/

Application Server Control URL が不明な場合は、Oracle Application Server の Oracle ホー
ムにある次のファイルで確認できます。

ORACLE_HOME\install\readme.txt

2. Oracle Application Server インスタンスが、OracleAS Metadata Repository を使用している
OracleAS Infrastructure インストールまたは中間層である場合、Application Server 
Control コンソールの最初のページには「ファーム」ページが表示されます。

3. 「ファーム」ページの内容を確認します。このページには、ファームに属している Oracle 
Application Server インスタンスのリスト（図 2-3）が含まれています。

図図図図 2-3 OracleAS Farm のインスタンスの表示のインスタンスの表示のインスタンスの表示のインスタンスの表示

4. いずれかの Oracle Application Server インスタンスの名前をクリックし、そのインスタン
スの Oracle Application Server のホームページを表示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングする
データベースの アップグレード」
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アップグレード・ツールの概要
5. Oracle Application Server のホームページの「一般」セクションの情報を確認します。

特に、インスタンスに関する次の一般特性は記録しておいてください。

� Oracle Application Server ホストの名前

� Oracle Application Server のリリース

� インスタンスのインストール時に選択したインストール・タイプ

� Oracle ホームが格納されているディレクトリ

� ファームの名前。この名前は、OracleAS Metadata Repository をホスティングしてい
るデータベースの名前と対応しています。

図 2-4 に、Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2.0.2） Application Server のホー
ムページの「一般」セクションの例を示します。

図図図図 2-4 Application Server のホームページの「一般」セクションを使用したのホームページの「一般」セクションを使用したのホームページの「一般」セクションを使用したのホームページの「一般」セクションを使用した Oracle Application 
Server 環境についての情報収集環境についての情報収集環境についての情報収集環境についての情報収集

2.2 アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要
Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）には、Oracle Application Server インストールを容
易に最新リリースへアップグレードできるツールがいくつか用意されています。各ツールには、
コンポーネントをアップグレードする機能や、アップグレード処理において重要な手順を実行
する機能が割り当てられています。

表 2-1 に、Oracle Application Server インストールのアップグレードに使用するアップグレー
ド・ツールを示します。

表表表表 2-1 Oracle Application Server アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要アップグレード・ツールの概要

アップグレード・ツールアップグレード・ツールアップグレード・ツールアップグレード・ツール 説明説明説明説明

Oracle Universal Installer Oracle Universal Installer は、Oracle Application Server およびその

他のほとんどの Oracle ソフトウェア製品のインストールに使用す

るアプリケーションです。

Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1） Infrastructure コン

ポーネントのインストール時に、インストール手順によって以前の
リリースの OracleAS Infrastructure がインストールされているかど

うかが確認されます。前のリリースが見つかった場合、OracleAS 
Infrastructure インストールをアップグレードするように Oracle 
Universal Installer から要求されます。

Metadata Repository 
Upgrade Assistant (MRUA)

MRUA は、OracleAS Metadata Repository 内の Oracle Application 
Server のコンポーネント・スキーマ（OracleAS Identity 
Management スキーマ以外）のアップグレードに使用するツールで

す。

MRUA は、個別の OracleAS Metadata Repository Upgrade 
Assistant and Utilities の CD-ROM で配布されます。この CD-ROM
は、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）の CD パックに含ま

れています。MRUA は、OracleAS Metadata Repository Upgrade 
Assistant and Utilities の CD-ROM から直接実行します。
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アップグレードのルール
2.3 アップグレードのルールアップグレードのルールアップグレードのルールアップグレードのルール
次の項で、Oracle Application Server の各コンポーネントのアップグレード計画を立てるうえ
で必要な基本的なルールを説明します。

� 中間層をアップグレードした後に OracleAS Metadata Repository をアップグレードする必
要がある

� 異なるホストまたはプラットフォームにアップグレードすることはできない

2.3.1 中間層をアップグレードした後に中間層をアップグレードした後に中間層をアップグレードした後に中間層をアップグレードした後に OracleAS Metadata Repository をアップをアップをアップをアップ
グレードする必要があるグレードする必要があるグレードする必要があるグレードする必要がある

Application Server インスタンスは、適切な順序でアップグレードする必要があります。

具体的には、OracleAS Metadata Repository をアップグレードする前に、中間層をアップグ
レードしておく必要があります。 これは、OracleAS Metadata Repository のリリースは、中間
層インストールのリリース以下である必要があるためです。

このルールは、10g（9.0.4）中間層を実行していて、その中間層が Oracle Identity Management
と同じ OracleAS Metadata Repository を使用している場合にかぎり、10g（10.1.4.0.1）に対し
て該当します。 この場合、中間層をアップグレードしてから、Metadata Repository Upgrade 
Assistant（MRUA）を使用して OracleAS Metadata Repository をアップグレードする必要があ
ります。 これは、MRUA によって、OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント・ス
キーマが 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードされるためです。

Oracle Application Server 
Backup and Recovery ツール

およびその他のバックアッ
プ・ユーティリティ

中間層およびシード・データベースでは、Oracle Application 
Server Backup and Recovery ツールを使用してバックアップを実行

できます。 Backup and Recovery ツールの詳細は、『Oracle 
Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

OracleAS RepCA データベースについては、OracleAS Metadata 
Repository をホスティングするデータベースのプラットフォームお

よびリリースに対応する Oracle Database ドキュメントを参照して

ください。  

たとえば、Oracle9i リリース 1（9.0.1.3）データベースを使用して

いる場合は、Oracle Technology Network（OTN）より入手できる

Oracle9i ドキュメント・ライブラリの『Oracle9i バックアップおよ

びリカバリ概要』を参照してください。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

Oracle Application Server 
Upgrade Assistant

OracleAS Upgrade Assistant を使用して、中間層の Oracle ホームを

最新のリリースの Oracle Application Server にアップグレードしま

す。 このアップグレード・ツールは、Oracle Identity Management 
10g（10.1.4.0.1）とともには配布されません。これは、10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード対象が中間層ではなく、Oracle 
Application Server Infrastructure コンポーネントのみであるためで

す。

ただし、10g（10.1.4.0.1）のアップグレード手順の一環として、10g
リリース 2（10.1.2）の OracleAS Upgrade Assistant を使用する必

要がある場合があります。

詳細は、第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へ

のアップグレード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 5「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアッ
プグレード」

表表表表 2-1 Oracle Application Server アップグレード・ツールの概要（続き）アップグレード・ツールの概要（続き）アップグレード・ツールの概要（続き）アップグレード・ツールの概要（続き）

アップグレード・ツールアップグレード・ツールアップグレード・ツールアップグレード・ツール 説明説明説明説明
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サポートされている Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード・パス
2.3.2 異なるホストまたはプラットフォームにアップグレードすることはで異なるホストまたはプラットフォームにアップグレードすることはで異なるホストまたはプラットフォームにアップグレードすることはで異なるホストまたはプラットフォームにアップグレードすることはで
きないきないきないきない

10g（10.1.4.0.1）のアップグレード処理は、OracleAS Identity Management 10g（9.0.4）または
10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームを、同じホストおよび同じオペレーティング・システ
ムにインストールされる新しい Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）の Oracle ホーム
にアップグレードするためのものです。 

あるホスト・コンピュータにインストールされている既存の 10g（9.0.4）または 10g リリース 2
（10.1.2）を、別のホスト・コンピュータで 10g（10.1.4.0.1）インストールにアップグレードす
ることはできません。

同様に、あるプラットフォーム（Microsoft Windows など）から別のプラットフォーム（Linux
など）にアップグレードすることもできません。

また、アップグレードをリモートで実行することはできません。そうではなく、元の 10g
（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームと、アップブレード先の 10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームの両方がインストールされるコンピュータにログインする必要が
あります。

2.4 サポートされているサポートされているサポートされているサポートされている Oracle Application Server 10g（（（（10.1.4.0.1））））
へのアップグレード・パスへのアップグレード・パスへのアップグレード・パスへのアップグレード・パス

表 2-2 に、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードがサポートされてい
る元のリリースを示します。

表表表表 2-2 サポートされているサポートされているサポートされているサポートされている Oracle Identity Management 10g（（（（10.1.4.0.1）へのアップグレード・）へのアップグレード・）へのアップグレード・）へのアップグレード・
パスパスパスパス

元のリリース元のリリース元のリリース元のリリース 説明説明説明説明

Oracle Application Server 10g
（9.0.4）

アップグレードの開始前に次の制限に従っているかぎり、Oracle 
Application Server 10g（9.0.4）の Oracle ホームの OracleAS 
Identity Management コンポーネントを、10g（10.1.4.0.1）にアップ

グレードできます。

� 最新の 10g（9.0.4）パッチ・セットを適用する必要があります。 
このドキュメントが発行された時点では、10g（9.0.4.3）が最

新のパッチ・セットでした。 ただし、OracleMetaLink を参照し

て、最新のパッチ・セットおよび動作保証の情報を確認してく
ださい。

� OracleAS Identity Management コンポーネントと同じ

OracleAS Metadata Repository を使用している 10g（9.0.4）中

間層をインストールしている場合は、まず、その中間層を 10g
リリース 2（10.1.2）にアップグレードする必要があります。

詳細は、第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2
（10.1.2）へのアップグレード」を参照してください。

Oracle Application Server 10g
リリース 2（10.1.2.0.0）

10g リリース 2（10.1.2.0.0）の Oracle ホームの OracleAS Identity 
Management コンポーネントをアップグレードできます。 ただし、

10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードを開始する前に、最新のパッ

チ・セットを適用する必要があります。

このドキュメントが発行された時点では、10g リリース 2
（10.1.2.1.0）が最新のパッチ・セットでした。 ただし、

OracleMetaLink を参照して、最新のパッチ・セットおよび動作保証

の情報を確認してください。
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サード・パーティ製品に対するサポートの確認
2.5 サード・パーティ製品に対するサポートの確認サード・パーティ製品に対するサポートの確認サード・パーティ製品に対するサポートの確認サード・パーティ製品に対するサポートの確認
Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードを行う前に、Oracle 
Application Server のコンポーネントで使用しているサード・パーティ製ソフトウェアに、アッ
プグレードが与える影響を考慮してください。

特に、使用しているサード・パーティ製ソフトウェアが Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）およびそのコンポーネントで動作することが保証されていることを、そのベンダー
に確認してください。

Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）では、OracleAS Metadata Repository のホスティ
ングに使用する Oracle データベースのアップグレードが必要になる可能性があることに特に注
意してください。また、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）では、Oracle Identity 
Management のコンポーネントの最新バージョンが提供されていることにも注意してください。

Oracle Application Server 10g
リリース 2（10.1.2.0.1） 
Standard Edition One

10g リリース 2（10.1.2.0.1）の Standard Edition One の Oracle ホー

ムの OracleAS Identity Management コンポーネントをアップグ

レードできます。 ただし、10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードを開

始する前に、最新のパッチ・セットを適用する必要があります。

このドキュメントが発行された時点では、10g リリース 2
（10.1.2.1.0）が最新のパッチ・セットでした。 ただし、

OracleMetaLink を参照して、最新のパッチ・セットおよび動作保証

の情報を確認してください。

Oracle Application Server 10g
リリース 2（10.1.2.0.2）

10g リリース 2（10.1.2.0.2）の OracleAS Identity Management コン

ポーネントを 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードできます。 

注意注意注意注意 : 10g リリース 2（10.1.2.0.2）から 10g（10.1.4.0.1）に直接アッ

プグレードできます。 このアップグレード前に適用が必要なパッ

チ・セットはありません。

OracleAS Portal 10g リリース

2（10.1.4）
Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）インストールを

OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.4）にアップグレードする場

合は、このインストールの OracleAS Identity Management コン

ポーネントを Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）にアッ

プグレードできます。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory リリース 9.2.x から Oracle Identity 
Management 10g（10.1.4.0.1）に直接アップグレードすることはできません。 
かわりに、まず、Oracle Internet Directory 9.2.x を Oracle Application Server 
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードする必要があ
ります。

Internet Directory リリース 2（9.2.0.x）は、Oracle9i リリース 2（9.2.0.x）
データベースとともに配布されたスタンドアロン・リリースでした。

表表表表 2-2 サポートされているサポートされているサポートされているサポートされている Oracle Identity Management 10g（（（（10.1.4.0.1）へのアップグレード・）へのアップグレード・）へのアップグレード・）へのアップグレード・

パス（続き）パス（続き）パス（続き）パス（続き）

元のリリース元のリリース元のリリース元のリリース 説明説明説明説明
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リリースの互換性につ
3

リリースの互換性についてリリースの互換性についてリリースの互換性についてリリースの互換性について

この章では、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）がどのように Oracle Application 
Server の以前のリリースとともに動作するかを理解するうえで必要な情報について説明します。

アップグレードを続行する前に、この章の情報を確認し、アップグレード後のすべてのコン
ポーネントおよび機能が Oracle Application Server 環境で動作することを確認しておく必要が
あります。

この章の内容は、次のとおりです。

� リリース 3（10.1.4.0.1）の互換性マトリックスの使用

� リリース 3（10.1.4.0.1）の Identity Management の互換性の問題

� リリース 3（10.1.4.0.1） OracleAS Metadata Repository の互換性の問題

� リリース 3（10.1.4.0.1） データベース・リリースの互換性の問題

� リリース 3（10.1.4.0.1）の互換性の問題についてのリスト
いて 3-1



リリース 3（10.1.4.0.1）の互換性マトリックスの使用
3.1 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）の互換性マトリックスの使用）の互換性マトリックスの使用）の互換性マトリックスの使用）の互換性マトリックスの使用
表 3-1 に、Oracle Identity Management リリース 3（10.1.4.0.1）の互換性マトリックスを示しま
す。互換性マトリックスを使用する前に、Oracle Application Server のインストール・タイプ
を理解しておく必要があります。

たとえば、10g（9.0.4）の OracleAS Identity Management インストールをリリース 3
（10.1.4.0.1）にアップグレードする場合は、互換性マトリックスを次のように使用します。

1. 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management を表す列を確認します。

2. 現在実行している Oracle ホームのタイプおよびバージョンを表す行を確認します。

たとえば、10g（9.0.4）中間層を実行している場合は、表の「9.0.4 中間層中間層中間層中間層」行を確認しま
す。 

その行の「OracleAS Identity Management」列は、10g（9.0.4）中間層はアップグレード済
のリリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management とともに実行できることを示
しています。ただし、この構成を運用する前に考慮する必要がある、考えられる問題とそ
の解決方法があります。

3. 考慮する必要がある問題および解決方法がある場合は、示されている参照先で、目的の構
成に該当する互換性の問題とその解決方法の詳細を確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2.1.1 項「アップグレード対象の既存の Oracle ホームの特定」

注意注意注意注意 : この章には、OracleAS Metadata Repository のホスティングを行うた
めに使用されるデータベースのリリースとの非互換性が原因で発生する問題
とその解決方法をいくつか説明します。詳細は、3.4 項「リリース 3

（10.1.4.0.1） データベース・リリースの互換性の問題」を参照してください。

表表表表 3-1 Oracle Application Server の互換性についての互換性についての互換性についての互換性について

10.1.4.0.1 OracleAS Identity 
Management

10.1.4.0.1 OracleAS Metadata 
Repository

9.0.4 中間層中間層中間層中間層 サポート サポート対象外

3.3.1 項を参照してください。

9.0.4 OracleAS Identity 
Management

サポート対象外

3.5.3 項を参照してください。

サポート

9.0.4 OracleAS Metadata 
Repository

サポート（OracleAS Identity 
Management を 10g（9.0.4）ま

たは 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードする場合の
み）。

3.2.1 項を参照してください。

該当なし

10.1.2.0.0 中間層中間層中間層中間層 サポート サポート

10.1.2.0.0 OracleAS Identity 
Management

サポート対象外

3.5.3 項を参照してください。

サポート

10.1.2.0.0 OracleAS Metadata 
Repository

サポート（OracleAS Identity 
Management を 10g（9.0.4）ま

たは 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードする場合の
み）。

3.2.1 項を参照してください。

該当なし

10.1.2.0.1 Standard Edition 
One 中間層中間層中間層中間層 

サポート サポート
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リリース 3（10.1.4.0.1）の Identity Management の互換性の問題
3.2 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）の）の）の）の Identity Management の互換性の問題の互換性の問題の互換性の問題の互換性の問題
この項では、複数のリリースが混在している環境で 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity 
Management のインストールまたはアップグレードを行う際に、理解しておく必要がある互換
性の問題について説明します。

� 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Metadata Repository と 10g（10.1.4.0.1）の
Identity Management の実行

3.2.1 10g（（（（9.0.4）または）または）または）または 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の Metadata Repository とととと 10g
（（（（10.1.4.0.1）の）の）の）の Identity Management の実行の実行の実行の実行

Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）は、既存の 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata 
Repository に対してはインストールできません。 

ただし、OracleAS Identity Management を 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードする場合は、
アップグレード手順により、OracleAS Metadata Repository 内の Identity Management スキー
マが自動的にアップグレードされます。

そのため、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Metadata Repository に対
して 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Identity Management を実行して
いる場合は、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースがサポートされ
ているリリースのものであるかぎり、OracleAS Identity Management を 10g（10.1.4.0.1）に
アップグレードできます。

10.1.2.0.1 Standard Edition 
One Identity Management

サポート対象外

3.5.3 項を参照してください。

サポート

10.1.2.0.1 Standard Edition 
One Metadata Repository

サポート（OracleAS Identity 
Management を 10g（9.0.4）ま

たは 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードする場合の
み）。

3.2.1 項を参照してください。

該当なし。

10.1.2.0.2 中間層中間層中間層中間層 サポート サポート

10.1.2.0.2 Identity 
Management

サポート サポート

10.1.2.0.2 Metadata Repository サポート（OracleAS Identity 
Management を 10g（9.0.4）ま

たは 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードする場合の
み）。

3.2.1 項を参照してください。

該当なし

10.1.3.0.0 中間層中間層中間層中間層 サポート（セキュリティ・プロ
バイダとして、また OracleAS 
Single Sign-On に対して）。

該当なし（Oracle Application 
Server リリース 3（10.1.3）中

間層では OracleAS Metadata 
Repository を必要としないた

め）。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3.5.2 項「10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の
OracleAS Metadata Repository に対しては 10g（10.1.4.0.1） Identity 
Management をインストールできない」

表表表表 3-1 Oracle Application Server の互換性について（続き）の互換性について（続き）の互換性について（続き）の互換性について（続き）

10.1.4.0.1 OracleAS Identity 
Management

10.1.4.0.1 OracleAS Metadata 
Repository
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リリース 3（10.1.4.0.1） OracleAS Metadata Repository の互換性の問題
具体的には、次の OracleAS Identity Management のアップグレード・シナリオについて考えて
みます。

� 同じ場所に配置された Infrastructure を使用している場合は、OracleAS Identity 
Management をリリース 3（10.1.4.0.1）にアップグレードできます。このシナリオでは、
OracleAS Identity Management のアップグレード手順により、データベースがサポートさ
れているリリースに自動的にアップグレードされ、OracleAS Identity Management スキー
マも自動的にアップグレードされます。 ただし、他のコンポーネント・スキーマは、
Metadata Repository Upgrade Assistant（MRUA）を実行した場合にのみアップグレード
および検証されます。

� 異なる場所に配置された Infrastructure を使用している場合、OracleAS Identity 
Management をリリース 3（10.1.4.0.1）にアップグレードできますが、最初に、OracleAS 
Metadata Repository をホスティングするデータベースがサポートされているリリースのも
のであることを確認する必要があります。つまり、Oracle Universal Installer を使用する

（データベースがシード・データベースの場合）か、または手動でアップグレードする
（データベースが OracleAS RepCA データベースの場合）ことによって、最初にデータ
ベースをアップグレードする必要がある可能性があります。

3.3 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）））） OracleAS Metadata Repository の互換性の互換性の互換性の互換性
の問題の問題の問題の問題

この項では、複数のリリースが混在している環境でリリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS 
Metadata Repository のインストールまたはアップグレードを行う際に、理解しておく必要があ
る互換性の問題について説明します。

� 10g（9.0.4）中間層とリリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository の実行

3.3.1 10g（（（（9.0.4）中間層とリリース）中間層とリリース）中間層とリリース）中間層とリリース 3（（（（10.1.4.0.1）の）の）の）の OracleAS Metadata 
Repository の実行の実行の実行の実行

リリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository を Oracle Application Server 10g
（9.0.4）中間層とともに実行することはできません。 

この理由は、リリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository には、10g（9.0.4）中間
層とは互換性がない 10g リリース 2（10.1.2.0.2）のコンポーネント・スキーマが含まれている
ためです。 

10g（9.0.4）からのアップグレードの場合は、まず、10g（9.0.4）中間層を 10g リリース 2
（10.1.2）にアップグレードします。 その後で、OracleAS Metadata Repository をリリース 3
（10.1.4.0.1）にアップグレードできます。

3.4 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）））） データベース・リリースの互換性の問題データベース・リリースの互換性の問題データベース・リリースの互換性の問題データベース・リリースの互換性の問題
リリースの互換性の問題を解決するには、OracleAS Infrastructure コンポーネントで使用する
データベースのリリースについて考慮する必要があります。

リリース 3（10.1.4.0.1）のサポートされるデータベース・リリースについては、第 6 章
「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレード」を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップ
グレード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングする
データベースの アップグレード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2.3.1 項「中間層をアップグレードした後に OracleAS Metadata 
Repository をアップグレードする必要がある」
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3.5 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）の互換性の問題についてのリスト）の互換性の問題についてのリスト）の互換性の問題についてのリスト）の互換性の問題についてのリスト
次の項で、10g（10.1.4.0.1）を Oracle Application Server の以前のリリースとともに実行する際
に発生する可能性がある問題とその解決方法を説明します。

� OracleAS Portal へログインする際の問題

� 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Metadata Repository に対しては
10g（10.1.4.0.1） Identity Management をインストールできない

� リリース 3（10.1.4.0.1）の Identity Management の互換性に関する一般要件

3.5.1 OracleAS Portal へログインする際の問題へログインする際の問題へログインする際の問題へログインする際の問題 
10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository に対して 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS 
Portal 中間層をインストールする場合は、10g リリース 2（10.1.2）中間層から OracleAS 
Upgrade Assistant を実行する必要があります。これにより、10g リリース 2（10.1.2）中間層の
URL を使用して OracleAS Portal にアクセスできます。

Upgrade Assistant を実行しない場合、Portal へアクセスするには、9.0.x 中間層の URL を使用
します。

ここで例外となるのは、10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository に対して 9.0.x 中間層が
インストールされていない場合です。10g リリース 2（10.1.2）中間層が、OracleAS Metadata 
Repository に対して最初にインストールする中間層であるため、Upgrade Assistant を実行せず
に OracleAS Portal へアクセスできます。

3.5.2 10g（（（（9.0.4）または）または）または）または 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の OracleAS Metadata 
Repository に対してはに対してはに対してはに対しては 10g（（（（10.1.4.0.1）））） Identity Management をインストールできをインストールできをインストールできをインストールでき
ないないないない

リリース 3（10.1.4.0.1）の Identity Management をインストールする場合は、リリース 3
（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository データベースを識別する必要があります。 これ
は、リリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management コンポーネントにリリース 3

（10.1.4.0.1）の Identity Management スキーマが必要であるためです。 

この要件のため、リリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management のインストール時
には、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Metadata Repository は指定で
きません。

3.5.3 リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.4.0.1）の）の）の）の Identity Management の互換性に関する一般要件の互換性に関する一般要件の互換性に関する一般要件の互換性に関する一般要件
次の項では、複数のリリースが混在する Oracle Application Server 環境でリリース 3

（10.1.4.0.1）の Identity Management を実行する際に、考慮する必要がある要件について説明し
ます。

� OracleAS Identity Management コンポーネントと必須スキーマのリリースは同じである必
要がある

� OracleAS Identity Management コンポーネントでは同じリリースの Oracle Internet 
Directory を使用する必要がある

3.5.3.1 OracleAS Identity Management コンポーネントと必須スキーマのリコンポーネントと必須スキーマのリコンポーネントと必須スキーマのリコンポーネントと必須スキーマのリ
リースは同じである必要があるリースは同じである必要があるリースは同じである必要があるリースは同じである必要がある
OracleAS Metadata Repository には、OracleAS Identity Management に必要なスキーマが含ま
れています。

Oracle Universal Installer を使用して Identity Management を 10g（10.1.4.0.1）にアップグレー
ドした場合、アップグレードされた Identity Management コンポーネントでは Identity 
Management スキーマとして以前のリリースの OracleAS Metadata Repository を使用できま
す。これは、OracleAS Metadata Repository の Identity Management スキーマは、Identity 
Management アップグレード処理の一部としてアップグレードされるためです。
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ただし、新しい Identity Management リリース 3（10.1.4.0.1）の Oracle ホームをインストール
した場合は、Identity Management スキーマの格納先として以前のリリースの OracleAS 
Metadata Repository を選択することはできません。インストール手順で既存の OracleAS 
Metadata Repository を指定するように要求されたときに、既存のリリース 3（10.1.4.0.1）の
Metadata Repository を指定する必要があります。新しくインストールされたリリース 3

（10.1.4.0.1）のリポジトリか、リリース 3（10.1.4.0.1）にアップグレードされた OracleAS 
Metadata Repository のどちらかをリリース 3（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository と
して指定できます。

3.5.3.2 OracleAS Identity Management コンポーネントでは同じリリースのコンポーネントでは同じリリースのコンポーネントでは同じリリースのコンポーネントでは同じリリースの
Oracle Internet Directory を使用する必要があるを使用する必要があるを使用する必要があるを使用する必要がある
OracleAS Identity Management は、Oracle Delegated Administration Services、Oracle 
Application Server Single Sign-On、Oracle Application Server Certificate Authority、Oracle 
Directory Integration Platform などの複数のコンポーネントで構成されています。これらのコ
ンポーネントには、Oracle Internet Directory が必要です。

OracleAS Identity Management リリース 3（10.1.4.0.1）のこれらのコンポーネントを個別にイ
ンストールした場合、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle Internet Directory
に対してこれらのコンポーネントをインストールすることはできません。

かわりに、Oracle Internet Directory をリリース 3（10.1.4.0.1）にアップグレードするか、また
は新しいリリース 3（10.1.4.0.1）の Oracle Internet Directory をインストールする必要がありま
す。
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バックアップ計画およびアップグレード中のバックアップ計画およびアップグレード中のバックアップ計画およびアップグレード中のバックアップ計画およびアップグレード中の

システムの可用性システムの可用性システムの可用性システムの可用性

この章では、アップグレード計画のガイドラインについて説明します。この章の内容は、次の
とおりです。

� アップグレード前のバックアップ計画

� システム停止時間の計画
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アップグレード前のバックアップ計画
4.1 アップグレード前のバックアップ計画アップグレード前のバックアップ計画アップグレード前のバックアップ計画アップグレード前のバックアップ計画
アップグレード処理を開始する前に、バックアップ要件を十分理解しておく必要があります。
これらの要件は、アップグレード対象が中間層か、OracleAS Metadata Repository か、
OracleAS Identity Management かによって若干異なります。

次の項で、詳細を説明します。

� OracleAS Metadata Repository のアップグレードのバックアップ計画

� Identity Management のアップグレードのバックアップ計画

4.1.1 OracleAS Metadata Repository のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画
ほとんどの場合、OracleAS Metadata Repository をアップグレードするときは、まずリポジト
リをホスティングするデータベースを、10g（10.1.4.0.1）によってサポートされるデータベー
ス・リリースにアップグレードする必要があります。

4.1.1.1 データベース・リリースのアップグレード前に行うデータベースのデータベース・リリースのアップグレード前に行うデータベースのデータベース・リリースのアップグレード前に行うデータベースのデータベース・リリースのアップグレード前に行うデータベースの
バックアップバックアップバックアップバックアップ
他のすべてのデータベース・アップグレードと同様に、標準の手順では、データベース・リ
リースをアップグレードする前にソースの OracleAS Metadata Repository をバックアップする
ように指示しています。詳細は、ご使用のプラットフォームおよびデータベース・リリースに
対応する Oracle Database ドキュメントを参照してください。

4.1.1.2 MRUA を実行する前に行うデータベースのバックアップを実行する前に行うデータベースのバックアップを実行する前に行うデータベースのバックアップを実行する前に行うデータベースのバックアップ
コンポーネント・スキーマをアップグレードするには、Metadata Repository Upgrade 
Assistant（MRUA）を使用します。 このコンポーネント・スキーマのアップグレードは、イン
プレース・アップグレードです。つまり、MRUA によって、データベースに存在する
Application Server コンポーネント・スキーマが変更されます。スキーマまたはスキーマに含ま
れているデータのコピーが新しく作成されることはありません。MRUA によって加えられた変
更は、元に戻せません。

そのため、MRUA を実行する前に、スキーマを含むデータベースのバックアップを実行する必
要があります。このバックアップによって、MRUA の実行前の元の状態にデータベースをリス
トアできます。

4.1.2 Identity Management のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画のアップグレードのバックアップ計画
OracleAS Identity Management のアップグレードでは、OracleAS Identity Management インス
トールの Oracle ホームにある構成ファイルおよびデータ・ファイルのアップグレードおよび
OracleAS Metadata Repository データベース内に格納されている OracleAS Identity 
Management スキーマのアップグレードを行う必要があります。 

OracleAS Identity Management インストールをアップグレードする際は、次のバックアップ計
画を検討してください。

� OracleAS Identity Management をアップグレードする場合は、Oracle Universal Installer お
よび Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のインストール手順を使用します。このイ
ンストール手順によって、新しい 10g（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームが自

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングする
データベースの アップグレード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Application Server インストールを簡単にバックアップお
よびリカバリできるようにするための Oracle Application Server Backup and 
Recovery ツールの詳細については、『Oracle Application Server 管理者ガイ
ド』を参照してください。

Oracle Database のバックアップに関する詳細およびガイドラインについて
は、Oracle Database 10g ドキュメント・ライブラリの『Oracle Database バッ
クアップおよびリカバリ基礎』を参照してください。
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動的にインストールされ、構成データはソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームへ自動的にコピーされます。

そのため、ソース Oracle ホームは、OracleAS Identity Management のアップグレード処理
によって変更されません。Application Server データを保護するためのバックアップ計画以
外は、追加または新規のバックアップ計画は不要です。

� OracleAS Metadata Repository 内の OracleAS Identity Management スキーマも、このイン
ストール手順でアップグレードされます。これらのスキーマには、Oracle Internet 
Directory スキーマおよび OracleAS Single Sign-On スキーマが含まれます。

OracleAS Identity Management スキーマのアップグレードは、インプレース・アップグ
レードです。つまり、インストール手順によって、データベースに存在する OracleAS 
Identity Management スキーマが変更されます。スキーマまたはスキーマに含まれている
データのコピーが新しく作成されることはありません。OracleAS Identity Management の
アップグレードによって加えられた変更は、元に戻せません。

そのため、アップグレードを行う前に、OracleAS Identity Management スキーマを含む
OracleAS Metadata Repository データベースをバックアップする必要があります。

4.1.3 Oracle Application Server インスタンスのアップグレード後のバックアッインスタンスのアップグレード後のバックアッインスタンスのアップグレード後のバックアッインスタンスのアップグレード後のバックアッ
プ計画プ計画プ計画プ計画

Oracle Application Server 環境をアップグレードし、その検証が完了した後、この環境をアッ
プグレード直後の状態に簡単にリストアできるように、Oracle Application Server インストー
ルのバックアップを検討します。

特に、アップグレード処理の直後に、新しくアップグレードした OracleAS Metadata 
Repository データベースのバックアップを検討してください。アップグレード後の初回バック
アップによって、データベースの定期バックアップを開始できます。 アップグレード後の初回
バックアップによって、アップグレード処理を繰り返さなくても、環境をアップグレード直後
の状態にリストアできるようになります。

また、新しくアップグレードした Oracle Application Server インストールに開発作業またはデ
プロイ作業を移行した後、Oracle Application Server の新しい Oracle ホームを含むように定期
バックアップを必ず変更してください。

4.2 システム停止時間の計画システム停止時間の計画システム停止時間の計画システム停止時間の計画
この項では、Oracle Application Server のアップグレードの計画で明らかにしておきたい次の
点に関する情報を提供します。

� アップグレードやアップグレードのトラブルシューティングに割り当てる時間の長さ

� 停止時間を発生しやすいシステムの部分

� 停止時間が発生する場合

詳細は、次の項を参照してください。

� アップグレードに必要な時間の見積り

� Metadata Repository Upgrade Assistant の実行時間の例

4.2.1 アップグレードに必要な時間の見積りアップグレードに必要な時間の見積りアップグレードに必要な時間の見積りアップグレードに必要な時間の見積り
停止時間を考慮する際は、アップグレードの準備作業およびアップグレード処理にかかる時間
が重要となります。この項では、基本的な構成のアップグレード時間の見積りを示します。

詳細は、表 4-1 を参照してください。
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4.2.2 Metadata Repository Upgrade Assistant の実行時間の例の実行時間の例の実行時間の例の実行時間の例 
MRUA を実行して OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント・スキーマをアップグ
レードするために必要な時間は、使用しているハードウェアおよび OracleAS Metadata 
Repository 内のデータ量によって異なります。ただし、次のハードウェアおよびソフトウェ
ア・プラットフォーム上での MRUA のテストでは、標準的な実行時間が次のとおり示されてい
ます。

� Solaris 2.9 を実行している Sun UltraSPARC 60、デュアル CPU で 1 時間 40 分

� Windows 2000 Service Pack 4 を実行している 2.4GHz Pentium 4 で 45 分

表表表表 4-1 Infrastructure アップグレード時間の見積りアップグレード時間の見積りアップグレード時間の見積りアップグレード時間の見積り

操作操作操作操作 Metadata Repository
Identity 
Management

同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された
Infrastructure1

1 Metadata Repository および Identity Management のアップグレード時間は、共通タスクの実行が 1 回のみでよいため、各部分
を個々にアップグレードする場合にかかる時間の合計より短くなります。 

データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ : データベースのバックアッ

プは、ユーザーが指定した手順で実行します。 
1 時間 該当なし 該当なし

Oracle ホームのバックアップホームのバックアップホームのバックアップホームのバックアップ : Infrastructure の Oracle
ホームをバックアップします。 

該当なし 1 時間 1 時間

データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード : Metadata Repository の

作成に OracleAS RepCA が使用され、データベースがサ

ポートされていないリリースの場合、データベースをサ
ポートされるリリースに手動でアップグレードする必要が
あります。

該当なし 該当なし 該当なし

Oracle Universal Installer を使用したインストールおよびを使用したインストールおよびを使用したインストールおよびを使用したインストールおよび

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード : アップグレード対象のインストール・タ

イプに応じて、Oracle Universal Installer によって新しい

OracleAS Identity Management コンポーネントがインス

トールされます。Oracle ホームに OracleAS Metadata 
Repository が含まれている場合、OracleAS Metadata 
Repository データベースは、サポートされるリリースに自

動的にアップグレードされます。

3 時間2

2 データベース・ベースの Oracle Application Server ファームの一部である中間層をサポートするためのみに、OracleAS 
Metadata Repository が使用されている場合、OracleAS Metadata Repository を使用する J2EE and Web Cache 中間層は、
OracleAS Metadata Repository のアップグレード中も引き続き動作可能です。

30 分 3 時間 30 分

MRUA 実行前のデータベースのバックアップ実行前のデータベースのバックアップ実行前のデータベースのバックアップ実行前のデータベースのバックアップ 1 時間 該当なし 1 時間

MRUA を使用した OracleAS Metadata Repository のアッのアッのアッのアッ

プグレードプグレードプグレードプグレード : Metadata Repository のコンポーネント・ス

キーマをアップグレードします。 

1 時間

詳細は、4.2.2 項

「Metadata Repository 
Upgrade Assistant の実

行時間の例」を参照し
てください。

該当なし 1 時間

詳細は、4.2.2 項

「Metadata Repository 
Upgrade Assistant の実

行時間の例」を参照し
てください。

Identity Management のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後 : アップグレー

ド後のすべてのタスクを実行します。 
該当なし 1 時間 1 時間

合計合計合計合計 : 6 時間 2 時間 30 分 7 時間 30 分
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第第第第 II 部部部部

アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行

内容は次のとおりです。

� 第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレード」

� 第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレー
ド」

� 第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」

� 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレード」

� 第 9 章「アップグレード後の手順（コンポーネント別）」

� 第 10 章「アップグレードの検証および ソース Oracle ホームの破棄」





10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレ
5

10g（（（（9.0.4）中間層の）中間層の）中間層の）中間層の 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2））））

へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード

Oracle Application Server 10g（9.0.4）からアップグレードする際に、10g（9.0.4）中間層の
Oracle ホームがインストールおよび構成されている場合は、その中間層を Oracle Application 
Server 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードしてから OracleAS Identity Management の
アップグレードに進む必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� タスク 1: 10g（9.0.4）中間層をアップグレードするかどうかの判断

� タスク 2: 中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードするための手順の確認

注意注意注意注意 : 10g リリース 2（10.1.2）中間層を使用している場合は、この章を省略
し、すぐに第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデー
タベースの アップグレード」へ進みます。
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タスク 1: 10g（9.0.4）中間層をアップグレードするかどうかの判断
5.1 タスクタスクタスクタスク 1: 10g（（（（9.0.4）中間層をアップグレードするかどうか）中間層をアップグレードするかどうか）中間層をアップグレードするかどうか）中間層をアップグレードするかどうか
の判断の判断の判断の判断

次の項目にすべて該当する場合は、10g（9.0.4）中間層をアップグレードする必要があります。

� Portal and Wireless、Business Intelligence and Forms または Forms and Reports Services イ
ンストール・タイプを使用して、10g（9.0.4）中間層をすでにインストールしている。

� これらの中間層で、アップグレードする OracleAS Identity Management の Oracle ホームと
同じ OracleAS Metadata Repository データベースを使用している。

前述の項目の両方に該当する場合は、中間層のアップグレードが必要です。これは、10g
（10.1.4.0.1）へのアップグレードの一環として、10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository
コンポーネント・スキーマを 10g リリース 2（10.1.2.0.2）にアップグレードするためです。
Oracle Application Server 10g（9.0.4）中間層は、10g リリース 2（10.1.2）のコンポーネント・
スキーマと互換性がありません。 

このため、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository を使
用するすべての中間層では、10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードしてから、Metadata 
Repository Upgrade Assistant（MRUA）を実行する必要があります。

図 5-1 に、10g（9.0.4）中間層で、Oracle Identity Management と同じ OracleAS Metadata 
Repository を使用している典型的なシナリオを示します。 この場合、10g（9.0.4）中間層をアッ
プグレードしてから、OracleAS Metadata Repository で MRUA を実行する必要があります。

図 5-2 に、10g（9.0.4）中間層で、それぞれ独自の OracleAS Metadata Repository を使用してい
るシナリオを示します。 このシナリオでは、10g（9.0.4）中間層は 10g（10.1.4.0.1）へのアップ
グレードの影響を受けません。 この場合、Oracle Identity Management スキーマをホスティン
グする OracleAS Metadata Repository で MRUA を実行する前に、10g（9.0.4）中間層をアップ
グレードする必要はありません。

図図図図 5-1 Oracle Identity Management と同じと同じと同じと同じ OracleAS Metadata Repository を使用するを使用するを使用するを使用する 10g
（（（（9.0.4）中間層の例）中間層の例）中間層の例）中間層の例

図図図図 5-2 Oracle Identity Management とは異なるとは異なるとは異なるとは異なる OracleAS Metadata Repository を使用するを使用するを使用するを使用する 10g
（（（（9.0.4）中間層の例）中間層の例）中間層の例）中間層の例
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タスク 2: 中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードするための手順の確認
5.2 タスクタスクタスクタスク 2: 中間層を中間層を中間層を中間層を 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）にアップグレード）にアップグレード）にアップグレード）にアップグレード
するための手順の確認するための手順の確認するための手順の確認するための手順の確認

10g（9.0.4）中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードするには、次の手順を実行し
ます。

1. 適切なライセンスを取得し、Oracle Technology Network（OTN）から Oracle Application 
Server 10g リリース 2（10.1.2）ソフトウェアをダウンロードします。

http://www.oracle.com/technology/products/ias/index.html

2. Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）ドキュメント・ライブラリにある
『Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド』を参照します。これは、

Oracle Technology Network（OTN）で参照できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/appserver101202.html
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タスク 2: 中間層を 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードするための手順の確認
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OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレ
6

OracleAS Metadata Repository をををを
ホスティングするデータベースのホスティングするデータベースのホスティングするデータベースのホスティングするデータベースの

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

Oracle Application Server 環境のトポロジによっては、Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）をアップグレードする前に、OracleAS Metadata Repository をホスティングする
データベースをアップグレードする必要がある場合があります。

次の項で、OracleAS Metadata Repository データベースをアップグレードする方法について詳
細に説明します。

� タスク 1: OracleAS Metadata Repository データベース要件の確認

� タスク 2: データベース・リリースおよびアップグレード・パスの判断

� タスク 3: データベースのアップグレード

� タスク 4: データベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置

� タスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の構成
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タスク 1: OracleAS Metadata Repository データベース要件の確認
6.1 タスクタスクタスクタスク 1: OracleAS Metadata Repository データベース要件の確認データベース要件の確認データベース要件の確認データベース要件の確認
次の項では、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）でサポートされるデータベースのリ
リースについて説明します。

� Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）でサポートされるデータベース・リリースの
一覧

� OracleMetaLink による、最新の Oracle Application Server ソフトウェア要件の確認

6.1.1 Oracle Identity Management 10g（（（（10.1.4.0.1）でサポートされるデータベー）でサポートされるデータベー）でサポートされるデータベー）でサポートされるデータベー
ス・リリースの一覧ス・リリースの一覧ス・リリースの一覧ス・リリースの一覧

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースは、次のいずれかのサポート
されているリリースである必要があります。

6.1.2 OracleMetaLink による、最新のによる、最新のによる、最新のによる、最新の Oracle Application Server ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件
の確認の確認の確認の確認

このマニュアルに記載されている Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のソフトウェア要
件は、このマニュアルが発行された時点で正確なものでした。 Oracle Identity Management 10g

（10.1.4.0.1）に必要なデータベース・リリースを含むソフトウェア要件の最新情報は、
OracleMetaLink を参照してください。

http://metalink.oracle.com/

OracleMetaLink にログインした後、「「「「Certify and Availablility」」」」をクリックします。表示され
る Web ページから、製品別、プラットフォーム別および製品の高可用性別に最新の証明書を表
示できます。

表表表表 6-1 10g（（（（10.1.4.0.1）））） OracleAS Metadata Repository でサポートされるデータベースでサポートされるデータベースでサポートされるデータベースでサポートされるデータベース

リリースリリースリリースリリース 説明説明説明説明

Oracle Database 10g
（10.1.0.5）

これは、10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Metadata Repository を新し

くインストールしたときに、Oracle Universal Installer によって作

成および構成されるデータベースのリリースです。

また、Oracle Universal Installer を使用して、同じ場所に配置され

た Infrastructure または異なる場所に配置された Infrastructure の

Oracle ホームのシード・データベースをアップグレードしたときに

生成されるデータベースのリリースでもあります。

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS RepCA を

使用して、既存の Oracle 10g（10.1.0.x）データベースに OracleAS 
Metadata Repository をインストールした場合は、データベースを

このリリースにアップグレードする必要があります。

Oracle9i リリース 2（9.2.0.7） OracleAS RepCA を使用して、既存の Oracle9i Database（9.1.0.x ま

たは 9.2.0.x）に OracleAS Metadata Repository をインストールした

場合は、Oracle9i Database をこのリリースにアップグレードする必

要があります。

Oracle Database 10g (10.2) 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS RepCA を使用して、既存の

Oracle Database 10g（10.2）データベースに OracleAS Metadata 
Repository をインストールした場合は、データベースのアップグ

レードは必要ありません。
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タスク 2: データベース・リリースおよびアップグレード・パスの判断
6.2 タスクタスクタスクタスク 2: データベース・リリースおよびアップグレード・パデータベース・リリースおよびアップグレード・パデータベース・リリースおよびアップグレード・パデータベース・リリースおよびアップグレード・パ
スの判断スの判断スの判断スの判断

次の項では、Oracle Identity Management データベースのリリースとアップグレード・パスの
判断について説明します。

� 現行のデータベース・リリースの確認

� シード・データベースおよび OracleAS Metadata Repository データベース

� OracleAS Metadata Repository データベースのアップグレード処理のフロー・チャート

6.2.1 現行のデータベース・リリースの確認現行のデータベース・リリースの確認現行のデータベース・リリースの確認現行のデータベース・リリースの確認
Oracle データベースのリリースを確認するには、次のように PRODUCT_COMPONENT_VERSION
ビューを問い合せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> SELECT version FROM v$instance;

この例で、password には、SYS データベース・ユーザーのパスワードを指定します。 

6.2.2 シード・データベースおよびシード・データベースおよびシード・データベースおよびシード・データベースおよび OracleAS Metadata Repository データベースデータベースデータベースデータベース
OracleAS Metadata Repository データベースに選択するアップグレード・パスは、OracleAS 
Metadata Repository データベースがシード・データベースか OracleAS RepCA データベース
かによって異なります。

データベースがシード・データベースか OracleAS RepCA データベースかを確認した後、アッ
プグレード・パスを判断します。

� データベースがシード・データベースの場合は、Oracle Universal Installer および標準の
Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）のインストール手順を使用してデータベース
を自動的にアップグレードできます。Oracle Universal Installer により、データベースは
Oracle Database 10g（10.1.0.5）にアップグレードされます。

詳細は、6.3.1 項「Oracle Universal Installer によるシード・データベースのアップグレー
ド」を参照してください。

� データベースが OracleAS RepCA データベースの場合は、データベースの現行のリリース
を判断してから、必要に応じてデータベースをアップグレードする必要があります。

OracleAS RepCA データベースのアップグレード・パスを判断する方法については、6.3.2
項「OracleAS RepCA データベースのアップグレード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2.1.4 項「シード・データベースか OracleAS RepCA データベー
スかの判断」
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タスク 2: データベース・リリースおよびアップグレード・パスの判断
6.2.3 OracleAS Metadata Repository データベースのアップグレード処理のフデータベースのアップグレード処理のフデータベースのアップグレード処理のフデータベースのアップグレード処理のフ
ロー・チャートロー・チャートロー・チャートロー・チャート

図 6-1 に、シード・データベースまたは OracleAS RepCA データベースのアップグレード手順
をまとめたフロー・チャートを示します。

図図図図 6-1 データベースのアップグレード・パスの決定データベースのアップグレード・パスの決定データベースのアップグレード・パスの決定データベースのアップグレード・パスの決定
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タスク 2: データベース・リリースおよびアップグレード・パスの判断
6.2.4 データベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順のデータベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順のデータベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順のデータベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順の
説明説明説明説明

表 6-2 に、図 6-1 に記載されているアップグレード処理手順の説明を示します。

表表表表 6-2 データベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順の説明データベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順の説明データベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順の説明データベース・アップグレード・パスのフロー・チャート内の手順の説明

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

シード・データベース アップグレード対象のデータベースがシー
ド・データベースであるかどうかを判断し
ます。 シード・データベースの場合は、

Oracle Universal Installer を使用してデータ

ベースを自動的にアップグレードできます。

そうでない場合は、データベースの現行の
リリースを確認し、データベースを手動で
アップグレードする必要があります。

2.1.4 項「シード・データベースか

OracleAS RepCA データベースかの判断」

同じ場所に配置されたデータ
ベース

シード・データベースが同じ場所に配置さ
れた Infrastructure の一部であるかどうかを

判断します。 

シード・データベースが同じ場所に配置さ
れた Infrastructure の一部である場合、第 7
章「Oracle Universal Installer による Oracle 
Identity Management の アップグレード」

に示す OracleAS Identity Management の
アップグレードの一環として、データベー
スを自動的にアップグレードできます。

そうでない場合は、Oracle Universal 
Installer および、6.3.1 項「Oracle Universal 
Installer によるシード・データベースのアッ

プグレード」の手順を使用して、データ
ベースをアップグレードできます。

2.1.3 項「現在の OracleAS Infrastructure
構成の確認」

現行のデータベース・リリー
スの確認

データベースがシード・データベースでな
い場合は、データベースのリリースを確認
し、この表の残りの手順のいずれかを使用
して、データベースを手動でアップグレー
ドする必要があります。使用する手順は、
リリースによって異なります。

6.2.1 項「現行のデータベース・リリース

の確認」

Oracle9i（9.0.1.x）データ

ベース

データベースが Oracle9i Database である場

合は、データベースを Oracle9i リリース 2
（9.2.0.1）にアップグレードし、Oracle9i リ
リース 2（9.2.0.7）パッチ・セットを適用す

る必要があります。

6.3.2.1 項「Oracle9i Database に OracleAS 
Metadata Repository をインストールした

場合」

6.3.2.2 項「Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）
データベース・パッチ・セットを適用す
る場合の注意事項」

Oracle Database 10g（10.1.x） データベースが Oracle Database 10g
（10.1.x）データベースである場合は、Oracle 
Database 10g（10.1.0.5）パッチ・セットを

適用する必要があります。

6.3.2.3 項「Oracle 10g データベースに

OracleAS Metadata Repository をインス

トールした場合」

Oracle Database 10g（10.2.x） データベースが Oracle Database 10g
（10.2.x）データベースである場合、データ

ベースのアップグレードは必要ありません。

6.3.2.3 項「Oracle 10g データベースに

OracleAS Metadata Repository をインス

トールした場合」
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タスク 3: データベースのアップグレード
6.3 タスクタスクタスクタスク 3: データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード
次の項では、データベースをアップグレードする方法について説明します。この方法は、使用
している Oracle Identity Management 環境のデータベースのアップグレード・パスによって異
なります。

� Oracle Universal Installer によるシード・データベースのアップグレード

� OracleAS RepCA データベースのアップグレード

6.3.1 Oracle Universal Installer によるシード・データベースのアップグレードによるシード・データベースのアップグレードによるシード・データベースのアップグレードによるシード・データベースのアップグレード 
OracleAS Metadata Repository がシード・データベースにあり、そのシード・データベースが
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Application Server のインストール手順で作成さ
れた場合は、Oracle Universal Installer および Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）の
インストール手順を使用して OracleAS Metadata Repository データベースをアップグレードで
きます。 

このデータベース・アップグレード方法は、Oracle Universal Installer によってデータベースの
アップグレードが自動的に行われるため、最も簡単な方法です。

Oracle Universal Installer を使用して OracleAS Metadata Repository データベースをアップグ
レードする方法については、次の項を参照してください。

� Oracle Universal Installer を使用したシード・データベースのアップグレードの概要

� 異なる場所に配置された Infrastructure における OracleAS Metadata Repository のシード・
データベースのアップグレード

� OracleAS Identity Management のアップグレード中にプロンプトが表示された場合のデー
タベース・リスナーの停止

6.3.1.1 Oracle Universal Installer を使用したシード・データベースのアップを使用したシード・データベースのアップを使用したシード・データベースのアップを使用したシード・データベースのアップ
グレードの概要グレードの概要グレードの概要グレードの概要
図 6-2 に、10g（10.1.4.0.1）のインストール手順の最初の数画面を示します。この図は、10g

（10.1.4.0.1）をインストールして既存の OracleAS Metadata Repository をアップグレードする
ために、どのようにして適切なインストール・タイプを選択するかを示しています。

図に示すように、OracleAS Identity Management を同じ場所に配置された Infrastructure で実
行している場合、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースは、
OracleAS Identity Management のアップグレードの一環として自動的にアップグレードされま
す（第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」
を参照）。

一方、OracleAS Metadata Repository が異なる場所に配置された Infrastructure 内に存在する場
合は、詳細について 6.3.1 項「Oracle Universal Installer によるシード・データベースのアップ
グレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer を使用して OracleAS Metadata Repository
データベースをアップグレードすると、インストーラによって Database 
Upgrade Assistant（DBUA）が起動されます。

DBUA では、データベースのアップグレードに非常に長い時間がかかる場合
があります。データベースのアップグレードにかかる時間については、4.2 項

「システム停止時間の計画」を確認し、適切に計画してください。
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図図図図 6-2 Oracle Universal Installer によるによるによるによる OracleAS Metadata Repository データベースのアップグデータベースのアップグデータベースのアップグデータベースのアップグ

レードレードレードレード

6.3.1.2 異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Infrastructure におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Metadata 
Repository のシード・データベースのアップグレードのシード・データベースのアップグレードのシード・データベースのアップグレードのシード・データベースのアップグレード
異なる場所に配置された Infrastructure の OracleAS Metadata Repository データベースを、10g

（10.1.4.0.1）のインストール手順を使用してアップグレードする場合は、Oracle Universal 
Installer の標準のインストール画面を使用して次のタスクを実行します。

OracleAS Metadata Repository が同じ場所に配置された Infrastructure に存在する場合は、
Oracle Universal Installer による OracleAS Identity Management のアップグレード中にデータ
ベースが自動的にアップグレードされます。

1. OracleAS Identity Management インストールのサービスを使用しているすべての中間層を
停止します。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびデータベース・リスナーが起動され、
実行中であることを確認します。

3. 10g（9.0.4）のインストールを実行したオペレーティング・システム・ユーザーとして、
ソース・インスタンスがインストールされているコンピュータにログインします。

注意注意注意注意 : OracleAS Metadata Repository をインストールまたはアップグレード
するためにログインするアカウントは、管理者グループのメンバーとしてリ
ストされている必要があります。 
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4. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。 

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

5. 必要な環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」
にある「環境変数」で定義されているとおりに設定します。

特に、次の変数がどの Oracle ホーム・ディレクトリも参照しないように設定してくださ
い。

� PATH

� CLASSPATH

さらに、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

6. CD-ROM をマウントしてインストーラを起動します。

7. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 6-3 を参照してください。

8. 「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了し、Oracle 
Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、10g

（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームでアクセスできることを確認します。

この手順では、データベース・リリースのみがアップグレードされることに注意してください。 
データベースをアップグレードした後、Metadata Repository Upgrade Assistant（MRUA）を
実行して OracleAS Metadata Repository コンポーネント・スキーマをアップグレードする必要
があります。また、データベースをサポートされているデータベース・リリースにアップグ
レードした後、Oracle Universal Installer を実行して OracleAS Identity Management スキーマ
をアップグレードする必要があります。

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、手順 6 に示すように、ORACLE_HOME 環境
変数が定義されていないことを確認する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Single Sign-On
サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。
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関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップ
グレード」

第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の 
アップグレード」

表表表表 6-3 異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Oracle ホーム内のホーム内のホーム内のホーム内の OracleAS Metadata Repository のアップグレーのアップグレーのアップグレーのアップグレー

ド中に表示されるド中に表示されるド中に表示されるド中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション

ようこそ Oracle Universal Installer および Oracle Application Server 10g
（10.1.4.0.1）のインストール手順の初期画面です。

ファイルの場所の指定 新しい Oracle ホームの名前とパスを入力します。

この新しい Oracle ホームは、Oracle Application Server 10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームになります。

インストールする製品の選択 「「「「OracleAS Infrastructure 10g 」」」」を選択します。 

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」をクリックします。 

言語の選択 この画面は、「インストールする製品の選択」画面で「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」
をクリックした場合にのみ表示されます。

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、それらの言語を選択します。 

インストールされている言語が明らかでない場合に英語以外の言語
をインストールするには、二重矢印（>>）をクリックしてすべての

言語を選択します。 

インストール・タイプの選択 「「「「Metadata Repository」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : アップグレード対象の Oracle ホームで使用しているのと同じ

インストール・タイプを選択することが非常に重要です。

既存の Infrastructure のアッ

プグレード

この画面は、「インストール・タイプの選択」画面で選択したのと
同じインストール・タイプの既存の Oracle Application Server を
Oracle Universal Installer が検出すると表示されます。

既存の OracleAS Infrastructure をアップグレードするオプションを

選択し、アップグレードする Oracle ホームをドロップダウン・リ

ストから選択します。選択したタイプの Infrastructure がコン

ピュータに 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティブ

になりません。

Oracle Universal Installer は、「インストール・タイプの選択」画面

で選択されたインストール・タイプと一致する Oracle ホームのみ

を検出することに注意してください。

Infrastructure データベース接

続情報の指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィー

ルドに SYSユーザーのパスワードを入力します。
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警告ダイアログ・ボックス このダイアログ・ボックスでは、OracleAS Metadata Repository
データベースのすべてのクライアントをすぐに停止する必要がある
ことを警告します。Oracle Universal Installer は、現在の Oracle
ホーム内のすべてのクライアントを自動的に停止します。1

ただし、別の Oracle ホームにあるデータベースまたは OracleAS 
Metadata Repository クライアントは手動で停止する必要がありま

す。

OracleAS Metadata Repository には次のクライアントがあります。

� この OracleAS Metadata Repository を使用する OracleAS 
Identity Management コンポーネント

� この OracleAS Metadata Repository を使用する中間層インスタ

ンス

この OracleAS Metadata Repository を使用する各中間層内では、

Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache を含むすべてのコ

ンポーネントを停止する必要があります。 

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の起動および停

止に関する項を参照してください。

データベース・リスナーの警
告ダイアログ・ボックス

データベース・リスナーがホスト上で実行中の場合は、警告ダイア
ログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスを確認
し、リスナーを手動で停止する必要があるかどうかを判断します。

詳細は、6.3.1.3 項「OracleAS Identity Management のアップグレー

ド中にプロンプトが表示された場合のデータベース・リスナーの停
止」を参照してください。

サマリー この画面を使用して、選択内容を確認します。「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」を
クリックすると、10g（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームへのアッ

プグレードが開始されます。

UNIX Systems では、コピーが完了すると、ダイアログ・ボックス

が表示されます。 このダイアログ・ボックスでは、root ユーザーで

構成スクリプトを実行するように要求されます。 ダイアログ・ボッ

クスの指示に従います。スクリプトが終了したら「「「「OK」」」」をクリッ

クします。

コンフィギュレーション・ア
シスタント

最初のソフトウェアがインストールされると、一連の
Configuration Assistant がそのコンポーネントを 10g（10.1.4.0.1）
の新しい Oracle ホームに自動的に設定します。この画面は、各

Configuration Assistant の進行状況を追跡し、インストールのこの

フェーズに問題がないか調べるために使用します。

注意注意注意注意 : 

� Database Upgrade Assistant（DBUA）では、データベースの

アップグレードに非常に長い時間がかかる場合があります。
データベースのアップグレードにかかる時間の詳細は、4.2 項

「システム停止時間の計画」を参照してください。

� Database Upgrade Assistant の実行中は、「中止」「中止」「中止」「中止」ボタンを使用

して Database Upgrade Assistant の実行を中断しないでくださ

い。「中止」「中止」「中止」「中止」を押しても、Database Upgrade Assistant の基礎

プロセスは実行を継続します。また、Oracle Universal 
Installer は、これらのプロセスが完了するまで待機した後、制

御をユーザーに戻します。

表表表表 6-3 異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Oracle ホーム内のホーム内のホーム内のホーム内の OracleAS Metadata Repository のアップグレーのアップグレーのアップグレーのアップグレー

ド中に表示されるド中に表示されるド中に表示されるド中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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6.3.1.3 OracleAS Identity Management のアップグレード中にプロンプトが表のアップグレード中にプロンプトが表のアップグレード中にプロンプトが表のアップグレード中にプロンプトが表
示された場合のデータベース・リスナーの停止示された場合のデータベース・リスナーの停止示された場合のデータベース・リスナーの停止示された場合のデータベース・リスナーの停止
アップグレード対象の OracleAS Identity Management 構成によっては、OracleAS Identity 
Management のアップグレード中にデータベース・リスナーを停止するように要求される場合
があります。特に、OracleAS Metadata Repository と OracleAS Identity Management が同じ
Oracle ホームにインストールされていて、同じ場所に配置された Infrastructure をアップグ
レードする場合に、このプロンプトが表示されます。

リスナーは、停止するように要求されるまで停止しないでください。ただし、このようなプロ
ンプトが表示された場合は、lsnrctlユーティリティを使用して、次の手順でデータベース・
リスナーを停止します。

1. ORACLE_HOME環境変数を、停止するリスナーの Oracle ホームに設定します。

2. 次のコマンドを入力して、停止しようとしているリスナーのリリースを確認します。

%ORACLE_HOME%¥bin¥lsnrctl version

lsnrctlユーティリティは、現在のデータベース・リスナーに関する情報を表示します。
この情報で、停止するリスナーが正しいことを確認します。

3. 次のコマンドを入力してリスナーを停止します。

%ORACLE_HOME%¥bin¥lsnrctl stop

6.3.2 OracleAS RepCA データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード
OracleAS RepCA を使用して OracleAS Metadata Repository をインストールした場合は、リポ
ジトリをホスティングするデータベースのリリースを確認する必要があります。

図 6-1 に示すように、10g（10.1.4.0.1）をサポートできるリリースにデータベースをアップグ
レードすることが目標です。

詳細は、次の項を参照してください。

� Oracle9i Database に OracleAS Metadata Repository をインストールした場合

� Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）データベース・パッチ・セットを適用する場合の注意事項

� Oracle 10g データベースに OracleAS Metadata Repository をインストールした場合

インストールの終了 インストールとアップグレードが完了すると、この画面に、10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームに関する重要な詳細（Application 
Server Control コンソールの URL や setupinfo.txtファイルの

場所など）が表示されます。

情報をこの画面で確認したら、Oracle Universal Installer を終了し、

アップグレード後のタスクに進むことができます。 
1 shutdownprocesses.logファイルで、Oracle Universal Installer によって実行される自動停止手順の

ログにアクセスできます。このファイルはアップグレード先 Oracle ホームの cfgtoollogsディレクト
リにあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OracleAS Metadata Repository データベース要件の最新情報の入
手方法については、6.1.2 項「OracleMetaLink による、最新の Oracle 
Application Server ソフトウェア要件の確認」を参照してください。

表表表表 6-3 異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Oracle ホーム内のホーム内のホーム内のホーム内の OracleAS Metadata Repository のアップグレーのアップグレーのアップグレーのアップグレー

ド中に表示されるド中に表示されるド中に表示されるド中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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6.3.2.1 Oracle9i Database にににに OracleAS Metadata Repository をインストールしをインストールしをインストールしをインストールし
た場合た場合た場合た場合
Oracle9i Database に OracleAS Metadata Repository をインストールした場合は、データベース
が Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）以上であることを確認する必要があります。詳細は、次の項を
参照してください。

Oracle9i リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1.x）に）に）に）に OracleAS Metadata Repository をインストールした場合をインストールした場合をインストールした場合をインストールした場合

1. 新しい Oracle ホームに Oracle9i リリース 2（9.2.0.1）をインストールします。

2. Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）パッチ・セットを Oracle9i リリース 2（9.2.0.1）の Oracle
ホームに適用します。必ず Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）パッチ・セットの指示に従ってく
ださい。

このパッチは、OracleMetaLink（http://metalink.oracle.com）からダウンロードで
きます。 パッチ・セット番号 4163445 をダウンロードします。

3. Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）の Oracle ホームで Database Upgrade Assistant（DBUA）を
使用します。

Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2.0.x）データベースに）データベースに）データベースに）データベースに OracleAS Metadata Repository をインストーをインストーをインストーをインストー
ルした場合ルした場合ルした場合ルした場合

1. Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）パッチ・セットを Oracle9i リリース 2（9.2.0.x）の Oracle
ホームに適用します。必ず Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）パッチ・セットの指示に従ってく
ださい。

このパッチは、OracleMetaLink（http://metalink.oracle.com）からダウンロードで
きます。 パッチ・セット番号 4163445 をダウンロードします。

2. OracleAS Metadata Repository をアップグレードする前に、詳細について 6.3.2.2 項
「Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）データベース・パッチ・セットを適用する場合の注意事項」
を参照してください。

6.3.2.2 Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2.0.7）データベース・パッチ・セットを適用）データベース・パッチ・セットを適用）データベース・パッチ・セットを適用）データベース・パッチ・セットを適用
する場合の注意事項する場合の注意事項する場合の注意事項する場合の注意事項
データベースを Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）にアップグレードする場合は、必ず Oracle9i リ
リース 2（9.2.0.7）パッチ・セットの注意事項に従ってください。 

特に、パッチを適用した後、次のタスクを必ず実行してください。

� catpatch.sqlスクリプトの実行。

� utlrp.sqlの実行。

catpatch.sqlスクリプトが実行済かどうかチェックするには、SQL*Plus で次のコマン
ドを実行します。

C:¥> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select comp_name, version, status from dba_registry
     where comp_id = 'CATPROC';

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DBUA の使用方法と、特定のデータベース・コンポーネントを
Oracle9i リリース 2（9.2.0.7）にアップグレードする方法については、
Oracle9i Database ドキュメント・ライブラリの『Oracle9i データベース移行
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Database Upgrade Assistant（DBUA）では、データベースのアップ
グレードに非常に長い時間がかかる場合があります。データベースのアップ
グレードにかかる時間の詳細は、4.2 項「システム停止時間の計画」を参照し
てください。
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タスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の構成
次の結果が表示されます。

COMP_NAME                     VERSION     STATUS
----------------------------- ----------- --------
Oracle9i Packages and Types   9.2.0.7.0   Valid

6.3.2.3 Oracle 10g データベースにデータベースにデータベースにデータベースに OracleAS Metadata Repository をインスをインスをインスをインス
トールした場合トールした場合トールした場合トールした場合
OracleAS RepCA を使用して、Oracle Database 10g データベースに OracleAS Metadata 
Repository をインストールした場合は、次のいずれかになります。

� Oracle Database 10g（10.1.x）データベースの場合は、Metadata Repository Upgrade 
Assistant（MRUA）を使用して OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント・ス
キーマをアップグレードする前に、Oracle Database 10g（10.1.0.5）パッチ・セットを適用
する必要があります。

� Oracle Database 10g（10.2.x）データベースの場合は、データベースのアップグレードは必
要ありません。

6.4 タスクタスクタスクタスク 4: データベースのデータファイル、制御ファイルおよデータベースのデータファイル、制御ファイルおよデータベースのデータファイル、制御ファイルおよデータベースのデータファイル、制御ファイルおよ
びログ・ファイルの再配置びログ・ファイルの再配置びログ・ファイルの再配置びログ・ファイルの再配置

デフォルトでは、データベースをアップグレードしても、そのデータベースと関連付けられて
いるデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルは元の場所に残ります。 たとえば、
Oracle Universal Installer を使用して OracleAS Metadata Repository シード・データベースを
アップグレードすると、OracleAS Metadata Repository データベースのデータファイルはソー
ス Oracle ホームに残ります。

そのため、ソース Oracle ホームのディレクトリ・ツリー全体を削除または廃棄してしまうこと
がないように、ファイルを再配置することをお薦めします。また、データベース・ファイルを
ソース Oracle ホーム以外に移すことによってパフォーマンスが向上する場合もあります。

6.5 タスクタスクタスクタスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の構成の構成の構成の構成
Oracle Enterprise Manager 10g Database Control には、Oracle Database 10g の管理に使用でき
る Web ベースのコンソールがあります。OracleAS Metadata Repository が Oracle Database 10g
インスタンスにインストールされている場合は、Database Control を使用して OracleAS 
Metadata Repository データベースを管理できます。

ただし、Oracle Universal Installer を使用して OracleAS Metadata Repository データベースを
Oracle Database 10g にアップグレードした場合は、Database Control は自動的には構成されま
せん。アップグレードされた OracleAS Metadata Repository データベースの管理に Database 
Control を使用するには、Enterprise Manager Configuration Assistant（EMCA）を使用して
Database Control を手動で構成する必要があります。

注意注意注意注意 : データベースに対して catpatch.sqlスクリプトが実行済であるこ
とを確認します。データベースの Oracle ホームにパッチを適用して Oracle9i
リリース 2（9.2.0.7）にしていても、Database Configuration Assistant

（DBCA）を使用して新しいデータベースを作成したときは、新規データベー
スに catpatch.sqlスクリプトが必要な場合があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database 管理者ガイド』のデータファイルの名前変更と
再配置に関する項と、制御ファイルの追加コピーの作成、名前変更および再
配置に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Database Control
による OracleAS Metadata Repository データベースの管理に関する項を参照
してください。
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タスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の構成
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』の EMCA による
Database Control の構成に関する項を参照してください。
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Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレ
7

Oracle Universal Installer によるによるによるによる

Oracle Identity Management のののの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

この章の内容は、次のとおりです。

� OracleAS Identity Management コンポーネントの概要

� タスク 1: 現在の OracleAS Identity Management 構成の確認

� タスク 2: OracleAS Identity Management のデータベース要件の理解

� タスク 3: OracleAS Identity Management インストールのバックアップ

� タスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行
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OracleAS Identity Management コンポーネントの概要
7.1 OracleAS Identity Management コンポーネントの概要コンポーネントの概要コンポーネントの概要コンポーネントの概要
OracleAS Identity Management は、Oracle Application Server Infrastructure の一部です。次の
コンポーネントで構成されています。

� OracleAS Single Sign-On

� Oracle Internet Directory

� Oracle Delegated Administration Services

� Oracle Directory Integration and Provisioning

� Oracle Application Server Certificate Authority

7.2 タスクタスクタスクタスク 1: 現在の現在の現在の現在の OracleAS Identity Management 構成の確認構成の確認構成の確認構成の確認
OracleAS Identity Management をアップグレードする前に、サイトで実装している可能性があ
る様々な構成について理解する必要があります。

Oracle Application Server では、3 つの OracleAS Infrastructure インストール・タイプが提供さ
れます。使用できるインストール・タイプは、次のとおりです。

� Identity Management and OracleAS Metadata Repository

� Identity Management

� OracleAS Metadata Repository

Identity Management and OracleAS Metadata Repository インストール・タイプを選択する
と、同じ場所に配置された Infrastructure になり、OracleAS Metadata Repository と OracleAS 
Identity Management の両方が同じ Oracle ホームにインストールされます。

OracleAS Identity Management のみをインストールする場合は、有効な OracleAS Metadata 
Repository に対する接続詳細とログオン資格証明を指定する必要があります。

OracleAS Infrastructure のインストール時に選択するオプションにより、同じ場所に配置され
た Infrastructure と異なる場所に配置された Infrastructure のどちらをインストールするかが決
定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  OracleAS Infrastructure の概要は、『Oracle Application Server
概要』を参照してください。 

OracleAS Identity Management をインストールする方法については、Oracle 
Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。  

注意注意注意注意 : OracleAS Identity Management のレプリケートされた環境または高
可用性環境をアップグレードする場合、あるいはデータ移行による OracleAS 
Identity Management のアップグレードの方法を調べる場合は、該当する付
録を参照してください。

� 付録 A「Oracle Identity Management マルチマスターおよびファンアウ
ト・レプリケーションの アップグレードの実行」

� 付録 B「高可用性構成のアップグレード」

� 付録 C「データ移行による OracleAS Identity Management のアップグ
レード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 同じ場所に配置された Infrastructure および異なる場所に配置さ
れた Infrastructure インストールの詳細は、2.1 項「現在の Oracle 
Application Server インストールの確認」を参照してください。
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タスク 2: OracleAS Identity Management のデータベース要件の理解
また、OracleAS Identity Management は、分散構成または非分散構成にすることができます。 
次の分散 OracleAS Identity Management インストールの例を考えてみます。

� 図 7-1 は、OracleAS Identity Management の OracleAS Single Sign-On コンポーネントをど
のように Oracle Internet Directory とは別の 10g（9.0.4）の Oracle ホームにインストール
し、同じ OracleAS Metadata Repository を共有するかを示しています。

� 図 7-2 は、前述の例を拡張したものです。ここでは、3 つ目のホストが追加され、Oracle 
Application Server Certificate Authority（OCA）インストールのホスティングに使用され
ます。OCA インストールは、OracleAS Single Sign-On と同じ Oracle Internet Directory を
使用しますが、OCA スキーマを格納する独自の OracleAS Metadata Repository を持ちま
す。

図図図図 7-1 分散分散分散分散 Identity Management - 例例例例 1

図図図図 7-2  分散分散分散分散 Identity Management - 例例例例 2

7.3 タスクタスクタスクタスク 2: OracleAS Identity Management のデータベース要件ののデータベース要件ののデータベース要件ののデータベース要件の
理解理解理解理解

OracleAS Identity Management 構成とは関係なく、すべての OracleAS Identity Management
インストールで、OracleAS Metadata Repository へのアクセスが必要です。OracleAS Metadata 
Repository が必要なのは、OracleAS Metadata Repository のインストール中に OracleAS 
Metadata Repository に作成される固有のスキーマに OracleAS Identity Management が依存す
るためです。

OracleAS Identity Management のアップグレード時は、アップグレード手順により、OracleAS 
Metadata Repository 内の OracleAS Identity Management スキーマがアップグレードされます。
ただし、これは、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースが、Oracle 
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タスク 3: OracleAS Identity Management インストールのバックアップ
Application Server 10g（10.1.4.0.1）でサポートされているデータベース・リリースにアップグ
レードされる場合のみです。

7.4 タスクタスクタスクタスク 3: OracleAS Identity Management インストールのバックインストールのバックインストールのバックインストールのバック
アップアップアップアップ

OracleAS Identity Management インストールのアップグレードを開始する前に、OracleAS 
Identity Management の Oracle ホームのバックアップを実行します。また、OracleAS Identity 
Management スキーマをホスティングするデータベースのバックアップが実行済であることを
確認します。

7.5 タスクタスクタスクタスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行のアップグレードの実行
次の項では、通常の OracleAS Identity Management 構成での OracleAS Identity Management
のアップグレードを実行する方法について説明します。

� 同じ場所に配置された Infrastructure での OracleAS Identity Management のアップグレー
ド

� 異なる場所に配置された Infrastructure における OracleAS Identity Management のアップ
グレード

� 分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード

7.5.1 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure でのでのでのでの OracleAS Identity Management のののの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

OracleAS Identity Management を同じ場所に配置された Infrastructure の一部としてインス
トールする場合、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のインストール手順の一環とし
て、Oracle Universal Installer を使用して次のすべての操作を実行できます。

� OracleAS Metadata Repository データベースのアップグレード

� OracleAS Identity Management のプログラム・ファイル、構成ファイルおよびデータファ
イルのアップグレード

� OracleAS Metadata Repository 内の OracleAS Identity Management スキーマのアップグ
レード

同じ場所に配置された Infrastructure の Oracle ホーム内の OracleAS Identity Management を
アップグレードするには、次の手順を実行します。

1. OracleAS Identity Management インストールのサービスを使用しているすべての中間層を
停止します。

2. 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のインストールを実行したオペレーティング・
システム・ユーザーとして、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）インスタンスが
インストールされているコンピュータにログインします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OracleAS Metadata Repository データベースをアップグレードす
るための詳細な情報および手順は、第 6 章「OracleAS Metadata Repository
を ホスティングするデータベースの アップグレード」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4.1 項「アップグレード前のバックアップ計画」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : より高度な OracleAS Identity Management 構成のアップグレー
ドの詳細は、付録 A ～ C を参照してください。

注意注意注意注意 : OracleAS Metadata Repository をインストールまたはアップグレード
するためにログインするアカウントは、管理者グループのメンバーとしてリ
ストされている必要があります。 
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タスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行
3. OracleAS Metadata Repository データベースおよびデータベース・リスナーが起動され、
実行中であることを確認します。

4. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。 

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、Application Server Control
コンソールまたはコマンドライン・ツールを使用します。

Application Server Control を使用するには、ブラウザで Application Server Control の
URL を入力し、OracleAS Infrastructure インストールの Application Server のホームペー
ジに移動します。 「システム・コンポーネント」表で、「「「「Internet Directory」」」」コンポーネン
トのステータスを確認します。

コマンドラインを使用して Oracle Internet Directory のステータスを確認するには、次に示
すコマンドを使用します。

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port -h

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -h -U 1

注意注意注意注意 : 「unable to locate message file」エラーが戻された場合は、ldapbind
コマンドを実行する前に、ORACLE_HOME 環境変数を一時的に Oracle 
Internet Directory の Oracle ホームに設定します。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、手順 5 に示すように ORACLE_HOME 環境変
数が定義されていないことを確認する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ldapbindユーティリティの詳細は、『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory 10g（9.0.4）では、OPMN または oidctl
ユーティリティを使用してディレクトリ・サービスを起動および停止できま
す。

Oracle Internet Directory を含む 10g（9.0.4） OracleAS Identity Management
の Oracle ホームをアップグレードする前に、opmnctlユーティリティまた
は Application Server Control コンソールを使用して Oracle Internet 
Directory インスタンスを起動します。oidctlユーティリティを使用して
10g（9.0.4）の Oracle ホームで Oracle Universal Installer を起動および停止
しないでください。これを行うと、アップグレード処理中に Oracle 
Universal Installer が Oracle Internet Directory を自動的に起動および停止で
きなくなります。

opmnctlおよび oidctlの正しい使用方法は、『Oracle Internet Directory 管
理者ガイド』の Oracle Internet Directory のプロセス制御のベスト・プラク
ティスに関する項を参照してください。
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タスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行
5. 必要な環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」
にある「環境変数」で定義されているとおりに設定します。

特に、次の変数がどの Oracle ホーム・ディレクトリも参照しないように設定してくださ
い。

� PATH

� CLASSPATH

さらに、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

6. ORACLE_HOME 環境変数がすでに設定されている場合は、変数を設定解除してからホス
ト・コンピュータを再起動します。

システムの再起動は、ORACLE_HOME 変数をシステム・レジストリから消去するために
必要です。ORACLE_HOME 変数の消去後にコンピュータを再起動しないと、インストー
ルでエラーが発生し、インストールを終了できなくなります。

7. メディアをマウントしてインストーラを起動します。

8. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 7-1 を参照してください。

9. 「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了し、Oracle 
Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、10g

（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームでアクセスできることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Single Sign-On
サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。

表表表表 7-1 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション

ようこそ Oracle Universal Installer および Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のインストール手順の初期画面です。

ファイルの場所の指定 新しい Oracle ホームの名前とパスを入力します。 

この新しい Oracle ホームは、Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームと呼ばれます。 

インストールする製品の選択 「「「「Oracle Application Server Infrastructure 10g」」」」を選択します。 

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」をクリックします。 

言語の選択 この画面は、「インストールする製品の選択」画面で「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」
をクリックした場合にのみ表示されます。

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、それらの言語を選択します。 

インストールされている言語が明らかでない場合に英語以外の言語
をインストールするには、二重矢印（>>）をクリックしてすべての

言語を選択します。 
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インストール・タイプの選択 「「「「Identity Management and Metadata Repository」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : アップグレード対象の Oracle ホームで使用しているものと同

じインストール・タイプを選択することが非常に重要です。

製品固有の前提条件のチェッ
ク

この画面には、Oracle Universal Installer によって自動的にチェッ

クされる前提条件が表示されます。

前提条件が満たされていない場合は、インストールを中止するよう
に選択し、この画面の情報に示されているとおりにシステムを更新
できます。 また、特定の前提条件についての警告が表示された場合

は、該当するチェックボックスを選択し、その前提条件を承認して
インストールを続行できます。

既存の Infrastructure のアッ

プグレード

この画面は、「インストール・タイプの選択」画面で選択したもの
と同じインストール・タイプの既存の Oracle Application Server を
Oracle Universal Installer が検出すると表示されます。

既存の OracleAS Infrastructure をアップグレードするオプションを

選択し、アップグレードする Oracle ホームをドロップダウン・リ

ストから選択します。選択したタイプの Infrastructure がコン

ピュータに 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティブ

になりません。

インストール前の要件の確認 この画面では、推奨されているインストール前のタスクを実行して
いること、および特定のインストール前の要件を満たしていること
を確認するように要求されます。 

特に、この画面を使用して、アップグレード対象の Oracle ホーム

内の必要なファイルがバックアップされていることを確認します。
また、UNIX System の場合は、選択されているホストの root 権限

を所有していることを確認します。

インストール前の要件の中から満たされているものを選択します。 
インストール前の要件を満たしていない場合は、インストールを取
り消し、必須のタスクを実行してから、再びインストールを開始で
きます。

Oracle Internet Directory への

ログインの指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに、アップグレードする Oracle Internet 
Directory のスーパー・ユーザー識別名（DN）を入力します。 スー

パー・ユーザーの DN の cn=orcladminが、このフィールドのデ

フォルトです。Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザーの

DN が cn=orcladminでない場合にのみ、この値を変更します。

「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィールドに、スーパー・ユーザーの DN のパス

ワードを入力します。

Infrastructure データベース接

続情報の指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィー

ルドに SYSユーザーのパスワードを入力します。

表表表表 7-1 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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タスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行
警告ダイアログ・ボックス このダイアログ・ボックスによって、OracleAS Metadata 
Repository データベースのすべてのクライアントを今すぐに停止す

る必要があることが警告されます。 

Oracle Universal Installer によって、ソース Oracle ホーム内のすべ

てのクライアントが自動的に停止されます。1 ただし、別の Oracle
ホームにあるデータベース・クライアントおよび OracleAS 
Metadata Repository クライアントは手動で停止する必要がありま

す。

OracleAS Metadata Repository には次のクライアントがあります。

� この OracleAS Metadata Repository を使用する OracleAS 
Identity Management コンポーネント

� この OracleAS Metadata Repository を使用する中間層インスタ

ンス

この OracleAS Metadata Repository を使用する各中間層内では、

Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache を含むすべてのコ

ンポーネントを停止する必要があります。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の起動および停

止に関する項を参照してください。

データベース・リスナーの警
告ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを確認し、リスナーを手動で停止する必
要があるかどうかを判断します。

詳細は、6.3.1.3 項「OracleAS Identity Management のアップグレー

ド中にプロンプトが表示された場合のデータベース・リスナーの停
止」を参照してください。

インスタンス名と ias_admin
パスワードの指定

新しい Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）インスタンスの

名前と ias_admin管理者アカウントのパスワードを入力します。

ias_adminパスワードは、Application Server Control コンソール

にログオンしてアップグレード後の Oracle Application Server を管

理する際に使用します。

一般に、ias_adminパスワードは 5 文字以上の英数字である必要

があります。1 文字以上が数字である必要があり、数字で始めるこ

とはできません。

詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイド

の ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限に関する項を参照し

てください。

サマリー この画面を使用して、選択内容を確認します。「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」を
クリックすると、10g（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームへのアッ

プグレードが開始されます。

表表表表 7-1 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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7.5.2 異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された異なる場所に配置された Infrastructure におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Identity 
Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

異なる場所に配置された Infrastructure の OracleAS Identity Management をアップグレードす
るには、同じ場所に配置された Infrastructure の OracleAS Identity Management の場合と同様
に、Oracle Universal Installer を使用します。

異なる場所に配置された Infrastructure の OracleAS Identity Management をアップグレードす
るには、次の手順を実行します。

1. OracleAS Identity Management スキーマをホスティングするデータベースのリリースが、
10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management でサポートされていることを確認しま
す。

必要に応じて、第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベース
の アップグレード」の指示に従い、データベースをアップグレードします。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびデータベース・リスナーが起動され、
実行中であることを確認します。

3. 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のインストールを実行したオペレーティング・
システム・ユーザーとして、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）インスタンスが
インストールされているコンピュータにログインします。

4. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。 

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

コンフィギュレーション・ア
シスタント

最初のソフトウェアがインストールされると、一連の
Configuration Assistant がそのコンポーネントを 10g（10.1.4.0.1）
の新しい Oracle ホームに自動的に設定します。この画面は、各

Configuration Assistant の進行状況を追跡し、インストールのこの

フェーズに問題がないか調べるために使用します。

注意注意注意注意 : 

� Database Upgrade Assistant（DBUA）では、データベースの

アップグレードに非常に長い時間がかかる場合があります。
データベースのアップグレードにかかる時間の詳細は、4.2 項

「システム停止時間の計画」を参照してください。

� Database Upgrade Assistant の実行中は、「中止」「中止」「中止」「中止」ボタンを使用

して Database Upgrade Assistant の実行を中断しないでくださ

い。「中止」「中止」「中止」「中止」を押しても、Database Upgrade Assistant の基礎

プロセスは実行を継続します。また、Oracle Universal 
Installer は、これらのプロセスが完了するまで待機した後、制

御をユーザーに戻します。

インストールの終了 インストールとアップグレードが完了すると、この画面に、10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームに関する重要な詳細（Application 
Server Control コンソールの URL や setupinfo.txtファイルの

場所など）が表示されます。

情報をこの画面で確認したら、Oracle Universal Installer を終了し、

アップグレード後のタスクに進むことができます。 
1 shutdownprocesses.logファイルで、Oracle Universal Installer によって実行される自動停止手順の

ログにアクセスできます。このファイルはアップグレード先 Oracle ホームの cfgtoollogsディレクト
リにあります。

表表表表 7-1 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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タスク 4: OracleAS Identity Management のアップグレードの実行
Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

5. 環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」にある
環境変数の項で定義されているとおりに設定します。

特に、次の変数がどの Oracle ホーム・ディレクトリも参照しないように設定してくださ
い。

� PATH

� CLASSPATH

さらに、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

6. ORACLE_HOME 環境変数がすでに設定されている場合は、変数を設定解除してからホス
ト・コンピュータを再起動します。

システムの再起動は、ORACLE_HOME 変数をシステム・レジストリから消去するために
必要です。ORACLE_HOME 変数の消去後にコンピュータを再起動しないと、インストー
ルでエラーが発生し、インストールを終了できなくなります。

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、手順 5 に示すように ORACLE_HOME 環境変
数が定義されていないことを確認する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ldapbindユーティリティの詳細は、『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory 10g（9.0.4）では、OPMN または oidctl
ユーティリティを使用してディレクトリ・サービスを起動および停止できま
す。 

Oracle Internet Directory を含む OracleAS Identity Management の Oracle
ホームをアップグレードする前に、opmnctlユーティリティまたは
Application Server Control コンソールを使用して Oracle Internet Directory
インスタンスを起動します。oidctlユーティリティは使用しないでくださ
い。アップグレード処理中に Oracle Universal Installer が Oracle Internet 
Directory を自動的に起動および停止できなくなります。

opmnctlおよび oidctlの正しい使用方法は、『Oracle Internet Directory 管
理者ガイド』の Oracle Internet Directory のプロセス制御のベスト・プラク
ティスに関する項を参照してください。
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7. Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）の CD-ROM をマウントしてインストーラを起
動します。

8. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 7-2 を参照してください。

9. 「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了し、Oracle 
Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、10g

（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームでアクセスできることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Single Sign-On
サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。

表表表表 7-2 10g（（（（9.0.4）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された Infrastructure におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Identity 
Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション

ようこそ Oracle Universal Installer および Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のインストール手順の初期画面です。

ファイルの場所の指定 新しい Oracle ホームの名前とパスを入力します。 

この新しい Oracle ホームは、Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームになります。 

インストールする製品の選択 「「「「OracleAS Infrastructure 10g 」」」」を選択します。 

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」をクリックします。 

言語の選択 この画面は、「インストールする製品の選択」画面で「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」
をクリックした場合にのみ表示されます。

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、それらの言語を選択します。 

インストールされている言語が明らかでない場合に英語以外の言語
をインストールするには、二重矢印（>>）をクリックしてすべての

言語を選択します。 

インストール・タイプの選択 「「「「Identity Management」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : アップグレード対象の Oracle ホームで使用しているものと同

じインストール・タイプを選択することが非常に重要です。

既存の Infrastructure のアッ

プグレード

この画面は、「インストール・タイプの選択」画面で選択したもの
と同じインストール・タイプの既存の Oracle Application Server を
Oracle Universal Installer が検出すると表示されます。

既存の OracleAS Infrastructure をアップグレードするオプションを

選択し、アップグレードする Oracle ホームをドロップダウン・リ

ストから選択します。選択したタイプの Infrastructure がコン

ピュータに 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティブ

になりません。

OID ログインの指定 Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの識別名（DN）を

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに入力します。スーパー・ユーザーの
DN の cn=orcladminが、このフィールドのデフォルトです。

Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザーの DN が

cn=orcladminでない場合は、この値を変更します。

スーパー・ユーザーの DN のパスワードを「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィール

ドに入力します。
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Infrastructure データベース接

続情報の指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィー

ルドに SYSユーザーのパスワードを入力します。

警告ダイアログ・ボックス このダイアログ・ボックスは、OracleAS Identity Management イン

ストールのすべてのクライアントをすぐに停止する必要があること
を警告します。Oracle Universal Installer は、ソース Oracle ホーム

内のすべてのクライアントを自動的に停止します。1

ただし、別の Oracle ホームにある OracleAS Identity Management
クライアントは手動で停止する必要があります。

OracleAS Identity Management インスタンスには次のクライアント

があります。

� 別の Oracle ホームに分散およびインストールされている

OracleAS Identity Management コンポーネント

� 認証または識別サービスにこの OracleAS Identity Management
インスタンスを使用する中間層インスタンス

この OracleAS Identity Management インスタンスを使用する各中

間層内では、Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache を含

むすべてのコンポーネントを停止する必要があります。 

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の起動および停

止に関する項を参照してください。

データベース・リスナーの警
告ダイアログ・ボックス

データベース・リスナーがホスト上で実行中の場合は、警告ダイア
ログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスを確認
し、リスナーを手動で停止する必要があるかどうかを判断します。

詳細は、6.3.1.3 項「OracleAS Identity Management のアップグレー

ド中にプロンプトが表示された場合のデータベース・リスナーの停
止」を参照してください。

インスタンス名と ias_admin
パスワードの指定

新しい Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）インスタンス

の名前と ias_admin 管理者アカウントのパスワードを入力しま

す。

ias_adminパスワードは、Application Server Control コンソール

にログオンして Oracle Application Server インスタンスを管理する

際に使用します。

一般に、ias_adminパスワードは 5 文字以上の英数字である必要

があります。1 文字以上が数字である必要があり、数字で始めるこ

とはできません。

詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイド

の ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限に関する項を参照し

てください。

サマリー この画面を使用して、選択内容を確認します。「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」を
クリックすると、10g（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームへのアッ

プグレードが開始されます。インストール画面には、ファイルを
ローカル・ディスクにコピーしている間のインストールの進行状況
が表示されます。

コンフィギュレーション・ア
シスタント

最初のソフトウェアがインストールされると、一連の
Configuration Assistant がそのコンポーネントを 10g（10.1.4.0.1）
の新しい Oracle ホームに自動的に設定します。この画面は、各

Configuration Assistant の進行状況を追跡し、インストールのこの

フェーズに問題がないか調べるために使用します。

表表表表 7-2 10g（（（（9.0.4）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された Infrastructure におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Identity 
Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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7.5.3 分散分散分散分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード
次の項で、分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード方法について説明しま
す。

� 分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード

� OracleAS Identity Management コンポーネントが有効かどうかの確認

7.5.3.1 分散分散分散分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード構成のアップグレード
分散 OracleAS Identity Management 構成は、複数の Oracle ホームで構成されています。その
うちの 1 つの Oracle ホームに、Oracle Internet Directory が含まれます。 

分散 OracleAS Identity Management インストールでは、その他の Oracle ホームに追加の
OracleAS Identity Management コンポーネント（OracleAS Single Sign-On、Delegated 
Administration Services、Oracle Directory Integration and Provisioning、OracleAS Certificate 
Authority など）が含まれます。

分散 OracleAS Identity Management 構成（図 7-1）をアップグレードするには、次の手順を実
行します。

1. 7.5.3.2 項「OracleAS Identity Management コンポーネントが有効かどうかの確認」を参照
し、どの OracleAS Identity Management コンポーネントをアップグレードするかを判断し
ます。

2. OracleAS Identity Management コンポーネントのあるすべてのノードのシステム・クロッ
クを同期化して、相互の誤差が 250 秒以内で動作するようにします。

システム・クロックを同期化するときは、クロックが同じタイムゾーンに設定されている
ことを確認します。

3. 他の OracleAS Identity Management コンポーネントが使用している Oracle Internet 
Directory を含む Oracle ホームをアップグレードします。

他の分散 OracleAS Identity Management コンポーネントをアップグレードする前に、
Oracle Internet Directory をアップグレードする必要があります。 

Oracle Internet Directory の Oracle ホームをアップグレードするには、Oracle Internet 
Directory の Oracle ホームで使用しているインストール・タイプに応じて、次のいずれか
の手順を使用します。

� Oracle Internet Directory の Oracle ホームにその OracleAS Metadata Repository が含ま
れている場合は、7.5.1 項「同じ場所に配置された Infrastructure での OracleAS 
Identity Management のアップグレード」の手順を使用します。

� Oracle Internet Directory が独自の Oracle ホーム内にあり、その OracleAS Metadata 
Repository が別の Oracle ホーム内にある場合は、7.5.2 項「異なる場所に配置された
Infrastructure における OracleAS Identity Management のアップグレード」の手順を
使用します。

インストールの終了 インストールとアップグレードが完了すると、この画面に、10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームに関する重要な詳細（Application 
Server Control コンソールの URL や setupinfo.txtファイルの

場所など）が表示されます。

情報をこの画面で確認したら、Oracle Universal Installer を終了し、

アップグレード後のタスクに進むことができます。 
1 shutdownprocesses.logファイルで、Oracle Universal Installer によって実行される自動停止手順の

ログにアクセスできます。このファイルはアップグレード先 Oracle ホームの cfgtoollogsディレクト
リにあります。

表表表表 7-2 10g（（（（9.0.4）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された）の異なる場所に配置された Infrastructure におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Identity 
Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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4. 分散コンポーネントが使用している OracleAS Metadata Repository データベースおよび
データベース・リスナーが起動され、実行中であることを確認します。

5. 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のインストールを実行したオペレーティング・
システム・ユーザーとして、分散 OracleAS Identity Management コンポーネントがインス
トールされているコンピュータにログインします。

6. Oracle Internet Directory サーバーが 10g（10.1.4.0.1）にアップグレード済で、起動され、
実行中であることを確認します。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

7. 環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」にある
環境変数の項で定義されているとおりに設定します。

特に、次の変数がどの Oracle ホーム・ディレクトリも参照しないように設定してくださ
い。

� PATH

� CLASSPATH

さらに、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory のみを Oracle ホームから実行している場合
は、他の OracleAS Identity Management コンポーネントが無効になってい
て、それらがアップグレードされないこと、またはアップグレード先 10g

（10.1.4.0.1）の Oracle ホームで起動されないことを確認します。

詳細は、7.5.3.2 項「OracleAS Identity Management コンポーネントが有効か
どうかの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 : OracleAS Metadata Repository をインストールまたはアップグレード
するためにログインするアカウントは、管理者グループのメンバーとしてリ
ストされている必要があります。 

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、手順 5 に示すように ORACLE_HOME 環境変
数が定義されていないことを確認する必要があります。
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8. ORACLE_HOME 環境変数がすでに設定されている場合は、変数を設定解除してからホス
ト・コンピュータを再起動します。

システムの再起動は、ORACLE_HOME 変数をシステム・レジストリから消去するために
必要です。ORACLE_HOME 変数の消去後にコンピュータを再起動しないと、インストー
ルでエラーが発生し、インストールを終了できなくなります。

9. Mount the Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）の CD-ROM をマウントしてインス
トーラを起動します。

10. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 7-3 を参照してください。

11.「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了して、
Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、アク
セスできることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』の
Single Sign-On サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。 

表表表表 7-3 10g（（（（9.0.4）の分散）の分散）の分散）の分散 OracleAS Identity Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される
Oracle Universal Installer 画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー画面のサマリー

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション

ようこそ Oracle Universal Installer および Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のインストール手順の初期画面です。

ファイルの場所の指定 新しい Oracle ホームの名前とパスを入力します。 

この新しい Oracle ホームは、Oracle Identity Management 10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームになります。 

インストールする製品の選択 「「「「Oracle Application Server Infrastructure 10g」」」」を選択します。 

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」をクリックします。 

言語の選択 この画面は、「インストールする製品の選択」画面で「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」
をクリックした場合にのみ表示されます。

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、それらの言語を選択します。 

インストールされている言語が明らかでない場合に英語以外の言語
をインストールするには、二重矢印（>>）をクリックしてすべての

言語を選択します。 

インストール・タイプの選択 分散 OracleAS Identity Management コンポーネントのインストー

ル時に選択したインストール・タイプに応じて、「「「「Identity 
Management」」」」または「「「「Identity Management and Metadata 
Repository」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : アップグレード対象の Oracle ホームで使用しているものと同

じインストール・タイプを選択することが非常に重要です。この場
合、異なる場所に配置された OracleAS Identity Management イン

ストールをアップグレードしているため、「「「「Identity Management」」」」
を選択する必要があります。
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既存の Infrastructure のアッ

プグレード

この画面は、「インストール・タイプの選択」画面で選択したもの
と同じインストール・タイプの既存の Oracle Application Server を
Oracle Universal Installer が検出すると表示されます。

既存の OracleAS Infrastructure をアップグレードするオプションを

選択し、アップグレードする Oracle ホームをドロップダウン・リ

ストから選択します。選択したタイプの Infrastructure がコン

ピュータに 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティブ

になりません。

OID ログインの指定 Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの識別名（DN）を

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに入力します。スーパー・ユーザーの
DN の cn=orcladminが、このフィールドのデフォルトです。

Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザーの DN が

cn=orcladminでない場合は、この値を変更します。

スーパー・ユーザーの DN のパスワードを「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィール

ドに入力します。

Infrastructure データベース接

続情報の指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィー

ルドに SYSユーザーのパスワードを入力します。

警告ダイアログ・ボックス このダイアログ・ボックスは、OracleAS Identity Management イン

ストールのすべてのクライアントをすぐに停止する必要があること
を警告します。Oracle Universal Installer は、ソース Oracle ホーム

内のすべてのクライアントを自動的に停止します。1

ただし、別の Oracle ホームにある OracleAS Identity Management
クライアントは手動で停止する必要があります。

OracleAS Identity Management インスタンスには次のクライアント

があります。

� 別の Oracle ホームに分散およびインストールされている

OracleAS Identity Management コンポーネント

� 認証または識別サービスにこの OracleAS Identity Management
インスタンスを使用する中間層インスタンス

この OracleAS Identity Management インスタンスを使用する各中

間層内では、Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache を含

むすべてのコンポーネントを停止する必要があります。 

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の起動および停

止に関する項を参照してください。

データベース・リスナーの警
告ダイアログ・ボックス

データベース・リスナーがホスト上で実行中の場合は、警告ダイア
ログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスを確認
し、リスナーを手動で停止する必要があるかどうかを判断します。

詳細は、6.3.1.3 項「OracleAS Identity Management のアップグレー

ド中にプロンプトが表示された場合のデータベース・リスナーの停
止」を参照してください。

インスタンス名と ias_admin
パスワードの指定

新しい Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）インスタンスの

名前と ias_admin管理者アカウントのパスワードを入力します。

ias_adminパスワードは、Application Server Control コンソール

にログオンして Oracle Application Server を管理する際に使用しま

す。

一般に、ias_adminパスワードは 5 文字以上の英数字である必要

があります。1 文字以上が数字である必要があり、数字で始めるこ

とはできません。

詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイド

の ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限に関する項を参照し

てください。

表表表表 7-3 10g（（（（9.0.4）の分散）の分散）の分散）の分散 OracleAS Identity Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される

Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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7.5.3.2 OracleAS Identity Management コンポーネントが有効かどうかの確認コンポーネントが有効かどうかの確認コンポーネントが有効かどうかの確認コンポーネントが有効かどうかの確認
分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード時は、ソース Oracle ホームで有効
なすべての OracleAS Identity Management コンポーネントが 10g（10.1.4.0.1）インストーラに
よってアップグレードされます。

OracleAS Identity Management コンポーネントは、ソース Oracle ホームの次の構成ファイルで
有効と記載されている場合に、有効であるとみなされます。

SOURCE_ORACLE_HOME\config\ias.properties

分散 OracleAS Identity Management 構成内の Oracle Internet Directory インストールをアップ
グレードする前に、このファイルの内容を参照し、どのコンポーネントが有効かを確認します。
必要に応じて、どのコンポーネントを有効にし、その結果どのコンポーネントがアップグレー
ドされるかを正確に反映するようエントリを変更します。

Oracle Internet Directory のみを Oracle ホームで実行している場合、ias.properties ファイルに
は次のエントリが含まれます。

SSO.LaunchSuccess=False
OID.LaunchSuccess=True
DAS.LaunchSuccess=False
DIP.LaunchSuccess=False
OCA.LaunchSuccess=False

サマリー この画面を使用して、選択内容を確認します。「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」を
クリックすると、10g（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームへのアッ

プグレードが開始されます。

コンフィギュレーション・ア
シスタント

最初のソフトウェアがインストールされると、一連の
Configuration Assistant がそのコンポーネントを 10g（10.1.4.0.1）
の新しい Oracle ホームに自動的に設定します。この画面は、各

Configuration Assistant の進行状況を追跡し、インストールのこの

フェーズに問題がないか調べるために使用します。

注意注意注意注意 : 

� Database Upgrade Assistant（DBUA）では、データベースの

アップグレードに非常に長い時間がかかる場合があります。
データベースのアップグレードにかかる時間の詳細は、4.2 項

「システム停止時間の計画」を参照してください。

� Database Upgrade Assistant の実行中は、「中止」「中止」「中止」「中止」ボタンを使用

して Database Upgrade Assistant の実行を中断しないでくださ

い。「中止」「中止」「中止」「中止」を押しても、Database Upgrade Assistant の基礎

プロセスは実行を継続します。また、Oracle Universal 
Installer は、これらのプロセスが完了するまで待機した後、制

御をユーザーに戻します。

インストールの終了 インストールとアップグレードが完了すると、この画面に、10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームに関する重要な詳細（Application 
Server Control コンソールの URL や setupinfo.txtファイルの

場所など）が表示されます。

情報をこの画面で確認したら、Oracle Universal Installer を終了し、

アップグレード後のタスクに進むことができます。 
1 shutdownprocesses.logファイルで、Oracle Universal Installer によって実行される自動停止手順の

ログにアクセスできます。このファイルはアップグレード先 Oracle ホームの cfgtoollogsディレクト
リにあります。

表表表表 7-3 10g（（（（9.0.4）の分散）の分散）の分散）の分散 OracleAS Identity Management のアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示されるのアップグレード中に表示される

Oracle Universal Installer 画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）画面のサマリー（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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また、OracleAS Single Sign-On、Oracle Delegated Administration Services および Oracle 
Directory Integration and Provisioning を 1 つの Oracle ホームで実行していて、Oracle Internet 
Directory を別の Oracle ホームで使用している場合、エントリは次のように表示されます。

SSO.LaunchSuccess=True
OID.LaunchSuccess=False
DAS.LaunchSuccess=True
DIP.LaunchSuccess=True
OCA.LaunchSuccess=False
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MRUA によるによるによるによる OracleAS Metadata Repository

のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

OracleAS Identity Management スキーマは、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）の
アップグレードの一環としてアップグレードされます（第 7 章「Oracle Universal Installer によ
る Oracle Identity Management の アップグレード」を参照）。 この章では、Metadata 
Repository Upgrade Assistant（MRUA）を使用したコンポーネント・スキーマのアップグレー
ド方法について説明します。

次の項で、詳細を説明します。

� タスク 1: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの理解および準備

� タスク 2: MRUA の実行および OracleAS Metadata Repository スキーマのアップグレード

� タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの成功の確認
ード 8-1



タスク 1: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの理解および準備
8.1 タスクタスクタスクタスク 1: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの理のアップグレードの理のアップグレードの理のアップグレードの理
解および準備解および準備解および準備解および準備

次の項では、OracleAS Metadata Repository をアップグレードする必要がある理由と、
OracleAS Metadata Repository のアップグレードの準備について説明します。

� OracleAS Metadata Repository をアップグレードする理由

� OracleAS Metadata Repository のアップグレードの準備

8.1.1 OracleAS Metadata Repository をアップグレードする理由をアップグレードする理由をアップグレードする理由をアップグレードする理由
Oracle Application Server を新しいリリースにアップグレードする場合は常に、すべての
Oracle Application Server コンポーネントを最新リリースにアップグレードすることをお薦め
します。 これによって、最新のバグ修正と機能の改良が確実に適用されます。 また、互換性およ
び構成の問題についてのトラブルシューティングが容易になります。

このようなことから、Metadata Repository Upgrade Assistant（MRUA）を使用して、
OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント・スキーマを最新リリースにアップグレー
ドすることをお薦めします。

実際には、Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2.0.2）をすでに実行している場合、
または 10g リリース 2（10.1.2）環境を OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.4）にアップグ
レードしてある場合は、コンポーネント・スキーマの多くがすでに最新リリースである可能性
があります。 このような場合、どのコンポーネント・スキーマがすでにアップグレードされて
いる場合でも、MRUA は、MRUA 出力および MRUA ログ・ファイルに警告を示します。

MRUA を実行すると、適切なコンポーネント・スキーマがインストールされて有効であること
が検証されます。また、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースが、
サポートされているリリースにアップグレード済であることも検証されます。

8.1.2 OracleAS Metadata Repository のアップグレードの準備のアップグレードの準備のアップグレードの準備のアップグレードの準備
次の手順を使用し、OracleAS Metadata Repository のアップグレードに備えて Oracle 
Application Server 環境を準備します。

1. OracleAS Metadata Repository データベースの最新のバックアップが作成済であることを
確認します。

2. OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースが、今回のリリースでサ
ポートされているリリースまでアップグレード済であることを確認します。

注意注意注意注意 : 次の Oracle Application Server コンポーネント・スキーマは、10g
（10.1.4.0.1）の Metadata Repository のアップグレードには含まれなくなった
ため、MRUA ではアップグレードされません。

� Oracle Workflow

� Oracle Ultra Search

� Oracle Application Server Certificate Authority (OCA)

� Oracle BPEL Process Manager (BPEL)

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 8.3.2 項「10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード後のコンポーネン
ト・スキーマのリリース番号」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4.1 項「アップグレード前のバックアップ計画」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングする
データベースの アップグレード」
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タスク 1: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの理解および準備
3. OracleAS Metadata Repository を使用する 10g（9.0.4）中間層を実行している場合は、
OracleAS Metadata Repository のアップグレードに進む前に、これらの中間層を 10g リ
リース 2（10.1.2）にアップグレードする必要があります。

4. Oracle Internet Directory およびデータベース・プロセスが実行中であることを確認しま
す。

特に、次のプロセスが起動され、実行中であることを確認します。

� OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベース

� OracleAS Metadata Repository データベースのデータベース・リスナー

� OracleAS Metadata Repository データベースが登録されている Oracle Internet 
Directory インスタンス

Application Server Control コンソールにログインし、必要なプロセスが実行中であり、必
須コンポーネントが正しく構成されていることを確認します。 たとえば、Application 
Server Control コンソールを使用すると、「ファーム」ページが正しく表示され、Oracle 
Internet Directory および OracleAS Single Sign-On コンポーネントが起動され、実行中で
あることを確認できます。

Application Server Control コンソールの Application Server のホームページで、「ポート」「ポート」「ポート」「ポート」
をクリックして、Application Server インスタンスで現在使用されているポートのリストを
参照し、コンポーネントが正しく構成されていることを確認します。

5. OracleAS Metadata Repository を使用するすべての中間層インスタンスを停止します。 

MRUA を使用する前に、OracleAS Metadata Repository を使用する各中間層と関連付けら
れているすべてのプロセスを停止する必要があります。

アップグレード処理のこの時点では、MRUA を実行するための前提条件として、すべての
中間層インスタンスが 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードされている必要がありま
す。

OracleAS Metadata Repository を使用するすべての Oracle Application Server インスタン
スを表示する方法は 2 つあります。

� Application Server Control コンソールで「ファーム」ページを表示します。

� このファームに属する中間層または OracleAS Identity Management インスタンスの
Oracle ホームで、次の Distributed Configuration Management コマンドを使用しま
す。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl listinstances

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）中間層のすべてのプロセスを停止するには、
「サービス」コントロール パネルを使用して ProcessControl サービスおよび Application 

Server Control を停止します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアッ
プグレード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control コンソールの使用方法については、
『Oracle Application Server 管理者ガイド』の管理ツールの概要に関する項を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control コンソールの「ファーム」ページに
ついては、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の管理ツールの概要に
関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : dcmctlコマンドの詳細は、『Distributed Configuration 
Management 管理者ガイド』を参照してください。
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タスク 2: MRUA の実行および OracleAS Metadata Repository スキーマのアップグレード
6. 無効なデータベース・オブジェクトを確認します。

次の手順を実行し、Oracle Application Server で必要となるデータベース・オブジェクト
が無効になっていないことを確認します。

a. OracleAS Metadata Repository データベースに接続します。

次に例を示します。

METADATA_REPOSITORY_ORACLE_HOME¥bin¥sqlplus "connect / as sysdba"

b. プロンプトが表示されたら、SYS のパスワードを入力します。

c. 次の SQL コマンドを実行します。

SELECT owner, object_type, object_name
   FROM all_objects
   WHERE status='INVALID';

この問合せによって、owner 列に Oracle Application Server コンポーネント・スキーマ
（PORTAL、WIRELESS など）のあるデータベース・オブジェクトが戻らないようにしてく
ださい。

無効なオブジェクトが検出された場合は、 SQL*Plus コマンドラインから utlrp.sqlスク
リプトを実行して、無効なオブジェクトを再コンパイルします。

@?/rdbms/admin/utlrp.sql

8.2 タスクタスクタスクタスク 2: MRUA の実行およびの実行およびの実行およびの実行および OracleAS Metadata Repository スススス
キーマのアップグレードキーマのアップグレードキーマのアップグレードキーマのアップグレード

MRUA を実行するには、次の手順を実行します。

1. 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Metadata Repository のインス
トール時に使用したものと同じユーザー・アカウントを使用して、OracleAS Metadata 
Repository を実行しているコンピュータにログインします。

2. Metadata Repository Upgrade Assistant and Utilities の CD-ROM をマウントします

MRUA and Utilities の CD-ROM は、Oracle Application Server ソフトウェアの注文時に受
け取る Oracle Application Server の CD-ROM Pack に含まれています。

3. 次のコマンドに必須の引数（表 8-1 を参照）を指定して MRUA を起動します。

CD_DRIVE_LETTER:¥mrua¥rua.bat
-oracle_home metadata_repository_oracle_home 
-oid_host Oracle_Internet_Directory_host
-oid_ssl_port Oracle_Internet_Directory_SSL_port

注意注意注意注意 : 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Metadata 
Repository をインストールしたユーザーとして、OracleAS Metadata 
Repository が実行されているコンピュータにログインします。MRUA は、
アップグレードする OracleAS Metadata Repository をホスティングするコン
ピュータで実行する必要があります。

表表表表 8-1 MRUA の必須コマンドライン引数の一覧の必須コマンドライン引数の一覧の必須コマンドライン引数の一覧の必須コマンドライン引数の一覧

引数引数引数引数 説明説明説明説明

-oracle_home アップグレード先の 10g（10.1.4.0.1） OracleAS Metadata Repository
のホーム・ディレクトリ。

-oid_host OracleAS Metadata Repository が登録されている Oracle Internet 
Directory をホスティングするコンピュータの名前。
8-4 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド for Microsoft Windows



タスク 2: MRUA の実行および OracleAS Metadata Repository スキーマのアップグレード
4. プロンプトが表示されたら、データベースの SYS ユーザー・アカウントのパスワードを入
力します。

MRUA では、データベース内のコンポーネント・スキーマにアクセスして変更するため
に、SYS のパスワードが必要です。

5. プロンプトが表示されたら、Oracle Internet Directory の cn=orcladmin管理者のパス
ワードを入力します。

MRUA では、OracleAS Metadata Repository が登録されている Oracle Internet Directory
に接続するために、Oracle Internet Directory パスワードが必要です。

必須パスワードを入力すると、MRUA は、Oracle Internet Directory が実行中であること
を確認し、次のいずれかを実行します。

� Oracle Internet Directory が停止中で使用できない場合、MRUA はエラー・メッセージ
を表示して終了します。

� Oracle Internet Directory が起動され、実行中である場合、MRUA はディレクトリ・
サービスに接続し、コンポーネント・スキーマのアップグレードに必要な追加情報を
取得します。

� OracleAS Metadata Repository の複数のインスタンスがディレクトリに登録されてい
る場合、MRUA はアップグレードする OracleAS Metadata Repository を選択するよう
に要求します。 

一度に 1 つの OracleAS Metadata Repository のみをアップグレードできます。
-oracle_homeパラメータの値に対応するローカル・マシン上の OracleAS Metadata 
Repository を選択する必要があります。

6. OracleAS Metadata Repository を選択するように要求されたら、アップグレードする
OracleAS Metadata Repository を選択します。

MRUA がアップグレード処理を開始します。実行されるアップグレードの各手順で、アッ
プグレードの進行状況を示す情報メッセージが画面に表示されます。

例 8-1 に、MRUA アップグレード・セッションの標準的な例を示します。

-oid_ssl_port Oracle Internet Directory のセキュアなポート。OracleAS Metadata 
Repository のアップグレードには、Oracle Internet Directory への

セキュアな接続を使用する必要があります。

注意注意注意注意 : -oid_host引数および -oid_ssl_port引数の値は、Identity 
Management の Oracle ホームにある次の構成ファイルに定義済の対応するプ
ロパティの値と一致する必要があります。

IDENTITY_MANAGEMENT_HOME¥config¥ias.properties

次に例を示します。

OIDhost=sys42.acme.com
OIDsslport=636

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OracleAS Metadata Repository スキーマのアップグレードにかか
る時間については、4.2.2 項「Metadata Repository Upgrade Assistant の実行
時間の例」を参照してください。

表表表表 8-1 MRUA の必須コマンドライン引数の一覧（続き）の必須コマンドライン引数の一覧（続き）の必須コマンドライン引数の一覧（続き）の必須コマンドライン引数の一覧（続き）

引数引数引数引数 説明説明説明説明
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タスク 2: MRUA の実行および OracleAS Metadata Repository スキーマのアップグレード
7. MRUA コマンドの出力を確認します。MRUA によってエラーがレポートされた場合は、
付録 E「OracleAS Metadata Repository の アップグレードのエラー・メッセージ」を参照
してください。

例例例例 8-1 MRUA セッションからの出力例セッションからの出力例セッションからの出力例セッションからの出力例

mrua.bat -oracle_home D:¥oracle10g -oid_host dserv1.acme.com -oid_ssl_port 3130

Executing mrua.pl
Running on Windows

OracleAS Metadata Repository Upgrade Assistant 10.1.4.0.1

Enter the password for SYS:
Enter the password for cn=orcladmin:

Upgrading the OracleAS Metadata Repository to release 10.1.4.0.1

Calling upgrade plugin for MRUA
Component upgraded successfully MRUA

Calling upgrade plugin for UDDI
Component upgraded successfully UDDI

Calling upgrade plugin for WCS
Component upgraded successfully WCS

Calling upgrade plugin for WIRELESS
Component upgraded successfully WIRELESS

Calling upgrade plugin for PORTAL
Component upgraded successfully PORTAL

Calling upgrade plugin for DISCOVERER
Component upgraded successfully DISCOVERER

Calling upgrade plugin for B2B
Component upgraded successfully B2B

Calling upgrade plugin for BAM
Component upgraded successfully BAM

Calling upgrade plugin for MRC
Component upgraded successfully MRC

SUCCESS: All OracleAS plug-ins report successful upgrade

Finished mrua.pl

注意注意注意注意 : 多くの場合、MRUA は、Oracle Application Server Certificate 
Authority（OCA）および Oracle Ultra Search コンポーネント・スキーマが
既にアップグレード済であるとレポートします。OCA スキーマが OracleAS 
Identity Management によって自動的に更新され、Oracle Ultra Search スキー
マがデータベースのアップグレード中に更新される場合があるため、これは
予測されることです。
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タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの成功の確認
8.3 タスクタスクタスクタスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの成のアップグレードの成のアップグレードの成のアップグレードの成
功の確認功の確認功の確認功の確認

MRUA ログ・ファイルの他に、OracleAS Metadata Repository のアップグレードの成功を確認
する手段として、データベースへの問合せを実行することもできます。 また、正常にアップグ
レードされた後に、OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント・スキーマのリリース
がどのリリースであることが想定されるかについても理解しておく必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� MRUA の実行後における SQL を使用した各コンポーネント・スキーマのステータスの確認

� 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード後のコンポーネント・スキーマのリリース番号

8.3.1 MRUA の実行後におけるの実行後におけるの実行後におけるの実行後における SQL を使用した各コンポーネント・スキーマのを使用した各コンポーネント・スキーマのを使用した各コンポーネント・スキーマのを使用した各コンポーネント・スキーマの
ステータスの確認ステータスの確認ステータスの確認ステータスの確認

SQL コマンドを使用して、MRUA でアップグレードされるリポジトリ内の各コンポーネント・
スキーマの現在のステータスを確認するには、次の手順を実行します。

1. OracleAS Metadata Repository データベースに接続します。

次に例を示します。

METADATA_REPOSITORY_ORACLE_HOME¥bin¥sqlplus "connect / as sysdba"

2. プロンプトが表示されたら、SYS のパスワードを入力します。

3. 次の SQL コマンドを入力し、コンポーネント・スキーマのステータスを確認します。

SELECT comp_id,version,status FROM APP_REGISTRY;

問合せの出力の説明については、次の例と表を参照してください。

� 例 8-2 に、コンポーネント・スキーマの SQL 問合せから表示される出力の例を示しま
す。

� 表 8-2 に、SQL 問合せの結果の COMP_ID 列に表示される可能性のある値を示します。

� 表 8-3 に、SQL 問合せの結果の STATUS 列に表示される可能性のある値を示します。

例例例例 8-2 コンポーネント・スキーマのコンポーネント・スキーマのコンポーネント・スキーマのコンポーネント・スキーマの SQL 問合せの出力例問合せの出力例問合せの出力例問合せの出力例

SQL> SELECT comp_id, version, status FROM app_registry;

COMP_ID                        VERSION                        STATUS
------------------------------ ------------------------------ -----------
WIRELESS                       10.1.2.0.2                     VALID
PORTAL                         10.1.2.0.2                     VALID
SSO                            10.1.4.0.1                     VALID
WCS                            10.1.2.0.2                     VALID
DISCOVERER                     10.1.2.0.2                     VALID
OID                            10.1.4.0.1                     VALID
MRUA                           10.1.4.0.1                     VALID
B2B                            10.1.2.0.2                     VALID
UDDI                           10.1.2.0.2                     VALID
BAM                            10.1.2.0.2                     VALID
MRC                            10.1.2.0.2                     VALID

11 rows selected.
MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレード 8-7



タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグレードの成功の確認
注意注意注意注意 : 「VERSION」列に示されるリリースは、10g（10.1.4.0.1）のアップグ
レード元のリリースによって若干異なります。 

詳細は、8.3.2 項「10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード後のコンポーネント・
スキーマのリリース番号」を参照してください。

表表表表 8-2 OracleAS Metadata Repository 内のコンポーネント内のコンポーネント内のコンポーネント内のコンポーネント ID 

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント ID 説明説明説明説明

WIRELESS Oracle Application Server Wireless

PORTAL Oracle Application Server Portal

WCS Oracle Application Server Web Clipping

DISCOVERER Oracle Application Server Business Intelligence Discoverer

MRUA Oracle Application Server Metadata Repository Upgrade Assistant

B2B Oracle Application Server Integration B2B

UDDI Oracle Application Server UDDI Registry

MRC Oracle Application Server Metadata Repository Container

BAM Oracle BPEL Process Analytics

表表表表 8-3 内のコンポーネントのステータス・インジケータ内のコンポーネントのステータス・インジケータ内のコンポーネントのステータス・インジケータ内のコンポーネントのステータス・インジケータ 

ステータスステータスステータスステータス 説明説明説明説明

LOADING MRUA は、コンポーネント・データベース・オブジェクトの作成

を開始していますが、コンポーネント・オブジェクトの作成および
データベースへのロードはまだ完了していません。

LOADED MRUA は、すべてのコンポーネント・データベース・オブジェク

トの作成とデータベースへのロードを完了しました。MRUA は、

コンポーネント・スキーマのアップグレードを開始できます。

UPGRADING MRUA は、このコンポーネントのスキーマのアップグレードを開

始しましたが、アップグレードはまだ完了していません。

UPGRADED MRUA は、このコンポーネントのスキーマのアップグレードを完

了しました。

VALID コンポーネント・スキーマのアップグレードが完了し、スキーマが
有効です。これは、Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）への

アップグレードが成功した後に予期されるステータスです。

INVALID コンポーネント・スキーマのアップグレードは完了しましたが、
データベース・コンポーネント・スキーマが無効です。このステー
タスの原因としては、リカバリ不可能なエラーや無効なデータが考
えられます。 

詳細は、付録 E「OracleAS Metadata Repository の アップグレード

のエラー・メッセージ」を参照してください。
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8.3.2 10g（（（（10.1.4.0.1）へのアップグレード後のコンポーネント・スキーマの）へのアップグレード後のコンポーネント・スキーマの）へのアップグレード後のコンポーネント・スキーマの）へのアップグレード後のコンポーネント・スキーマの
リリース番号リリース番号リリース番号リリース番号

OracleAS Metadata Repository には、すべての Oracle Application Server コンポーネント・ス
キーマが含まれています。 ただし、アップグレード元のリリースによっては、これらのコン
ポーネント・スキーマの一部のみを Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）の MRUA で
更新する必要があります。 

OracleAS Identity Management スキーマなどの他のスキーマは、OracleAS Identity 
Management のアップグレード手順でアップグレードされます（第 7 章「Oracle Universal 
Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」を参照）。 その他にも、アップ
グレード元のリリースによっては、以前のリリースからのアップグレードが不要なものもあり
ます。

その結果、MRUA を実行した後でも、OracleAS Metadata Repository 内には、10.1.2.0.2 のまま
のスキーマと、10.1.4.0.0 にアップグレードされるスキーマがあります。

たとえば、以前に 10g リリース 2（10.1.2）環境を OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.4）に
アップグレードしてある場合、PORTAL スキーマはすでに 10.1.4.0.0 と表示されます。

一方、まだ OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.4）にアップグレードしていない場合は、
OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.4）にアップグレードしないかぎり、PORTAL スキーマは
10g リリース 2（10.1.2.0.2）のままです。
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アップグレード後の手順（コンポーネン
9

アップグレード後の手順（コンポーネント別）アップグレード後の手順（コンポーネント別）アップグレード後の手順（コンポーネント別）アップグレード後の手順（コンポーネント別）

この章では、アップグレード後の手順（コンポーネント別）について説明します。この手順に
より、Infrastructure の 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードが完了します。 この章の内容は、
次のとおりです。

� タスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対する OracleAS SSL サポート
（SSL）の有効化

� タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行

� タスク 3: OracleAS Single Sign-On のアップグレード後の手順の実行

� タスク 4: OracleAS Portal のアップグレード後の手順の実行

� タスク 5: OracleAS Wireless のアップグレード後の手順の実行
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タスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対する OracleAS SSL サポート（SSL）の有効化
9.1 タスクタスクタスクタスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対すコンポーネントに対すコンポーネントに対すコンポーネントに対す
るるるる OracleAS SSL サポート（サポート（サポート（サポート（SSL）の有効化）の有効化）の有効化）の有効化 

SSL を使用するように構成された分散 OracleAS Identity Management コンポーネントをアップ
グレードしている場合は、アップグレード後に OracleAS Single Sign-On および Oracle 
Delegated Administration Services で SSL を再度有効にする必要があります。詳細は、次の項
を参照してください。

� アップグレード後の Oracle Internet Directory に対する SSL の有効化

� アップグレード後の OracleAS Single Sign-On に対する SSL の有効化

� アップグレード後の Oracle Delegated Administration Services に対する SSL の有効化

9.1.1 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の Oracle Internet Directory に対するに対するに対するに対する SSL の有効化の有効化の有効化の有効化
Oracle Internet Directory で SSL を有効にする必要はありません。これは、ソース Oracle ホー
ムの Oracle Internet Directory で SSL を使用していた場合、アップグレード処理によって、
アップグレード先 Oracle ホームの Oracle Internet Directory で SSL が自動的に再度有効にされ
るためです。

9.1.2 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の OracleAS Single Sign-On に対するに対するに対するに対する SSL の有効化の有効化の有効化の有効化
OracleAS Single Sign-On で SSL を有効にするには、『Oracle Application Server Single Sign-On
管理者ガイド』の「SSL の有効化」に示す手順を使用します。

特に、『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』のこの項で説明されている次
の手順を実行する必要があります。

1. シングル・サインオン中間層で SSL を有効にします。これには、SSL を有効化するための、
opmn.xml構成ファイルの編集が含まれます。

2. ssocfgユーティリティを実行し、シングル・サインオン URL を変更します。

3. targets.xmlを更新し、SSL 証明書を認識するように、Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control を構成します。

SSL 構成処理におけるこの手順の詳細は、9.1.2.1 項「Application Server Control における
OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の監視の有効
化」を参照してください。

4. シングル・サインオン URL を保護します。

5. Oracle HTTP Server とシングル・サインオン中間層（OC4J_Security OC4J インスタンス）
を再起動します。

6. 『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』の仮想ホストでの mod_osso の
構成に関する項に従って、SSL 仮想ホストに mod_ossoを登録します。 

9.1.2.1 Application Server Control におけるにおけるにおけるにおける OracleAS Single Sign-On およびおよびおよびおよび
Oracle Delegated Administration Services の監視の有効化の監視の有効化の監視の有効化の監視の有効化
この項では、Application Server Control が、SSL を介して OracleAS Single Sign-On および
Oracle Delegated Administration Services コンポーネントを監視できるようにする手順につい
て説明します。

� 適切なプロトコルと URL を使用した targets.xml の更新

� SSL 証明書を認識させるための Application Server Control の構成
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タスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対する OracleAS SSL サポート（SSL）の有効化
9.1.2.1.1 適切なプロトコルと適切なプロトコルと適切なプロトコルと適切なプロトコルと URL を使用したを使用したを使用したを使用した targets.xml の更新の更新の更新の更新  Application Server Control 構
成ファイル（targets.xml）を変更し、Application Server Control が、必要な OracleAS 
Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の URL に接続できるようにし
ます。

1. targets.xmlファイルを検索し、テキスト・エディタで開きます。

このファイルは、アップグレード先 Oracle ホームにあります。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥sysman¥emd¥

2. targets.xmlファイルで、次に示す Oracle Delegated Administration Services 要素を検
索します。

<Target TYPE="oracle_das_server" ... >
   ....
</Target>

3. oracle_das_server要素内で、表 9-1 に示すプロパティをそれぞれの推奨値で更新しま
す。

4. targets.xml ファイルで、次に示す OracleAS Single Sign-On 要素を検索します。

<Target TYPE="oracle_sso_server" ... >
   ....
</Target>

5. oracle_sso_server要素内で、HTTPPortおよび HTTPProtocolプロパティの値を編
集します。

OracleAS Single Sign-On の物理ホストのポートおよびプロトコルを必ず入力してくださ
い。ロード・バランサの接続に使用するポートおよびプロトコルは使用しないでください。

6. 変更を保存し、targets.xmlファイルを閉じます。

表表表表 9-1 targets.xml 構成ファイルで変更する構成ファイルで変更する構成ファイルで変更する構成ファイルで変更する OracleAS Single Sign-On およびおよびおよびおよび Oracle Delegated 
Administration Services のプロパティのプロパティのプロパティのプロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明および必須の値説明および必須の値説明および必須の値説明および必須の値

HTTPProtocol Oracle HTTP Server によって使用されるプロパティ。 指定できる値

は、HTTP または HTTPS（セキュア SSL 接続用）です。

MonitorPort ホストでの Oracle Delegated Administration Services の監視に使用

される物理ポート。 多くの場合、これは Oracle HTTP Server のデ

フォルトのポートです。

DasPort ホストでの Oracle Delegated Administration Services の監視に使用

される物理ポート。 多くの場合、これは Oracle HTTP Server のデ

フォルトのポートです。

DasURL Oracle Delegated Administration Services の完全な URL。これに

は、プロトコル、物理ホスト名およびポートを含めます。 高可用性

環境では、ロード・バランサの仮想ホストおよびポートを使用しな
いでください。

DasMonitorURL Oracle Delegated Administration Services を監視するために

Application Server Control によって使用される完全な URL。これ

には、プロトコル、物理ホスト名およびポートを含めます。 高可用

性環境では、ロード・バランサの仮想ホストおよびポートを使用し
ないでください。
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タスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対する OracleAS SSL サポート（SSL）の有効化
9.1.2.1.2 SSL 証明書を認識させるための証明書を認識させるための証明書を認識させるための証明書を認識させるための Application Server Control の構成の構成の構成の構成  Application Server 
Control が、SSL 接続を介して OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated 
Administration Services を監視できるようにするために、Application Server Control に適切な
セキュリティ証明書へのアクセス権があることを確認します。

この手順を実行しないと、OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration 
Services が起動され、実行中であっても、Application Server Control には停止または使用不可
と示されます。

この問題を解決するには、HTTPS をサポートするために使用した認証局を、Application 
Server Control が認識できるようにする必要があります。 Application Server Control によって認
識される認証局のリストに、その認証局の証明書を追加する必要があります。

Application Server Control を構成して認証局を認識させるには、次の手順を実行します。

1. Web サイトの認証局の証明書を取得します。

a. Microsoft Internet Explorer で、監視する Application Server の HTTPS URL に接続し
ます。

b. ブラウザ画面の下部にある鍵のアイコンをダブルクリックします。このアイコンは、
セキュアな Web サイトに接続していることを示します。

ブラウザに「証明書」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここには、この Web サ
イトで使用されている証明書についての説明が示されます。 他のブラウザでも、Web
サイトの証明書の詳細を表示するための類似したメカニズムが提供されています。

c. 「証明のパス」「証明のパス」「証明のパス」「証明のパス」タブをクリックし、証明書のリストで先頭のエントリを選択します。

d. 「証明書の表示」「証明書の表示」「証明書の表示」「証明書の表示」をクリックし、2 つ目の「証明書」ダイアログ・ボックスを表示しま
す。

e. 「証明書」ウィンドウで、「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」タブをクリックします。

f. 「ファイルにコピー」「ファイルにコピー」「ファイルにコピー」「ファイルにコピー」をクリックして、「証明書のエクスポート」ウィザードを表示し
ます。

g. 「証明書のエクスポート」ウィザードで、エクスポートする形式として「「「「Base64 
encoded X.509 (.CER)」」」」を選択し、簡単に識別できる名前（sso_certificate.cer
など）で、その証明書をテキスト・ファイルに保存します。

h. 任意のテキスト・エディタを使用して、証明書ファイルを開きます。

証明書ファイルの内容は、例 9-1 に示す内容と同様です。

2. 認証局のリストを更新します。

a. 次に示す Oracle Application Server の Oracle ホームのディレクトリで、
b64InternetCertificate.txtファイルを検索します。

ORACLE_HOME¥sysman¥config¥

このファイルには、Base64 証明書のリストが含まれています。

b. b64InternetCertificate.txtファイルを編集し、ファイルの末尾にエクスポー
ト直後の証明書ファイルの内容を追加します。証明書の Base64 テキストをすべて含め
てください（BEGIN および END 行を含む）。

3. 証明書が含まれるテキスト・ファイル（たとえば、この手順の前半で sso_
certificate.cerという名前を付けたファイル）を、OracleAS Portal 中間層にコピーし
ます。

4. 次のコマンドを使用し、orapkiユーティリティで、Oracle Wallet の monwalletを更新
します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥orapki wallet add 
    -wallet ORACLE_HOME¥sysman¥config¥monwallet 
    -trusted_cert 
    -cert certificate_location
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タスク 1: OracleAS Identity Management コンポーネントに対する OracleAS SSL サポート（SSL）の有効化
パスワードを要求されたら、monwallet Wallet のパスワードを入力します。 デフォルトの
パスワードは welcome です。

この例では、certificate_location に、この手順の前半で保存して OracleAS Portal 中間層にコ
ピーした証明書が含まれるテキスト・ファイルへのフルパスを指定します。次に例を示し
ます。

D:¥oracle¥sso_certificate.cer

5. Application Server Control を再起動します。

Application Server Control を再起動した後、Enterprise Manager によって認証局のリスト
への追加が検出され、セキュアな Application Server Control Console を使用して、
OracleAS Portal メトリックを正常に監視できます。

例例例例 9-1 エクスポートされた証明書の内容の例エクスポートされた証明書の内容の例エクスポートされた証明書の内容の例エクスポートされた証明書の内容の例

-----BEGIN CERTIFICATE-----
MIIDBzCCAnCgAwIBAgIQTs4NcImNY3JAs5edi/5RkTANBgk
... base64 certificate content ...
------END CERTIFICATE------

9.1.3 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の Oracle Delegated Administration Services に対するに対するに対するに対する SSL
の有効化の有効化の有効化の有効化

アップグレードされた Oracle ホームに Oracle Delegated Administration Services も構成されて
いる場合は、Oracle Delegated Administration Services の URL を再構成する必要があります。

Oracle Delegated Administration Services の URL を再構成するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Directory Manager（oidadmin）を起動し、Oracle Internet Directory に接続しま
す。

oidadminツールは、アップグレード先 Oracle ホームの次のディレクトリにあります。

DESTINATION_ORACLE_HOME\bin\

SSL を介してディレクトリに接続する場合は、ディレクトリ・サーバーに接続するときに
「「「「SSL 有効」有効」有効」有効」チェック・ボックスを選択します。

2. システム・オブジェクト・ナビゲータで、次のように cn=OperationURLsエントリまで
移動します。

Entry Management ->
  cn=OracleContext ->
     cn=Products -> 
        cn=DAS -> 
           cn=OperationURLs

3. cn=OperationURLsエントリを選択してから、Oracle Directory Manager ウィンドウの右
側のペインにある「プロパティ」タブで、orcldasurl 属性の場所を確認します。 

4. Oracle Delegated Administration Services の SSL URL を参照するように、
orcldasurlbase属性を変更します。

https://virtual_server_name:load_balancer_ssl_listen_port

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』の Oracle Directory 
Manager の使用方法に関する項を参照してください。
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タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行
9.2 タスクタスクタスクタスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順の
実行実行実行実行

Oracle Internet Directory のアップグレードを完了するには、次のタスクを実行する必要があり
ます。

� 証明書のアップグレード・ツール（upgradecert.pl）の実行

� Oracle Internet Directory のアップグレード後のアクセス・ポリシーの変更

� レプリケーション Wallet パスワードのリセット

� Oracle Directory Integration Platform のアップグレードの完了

� Oracle Internet Directory を 10g（9.0.4）からアップグレードした後の oidstats.sql スクリプ
トの実行

� アップグレード後の DSA 構成エントリの変更

� アップグレード後の Oracle Internet Directory 索引の再作成

� サーバーの管理性についての情報へのアクセスに使用する新しいアカウント

9.2.1 証明書のアップグレード・ツール（証明書のアップグレード・ツール（証明書のアップグレード・ツール（証明書のアップグレード・ツール（upgradecert.pl）の実行）の実行）の実行）の実行
リリース 2（10.1.2）からは、証明書のハッシュ値を使用して Oracle Internet Directory にバイ
ンドできるようになりました。このハッシュ値を導入するには、リリース 2（10.1.2）より前に
発行されたユーザー証明書をディレクトリで更新する必要があります。 

結果的に、10g リリース 2（10.1.2）より前のリリースからアップグレードする場合、および
ユーザー証明書をディレクトリでプロビジョニングする場合は、このアップグレード後の追加
手順を実行する必要があります。

Oracle Internet Directory 10g リリース 2（10.1.2）からアップグレードする場合、この手順は必
要でないことに注意してください。

証明書のアップグレード・ツール（upgradecert.pl）の実行方法の詳細は、『Oracle Internet 
Directory 管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を参照して
ください。

9.2.2 Oracle Internet Directory のアップグレード後のアクセス・ポリシーの変更のアップグレード後のアクセス・ポリシーの変更のアップグレード後のアクセス・ポリシーの変更のアップグレード後のアクセス・ポリシーの変更
Oracle Internet Directory のアップグレード時、ディレクトリ内の LDAP オブジェクトは、変更
されるか、または Oracle Internet Directory に追加されます。これらの更新には、アクセス制御
情報が含まれる場合があります。

本番環境では、カスタマイズされたアクセス制御ポリシーがディレクトリ内での適用されます。 
そのため、アップグレード処理では、ディレクトリで実装したカスタマイズ済の動作を維持す
るために、意図的にディレクトリ内の特定のエントリがそのまま残されます。

また、Oracle コンポーネントが正常に動作するためには、デフォルトでそのまま使用できるア
クセス制御設定が必要な場合があります。そのため、Oracle Internet Directory のアップグレー
ド後、デフォルトでそのまま使用できるアクセス制御ポリシーと、実装済のカスタム・ポリ
シーの差異を分析する必要があります。このタスクを実行した結果、Oracle コンポーネントの
要件を満たす、カスタマイズ済のアクセス制御ポリシーと、組織のアクセス制御ポリシーが実
装されます。

カスタマイズ済のアクセス制御ポリシーを実装していない場合でも、アップグレード後は、
ACL を新しいデフォルト値に手動で更新することをお薦めします。

次の例では、デフォルトのレルム DN として「dc=acme, dc=com」を使用します。この例では、
ディレクトリの ACL ポリシーを分析する場合に次の事項を考慮します。

� レルム DN（dc=acme, dc=com など）

� レルム DN の親。レルム検索ベースともいいます（dc=com など）。
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タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行
� レルム・ユーザーのコンテナ。 レルム・ユーザー検索ベースともいいます（cn=Users, 
dc=acme, dc=com など）。開発要件に依存し、カスタマイズが可能です。

� レルム・グループのコンテナ。レルム・グループ検索ベースともいいます（cn=Groups, 
dc=acme, dc=com など）。開発要件に依存し、カスタマイズが可能です。

そのまま使用できるアクセス制御ポリシーは、次のファイルで使用可能です。

� レルム DN の親のポリシーは、次のファイルに格納されています。

$ORACLE_HOME¥ldap¥schema¥oid¥oidDefaultSubscriberConfig.sbs

� レルム DN、レルム・ユーザーのコンテナおよびレルム・グループのコンテナのポリシー
は、次のファイルに格納されています。

$ORACLE_HOME¥ldap¥schema¥oid¥oidSubscriberCreateAuxDIT.sbs

デフォルトの ACL ポリシーは、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』の第 17 章にある共
通グループ属性を読み取るためのデフォルトの権限の項で説明されています。

9.2.3 レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション Wallet パスワードのリセットパスワードのリセットパスワードのリセットパスワードのリセット
9.0.x のノードを 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードし、このノードのレプリケーションを設定
しようとすると、レプリケーション・サーバーが起動に失敗し、レプリケーションの設定自体
が失敗する場合があります。 レプリケーション Wallet パスワードの変更およびリセットについ
ては、A.4.1 項「各レプリカでの Oracle Internet Directory Wallet のレプリケーション DN のパ
スワードの変更」を参照してください。

9.2.4 Oracle Directory Integration Platform のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了 
別のコンピュータ上の別の Oracle ホームで、より古いリリース（9.0.2 または 9.0.4）の
Directory Integration Platform が動作しており、アップグレード対象の Oracle Internet 
Directory を使用している場合、その Oracle Directory Integration Platform を使い続けるには、
Oracle Directory Integration Platform サーバーを再登録する必要があります。 

9.2.5 Oracle Internet Directory をををを 10g（（（（9.0.4）からアップグレードした後の）からアップグレードした後の）からアップグレードした後の）からアップグレードした後の
oidstats.sql スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行

Oracle Internet Directory を 10g（9.0.4）から 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードした後、一部
の LDAP 問合せのパフォーマンスが低下する場合があります。 

この問題を解決するには、次の手順を実行します。これによって、Oracle Internet Directory
サーバーをホスティングする Oracle Database 10g データベース内の一部のデータベース統計が
更新されます。

1. 新しくアップグレードした Oracle Internet Directory の Oracle ホームで、ODS データベー
ス・ユーザーとして OID データベースに接続し、次の SQL スクリプトを実行します。

sqlplus ods/<passwd> @%ORACLE_HOME%/ldap/admin/oidstats.sql

2. 次のように Oracle Internet Directory サーバーを再起動します。

a. 次のコマンドを実行して Oracle Internet Directory サーバーを停止します。

opmnctl stopproc ias-component=OID

b. Oracle Internet Directory サーバーが完全に停止するまで数秒間待機します。

c. 次のコマンドを実行して Oracle Internet Directory サーバーを起動します。

opmnctl startproc ias-component=OID

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DIP サーバーの登録手順については、『Oracle Identity 
Management 統合ガイド』を参照してください。
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タスク 3: OracleAS Single Sign-On のアップグレード後の手順の実行
同様に、Oracle Internet Directory のアップグレード前に Oracle Internet Directory をホスティ
ングするデータベースがアップグレードされる環境で実行している場合は、データベースの
アップグレード直後にデータベースに対して次の SQL コマンドを実行してデータベース統計を
収集する必要があります。

exec dbms_stats.gather_schema_stats('ODS'); 

9.2.6 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の DSA 構成エントリの変更構成エントリの変更構成エントリの変更構成エントリの変更
Oracle Internet Directory を 10g（9.0.4）から 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードすると、DSA
構成エントリ内のすべての属性がデフォルト値にリセットされます。たとえば、次に示すとお
りです。

cn=dsaconfig,cn=configsets,cn=oracle internet directory

このため、アップグレード前にこのエントリ内の属性を変更した場合は、アップグレード前に
それらの属性を対応する値に再構成する必要があります。

9.2.7 アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の Oracle Internet Directory 索引の再作成索引の再作成索引の再作成索引の再作成
Oracle Internet Directory を 10g（9.0.4）から 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードすると、この
アップグレード処理によって一部の索引が自動的に再作成されます。たとえば、EI_
attrstore索引はアップグレード時に自動的に再作成されます。

このため、アップグレード前に EI_attrstore索引を再作成した場合は、アップグレード後
に再度その索引を再作成する必要があります。 EI_attrstore索引の再作成は、大きいグルー
プ・エントリを検索する場合のパフォーマンスに関する推奨事項（『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の大きいグループ・エントリの検索の最適化に関する項を参照）の一部です。
10g（10.1.4.0.1）にアップグレードする前にこの手順を実行した場合は、アップグレード後に再
度この手順を実行する必要があります。

9.2.8 サーバーの管理性についての情報へのアクセスに使用する新しいアカサーバーの管理性についての情報へのアクセスに使用する新しいアカサーバーの管理性についての情報へのアクセスに使用する新しいアカサーバーの管理性についての情報へのアクセスに使用する新しいアカ
ウントウントウントウント

Oracle Internet Directory データベース・アカウント ODSSM を使用して、データベースにある
サーバーの管理性についての情報にアクセスします。 このアカウントは、10g（10.1.4.0.1）への
アップグレード中に作成され、ランダムに生成されたパスワードが指定されます。

このアカウントの資格証明（ランダムなパスワードを含む）は、Enterprise Manager ファイル
targets.xmlの Oracle Internet Directory の部分に格納されます。 

このアカウントのパスワードを変更できる唯一の方法は、SQLPLUS を使用することです。 
oidpasswdツールを使用して、このパスワードを変更することはできません。 また、このパス
ワードは Wallet に格納されません。 このパスワードをデータベースで変更した後に、
targets.xmlファイルでも変更する必要があります。 これを行うには、ユーザー・フィールド
およびパスワード・フィールドに新しい値を設定するか、または oidemdpasswdツールを実
行します。

9.3 タスクタスクタスクタスク 3: OracleAS Single Sign-On のアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順ののアップグレード後の手順の
実行実行実行実行

OracleAS Single Sign-On のアップグレードを完了するには、アップグレードされた構成に応じ
て、次の項で説明するタスクの実行が必要です。

� OracleAS Single Sign-On 中間層の再構成

� サード・パーティ認証の構成

� カスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへのインストール

� OracleAS Single Sign-On レプリケーションの設定

� カスタマイズされた中間層の OracleAS Single Sign-On サーバーのアップグレード
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タスク 3: OracleAS Single Sign-On のアップグレード後の手順の実行
� Wireless Voice 認証のトラブルシューティング

� OracleAS Single Sign-On サーバーへの言語のインストール

� 不要な OracleAS Single Sign-On パートナ・アプリケーションの削除

9.3.1 OracleAS Single Sign-On 中間層の再構成中間層の再構成中間層の再構成中間層の再構成
Single Sign-On サーバーの 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）中間層がカスタム構成
であった場合（Oracle HTTP Server が SSL 用に構成されていたり、Oracle Application Server 
Single Sign-On サーバーのデータベース・アクセス記述子がカスタム構成されていた場合な
ど）、アップグレードされた 10g（10.1.4.0.1）中間層も同様に再構成する必要があります。

OracleAS Portal を使用している場合に、SSL 用に 10g リリース 2（10.1.2）中間層を再構成する
と、Oracle Delegated Administration Services に使用する URL が最新でなくなる可能性があり
ます。この問題を解決するには、ポータル・キャッシュのリフレッシュを実行します。これに
よって、関連する Oracle Internet Directory 情報は保持されます。

1. 管理者権限を持つユーザーとして OracleAS Portal にログオンします。

2. 「ビルダー」に移動します。

3. 「管理」「管理」「管理」「管理」タブをクリックします。

4. 「ポータル」タブから、「グローバル設定」を開き、「SSO/OID」タブに移動します。

5. ページの下部にスクロールします。

6. 「「「「OID パラメータ用キャッシュのリフレッシュ」パラメータ用キャッシュのリフレッシュ」パラメータ用キャッシュのリフレッシュ」パラメータ用キャッシュのリフレッシュ」を選択します。

7. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

ページの「DAS ホスト名」フィールドが適切な値にリフレッシュされます。

9.3.2 サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成サード・パーティ認証の構成
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）中間層がユーザー証明書または第三者機関の認証
メカニズムを使用して認証するように構成されていた場合、10g（10.1.4.0.1）の OracleAS 
Single Sign-On サーバーも同様に再構成する必要があります。   

9.3.3 カスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへのインカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへのインカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへのインカスタマイズされたページのアップグレードされたサーバーへのイン
ストールストールストールストール

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Single Sign-On サーバーでログイン、パスワー
ドおよびサインオフのページをカスタマイズしていた場合、そのページを 10g（10.1.4.0.1）の
仕様に従って更新する必要があります。これは、アプリケーション・サービス・プロバイダの
サポートを有効にし、デプロイのログイン・ページを更新して企業フィールドを有効にしてい
た場合も同様です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層を構成する方法については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層を構成する方法については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 13 章を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 中間層を構成する方法については、『Oracle Application Server 
Single Sign-On 管理者ガイド』の第 12 章を参照してください。
アップグレード後の手順（コンポーネント別） 9-9
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9.3.4 OracleAS Single Sign-On レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定レプリケーションの設定
Oracle Internet Directory レプリケーションを使用して OracleAS Single Sign-On レプリケー
ションも使用する場合、アップグレードされた 10g（10.1.4.0.1）表を 10g（9.0.4）Oracle 
Internet Directory とともにレプリケーション・グループに追加します。レプリケーションに
OracleAS Single Sign-On 表を追加するには、次の手順を実行します。

1. ディレクトリ・レプリケーション・グループのすべてのレプリカで Oracle Internet 
Directory レプリケーション・サーバーを停止します。

2. マスター・ディレクトリ・レプリカの %ORACLE_HOME%¥ldap¥adminで、次のコマンド
を実行します。 

sqlplus repadmin/password@<mds connect id> @oidrssou.sql

3. ディレクトリ・レプリケーション・グループのすべてのレプリカで Oracle Internet 
Directory レプリケーション・サーバーを起動します。 

9.3.5 カスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層のカスタマイズされた中間層の OracleAS Single Sign-On サーバーのアップサーバーのアップサーバーのアップサーバーのアップ
グレードグレードグレードグレード

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Single Sign-On サーバーがデフォルト
の中間層インストール以外の中間層を使用していた場合、中間層がアップグレードされた
OracleAS Single Sign-On サーバーを指し示すように構成する必要があります。 

たとえば、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2） OracleAS Single Sign-On サーバー中間
層でリバース・プロキシを構成していた場合、10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Single Sign-On
サーバー中間層でも構成する必要があります。

9.3.6 Wireless Voice 認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング認証のトラブルシューティング 
Wireless Voice 認証を 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Single Sign-On サーバーで使用する場合に
機能しないときは、OracleAS Single Sign-On サーバー・エントリが Oracle Internet Directory
でベリファイア・サービス・グループのメンバーであること

（cn=verifierServices,cn=Groups,cn=OracleContext）を確認します。このメンバー
であることが、Wireless Voice 認証の要件です。メンバーであることを確認するには、次の手順
を実行します。

1. 次のコマンドを実行します。

ldapsearch -h host
    -p port 
    -D "cn=orcladmin" 
    -w password
    -b "cn=verifierServices, cn=Groups, cn=OracleContext" "objectclass=*"

例 9-2 に示すように、エントリで uniquememberとして表示されていれば、OracleAS 
Single Sign-On サーバーはベリファイア・サービス・グループのメンバーです。 

例例例例 9-2 OracleAS Single Sign-On サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの uniquemember の表示の表示の表示の表示

cn=verifierServices, cn=Groups,cn=OracleContext
.
.
.
uniquemember=orclApplication
CommonName=ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,cn=Products,cn=OracleContext
.
.
.

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』のディレクト
リ・レプリケーションの管理に関する項を参照してください。 
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9.3.7 OracleAS Single Sign-On サーバーへの言語のインストールサーバーへの言語のインストールサーバーへの言語のインストールサーバーへの言語のインストール
OracleAS Single Sign-On のアップグレード時に言語を選択しなかった場合、またはアップグ
レード後に追加の言語をインストールする場合、次の手順に従って必要な言語をインストール
できます。 

1. Repository Creation Assistant の CD-ROM から必要な言語ファイルを OracleAS Single 
Sign-On サーバーの Oracle ホームにコピーします。

copy repCA_CD¥portal¥admin¥plsql¥nlsres¥ctl¥lang¥*.* DESTINATION_ORACLE_
HOME¥sso¥nlsres¥ctl¥lang

この例では、langが言語コードです。たとえば、日本語の言語コードは jaです。

2. 言語をサーバーにロードします。 

9.3.8 不要な不要な不要な不要な OracleAS Single Sign-On パートナ・アプリケーションの削除パートナ・アプリケーションの削除パートナ・アプリケーションの削除パートナ・アプリケーションの削除
アップグレード後、OracleAS Single Sign-On パートナ・アプリケーションの管理ページには、
余分な、または使用されていないパートナ・アプリケーションが表示されます。

たとえば、2 つの Oracle Application Server Certificate Authority（OCA）パートナ・アプリ
ケーションおよび 2 つの OracleAS Wireless パートナ・アプリケーションが表示されます。

ポート 4400 を使用する 10g（9.0.4） OCA は、削除してもかまいません。

OracleAS Wireless パートナ・アプリケーションの場合は、アップグレード後、10g（9.0.4） 
HTTP Server ポートが使用されるように 10g リリース 2（10.1.2） Oracle HTTP Server 構成が変
更されます。このパートナ・アプリケーションは、有効ではないため削除できます。有効な
OracleAS Wireless パートナ・アプリケーションは、10g（9.0.4）環境に存在していた、アップ
グレード後のパートナ・アプリケーションです。

パートナ・アプリケーションのリストで、不要になったり、アップグレード済であるコンポー
ネントまたはアプリケーションを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 言語のロード方法は、『Oracle Application Server Single Sign-On
管理者ガイド』の第 2 章にあるグローバリゼーション・サポートの構成に関
する項を参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パートナ・アプリケーションのリストからソース・コンポーネン
トを削除する手順については、10.2 項「タスク 2: OracleAS Identity 
Management のソース Oracle ホームの破棄」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アップグレード済の OracleAS Identity Management インストー
ルと表示されるパートナ・アプリケーションの削除については、10.2 項「タ
スク 2: OracleAS Identity Management のソース Oracle ホームの破棄」を参
照してください。
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9.4 タスクタスクタスクタスク 4: OracleAS Portal のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行
次の項で、OracleAS Portal スキーマのアップグレードを完了する方法について説明します。

� ポートレット・リポジトリの新形式への移行（オプション）

� アップグレードされた Portal インスタンスを使用するすべての中間層の起動

� アップグレードされた OracleAS Portal へのアクセス

� OracleAS PortalのOracle Text索引でOracleAS Metadata Repositoryデータベースを停止す
る場合の影響

� Delegated Administration Services で動作するための OracleAS Portal の再構成

� OracleAS Portal のパフォーマンス・レポートの更新

9.4.1 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた Portal インスタンスを使用するすべての中間層のインスタンスを使用するすべての中間層のインスタンスを使用するすべての中間層のインスタンスを使用するすべての中間層の
起動起動起動起動

スクリプトが正常に実行された後、次の手順を実行して、アップグレードされた Portal インス
タンスを使用する各中間層を起動します。

1. 「サービス」コントロール パネルで Process Manager サービスを開始して、OPMN および
それによって管理されるプロセスを起動します。

2. 「サービス」コントロール パネルで、Application Server Control サービスを開始します。

9.4.2 ポートレット・リポジトリの新形式への移行（オプション）ポートレット・リポジトリの新形式への移行（オプション）ポートレット・リポジトリの新形式への移行（オプション）ポートレット・リポジトリの新形式への移行（オプション）
デフォルトでは、ポートレット・リポジトリは OracleAS Portal スキーマにインプレース・アッ
プグレードされます。ポートレット・リポジトリ内の既存のページ、テンプレート、アイテム
などがアップグレードされ、新しいポートレットがリポジトリに追加されます。以前の設定が
維持されるため、ページはアップグレード実行前と非常によく似ています。

リポジトリの外観を新しくインストールされたインスタンスの外観にするには、スクリプトを
使用して、アップグレードされたポートレット・リポジトリを再作成します。スクリプトは、
既存のポートレット・リポジトリを削除して、再作成します。スクリプトは、ポートレット・
リポジトリ内のカスタマイズ、設定、スタイル、バナーなどを保持しない場合にのみ使用して
ください。

注意注意注意注意 : この項で説明する手順は、10g（10.1.4.0.1）の Metadata Repository 
Upgrade Assistant（MRUA）を実行し、MRUA によって、PORTAL スキー
マが 10g リリース 2（10.1.2.0.2）にアップグレードされたことがレポートさ
れた場合にのみ実行する必要があります。

MRUA の出力に PORTAL スキーマがすでにアップグレードされていること
が示された場合、この項に示す手順を実行する必要はありません。

注意注意注意注意 : アップグレード前のリリースが Oracle9iAS Portal リリース 2（9.0.2）
で、ポートレット・リポジトリをプロバイダ名でグループ化するようにレン
ダリングした場合、アップグレード後にリポジトリ内のフォルダはカテゴリ
でグループ化されます。これは、OracleAS 10g（9.0.4）以上ではプロバイダ
名ごとにグループ化オプションは推奨されていないためです。 

同様の編成を作成するには、プロバイダ名を表すカテゴリにポートレット名
を割り当てます。
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タスク 4: OracleAS Portal のアップグレード後の手順の実行
ポートレット・リポジトリを再作成するには、9.4.1 項「アップグレードされた Portal インスタ
ンスを使用するすべての中間層の起動」の説明に従って中間層を起動した後で、次の手順を実
行します。

1. スクリプトによってリポジトリが上書きされて元に戻すことができなくなるため、データ
ベースのバックアップを実行します。

2. OracleAS Metadata Repository Upgrade Assistant and Utilities の CD-ROM の次のディレ
クトリに移動します。このディレクトリには、prrplc.sqlスクリプトが含まれていま
す。

MRUA_CDROM_ROOT¥portal¥admin¥plsql¥upg¥common

3. Portal スキーマ・ユーザーとして、SQL*Plus から OracleAS Metadata Repository データ
ベースにログインします。

4. 引数を指定せずに prrplc.sqlスクリプトを実行します。

9.4.3 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた OracleAS Portal へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス 
OracleAS Portal Repository のアップグレードでエラーが発生しなかった場合、アップグレード
された Portal にアクセスできます。ブラウザを開き、次の URL に移動します。

http://host.domain:port/pls/portal_DAD

次に例を示します。

http://portalhost42.acme.com:7777/pls/portal

9.4.4 OracleAS Portal のののの Oracle Text 索引で索引で索引で索引で OracleAS Metadata Repository データデータデータデータ
ベースを停止する場合の影響ベースを停止する場合の影響ベースを停止する場合の影響ベースを停止する場合の影響

欠落した Oracle Text 索引が OracleAS Portal のアップグレード処理中に作成されますが、移入
は行われません。移入には非常に長い時間がかかる場合があるためです。新しい索引は、アッ
プグレードの完了後、次の同期ジョブのスケジューリング時に移入されます。

アップグレード（バックアップ用）および Oracle Text 索引の同期ジョブの起動後、データベー
スを停止する必要がある場合は、同期プロセスに対する次の停止コマンドの影響を考慮してく
ださい。

� すぐに停止または中断

索引付けジョブはすぐに停止され、ロールバックされます。 

� 正常に停止

索引付けジョブ全体が終了してから、データベースが停止します。

� トランザクションの停止

データベースが停止する前に、現在の索引の同期を終了できます。同期が必要な索引があ
る場合でも、次の索引の同期は開始されません。

9.4.5 Delegated Administration Services で動作するためので動作するためので動作するためので動作するための OracleAS Portal の再構成の再構成の再構成の再構成
10g リリース 2（10.1.2）より前の OracleAS Portal では、Infrastructure および Application 
Server 中間層が別々のホストまたはプロトコルに分割されていた場合、ユーザーおよびグルー
プ LOV は、JavaScript のオリジナル・サーバー・セキュリティ・ポリシーに対応するように構
成する必要がありました。JavaScript エラーが発生する原因は、OracleAS Portal と Delegated 
Administration Services（DAS）が別々のドメインにあることでした。

この問題には次の 2 つの解決方法がありました。

� スクリプト secjsdom.sql を実行して共通ドメインを設定する

� 中間層に DAS をデプロイする 
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タスク 4: OracleAS Portal のアップグレード後の手順の実行
OracleAS Portal 10g リリース 2（10.1.2）では、LOV の実装はコールバック方式をサポートす
るように変更され、ドメイン間の問題が解消され、前述の構成手順は不要になりました。ただ
し、このコールバック方式では、ドメイン間での LOV の使用をサポートするために、DAS 環
境に対応するパッチが必要になります。

コールバック方式は、DAS 10g（9.0.4）以上でサポートされています。DAS リリース 2
（9.0.2.3）を使用している場合は、パッチ 3278638 を適用するとコールバックをサポートできま
す。

ご使用の環境に適切な DAS リリースがインストールされ、前述の構成オプションを実装してい
ない場合は、個別のホストで LOV をサポートするために OracleAS Portal で追加の構成手順を
実行する必要はありません。ただし、前述の構成オプションを使用した場合は、その手順を削
除する必要があります。手順は次のとおりです。

1. 共通ドメインが定義されていた場合は、secjsdom.sql スクリプトを次のとおり実行してリ
セットします。

a. オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトから、次のディレクトリに移動
します。

DESTINATION_MIDTIER_ORACLE_HOME¥portal¥admin¥plsql¥wwc 

b. SQL*Plus を使用して、スキーマ所有者として OracleAS Portal Repository に接続し、
次のコマンドを実行します。

@secjsdom ''
commit;

2. ローカルにデプロイされた DAS サーブレットを使用するように OracleAS Portal が構成さ
れている場合は、secdaslc.sql スクリプトを次のとおり実行し、Infrastructure 層を指し示
すように再構成します。

a. オペレーティング・システムのプロンプトから、次のディレクトリに移動します。

DESTINATION_MIDTIER_ORACLE_HOME¥portal¥admin¥plsql¥wwc

b. SQL*Plus を使用して、スキーマ所有者として OracleAS Portal Repository に接続し、
次のコマンドを実行します。

@secdaslc N
commit;

9.4.6 カスタマイズされたログイン・ポートレットの更新カスタマイズされたログイン・ポートレットの更新カスタマイズされたログイン・ポートレットの更新カスタマイズされたログイン・ポートレットの更新
ログイン・ポートレットがカスタマイズされている場合は、このリリースで動作するように更
新する必要があります。以前のリリースでは、ユーザー証明書は OracleAS Portal の wwptl_
login.login_urlプロシージャに渡されていました。今回のリリースでは、ユーザー証明書
は OracleAS Single Sign-On の wwsso_app_admin.ls_loginプロシージャに渡される必要が
あります。OracleMetaLink の Note 290445.1に記載されている手順に従って、カスタマイズ
されたログイン・ポートレットが wwsso_app_admin.ls_loginを使用するように更新しま
す。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 10g（9.0.4）パッチ・セット 1（9.0.4.1）ま
たは次の個別パッチの適用後に、パッチのドキュメントで説明されている手
順を実行した場合は、この時点で追加の手順を実行する必要はありません。

� 3273358（10g（9.0.4））

� 3273354（リリース 2（9.0.2.6））

� 3273342（リリース 2（9.0.2.3）） 
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タスク 5: OracleAS Wireless のアップグレード後の手順の実行
9.4.7 OracleAS Portal のパフォーマンス・レポートの更新のパフォーマンス・レポートの更新のパフォーマンス・レポートの更新のパフォーマンス・レポートの更新
OracleAS Portal のパフォーマンス・レポートを生成するには、一連の SQL スクリプトを使用
する必要があります。それらのスクリプトは、OracleAS Portal のログ・ファイルをデータベー
ス表にロードし、その情報に基づいてレポートを作成するために使用されます。それらのスク
リプトは、次のディレクトリにあります。

ORACLE_HOME¥portal¥admin¥plsql¥perf

すでにパフォーマンス・レポート・スクリプトを使用している場合は、OracleAS Portal リリー
ス 2（10.1.2.0.2）にアップグレードした後、次のファイルの新しいコピーを実行する必要があ
ります。

ORACLE_HOME¥portal¥admin¥plsql¥perf¥install¥update.sql

これは、Repository のリクエストに新しい URL 形式を対応させ、新しいデータの収集を可能に
するためです。これを行わないと、スクリプトが機能しません。 

それらのスクリプトを使用して OracleAS Portal のパフォーマンスを監視する方法については、
スクリプトのサブディレクトリにある次のファイルを参照してください。

ORACLE_HOME¥portal¥admin¥plsql¥perf¥scripts¥README.html

9.5 タスクタスクタスクタスク 5: OracleAS Wireless のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行のアップグレード後の手順の実行
次の項で、Oracle Application Server Wireless のアップグレードを完了するために実行する必
要があるタスクについて説明します。

� Oracle Internet Directory での orclWirelessAccountNumber 属性に対する一意性制約の追加

� OracleAS Wireless に対するパスワード変更権限の割当て

� HTTP アダプタを使用する Wireless サービスの場合の URL 問合せパラメータの指定

9.5.1 Oracle Internet Directory でのでのでのでの orclWirelessAccountNumber 属性に対する一意属性に対する一意属性に対する一意属性に対する一意
性制約の追加性制約の追加性制約の追加性制約の追加

10g（10.1.4.0.1）では、Oracle Internet Directory は、ユーザー属性に対する一意性制約を自動
的に設定しません。orclUserV2オブジェクト・クラスの orclWirelessAccountNumber
属性に対して一意性制約が設定されていない場合、Wireless Voice 認証は正しく機能しません。 

中間層および Infrastructure のアップグレードの完了後、次の手順を実行して一意性制約を設定
します。 

1. スクリプト addAccountNumberUniqueConstraint.batを実行します。このスクリプ
トは、次のディレクトリにあります。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥wireless¥bin

このスクリプトには、1 つの引数（Oracle ホームのフルパス）を指定します。たとえば、
次に示すとおりです。

addAccountNumberUniqueConstraint.bat DESTINATION_ORACLE_HOME

2. Oracle Internet Directory サーバーを再起動します。 

9.5.2 OracleAS Wireless に対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当てに対するパスワード変更権限の割当て 
Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）では、OracleAS Wireless アプリケーション・エン
ティティは、デフォルトではユーザー・パスワードを変更できる権限を持っていません。その
ため、ユーザーはインストール直後に OracleAS Wireless サーバーに対するパスワードを変更で
きません。ただし、UserSecurityAdmins権限を OracleAS Wireless アプリケーション・エ
ンティティに割り当てることによって、パスワードを変更する機能を有効にできます。 
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タスク 5: OracleAS Wireless のアップグレード後の手順の実行
これを行うには、次のスクリプトを実行します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥wireless¥bin¥assignUserSecurityAdminsPrivilege.bat

構文は次のとおりです。 

assignUserSecurityAdminsPrivilege.bat oid_super_user_dn user_password

この例の内容は、次のとおりです。

� oid_super user_dn は、Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの識別名です。この
ユーザーには、UserSecurityAdmins 権限をアプリケーション・エンティティに付与する権
限があります。 

� user_password は、Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーのパスワードです。 

次に例を示します。

assignUserSecurityAdminsPrivilege.bat "cn=orcladmin" welcome1

9.5.3 HTTP アダプタを使用するアダプタを使用するアダプタを使用するアダプタを使用する Wireless サービスの場合のサービスの場合のサービスの場合のサービスの場合の URL 問合せパラ問合せパラ問合せパラ問合せパラ
メータの指定メータの指定メータの指定メータの指定

HTTP アダプタを使用して Wireless サービスを構築する場合、指定する必要があるサービス・
パラメータの 1 つにバックエンド・アプリケーションに対する URL があります。場合によっ
て、問合せパラメータをバックエンド・アプリケーションに送信することがあります。
OracleAS Wireless からこれを行うには、例 9-3 および例 9-4 に示すように 2 つの方法がありま
す。 例 9-3 のパラメータ名は fn、値は Joeです。 

例例例例 9-3 問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する問合せパラメータを使用する URL

http://localhost:7777/myapp/home.jsp?fn=Joe

問合せパラメータは、サービスの最初のページに対するリクエストにおいてのみ送信されます。
最初のページから他のページへのリンクがある場合でも、そのページに対するリクエストには
パラメータが追加されません。

例例例例 9-4 追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する追加サービス・パラメータを使用する URL

http://localhost:7777/myapp/home.jsp 

URL を変更するかわりに、パラメータ名が fnおよび値 Joeである追加サービス・パラメータ
を追加します。パラメータは最初のページだけでなくすべてのページに送信されます。さらに、
そのパラメータはすべての HTTP リダイレクト・リクエストでも送信されます。ただし、この
方法では追加 URL パラメータが OracleAS Single Sign-On サーバーにも送信されるので、その
場合にはサーバーからエラーが返されます。 

エラーが発生するのは、バックエンド・アプリケーションが mod_osso によって保護されてい
る場合です。この場合、アプリケーションに対するリクエストは捕捉され、ユーザー認証のた
めに Oracle SSO サーバーにリダイレクトされます。OracleAS Single Sign-On サーバーには、
送信されてくる問合せパラメータを制限するルールがあります。そのため、mod_osso によっ
て保護されているバックエンド・アプリケーションの場合、Wireless サービスを変更し、例 9-3
のように問合せパラメータを URL に追加する必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Wireless 管理者ガイド』のパスワー
ドのリセットに関する項を参照してください。
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アップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証および
ソースソースソースソース Oracle ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄

この章では、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードが成功したこと
の検証と、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle Identity Management の
Oracle ホームの破棄について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� タスク 1: Oracle Identity Management のアップグレードの検証

� タスク 2: OracleAS Identity Management のソース Oracle ホームの破棄
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タスク 1: Oracle Identity Management のアップグレードの検証
10.1 タスクタスクタスクタスク 1: Oracle Identity Management のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証
アップグレードが成功したことを検証するには、次の手順を実行します。

手順手順手順手順 1 Application Server Control コンソールのポートの検証コンソールのポートの検証コンソールのポートの検証コンソールのポートの検証

Web ブラウザに Application Server Control の URL を入力して、Application Server Control コ
ンソールにアクセスできることを確認します。 ポート番号は、10g（10.1.4.0.1）のインストール
時に割り当てられたものを使用します。

手順手順手順手順 2 管理パスワードの検証管理パスワードの検証管理パスワードの検証管理パスワードの検証

Oracle Application Server インスタンスをアップグレードした後は、アップグレード先 Oracle
ホームで次のパスワードを使用します。

� Application Server Control コンソールにログインする場合は、アップグレード先 Oracle
ホームのインストール時に設定した ias_adminパスワードを使用します。

� OracleAS Web Cache Manager にログインする場合は、OracleAS Web Cache のソース
Oracle ホームで使用した OracleAS Web Cache の Administratorパスワードを使用しま
す。

手順手順手順手順 3 OracleAS Single Sign-On の接続性のテストの接続性のテストの接続性のテストの接続性のテスト

Identity Management のアップグレード完了後、ユーザー ORCLADMIN として Oracle 
Application Server Single Sign-On にログインします。ログインが正常に行われた場合は、
Identity Management のアップグレード後に Oracle Application Server Single Sign-On および
Oracle Internet Directory が機能していることを意味します。 

1. ブラウザで、アップグレード先 Infrastructure の Oracle ホームの Oracle Enterprise 
Manager 10g Application Server Control コンソールの URL を入力してアクセスします。
正確なホスト名およびポート番号を入力してください。次に例を示します。

http://infrahost.mycompany.com:1812 

Oracle Enterprise Manager 10g で「ファーム」ページが表示され、「スタンドアロン・イン「スタンドアロン・イン「スタンドアロン・イン「スタンドアロン・イン
スタンス」スタンス」スタンス」スタンス」セクションに Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）の Identity 
Management インスタンスが示されます。

2. Identity Management インスタンスのリンクをクリックします。

「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」「システム・コンポーネント」ページが表示されます。 

3. Oracle HTTP Server、Oracle Internet Directory および Oracle Application Server Single 
Sign-On のコンポーネントのステータスが「稼働中」「稼働中」「稼働中」「稼働中」であることを確認します。 

4. ブラウザで、ORASSO ページの URL を入力してアクセスします。アップグレードされた
Oracle HTTP Server の正確なホスト名およびポート番号を入力してください。次に例を示
します。

http://infrahost.mycompany.com:7777/pls/orasso/ORASSO.home

ORASSO ページが表示されます。

5. ページの右上にある「ログイン」「ログイン」「ログイン」「ログイン」リンクをクリックします。 

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」および「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィールドのあるページが表示されます。 

6. 「ユーザー名」フィールドに ORCLADMIN と入力して、ORCLADMIN に対して選択した
パスワードを「パスワード」フィールドに入力します。 

注意注意注意注意 : 10g（10.1.4.0.1）の Application Server Control コンソールの URL は、
10g（10.1.4.0.1）の Oracle ホームにある次のファイルの内容を確認すると特
定できます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥install¥readme.txt
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タスク 2: OracleAS Identity Management のソース Oracle ホームの破棄
7. 「ログイン」「ログイン」「ログイン」「ログイン」をクリックします。 

表示される Oracle Application Server Single Sign-On サーバーの「管理」「管理」「管理」「管理」ページで、アッ
プグレードされた Identity Management コンポーネント（Oracle Application Server Single 
Sign-On および Oracle Internet Directory）の基本動作を確認します。

手順手順手順手順 4 Oracle Application Server Certificate Authority のテストのテストのテストのテスト

Oracle Application Server Certificate Authority（OCA）をアップグレードした場合は、OCA
のユーザー・ページにアクセスすると、アップグレードが正しく完了したことを確認できます。

Web ブラウザを開き、次の URL を入力します。

https://infrahost.mycompany.com:6600/oca/user

通常のユーザーとしてログインでき、ユーザーの既存の証明書を参照できることを確認します。
これにより、OCA が Oracle Internet Directory および OracleAS Single Sign-On で動作している
ことを確認できます。

10.2 タスクタスクタスクタスク 2: OracleAS Identity Management のソースのソースのソースのソース Oracle ホームホームホームホーム
の破棄の破棄の破棄の破棄

OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードした後、ソース Oracle ホー
ムを削除できます。 ただし、ソース Oracle ホームを削除する前に、次の手順を実行してくださ
い。

手順手順手順手順 1 データベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置（必要なデータベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置（必要なデータベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置（必要なデータベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルの再配置（必要な
場合）場合）場合）場合）

OracleAS Identity Management を同じ場所に配置された Infrastructure の一部としてアップグ
レードした場合は、OracleAS Metadata Repository データベースも、サポートされているデー
タベース・リリースにアップグレードされます。

OracleAS Upgrade Assistant を使用して OracleAS Metadata Repository データベースをアップ
グレードした後、データベースのデータファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルはソー
ス Oracle ホームに残ります。Oracle ホームを削除する前に、データベース・ファイルを再配置
する必要があります。

手順手順手順手順 2 重要なアプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存重要なアプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存重要なアプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存重要なアプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存

アップグレード先 Oracle ホームによって参照または使用されるソース Oracle ホームのアプリ
ケーション・ファイルまたはログ・ファイルがある場合、ソース Oracle ホームを廃棄する前に
それらを別の場所に移し、アップグレード先 Oracle ホームにおいてファイルへの参照設定を新
しい場所に変更する必要があります。

注意注意注意注意 : アップグレード後、OracleAS Single Sign-On パートナ・アプリケー
ションの管理ページに 2 つの OCA パートナ・アプリケーションが追加され
ます。1 つは 10g（9.0.4） OCA インストール用のパートナ・アプリケーショ
ンで、もう 1 つはアップグレードされた 10g（10.1.4.0.1） OCA インストール
用のパートナ・アプリケーションです。

元のパートナ・アプリケーションは削除できます。アップグレード後、アッ
プグレードされた OCA は、ポート 4400 ではなくポート 6600 で実行されま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6.4 項「タスク 4: データベースのデータファイル、制御ファイル
およびログ・ファイルの再配置」
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タスク 2: OracleAS Identity Management のソース Oracle ホームの破棄
手順手順手順手順 3 パートナ・アプリケーション・リストからのソースパートナ・アプリケーション・リストからのソースパートナ・アプリケーション・リストからのソースパートナ・アプリケーション・リストからのソース OracleAS Identity Management イイイイ
ンスタンスの削除ンスタンスの削除ンスタンスの削除ンスタンスの削除

Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードした後も、アップグレードした
ソース OracleAS Identity Management インスタンスは、OracleAS Single Sign-On パートナ・
アプリケーションのリストに残ります。

コマンドラインから、ORACLE_HOME 環境変数を設定して、次のコマンドを実行します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥ssoreg.bat 
  -oracle_home_path path_to_oracle_home 
  -site_name name_of_sso_site 
  -config_mod_osso TRUE 
  -mod_osso_url partner_app_URL 
  -update_mode DELETE 
  -config_file path_to_osso_config_file

-config_file引数が必要なのは、SSL が有効な場合のみであることに注意してください。

手順手順手順手順 4 OracleAS Farm からのソースからのソースからのソースからのソース OracleAS Identity Management インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除

Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードした後も、アップグレードした
ソース OracleAS Identity Management インスタンスは、Application Server Control コンソー
ルの「ファーム」ページにあるインスタンスのリストに残ります。

ソース・インスタンスをファームおよび「ファーム」ページから削除するには、ソース Oracle
ホームで次のコマンドを使用します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl leavefarm

手順手順手順手順 5 OracleAS Identity Management のソースのソースのソースのソース Oracle ホームの削除ホームの削除ホームの削除ホームの削除

アップグレードが成功して必要なバックアップをすべて行い、ソース Oracle ホームに戻す予定
がないことを確認したら、ソース Oracle ホームからファイルを削除できます。 

インスタンスの削除には Oracle Universal Installer を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構文および ssoreg.shユーティリティで使用可能な引数につい
ては、『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』の「パート
ナ・アプリケーションの設定と管理」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : dcmctl leavefarmコマンドの詳細は、『Distributed 
Configuration Management 管理者ガイド』を参照してください。

Application Server Control コンソールの「ファーム」ページの詳細は、
『Oracle Application Server 管理者ガイド』の管理ツールの概要に関する項を
参照してください。
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第第第第III部部部部

特殊な環境とトラブルシューティングについて特殊な環境とトラブルシューティングについて特殊な環境とトラブルシューティングについて特殊な環境とトラブルシューティングについて

の付録の付録の付録の付録

内容は次のとおりです。

� 付録 A「Oracle Identity Management マルチマスターおよびファンアウト・レプリケー
ションの アップグレードの実行」

� 付録 B「高可用性構成のアップグレード」

� 付録 C「データ移行による OracleAS Identity Management のアップグレード」

� 付録 D「アップグレード・ログ・ファイルの確認」

� 付録 E「OracleAS Metadata Repository の アップグレードのエラー・メッセージ」

� 付録 F「一般的な問題および解決方法」





Oracle Identity Management マルチマスターおよびファンアウト・レプリケーションの アップグレードの
A

Oracle Identity Management マルチマスターマルチマスターマルチマスターマルチマスター

およびファンアウト・レプリケーションのおよびファンアウト・レプリケーションのおよびファンアウト・レプリケーションのおよびファンアウト・レプリケーションの
アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行

この付録では、Oracle Internet Directory のレプリケートされた環境での Oracle Identity 
Management 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレード方法について説明します。

詳細は、次の項を参照してください。

� タスク 1: レプリケーション環境のアップグレードにおける用語、前提条件および主要な概
念

� タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケー
ションのアップグレードの準備

� タスク 3: Oracle Internet Directory レプリカのアップグレードの実行

� タスク 4: 各レプリカのアップグレードの完了

� タスク 5: レプリケートされた環境における OracleAS Single Sign-On および Oracle 
Delegated Administration Services のアップグレード
実行 A-1



タスク 1: レプリケーション環境のアップグレードにおける用語、前提条件および主要な概念
A.1 タスクタスクタスクタスク 1: レプリケーション環境のアップグレードにおけるレプリケーション環境のアップグレードにおけるレプリケーション環境のアップグレードにおけるレプリケーション環境のアップグレードにおける
用語、前提条件および主要な概念用語、前提条件および主要な概念用語、前提条件および主要な概念用語、前提条件および主要な概念

この章のアップグレード手順を開始する前に、次の前提条件および要件を確認します。

� この章の用語についての規則

� レプリケーション環境におけるアップグレード元のリリース

� レプリケーション環境における適切なアップグレード順序の理解

� レプリケーション環境のアップグレード時における推奨事項

A.1.1 この章の用語についての規則この章の用語についての規則この章の用語についての規則この章の用語についての規則
この章では、新しくインストールおよびアップグレードした 10g（10.1.4.0.1）のレプリカを
アップグレード先レプリカアップグレード先レプリカアップグレード先レプリカアップグレード先レプリカと呼び、アップグレード対象の 10g リリース 2（10.1.2）のレプリカ
をソース・レプリカソース・レプリカソース・レプリカソース・レプリカと呼びます。

A.1.2 レプリケーション環境におけるアップグレード元のリリースレプリケーション環境におけるアップグレード元のリリースレプリケーション環境におけるアップグレード元のリリースレプリケーション環境におけるアップグレード元のリリース
この章のアップグレード手順は、Oracle Internet Directory 10g（9.0.4）、10g リリース 2

（10.1.2.0.2）または 10g リリース 2（10.1.2.1.0）のマルチマスターまたはファンアウト・レプリ
ケーション環境をインストールおよび構成した管理者を対象にしています。

この章では、レプリケーション環境の Oracle Identity Management コンポーネントが分散され
ていることを前提としています。 つまり、Oracle Internet Directory（オプションで Oracle 
Directory Integration Platform）コンポーネントを 1 つ以上の Oracle ホームにインストールし、
Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services コン
ポーネントを 1 つ以上の追加の Oracle ホームにインストールしたと想定しています。
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タスク 1: レプリケーション環境のアップグレードにおける用語、前提条件および主要な概念
図 A-1 に、一般的な Oracle Identity Management 10g リリース 2（10.1.2）のマルチマスター・
レプリケーション環境を示します。この環境の詳細は、『Oracle Application Server 高可用性ガ
イド』の「マルチマスター・レプリケーションでの ID 管理のデプロイ」を参照してください。

図図図図 A-1 一般的な一般的な一般的な一般的な Oracle Identity Management 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）のマルチマスター・レプリ）のマルチマスター・レプリ）のマルチマスター・レプリ）のマルチマスター・レプリ

ケーション環境ケーション環境ケーション環境ケーション環境

ファンアウト・レプリケーションを使用した Oracle Identity Management の配置については、
『Oracle Identity Management 概要および配置プランニング・ガイド』を参照してください。こ
れは、Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）のドキュメント・ライブラリで入手
できます。

A.1.3 レプリケーション環境における適切なアップグレード順序の理解レプリケーション環境における適切なアップグレード順序の理解レプリケーション環境における適切なアップグレード順序の理解レプリケーション環境における適切なアップグレード順序の理解
最初に、すべてのレプリカにある Oracle Internet Directory および Oracle Directory Integration 
Platform の Oracle ホームを 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードすることをお薦めします。 次に、
Oracle Internet Directory インストールがアップグレードされてから、Oracle Identity 
Management の OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services コ
ンポーネントをアップグレードします。 
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タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケーションのアップグレードの
準備
A.1.4 レプリケーション環境のアップグレード時における推奨事項レプリケーション環境のアップグレード時における推奨事項レプリケーション環境のアップグレード時における推奨事項レプリケーション環境のアップグレード時における推奨事項
アップグレード手順における推奨事項は、次のとおりです。

� アップグレード先レプリカをアップグレードした後、アップグレード先レプリカとソー
ス・レプリカ間のレプリケーションを無効にします。 アップグレード先レプリカはソース・
レプリカから変更を受信して処理できますが、ソース・レプリカはアップグレード先レプ
リカから発生して受信された変更を処理することはできません。

� レプリケーション環境をシングル・マスターにできます（つまり、1 つのレプリカのみを読
取り / 書込みに設定し、他のすべてを読取り専用に設定します）。

A.2 タスクタスクタスクタスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはのマルチマスターまたはのマルチマスターまたはのマルチマスターまたは
ファンアウト・レプリケーションのアップグレードの準備ファンアウト・レプリケーションのアップグレードの準備ファンアウト・レプリケーションのアップグレードの準備ファンアウト・レプリケーションのアップグレードの準備

レプリケートされた環境で Oracle Internet Directory のアップグレードを開始する前に、マス
ター定義サイト（MDS）レプリカまたはプライマリ・サプライヤ・レプリカ以外のすべてのレ
プリカに次の手順を実行する必要があります。

1. アップグレードするレプリカのデータベースのデータベース登録エントリを検索します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapsearch 
     -h hostname_of_replica_being_upgraded 
     -p port 
     -D cn=orcladmin 
     -w superuser_password 
     -b "cn=oraclecontext" 
     -s one "(objectclass=orcldbserver)" dn

これにより、Oracle Internet Directory に登録されているすべてのデータベースに対応する
識別名（DN）のリストが次の形式で返されます。

cn=database_name,cn=oraclecontext

返されたエントリのリストから、アップグレードされるレプリカに対応する次のエントリ
の DN を検索して記録します。

cn=dbname_of_replica_to_be_upgraded,cn=oraclecontext

2. 次のコマンドを実行して、アップグレードするレプリカの ID を確認します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapsearch 
     -h hostname_of_replica_being_upgraded 
     -p port 
     -D cn=orcladmin 
     -w superuser_password 
     -b "" -s base "(objectclass=*)" orclreplicaid

3. アップグレード対象のデータベースを指すように、レプリカのサブエントリの seeAlso属
性を変更します。

seeAlso属性は、Oracle Internet Directory の標準の属性です。 詳細は、『Oracle Identity 
Management ユーザー・リファレンス』の属性のリファレンスに関する項を参照してくだ
さい。

seeAlso属性を変更するには、次の手順を実行します。

a. ファイル（mod.ldifなど）を次の内容で作成します。

#File Name : mod.ldif
dn: orclreplicaid=replicaid_from_step_2,cn=replication configuration
changetype: modify
replace: seeAlso
#The DN used in seealso attribute is obtained in Step #1.
seeAlso: cn=dbname_of_replica_being_upgraded,cn=oraclecontext
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タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケーションのアップグレードの
準備
b. ldapmodify コマンドを使用して、レプリカのサブエントリを変更します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapmodify 
   -h hostname_of_replica_being_upgraded 
   -p port 
   -D superuser_DN 
   -w superuser_password 
   -v 
   -f mod.ldif

4. 次のディレクトリに移動し、ias.propertiesファイルを検索します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥config

5. ias.propertiesファイルを開き、表 A-1 に示すプロパティが適切であり、有効である
ことを確認します。

6. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

7. 10g（9.0.4）のレプリケーション環境をアップグレードする場合は、tnsnames.oraファ
イルに含まれるローカル・データベースの別名が 1 つのみであることを確認します。

たとえば、次の例に示すように、tnsnames.oraファイルには ORCL03というデータベー
スのエントリが 2 つ含まれている場合があります。

ORCL03 =
  (DESCRIPTION =
     (ADDRESS_LIST =
         (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)
                    (HOST = stakb03.acme.com)
                    (PORT = 1521)))
      (CONNECT_DATA =
          (SERVICE_NAME = orcl03.acme.com)))

ORCL03.US.ORACLE.COM =
  (DESCRIPTION =
      (ADDRESS_LIST =
           (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)
                      (HOST = stakb03.acme.com)
                      (PORT = 1521)))
       (CONNECT_DATA =
            (SERVICE_NAME = orcl03.us.oracle.com)))

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、アップグレード
手順を開始するために 10g（10.1.4.0.1）インストーラを起動する前に、
ORACLE_HOME 環境変数が定義されていないことを確認する必要がありま
す。
Oracle Identity Management マルチマスターおよびファンアウト・レプリケーションの アップグレードの実行 A-5



タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケーションのアップグレードの
準備
この例では、アップグレード手順を開始する前に、ローカル・データベースの完全修飾さ
れた 2 つ目のエントリを削除します。アップグレードが完了すると、完全修飾されたデー
タベース名の別名を tnsnames.oraファイルに追加できます。

8. 10g（9.0.4）からアップグレードしている場合は、次の手順を実行して、必須エントリを
Oracle Internet Directory サーバーに追加します。

a. LDIF ファイル（add.ldifなど）を例 A-1 に示す内容で作成します。

b. Oracle Internet Directory サーバーの第 2 インスタンスを、次に示すように、変更ログ
の生成を無効にして起動します。 

この例では、第 2 インスタンスは未使用であり、ポート 4444 はどのプロセスでも使用
されていないと想定していることに注意してください。

oidctl connect=connect_string_of_db 
       server=oidldapd 
       instance=2 
       flags="-p 4444 -l false" 
       start

c. ldapaddツールを次に示すように使用して、手順 8 で作成した ldifファイルに定義
されているエントリを追加します。 これらのエントリを追加するには、手順 b で起動
した LDAP サーバーで使用しているポートを使用する必要があります。 

この例では、手順 8 で起動した LDAP サーバーがポート 4444 でリスニングを行って
いると想定しています。

ldapadd -p 4444 
        -h hostname 
        -D cn=orcladmin 
        -w password 
        -f ldif_filename 
        -c

次に例を示します。

ldapadd -p 4444 
        -h mgmt42.acme.com 
        -D cn=orcladmin 
        -w m03kslj 
        -f add.ldif 
        -c

9. 第 2 LDAP サーバーを次に示すように停止します。 

この例では、第 2 インスタンスが使用していたインスタンス番号が 2 であると想定してい
ます。

oidctl connect=<connect_string_of_db> server=oidldapd instance=2 stop

表表表表 A-1 レプリケーションのアップグレード前に確認するレプリケーションのアップグレード前に確認するレプリケーションのアップグレード前に確認するレプリケーションのアップグレード前に確認する ias.properties 内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ

プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名 レプリケーションのアップグレード前の適正値レプリケーションのアップグレード前の適正値レプリケーションのアップグレード前の適正値レプリケーションのアップグレード前の適正値

OID.LaunchSuccess True

OIDhost レプリカのホスト名

OIDport レプリカのポート

OIDsslport SSL レプリカのポート
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タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケーションのアップグレードの
準備
例例例例 A-1 レプリケーションのアップグレードの準備に使用するレプリケーションのアップグレードの準備に使用するレプリケーションのアップグレードの準備に使用するレプリケーションのアップグレードの準備に使用する LDIF ファイルの内容ファイルの内容ファイルの内容ファイルの内容

#File Name : add.ldif
################################
# Event Type Configuration 
################################

dn: cn=ProvisioningEventTypeConfig,cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
cn: ProvisioningEventTypeConfig
orclaci: access to entry by group="cn=Provisioning Admins,
  cn=changelog subscriber,cn=oracle internet directory" (browse,add,delete) 
orclaci: access to attr=(*) by group="cn=Provisioning Admins,
  cn=changelog subscriber,cn=oracle internet directory" 
  (read,search,write,compare)
objectclass: orclContainer

dn: orclODIPProvEventObjectType=ENTRY,cn=ProvisioningEventTypeConfig,cn=odi,
  cn=oracle internet directory
changetype: add
orclODIPProvEventObjectType: ENTRY
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=*
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig

dn: orclODIPProvEventObjectType=USER,cn=ProvisioningEventTypeConfig,cn=odi,
  cn=oracle internet directory
changetype: add
orclODIPProvEventObjectType: USER
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=InetOrgPerson
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclUserV2
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig

dn: orclODIPProvEventObjectType=IDENTITY,cn=ProvisioningEventTypeConfig,cn=odi,
  cn=oracle internet directory
changetype: add
orclODIPProvEventObjectType: IDENTITY
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=InetOrgPerson
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclUserV2
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig

dn: orclODIPProvEventObjectType=GROUP,cn=ProvisioningEventTypeConfig,cn=odi,
    cn=oracle internet directory
changetype: add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclGroup
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclPrivilegeGroup
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=groupOfUniqueNames
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=groupofNames
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig 

dn: orclODIPProvEventObjectType=SUBSCRIPTION,cn=ProvisioningEventTypeConfig,
  cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
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タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリケーションのアップグレードの
準備
orclODIPProvEventObjectType: SUBSCRIPTION
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclServiceSubscriptionDetail
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig

dn: orclODIPProvEventObjectType=SUBSCRIBER,cn=ProvisioningEventTypeConfig,
  cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
orclODIPProvEventObjectType: SUBSCRIBER
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Add
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Modify
orclODIPProvEventLDAPChangeType: Delete
orclODIPProvEventCriteria: objectclass=orclSubscriber
objectclass: orclODIPProvEventTypeConfig

######################################################################
# DIPADMIN Account 
######################################################################

dn: cn=dipadmin,cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
cn: dipadmin
sn: dipadmin
description: DIP Administrator Idenitity in OID
objectclass: person

######################################################################
# DIPADMIN Group 
######################################################################

dn: cn=dipadmingrp,cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
cn: dipadmin
owner: cn=dipadmin,cn=odi,cn=oracle internet directory
uniquemember: cn=orcladmin
uniquemember: cn=dipadmin,cn=odi,cn=oracle internet directory
description: DIP Administrator Group in OID
objectclass: groupOfUniqueNames
objectclass: orclprivilegegroup

######################################################################
# ODIPGROUP getting recreated here from 904 (Had been removed in 902*)
######################################################################

dn: cn=odipgroup,cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
cn: odipgroup
objectclass: top
objectclass: groupofUniquenames
objectclass: orclprivilegegroup
uniquemember: cn=orcladmin
orclaci: access to entry by group="cn=dipadmingrp,cn=odi,cn=oracle internet 
  directory" (browse) by * (none) 
orclaci: access to attr=(uniquemember) by  group="cn=dipadmingrp,cn=odi, 
  cn=oracle internet directory" (search,read,write,compare) by * (none)

dn: cn=odisgroup,cn=odi,cn=oracle internet directory
changetype: add
cn: odisgroup
objectclass: top
objectclass: groupofUniquenames
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タスク 3: Oracle Internet Directory レプリカのアップグレードの実行
objectclass: orclprivilegegroup
uniquemember: cn=orcladmin
orclaci: access to entry by * (none)
orclaci: access to attr=(*) by * (none)

A.3 タスクタスクタスクタスク 3: Oracle Internet Directory レプリカのアップグレードのレプリカのアップグレードのレプリカのアップグレードのレプリカのアップグレードの
実行実行実行実行

一度に 1 つのレプリカのアップグレード、またはすべてのレプリカのアップグレードが可能で
す。詳細は、次の項を参照してください。

� レプリカのアップグレード方法の選択

� 1 度に 1 つのレプリカをアップグレードする方法

� 複数のレプリカでの Oracle Internet Directory の同時アップグレード

A.3.1 レプリカのアップグレード方法の選択レプリカのアップグレード方法の選択レプリカのアップグレード方法の選択レプリカのアップグレード方法の選択
レプリケートされた環境で一度に 1 台のコンピュータをアップグレードする場合は、アップグ
レード時の追加、変更または検索に Oracle Internet Directory を使用できます。 この方法を使用
すると、アップグレードするレプリカのみが停止します。 その他のレプリカは動作し続け、
ユーザーは使用できます。

複数のレプリカを同時にアップグレードすると、ネットワーク全体を一時的な段階を経ないで
アップグレードできます。この手順は、一度に 1 つのレプリカをアップグレードする場合より
簡単ですが、ディレクトリ・サービスの停止時間が発生します。

A.3.2 1 度に度に度に度に 1 つのレプリカをアップグレードする方法つのレプリカをアップグレードする方法つのレプリカをアップグレードする方法つのレプリカをアップグレードする方法
一度に 1 つのレプリカをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. A.2 項「タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レ
プリケーションのアップグレードの準備」の手順が完了していることを確認します。

2. アップグレードするレプリカを特定します。

レプリカは、LDAP ベースの部分レプリカまたはファンアウト・レプリカ、あるいは
Oracle Advanced Replication（ASR）ベースのマルチマスター・レプリカである可能性が
あります。

3. アップグレードするレプリカでレプリケーション・サーバーを停止します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥oidctl
   connect=db_connect_string
   server=OIDREPLD
   instance=1
   flags="-p port_at_which_ldap_server_is_listening"
   stop

4. Oracle Internet Directory サーバー、Oracle Internet Directory データベースおよびデータ
ベース・リスナーが起動され、実行中であることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』のディレクトリ・レプ
リケーションの概要の項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : oidctl管理ツールの詳細は、『Oracle Identity Management
ユーザー・リファレンス』の Oracle Identity Management Server 管理ツール
に関する項を参照してください。
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タスク 3: Oracle Internet Directory レプリカのアップグレードの実行
5. ASR ベースのレプリカをアップグレードしている場合は、次のコマンドを実行して他のレ
プリカのすべての ASR ジョブを削除します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥ldap¥admin¥oidrdjob.sql

このレプリカに変更を転送する他のマスター・サイトのすべての ASR ジョブが削除されま
す。これにより、現在アップグレードしているレプリカがレプリケートされた環境から切
り離され、他のレプリカが動作を続けて変更をレプリケートする間、変更は転送されませ
ん。

6. 第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」
の説明に従ってレプリカをアップグレードします。

7. アップグレードされたレプリカの Oracle ホームでデータベースが起動され、実行中である
とを確認します。

8. 他のレプリカへの接続をテストします。

Net Services Upgrade Assistant によって listener.oraおよび tnsnames.oraが変更さ
れ、接続が切断される場合があります。接続が切断された場合、それらのファイルで変更
されたエントリを検索し、ソース Oracle ホームの該当するファイルからエントリをリスト
アします。

たとえば、元のエントリをソース Oracle ホームの次のファイルからアップグレード先
Oracle ホームの対応するファイルにコピーします。

SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥listener.ora
SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥sqlnet.ora
SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥tnsnames.ora

10g（9.0.4）のレプリケーション環境からアップグレードしている場合は、A.2 項の手順 7
で tnsnames.oraファイルから削除したデータベース別名を追加します。

9. Oracle Advanced Replication（ASR）ベースのレプリカをアップグレードしている場合は、
アップグレード後に、次のコマンドを実行して各レプリカのジョブを再作成します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥remtool -a srrectify

手順 5 で削除されたジョブが再作成されます。このジョブによって、他のレプリカにある
既存の変更および新しい変更がアップグレードされたレプリカへ転送され始めます。

10.  Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順を実行します。

11. 新しくアップグレードされたレプリカに対し、A.4 項「タスク 4: 各レプリカのアップグ
レードの完了」で説明した手順を実行します。

12. レプリケーション・サーバーが、新しくアップグレードされたレプリカで実行されていな
い場合は起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥oidctl
   connect=db_connect_string
   server=OIDREPLD
   instance=1
   flags="-p port_at_which_ldap_server_is_listening"
   start

13. 1 つ目のレプリカをアップグレードしたときと同じ手順を使用して、残りのレプリカを
アップグレードします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9.2 項「タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の
手順の実行」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : oidctl管理ツールの詳細は、『Oracle Identity Management
ユーザー・リファレンス』の Oracle Identity Management Server 管理ツール
に関する項を参照してください。
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タスク 3: Oracle Internet Directory レプリカのアップグレードの実行
A.3.3 複数のレプリカでの複数のレプリカでの複数のレプリカでの複数のレプリカでの Oracle Internet Directory の同時アップグレードの同時アップグレードの同時アップグレードの同時アップグレード
すべてのレプリカを同時にアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. MDS レプリカまたはプライマリ・サプライヤ・レプリカ以外のすべてのレプリカで、A.2
項「タスク 2: Oracle Identity Management のマルチマスターまたはファンアウト・レプリ
ケーションのアップグレードの準備」に示すアップグレード前の手順が完了していること
を確認します。

2. ディレクトリ・レプリケーション・グループ（DRG）のすべてのレプリカでレプリケー
ション・サーバーを停止します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥oidctl
   connect=db_connect_string
   server=OIDREPLD
   instance=1
   flags="-p port_at_which_ldap_server_is_listening"
   stop

3. Oracle Universal Installer および 10g（10.1.4.0.1）のインストール手順を使用して、各
Oracle Internet Directory レプリカをアップグレードします。

Oracle Universal Installer の起動およびインストーラ画面での適切なオプションの選択につ
いては、7.5.2 項「異なる場所に配置された Infrastructure における OracleAS Identity 
Management のアップグレード」を参照してください。

4. アップグレードされた各レプリカでデータベースが起動され、実行中であることを確認し
ます。

5. 他のレプリカへの接続をテストします。

Net Services Upgrade Assistant によって listener.oraおよび tnsnames.oraが変更さ
れ、接続が切断される場合があります。接続が切断された場合、それらのファイルで変更
されたエントリを検索し、ソース Oracle ホームの該当するファイルからエントリをリスト
アします。

たとえば、元のエントリをソース Oracle ホームの次のファイルからアップグレード先
Oracle ホームの対応するファイルにコピーします。

SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥listener.ora
SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥sqlnet.ora
SOURCE_ORACLE_HOME¥network¥admin¥tnsnames.ora

10g（9.0.4）のレプリケーション環境からアップグレードしている場合は、A.2 項の手順 7
で tnsnames.oraファイルから削除したデータベース別名を追加します。

6. Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順を実行します。

7. アップグレードされた各レプリカに対し、A.4 項「タスク 4: 各レプリカのアップグレード
の完了」の手順を実行します。

8. アップグレードされた各レプリカで、レプリケーション・サーバーを起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥oidctl
   connect=db_connect_string
   server=OIDREPLD
   instance=1
   flags="-p port_at_which_ldap_server_is_listening"
   start

関連項目関連項目関連項目関連項目 : oidctl管理ツールの詳細は、『Oracle Identity Management
ユーザー・リファレンス』の Oracle Identity Management Server 管理ツール
に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9.2 項「タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の
手順の実行」
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タスク 4: 各レプリカのアップグレードの完了
A.4 タスクタスクタスクタスク 4: 各レプリカのアップグレードの完了各レプリカのアップグレードの完了各レプリカのアップグレードの完了各レプリカのアップグレードの完了
次の項では、レプリカのアップグレードの完了後に実行する必要があるタスクについて説明し
ます。

� 各レプリカでの Oracle Internet Directory Wallet のレプリケーション DN のパスワードの変
更

� アップグレードされた 10g（10.1.4.0.1）のディレクトリでの orclreplicationid 属性の設定

A.4.1 各レプリカでの各レプリカでの各レプリカでの各レプリカでの Oracle Internet Directory Wallet のレプリケーションのレプリケーションのレプリケーションのレプリケーション DN のののの
パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更

レプリカのアップグレード後、レプリケーション識別名（DN）のパスワードを変更します。 パ
スワードを変更またはリセットした後、oidmon、LDAP サーバーおよびレプリケーション・
サーバーの起動が可能になります。

詳細は、次の項を参照してください。

� レプリケーション DN のパスワードの変更

� レプリケーション DN のパスワードのリセット

A.4.1.1 レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション DN のパスワードの変更のパスワードの変更のパスワードの変更のパスワードの変更
レプリカをアップグレードしたら、次のようにレプリケーション環境管理ツール（remtool）
を使用して、Wallet に格納されたレプリケーション識別名（DN）のパスワードを変更します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥remtool -pchgwalpwd -v -bind host:port/repl_dn_pwd

remtoolコマンドラインで既存のパスワードを指定する必要があることに注意してください。 
レプリケーション DN のパスワードが不明な場合は、A.4.1.2 項「レプリケーション DN のパス
ワードのリセット」を参照してください。

A.4.1.2 レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション DN のパスワードのリセットのパスワードのリセットのパスワードのリセットのパスワードのリセット
レプリケーション DN のパスワードが不明な場合は、次のコマンドを使用して、レプリケー
ション DN のパスワードをリセットします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥remtool -presetpwd -v -bind host:port

ファンアウト・レプリカをアップグレードしている場合は、そのサプライヤでもレプリケー
ション DN のパスワードをリセットする必要があります。 そのサプライヤでレプリケーション
DN のパスワードをリセットするには、次の手順を実行します。

LDIF ファイル（modpwd.ldifなど）を次に示す内容で作成します。

dn: cn=replication dn,orclreplicad=consumer_replicaid,cn=replication configuration
changetype: modify
replace: userpassword
userpassword: new_password

ldapmodify をツール使用して、次に示すようにサプライヤで変更を適用します。

ldapmodify  -h supplier_hostname
            -p supplier_port_number> 
            -D cn=orcladmin
            -w super_user_password_of_supplier
            -f modpwd.ldif

関連項目関連項目関連項目関連項目 : oidctl管理ツールの詳細は、『Oracle Identity Management
ユーザー・リファレンス』の Oracle Identity Management Server 管理ツール
に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : -pchgwalpwd、-presetpwd引数など、remtoolコマンドに
使用できる引数の詳細は、『Oracle Identity Management ユーザー・リファレ
ンス』の remtool に関する項を参照してください。
A-12 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド for Microsoft Windows



タスク 5: レプリケートされた環境における OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の
アップグレード
A.4.2 アップグレードされたアップグレードされたアップグレードされたアップグレードされた 10g（（（（10.1.4.0.1）のディレクトリでの）のディレクトリでの）のディレクトリでの）のディレクトリでの
orclreplicationid 属性の設定属性の設定属性の設定属性の設定

ファンアウト・レプリケーションを使用した環境でレプリカをアップグレードしている場合は、
Oracle Internet Directory 属性の orclreplicationidを有効な値に設定する必要があります。 
これは、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）での新しい属性です。 

この属性の値は、既存の orclagreementID属性の値と一致するように設定することをお薦め
します。 このタスクを実行するには、次の手順を実行します。

1. id.ldifという LDIF ファイルを次に示す内容で作成します。

dn: orclagreementid=000002,orclreplicaid=replicaid,cn=replication configuration
changetype: modify
replace: orclreplicationid
orclreplicationid: 2 

LDIF ファイルでは、前述の例に示す最初の 2 行がすべて 1 行で表示されることに注意して
ください。

2. 次の ldapmodifyコマンドを使用して、LDIF ファイルを適用します。

ldapmodify -p port 
           -h host 
           -D DN 
           -w password 
           -f id.ldif

この例では、port、host、DN および password を、使用する環境に適した値に置き換えま
す。

A.5 タスクタスクタスクタスク 5: レプリケートされた環境におけるレプリケートされた環境におけるレプリケートされた環境におけるレプリケートされた環境における OracleAS Single 
Sign-On およびおよびおよびおよび Oracle Delegated Administration Services のアップグのアップグのアップグのアップグ
レードレードレードレード

Oracle Internet Directory の Oracle ホームをアップグレードした後で、OracleAS Single 
Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の Oracle ホームをアップグレードで
きます。

OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の Oracle ホームを
アップグレードするには、Oracle Universal Installer および 10g（10.1.4.0.1）のインストール手
順を使用します。 

Oracle Universal Installer の起動およびインストーラ画面での適切なオプションの選択について
は、7.5.3 項「分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード」を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : orclreplicationid属性については、『Oracle Internet 
Directory 管理者ガイド』の「Oracle Internet Directory Replication の概要」
のレプリケーション承諾のエントリに関する項を参照してください。

ldapmodifyコマンドの使用方法の詳細は、『Oracle Identity Management
ユーザー・リファレンス』の Oracle Internet Directory データ管理ツールに関
する項を参照してください。
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タスク 5: レプリケートされた環境における OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated Administration Services の
アップグレード
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高可用性構成のアップグレ
B

高可用性構成のアップグレード高可用性構成のアップグレード高可用性構成のアップグレード高可用性構成のアップグレード

この章では、高可用性構成の Oracle Application Server 環境のアップグレードに関する考慮事
項、制限および推奨手順について説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� 高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条件の概要

� OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレード

� 10g（9.0.4） Rack-Mounted Identity Management の変換

� 10g（9.0.4）の分散 Rack-Mounted Identity Management 環境の変換

� OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置され
た構成のアップグレード

� OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の分散構成のアップグ
レード
ード B-1



高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条件の概要
B.1 高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条高可用性のアップグレードのオプション、制限および前提条
件の概要件の概要件の概要件の概要

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、Oracle Application Server のインストール手順の
一部としてインストールできる高可用性構成を導入しました。 また、これらの構成は 10g リ
リース 2（10.1.2.0.0）、10g リリース 2（10.1.2.1.0）および 10g リリース 2（10.1.2.0.2）の一部と
して使用できました。

表 B-1 に、高可用性構成でサポートされるアップグレード・パスを示します。

この章に示す手順では、Oracle Application Server 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）
のインストレーション・ガイド（選択するアップグレード・オプションによって異なる）に
従って、高可用性構成をインストールおよび構成し、10g（9.0.4）または 10g リリース 2

（10.1.2）のインストレーション・ガイドに記載されているすべての前提条件を満たしているこ
とを前提としています。

たとえば、Oracle Application Server Cold Failover Clusters をアップグレードする手順では、
Microsoft Cluster Server（MSCS）がすでにインストールされて構成済であり、このクラスタに
関連付ける仮想アドレスを取得していることを前提としています。仮想アドレスは、仮想ホス
ト名と IP アドレスで構成されています。クライアントは、仮想ホスト名を使用して OracleAS 
Cold Failover Cluster にアクセスします。仮想アドレスは、各ノードに固有のホスト名と IP ア
ドレスとは別のものです。

また、この手順では、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のインストール手順で、あ
るいは OracleAS RepCA で自動的にインストールされたシード・データベースを使用している
ことを前提としています。

表表表表 B-1 高可用性アップグレード・オプションの概要高可用性アップグレード・オプションの概要高可用性アップグレード・オプションの概要高可用性アップグレード・オプションの概要

 既存の構成既存の構成既存の構成既存の構成 アップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パス 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

10g（9.0.4）および 10g リリー

ス 2（10.1.2）の Oracle 
Application Server Cold 
Failover Clusters

10g（10.1.4.0.1）の Oracle 
Application Server Cold 
Failover Clusters にアップグ

レード

B.2 項「OracleAS Cold Failover 
Cluster Infrastructure のアップ

グレード」

10g（9.0.4）の Rack-Mounted 
Identity Management

環境を 10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Cluster（Identity 
Management）環境に変換

B.3 項「10g（9.0.4） 
Rack-Mounted Identity 
Management の変換」

10g（9.0.4）の分散
Rack-Mounted Identity 
Management

環境を 10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Cluster（Identity 
Management）環境に変換

B.4 項「10g（9.0.4）の分散
Rack-Mounted Identity 
Management 環境の変換」

10g リリース 2（10.1.2）の同じ

場所に配置された OracleAS 
Cluster（Identity 
Management）

クラスタを OracleAS Cluster
（Identity Management） 10g
（10.1.4.0.1）にアップグレード

B.5 項「OracleAS Cluster
（Identity Management） 10g リ

リース 2（10.1.2）の同じ場所に

配置された構成のアップグレー
ド」

10g リリース 2（10.1.2）の分散

OracleAS Cluster（Identity 
Management）

分散 Oracle ホームを OracleAS 
Cluster（Identity 
Management） 10g（10.1.4.0.1）
にアップグレード

B.6 項「OracleAS Cluster
（Identity Management） 10g リ

リース 2（10.1.2）の分散構成の

アップグレード」

Disaster Recovery 製品サイトとスタンバイ・サイ
トを別々にアップグレード

『Oracle Application Server 高可

用性ガイド』の Oracle 
Application Server Disaster 
Recovery に関する項
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OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレード
B.2 OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
次の項で、OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレード方法について説明し
ます。

� OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレードの概要

� ソース OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のバックアップ

� ノード 1 からの 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードの準備

� ノード 1 からの 10g（10.1.4.0.1）のアップグレード

� ノード 1 での OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のクリーンアップ

� ノード 2 での Windows レジストリ、Oracle インベントリおよびサービスの構成

� 非対称構成を使用している場合のノード 2 の特別な更新手順

� ノード 2 からの MRUA を使用した OracleAS Metadata Repository のアップグレード

� OracleAS Cold Failover Cluster に必要なアップグレード後の手順の実行

B.2.1 OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要
この項では、OracleAS Cold Failover Cluster 環境を 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードする場
合に実行する必要がある手順の概要を示します。

この手順では、OracleAS Cold Failover Cluster が、2 つのノード（ノード 1 およびノード 2）
と、両方のノードで使用される単一の共有ディスクで構成されていると想定しています。また、
この手順では、Microsoft クラスタ アドミニストレータを使用して、クラスタ環境を管理して
いると想定しています。

表 B-2 に、OracleAS Cold Failover Cluster のアップグレード処理での主要な手順の概要を示し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用プラットフォーム用の Oracle Application Server 10g（9.0.4）
のインストレーション・ガイドを参照してください。このマニュアルは、
Oracle Technology Network から入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/appserver10g.html

使用プラットフォーム用の Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）
のインストレーション・ガイドを参照してください。このマニュアルは、
Oracle Technology Network から入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/appserver101402.html

表表表表 B-2 OracleAS Cold Failover Cluster のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要

手順手順手順手順 説明説明説明説明 手順の詳細手順の詳細手順の詳細手順の詳細

1 既存の OracleAS Cold Failover Cluster 
Infrastructure をバックアップします。

B.2.2 項「ソース OracleAS Cold Failover 
Cluster Infrastructure のバックアップ」

2 ノード 1 から、Infrastructure のアップグ

レードの準備を行います。

B.2.3 項「ノード 1 からの 10g（10.1.4.0.1）へ

のアップグレードの準備」

3 ノード 1 から、Oracle Universal Installer を
使用して共有ディスクの Infrastructure を

10g（10.1.4.0.1）にアップグレードします。

B.2.4 項「ノード 1 からの 10g（10.1.4.0.1）の

アップグレード」

4 ノード 1 から、OracleAS Infrastructure の

アップグレードをクリーンアップし、ノー
ド 2 のアップグレードの準備を行います。

B.2.5 項「ノード 1 での OracleAS Cold 
Failover Cluster Infrastructure のクリーンアッ

プ」
高可用性構成のアップグレード B-3
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B.2.2 ソースソースソースソース OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のバックアップのバックアップのバックアップのバックアップ
Infrastructure をアップグレードする前に、OracleAS Cold Failover Cluster 環境全体の完全バッ
クアップを実行してください。 アップグレード手順の後半でソース Infrastructure をリストアす
るために、このバックアップを使用します。

OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure をバックアップするには、次の手順を実行しま
す。

1. Microsoft Cluster Server（MSCS）クラスタ アドミニストレータを起動します。

Windows 2000 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「クラスタ「クラスタ「クラスタ「クラスタ アアアア
ドミニストレータ」ドミニストレータ」ドミニストレータ」ドミニストレータ」

Windows 2003 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「クラスタ「クラスタ「クラスタ「クラスタ アドミニストレータ」アドミニストレータ」アドミニストレータ」アドミニストレータ」

2. Oracle Application Server のリソースをオフラインにします。

a. クラスタ アドミニストレータの左側のペインで、「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」フォルダを展開し、
Oracle Application Server のリソースが含まれているクラスタ・グループの名前を選
択します。

たとえば、クラスタ・グループに as904という名前を付けた場合は、as904 をクリッ
クします。

b. 右側のペインで、表 B-3 に示す各リソースをオフラインにします。オフラインにする
には、リソースを右クリックし、コンテキスト・メニューから「オフラインにする」「オフラインにする」「オフラインにする」「オフラインにする」
を選択します。

5 ノード 2 から、Windows レジストリ、

Oracle インベントリおよび必要な

Windows サービスを構成します。

B.2.6 項「ノード 2 での Windows レジストリ、

Oracle インベントリおよびサービスの構成」

6 ノード 2 から、Metadata Repository 
Upgrade Assistant（MRUA）を使用して

OracleAS Metadata Repository をアップグ

レードします。

B.2.8 項「ノード 2 からの MRUA を使用した

OracleAS Metadata Repository のアップグレー

ド」

7 アップグレード後の手順を実行します。詳
細は、10g（10.1.4.0.1）の Oracle 
Application Server のインストレーション・

ガイドを参照してください。

B.2.10 項「OracleAS Cold Failover Cluster に
必要なアップグレード後の手順の実行」

注意注意注意注意 : アップグレード処理を開始する前に、ソース Infrastructure ディレク
トリをバックアップする必要があります。

アップグレード手順の後半で、ディレクトリを以前の状態にリストアするよ
うに要求されます。 ソース Infrastructure の有効なバックアップが使用できな
い場合、10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードは完了できなくなります。

表表表表 B-3 Oracle Application Server のサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタ アドミニストレータのリソースアドミニストレータのリソースアドミニストレータのリソースアドミニストレータのリソース

サービスサービスサービスサービス サービス名の書式サービス名の書式サービス名の書式サービス名の書式 リソース名の書式リソース名の書式リソース名の書式リソース名の書式

Application Server Control OracleORACLE_HOMEASControl OracleORACLE_HOMEASControl

表表表表 B-2 OracleAS Cold Failover Cluster のアップグレード処理の概要（続き）のアップグレード処理の概要（続き）のアップグレード処理の概要（続き）のアップグレード処理の概要（続き）

手順手順手順手順 説明説明説明説明 手順の詳細手順の詳細手順の詳細手順の詳細
B-4 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド for Microsoft Windows
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3. 「サービス」コントロール パネルで、表 B-3 に示すサービスが停止していることを確認しま
す。

「サービス」コントロール パネルの表示手順は、次のとおりです。

Windows 2000 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を
選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択します。

4. 必要なサービスおよびクラスタ・グループがすべて停止していることを確認したら、共有
ディスクの Infrastructure ディレクトリ構造全体を新しいディレクトリにコピーして、
Infrastructure をバックアップします。

たとえば、ご使用の OracleAS Infrastructure の Oracle ホームが F:¥oracle¥as904の場
合は、次のコマンドを使用してディレクトリ全体をバックアップします。

copy F:¥oracle¥as904 G:¥backup¥as904

5. Windows の「サービス」コントロール パネルを使用して、表 B-3 に示す Infrastructure
サービスをすべて開始します。

6. 次の手順を実行して、データベースおよびリスナーを起動します。

ORACLE_HOME¥bin¥lsrnctl start
ORACLE_HOME¥bin¥sqlplus "/ as sysdba"
SQL> startup
SQL> exit

Oracle Process Manager and 
Notification Server (OPMN)

OracleORACLE_HOMEProcessManager OracleORACLE_HOMEProcessManager

OracleAS Metadata 
Repository データベース

OracleServiceSID SID

OracleAS Metadata 
Repository データベース・

リスナー

OracleORACLE_HOMETNSListenerFslvirtual_
host_name

OracleORACLE_
HOMETNSListenerFslvirtual_host_name

注意注意注意注意 : 10g（10.1.4.0.1）へのアップグレードを開始する前に、次の注意事項
を確認します。

� OracleAS Metadata Repository データベースに関連付けられている
adminおよび oradataディレクトリは、アップグレード手順を続行す
る前にバックアップする必要があります。デフォルトでは、adminおよ
び oradataディレクトリは、Oracle ホーム内にあります。ただし、こ
れらのディレクトリとその内容を Oracle ホーム以外の場所に配置するよ
うにインストールを構成している場合は、その adminおよび oradata
データベース・ディレクトリも必ずバックアップします。

� Oracle Application Server Cold Failover Clusters Infrastructure ディレク
トリ構造のバックアップは、OracleAS Cold Failover Cluster のアップグ
レード手順の後半で以前の Infrastructure のリストアに使用するため、必
要となります。

表表表表 B-3 Oracle Application Server のサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタのサービスおよび対応するクラスタ アドミニストレータのリソース（続き）アドミニストレータのリソース（続き）アドミニストレータのリソース（続き）アドミニストレータのリソース（続き）

サービスサービスサービスサービス サービス名の書式サービス名の書式サービス名の書式サービス名の書式 リソース名の書式リソース名の書式リソース名の書式リソース名の書式
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B.2.3 ノードノードノードノード 1 からのからのからのからの 10g（（（（10.1.4.0.1）へのアップグレードの準備）へのアップグレードの準備）へのアップグレードの準備）へのアップグレードの準備
次の手順に従って、ノード 1 でのインストール前の手順を実行します。

手順手順手順手順 1 Oracle Application Server Cold Failover Clusters Infrastructure ディレクトリのバッディレクトリのバッディレクトリのバッディレクトリのバッ
クアップの確認クアップの確認クアップの確認クアップの確認

B.2.2 項「ソース OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のバックアップ」に示すように、
アップグレード処理を開始する前に、Infrastructure ディレクトリをバックアップする必要があ
ります。

アップグレード手順の後半で、ディレクトリを以前の状態にリストアするように要求されます。 
ソース Infrastructure の有効なバックアップが使用できない場合、10g（10.1.4.0.1）へのアップ
グレードは完了できなくなります。

手順手順手順手順 2 クラスタクラスタクラスタクラスタ アドミニストレータからのアドミニストレータからのアドミニストレータからのアドミニストレータからの Application Server のリソースの削除のリソースの削除のリソースの削除のリソースの削除

1. クラスタ アドミニストレータでアプリケーション・サーバー・グループを開き、B.2.2 項
「ソース OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のバックアップ」でオフラインにし
た各リソースを削除します。

リソースには、次のものが含まれます。

� OracleAS Metadata Repository データベース（たとえば、asdb）

� データベース・リスナー

� Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）

� Application Server Control

リソース名は「サービス」コントロール パネルで使用されているリソース名と同じである
ため、表 B-3 を参照して各リソースの名前を特定します。

リソースを削除するには、リソースを右クリックし、コンテキスト・メニューから「削除」「削除」「削除」「削除」
を選択し、確認のプロンプトで「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

手順手順手順手順 3 すべてのすべてのすべてのすべての Infrastructure サービスの起動および実行の確認サービスの起動および実行の確認サービスの起動および実行の確認サービスの起動および実行の確認

「サービス」コントロール パネルで、表 B-3 に示すサービスが起動していて、ノード 1 で実行
中であることを確認します。

この手順では、Windows のサービスを、Windows Operating System から開始することに注意
してください。コンポーネントは、クラスタ アドミニストレータからすでに削除されており、
Microsoft Cluster Server では管理できなくなっています。

手順手順手順手順 4 パスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在と remote_login_passwordfile パラメータのパラメータのパラメータのパラメータの EXCLUSIVE
モードへの設定の確認モードへの設定の確認モードへの設定の確認モードへの設定の確認

OracleAS Metadata Repository データベースのパスワード・ファイルを使用していない場合は、
ORAPWDコマンドを使用して作成します。

たとえば、データベースのデータ・ファイルが Oracle ホーム内にあり、Oracle ホームが
F:¥oracle¥as904である場合は、次のコマンドを使用して、pwdasdb.oraというパスワー
ド・ファイルを ORACLE_HOME¥databaseディレクトリに作成できます。

ORAPWD FILE=F:¥oracle¥as904¥database¥pwdasdb.ora PASSWORD=sys_password

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database 管理者ガイド』のパスワード・ファイルの作成
とメンテナンスに関する項を参照してください。このマニュアルは、Oracle 
Technology Network（OTN）の Oracle Database ドキュメント・ライブラリ
から入手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/
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remote_login_passwordfileデータベース・パラメータ値を確認するには、次の手順を実
行します。

1. 次の SQL コマンドを実行します。

prompt> sqlplus "sys/sys_password@database_SID as sysdba"

この例の sys_password はデータベースの SYS アカウントのパスワードと置き換え、
database_SID はデータベースのシステム識別子（SID）と置き換えます。

2. SQL*Plus のプロンプトで、次のコマンドを実行します。

SQL> show parameter remote_login_passwordfile

3. 値が NONEに設定されている場合は、init.oraファイル・パラメータを次のように更新
します。

remote_login_passwordfile=EXCLUSIVE

init.oraは、インストール・ハード・ドライブにあります。たとえば、ORACLE_HOME
が F:¥oracle¥as904に設定されている場合、init.oraファイルは次の場所にありま
す。

F:¥oracle¥as904¥admin¥database_name¥pfile¥init.ora

前述の例の database_name は、データベースのシステム識別子（SID）と置き換えます。 

init.oraファイルに対してこの変更を行った後、データベースを再起動する必要があり
ます。

B.2.4 ノードノードノードノード 1 からのからのからのからの 10g（（（（10.1.4.0.1）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード
Oracle Application Server Cold Failover Clusters（Infrastructure）のアップグレードには、
Oracle Universal Installer を使用します。インストール手順の中で、「インストール・タイプの
選択」画面から「「「「Identity Management and Metadata Repository」」」」を選択する必要がありま
す。 Oracle Universal Installer によって、既存のインストールが検出され、既存の Infrastructure
をアップグレードするように要求されます。

Infrastructure をアップグレードすると、Oracle Universal Installer によって、10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Metadata Repository の新しいデータベースと、新しい Oracle Internet Directory イン
スタンスが、共有ディスクの新しい Oracle ホームに作成されます。

新しい Oracle ホームは、アップグレード先 Oracle ホームと呼ばれます。 既存の Oracle ホーム
は、ソースソースソースソース Oracle ホームと呼ばれます。

次に、Oracle Universal Installer によって、ソース Oracle ホームの内容とデータが、10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームにアップグレードされます。

1. OracleAS Identity Management インストールのサービスを使用しているすべての中間層を
停止します。

2. インストールを実行したオペレーティング・システム・ユーザーとして、インスタンスが
インストールされているコンピュータにログインします。

3. OracleAS Metadata Repository データベースおよびデータベース・リスナーが起動され、
実行中であることを確認します。

たとえば、「サービス」コントロール パネルを使用すると、OracleAS Metadata Repository
データベース・サービスおよびデータベース・リスナーが開始されていることを確認でき
ます。表 B-3 を参照して、「サービス」コントロール パネル内のデータベースおよびリス
ナーのサービス名を特定します。

注意注意注意注意 : OracleAS Metadata Repository をインストールまたはアップグレード
するためにログインするアカウントは、管理者グループのメンバーとしてリ
ストされている必要があります。 
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4. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。 

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

 Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port -h oid_host_name

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -h oid_host_name -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

5. 必要な環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」
にある「環境変数」で定義されているとおりに設定します。

特に、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

6. ORACLE_HOME 環境変数がすでに設定されている場合は、変数を設定解除してからホス
ト・コンピュータを再起動します。

システムの再起動は、ORACLE_HOME 変数をシステム・レジストリから消去するために
必要です。ORACLE_HOME 変数の消去後にコンピュータを再起動しないと、インストー
ルでエラーが発生し、インストールを終了できなくなります。

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、この手順の後半に示すように ORACLE_
HOME 環境変数が定義されていないことを確認する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ldapbindユーティリティの詳細は、『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory 10g（9.0.4）では、OPMN または oidctl
ユーティリティを使用してディレクトリ・サービスを起動および停止できま
す。 

Oracle Internet Directory を含む OracleAS Identity Management の Oracle
ホームをアップグレードする前に、opmnctlユーティリティまたは
Application Server Control コンソールを使用して Oracle Internet Directory
インスタンスを起動します。oidctlユーティリティは使用しないでくださ
い。アップグレード処理中に Oracle Universal Installer が Oracle Internet 
Directory を自動的に起動および停止できなくなります。

opmnctlおよび oidctlの正しい使用方法は、『Oracle Internet Directory 管
理者ガイド』の Oracle Internet Directory のプロセス制御のベスト・プラク
ティスに関する項を参照してください。
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7. CD-ROM をマウントしてインストーラを起動します。

8. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 B-4 を参照してください。

9. 「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了し、Oracle 
Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、10g

（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームでアクセスできることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Single Sign-On
サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。

表表表表 B-4 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面の概要画面の概要画面の概要画面の概要

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション

ようこそ Oracle Universal Installer および Oracle Application Server のイン

ストール手順の初期画面です。

ファイルの場所の指定 新しい Oracle ホームの名前とパスを入力します。 たとえば、

F:¥oracle¥as1014のように入力します。

この新しい Oracle ホームは、Oracle Application Server 10g
（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームになります。 

インストールする製品の選択 「「「「OracleAS Infrastructure 10g 」」」」を選択します。 

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」をクリックします。 

言語の選択 この画面は、「インストールする製品の選択」画面で「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」「製品の言語」
をクリックした場合にのみ表示されます。

アップグレード対象の OracleAS Infrastructure で複数の言語が使用

されている場合は、それらの言語を選択します。 

インストールされている言語が明らかでない場合に英語以外の言語
をインストールするには、二重矢印（>>）をクリックしてすべての

言語を選択します。 

インストール・タイプの選択 「「「「Identity Management and OracleAS Metadata Repository」」」」を選

択します。

注意注意注意注意 : アップグレード対象の Oracle ホームで使用しているものと同

じインストール・タイプを選択することが非常に重要です。

既存の Infrastructure のアッ

プグレード

この画面は、「インストール・タイプの選択」画面で選択したもの
と同じインストール・タイプの既存の Oracle Application Server を
Oracle Universal Installer が検出すると表示されます。

既存の OracleAS Infrastructure をアップグレードするオプションを

選択し、アップグレードする Oracle ホームをドロップダウン・リ

ストから選択します。選択したタイプの Infrastructure がコン

ピュータに 1 つのみの場合、ドロップダウン・リストはアクティブ

になりません。

OID ログインの指定 Oracle Internet Directory スーパー・ユーザーの識別名（DN）を

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに入力します。スーパー・ユーザーの
DN の cn=orcladminが、このフィールドのデフォルトです。

Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザーの DN が

cn=orcladminでない場合は、この値を変更します。

スーパー・ユーザーの DN のパスワードを「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィール

ドに入力します。
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Infrastructure データベース接

続情報の指定

「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」「ユーザー名」フィールドに SYSと入力して、「パスワード」「パスワード」「パスワード」「パスワード」フィー

ルドに SYSユーザーのパスワードを入力します。

警告ダイアログ・ボックス このダイアログ・ボックスは、OracleAS Metadata Repository デー

タベースのすべてのクライアントをすぐに停止する必要があること
を警告します。Oracle Universal Installer は、ソース Oracle ホーム

内のすべてのクライアントを自動的に停止します。1

ただし、別の Oracle ホームにあるデータベース・クライアントお

よび OracleAS Metadata Repository クライアントは手動で停止する

必要があります。

OracleAS Metadata Repository には次のクライアントがあります。

� この OracleAS Metadata Repository を使用する OracleAS 
Identity Management コンポーネント

� この OracleAS Metadata Repository を使用する中間層インスタ

ンス

この OracleAS Metadata Repository を使用する各中間層内では、

Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache を含むすべてのコ

ンポーネントを停止する必要があります。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の起動および停

止に関する項を参照してください。

データベース・リスナーの警
告ダイアログ・ボックス

データベース・リスナーがホスト上で実行中の場合は、警告ダイア
ログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスを確認
し、リスナーを手動で停止する必要があるかどうかを判断します。

詳細は、6-11 ページの「OracleAS Identity Management のアップグ

レード中にプロンプトが表示された場合のデータベース・リスナー
の停止」を参照してください。

インスタンス名と ias_admin
パスワードの指定

新しい Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）インスタンスの

名前と ias_admin管理者アカウントのパスワードを入力します。

ias_adminパスワードは、Application Server Control コンソール

にログオンして Oracle Application Server を管理する際に使用しま

す。

一般に、ias_adminパスワードは 5 文字以上の英数字である必要

があります。1 文字以上が数字である必要があり、数字で始めるこ

とはできません。

詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイド

の ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限に関する項を参照し

てください。

サマリー この画面を使用して、選択内容を確認します。「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」を
クリックすると、10g（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームへのアッ

プグレードが開始されます。

表表表表 B-4 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面の概要（続き）画面の概要（続き）画面の概要（続き）画面の概要（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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B.2.5 ノードノードノードノード 1 でのでのでのでの OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のクリーンアップのクリーンアップのクリーンアップのクリーンアップ
次の手順を実行して、ノード 1 で OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure をクリーン
アップし、ノード 2 のアップグレードの準備を行います。

手順手順手順手順 1 ノードノードノードノード 1 でのでのでのでの OracleAS Infrastructure サービスの停止およびスタートアップの種類のサービスの停止およびスタートアップの種類のサービスの停止およびスタートアップの種類のサービスの停止およびスタートアップの種類の
手動への設定手動への設定手動への設定手動への設定

1. 「サービス」ウィンドウを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を
選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択します。

2. 10g（10.1.4.0.1）の次のサービスを停止します。

� Oracle<OracleHomeName>ASControl

� Oracle<OracleHomeName>ClientCache

� Oracle<OracleHomeName>ProcessManager

� Oracle<OracleHomeName>TNSListenerFsl<VirtualHostName>

� OracleService<SID>

サービスを停止するには、サービスを右クリックして、ポップアップ・メニューから「停「停「停「停
止」止」止」止」を選択します。

3. 前述の 10g（10.1.4.0.1）のサービスのスタートアップの種類を手動に設定します。

a. サービスを右クリックし、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。

b. 「スタートアップの種類」から「手動」「手動」「手動」「手動」を選択して「「「「OK」」」」をクリックします。

コンフィギュレーション・ア
シスタント

最初のソフトウェアがインストールされると、一連の
Configuration Assistant がそのコンポーネントを 10g（10.1.4.0.1）
の新しい Oracle ホームに自動的に設定します。この画面は、各

Configuration Assistant の進行状況を追跡し、インストールのこの

フェーズに問題がないか調べるために使用します。

注意注意注意注意 : 

� Database Upgrade Assistant（DBUA）では、データベースの

アップグレードに非常に長い時間がかかる場合があります。
データベースのアップグレードにかかる時間の詳細は、4-3
ページの「システム停止時間の計画」を参照してください。

� Database Upgrade Assistant の実行中は、「中止」「中止」「中止」「中止」ボタンを使用

して Database Upgrade Assistant の実行を中断しないでくださ

い。「中止」「中止」「中止」「中止」を押しても、Database Upgrade Assistant の基礎

プロセスは実行を継続します。また、Oracle Universal 
Installer は、これらのプロセスが完了するまで待機した後、制

御をユーザーに戻します。

インストールの終了 インストールとアップグレードが完了すると、この画面に、10g
（10.1.4.0.1）の Oracle ホームに関する重要な詳細（Application 
Server Control コンソールの URL や setupinfo.txtファイルの

場所など）が表示されます。

情報をこの画面で確認したら、Oracle Universal Installer を終了し、

アップグレード後のタスクに進むことができます。 
1 shutdownprocesses.logファイルで、Oracle Universal Installer によって実行される自動停止手順の

ログにアクセスできます。このファイルはアップグレード先 Oracle ホームの cfgtoollogsディレクト
リにあります。

表表表表 B-4 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された Infrastructure のののの OracleAS Identity Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

中に表示される中に表示される中に表示される中に表示される Oracle Universal Installer 画面の概要（続き）画面の概要（続き）画面の概要（続き）画面の概要（続き）

画面画面画面画面 説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション説明および推奨されるオプション
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手順手順手順手順 2 ノードノードノードノード 1 の再起動の再起動の再起動の再起動

ノード 1 を再起動すると、共有ディスクがノード 2 に移動されます。データベース・サービス
を Oracle Fail Safe に追加する際にエラーが発生した場合は、ノード 2 を再起動して、Oracle 
Fail Safe へのデータベースの追加を再試行します。

B.2.6 ノードノードノードノード 2 でのでのでのでの Windows レジストリ、レジストリ、レジストリ、レジストリ、Oracle インベントリおよびサービインベントリおよびサービインベントリおよびサービインベントリおよびサービ
スの構成スの構成スの構成スの構成

OracleAS Cold Failover Cluster のアップグレード手順では、ノード 1 で OracleAS 
Infrastructure をアップグレードした後の手順として、ノード 2 を更新し、必要な Windows レ
ジストリ設定、Oracle インベントリ・エントリおよび Windows サービスを OracleAS Cold 
Failover Cluster で使用できるようにします。

手順手順手順手順 1 ノードノードノードノード 2 の更新におけるオプションの確認の更新におけるオプションの確認の更新におけるオプションの確認の更新におけるオプションの確認

次の情報を確認して、クラスタの 2 つのノードが対称であるかどうかを確認します。

次の事項が同じであれば、OracleAS Cold Failover Cluster の 2 つのノードは対称です。

� ハードウェア構成（たとえば、メモリーおよび CPU 仕様が同じである）

� ソフトウェア構成（たとえば、オペレーティング・システム・バージョンおよびパッチ・
レベルが同じである）

� Oracle 構成（たとえば、両方のノードに同じ Oracle 製品および Oracle ホームがインストー
ルされている）

OracleAS Cold Failover Cluster の 2 つのノードが対称ではない場合は、この項の残りの手順を
省略して、B.2.7 項「非対称構成を使用している場合のノード 2 の特別な更新手順」に進みま
す。

手順手順手順手順 2 ノードノードノードノード 1 からのからのからのからの Oracle レジストリ設定のエクスポートレジストリ設定のエクスポートレジストリ設定のエクスポートレジストリ設定のエクスポート

1. ノード 1 で、Windows の「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択
し、表示されたテキスト・フィールドに regeditと入力します。

2. Windows のレジストリで HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Oracleエントリを特定し
て選択します。

3. 「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」メニューから、「レジストリ「レジストリ「レジストリ「レジストリ ファイルのエクスポート」ファイルのエクスポート」ファイルのエクスポート」ファイルのエクスポート」を選択します。

4. 表示されたダイアログ・ボックスで、「選択された部分」「選択された部分」「選択された部分」「選択された部分」ラジオ・ボタンが選択され、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Oracle部分が選択されていることを確認します。

5. エクスポートされたレジストリ・ファイルの名前を入力して「保存」「保存」「保存」「保存」をクリックします。

たとえば、oracle_registry_entriesのように入力します。

手順手順手順手順 3 ノードノードノードノード 1 からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除

ノード 1 で、次のコマンドを実行し、アップグレードした OracleAS Metadata Repository デー
タベース・インスタンスを削除します。

F:¥oracle¥as1014¥bin> oradim -delete -sid sid

手順手順手順手順 4 ノードノードノードノード 2 でのでのでのでの Windows レジストリへのレジストリ設定のインポートレジストリへのレジストリ設定のインポートレジストリへのレジストリ設定のインポートレジストリへのレジストリ設定のインポート

1. ノード 2 にログインします。

2. ノード 1 からレジストリ・エントリをエクスポートした際に作成した oracle_registry_
entries.reg ファイルをダブルクリックします。

3. レジストリ・エントリを追加するように要求されたら、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。
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手順手順手順手順 5 10g（（（（10.1.4.0.1）に必要な）に必要な）に必要な）に必要な Windows サービスの作成および開始サービスの作成および開始サービスの作成および開始サービスの作成および開始

ノード 2 で Windows サービスを作成する場合、SC ツール（sc.exe）を使用できます。これ
は、Microsoft 社から提供されるサービス・コントロール管理ツールです。

SC ツールを使用して、ノード 2 に必要なサービスを作成するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN):

sc create Oracle<home name>ProcessManager
   binPath= "ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmn.exe -S"

次に例を示します。

sc create OracleINFRAProcessManager
   binPath= "C:¥oracle¥appserv1¥opmn¥bin¥opmn.exe -S"

2. Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control:

sc create Oracle<home name>ASControl
   binPath= "ORACLE_HOME¥bin¥nmesrvc.exe"

次に例を示します。

sc create OracleINFRAASControl
   binPath= "C:¥oracle¥appserv1¥bin¥nmesrvc.exe"

3. OracleAS Metadata Repository データベース・リスナー :

sc create Oracle<home name>TNSListener
   binPath= "ORACLE_HOME¥bin¥TNSLSNR"

次に例を示します。

sc create OracleINFRATNSListener
   binPath= "C:¥oracle¥appserv1¥bin¥TNSLSNR"

4. OracleAS Metadata Repository データベース :

sc create OracleService<oracle_sid>
   binPath= "ORACLE_HOME¥bin¥oracle.exe oracle_sid"

oracle_sid は大文字で指定する必要があります。次に例を示します。

sc create OracleServiceORCL
   binPath= "C:¥oracle¥appserv1¥bin¥ORACLE.EXE ORCL"

注意注意注意注意 : この手順を実行する前に、使用する sc.exeプログラムのバージョ
ンがバージョン 5.0.2134.1 以上であることを確認してください。詳細は、
Microsoft 社の Web サイトを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の管理に使用する
サービスは、この手順には含まれていません。これは、Database Control が
アップグレード手順の実行中に自動的には構成されないためです。 詳細は、
6-13 ページの「タスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の
構成」を参照してください。
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手順手順手順手順 6 ノードノードノードノード 1 のののの Oracle インベントリのノードインベントリのノードインベントリのノードインベントリのノード 2 へのコピーへのコピーへのコピーへのコピー

Oracle Universal Installer のインベントリには、ホスト上のすべての Oracle ホームにインス
トールされているすべての Oracle ソフトウェア製品に関する情報が格納されます。ただし、こ
れらの製品が Oracle Universal Installer を使用してインストールされている場合にかぎります。

Oracle インベントリ情報は、Extensible Markup Language（XML）形式で、ホストの単一ディ
レクトリ構造に格納されます。通常、このインベントリは Windows Systems の次のディレクト
リにあります。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory

インベントリの場所は、Windows レジストリで次のレジストリ・キーを選択し、文字列
inst_locの値を表示して検出できます。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥¥Software¥Oracle¥

Oracle インベントリをノード 2 にコピーするには、ディレクトリ全体（C:¥Program 
Files¥Oracle¥Inventoryなど）を選択し、ノード 2 の同じ場所にコピーします。

手順手順手順手順 7 必要なパスの必要なパスの必要なパスの必要なパスの PATH 環境変数への追加環境変数への追加環境変数への追加環境変数への追加

「システム」コントロール パネルを使用して、次のパスを Windows の PATH 変数の先頭に追加
します。

%ORACLE_HOME%¥bin;%ORACLE_HOME%¥jlib;

手順手順手順手順 8 B.2.8 項「項「項「項「ノードノードノードノード 2 からのからのからのからの MRUA を使用したを使用したを使用したを使用した OracleAS Metadata Repository のアップのアップのアップのアップ
グレードグレードグレードグレード」」」」の実行の実行の実行の実行

クラスタのノードが非対称ではない場合、B.2.7 項を省略して、B.2.8 項に進みます。

B.2.7 非対称構成を使用している場合のノード非対称構成を使用している場合のノード非対称構成を使用している場合のノード非対称構成を使用している場合のノード 2 の特別な更新手順の特別な更新手順の特別な更新手順の特別な更新手順
OracleAS Cold Failover Cluster の 2 つのノードが対称ではない場合、次の手順を参照して、
ノード 2 の構成を更新します。

手順手順手順手順 1 ノードノードノードノード 1 からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除からのデータベース・インスタンスの削除

ノード 1 で、次のコマンドを実行し、アップグレードした 10g（10.1.4.0.1） OracleAS Metadata 
Repository データベース・インスタンスを削除します。

F:¥oracle¥as1014¥bin> oradim -delete -sid sid

手順手順手順手順 2 ノードノードノードノード 1 からのからのからのからの 10g（（（（10.1.4.0.1）））） Oracle ホームの削除およびソースホームの削除およびソースホームの削除およびソースホームの削除およびソース Oracle ホームのリホームのリホームのリホームのリ
ストアストアストアストア

1. ノード 1 で、共有ディスクから 10g（10.1.4.0.1）のアップグレード先 Oracle ホームを削除
します。

2. 共有ディスクからソース Oracle ホームを削除します。

3. B.2.2 項「ソース OracleAS Cold Failover Cluster Infrastructure のバックアップ」でバック
アップした Infrastructure ディレクトリをリストアします。 

たとえば、手順 1 に示した次のバックアップ済のディレクトリを、その元の場所にコピー
します。

copy G:¥backup¥as904 F:¥oracle¥as904

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用の Windows Platform の PATH 変数を設定する方法につい
ては、Windows のオンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : oradataおよび adminディレクトリが Infrastructure のソース
Oracle ホーム以外の場所に格納されている場合は、これらを必ず元のディレ
クトリにリストアします。
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手順手順手順手順 3 ノードノードノードノード 2 からのソースからのソースからのソースからのソース Infrastructure サービスの起動サービスの起動サービスの起動サービスの起動

1. ソース Oracle ホームのインストールを実行したオペレーティング・システム・ユーザーと
してノード 2 にログインします。

2. 「サービス」ウィンドウを表示します。

Windows 2000 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を
選択します。

Windows 2003 の場合 : 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択します。

3. ソース Oracle ホームの次のサービスを開始します。

� OracleService<SID>

� Oracle<OracleHomeName>TNSListenerFsl<VirtualHostName>

� Oracle<OracleHomeName>ProcessManager

� Oracle<OracleHomeName>ClientCache

� Oracle<OracleHomeName>ASControl

サービスを開始するには、サービスを右クリックして、ポップアップ・メニューから「開「開「開「開
始」始」始」始」を選択します。

手順手順手順手順 4 パスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在とパスワード・ファイルの存在と remote_login_passwordfile パラメータのパラメータのパラメータのパラメータの EXCLUSIVE
モードへの設定の確認モードへの設定の確認モードへの設定の確認モードへの設定の確認

OracleAS Metadata Repository データベースのパスワード・ファイルを使用していない場合は、
ORAPWDコマンドを使用して作成します。

たとえば、データベースのデータ・ファイルが Oracle ホーム内にあり、Oracle ホームが
F:¥oracle¥as904である場合は、次のコマンドを使用して、pwdasdb.oraというパスワー
ド・ファイルを ORACLE_HOME¥databaseディレクトリに作成できます。

ORAPWD FILE=F:¥oracle¥as904¥database¥pwdasdb.ora PASSWORD=sys_password

remote_login_passwordfileデータベース・パラメータ値を確認するには、次の手順を実
行します。

1. 次の SQL コマンドを実行します。

prompt> sqlplus "sys/sys_password@database_SID as sysdba"

この例の sys_password はデータベースの SYS アカウントのパスワードと置き換え、
database_SID はデータベースのシステム識別子（SID）と置き換えます。

2. SQL*Plus のプロンプトで、次のコマンドを実行します。

SQL> show parameter remote_login_passwordfile

3. 値が NONEに設定されている場合は、init.oraファイル・パラメータを次のように更新
します。

remote_login_passwordfile=EXCLUSIVE

注意注意注意注意 : OracleAS Metadata Repository をインストールまたはアップグレード
するためにログインするアカウントは、管理者グループのメンバーとしてリ
ストされている必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Database 管理者ガイド』のパスワード・ファイルの作成
とメンテナンスに関する項
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init.oraは、インストール・ハード・ドライブにあります。たとえば、ORACLE_HOME
が F:¥oracle¥as904に設定されている場合、init.oraファイルは次の場所にありま
す。

F:¥oracle¥as904¥admin¥database_name¥pfile¥init.ora

前述の例の database_name は、データベースのシステム識別子（SID）と置き換えます。 

init.oraファイルに対してこの変更を行った後、データベースを再起動する必要があり
ます。

手順手順手順手順 5 ノードノードノードノード 2 からのからのからのからの Infrastructure のののの 10g（（（（10.1.4.0.1）へのアップグレード）へのアップグレード）へのアップグレード）へのアップグレード

1. OracleAS Metadata Repository データベースおよびデータベース・リスナーが起動され、
実行中であることを確認します。

2. Oracle Internet Directory サーバーが起動され、実行中であることを確認します。 

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

 Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port -h oid_host_name

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -h oid_host_name -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

注意注意注意注意 : 場合によっては、ldapbindコマンドを実行する前に、ORACLE_
HOME 環境変数を一時的に Oracle Internet Directory の Oracle ホームに設定
する必要があります。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認した後、10g（10.1.4.0.1）
インストーラを起動する前に、この手順の後半に示すように ORACLE_
HOME 環境変数が定義されていないことを確認する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ldapbindユーティリティの詳細は、『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory 10g（9.0.4）では、OPMN または oidctl
ユーティリティを使用してディレクトリ・サービスを起動および停止できま
す。 

Oracle Internet Directory を含む OracleAS Identity Management の Oracle
ホームをアップグレードする前に、opmnctlユーティリティまたは
Application Server Control コンソールを使用して Oracle Internet Directory
インスタンスを起動します。oidctlユーティリティは使用しないでくださ
い。アップグレード処理中に Oracle Universal Installer が Oracle Internet 
Directory を自動的に起動および停止できなくなります。

opmnctlおよび oidctlの正しい使用方法は、『Oracle Internet Directory 管
理者ガイド』の Oracle Internet Directory のプロセス制御のベスト・プラク
ティスに関する項を参照してください。
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3. 必要な環境変数を、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「要件」
にある「環境変数」で定義されているとおりに設定します。

特に、次の環境変数が設定されていないことを確認します。

� TNS_ADMIN

� ORACLE_HOME

� ORACLE_SID

4. ORACLE_HOME 環境変数がすでに設定されている場合は、変数を設定解除してからホス
ト・コンピュータを再起動します。

システムの再起動は、ORACLE_HOME 変数をシステム・レジストリから消去するために
必要です。ORACLE_HOME 変数の消去後にコンピュータを再起動しないと、インストー
ルでエラーが発生し、インストールを終了できなくなります。

5. CD-ROM をマウントしてインストーラを起動します。

6. 各画面で選択するオプションの詳細は、表 B-4 を参照してください。

7. 「インストールの終了」画面が表示されたら、Oracle Universal Installer を終了し、Oracle 
Internet Directory および Oracle Application Server Single Sign-On が機能し、10g

（10.1.4.0.1）の新しい Oracle ホームでアクセスできることを確認します。

手順手順手順手順 6 ノードノードノードノード 2 の再起動の再起動の再起動の再起動

Infrastructure をアップグレードし、Oracle Universal Installer を終了した後で、次の手順を実
行します。

1. ノード 2 を再起動します。

2. クラスタ アドミニストレータから、共有ディスクを含むアプリケーション・サーバー・グ
ループをノード 2 に移動します。

B.2.8 ノードノードノードノード 2 からのからのからのからの MRUA を使用したを使用したを使用したを使用した OracleAS Metadata Repository のアップのアップのアップのアップ
グレードグレードグレードグレード

ノード 2 にログインし、第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレー
ド」の手順を使用して、OracleAS Metadata Repository のコンポーネント・スキーマをアップ
グレードします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用のプラットフォーム上で Oracle Universal Installer を起動
する方法については、Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。 

注意注意注意注意 : インスタンス名、パスワードおよび他のオプションは、前述のアップ
グレード（ノード 1 から実行）で使用したものと同じものを選択および入力
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Single Sign-On
サーバーへのアクセスに関する項を参照してください。
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B.2.9 データベースのデータベースのデータベースのデータベースの pfile の作成の作成の作成の作成
pfile は、データベース初期化パラメータが含まれているテキスト・ファイルです。Oracle Fail 
Safe では、データベースの pfile が必要です。データベースをグループに追加する際に、pfile
のフルパスを「パラメータ・ファイル」「パラメータ・ファイル」「パラメータ・ファイル」「パラメータ・ファイル」フィールドに入力します。

pfile を作成するには、次の手順を実行します。

1. ORACLE_HOME¥databaseディレクトリに、init<SID>.oraというファイルを作成しま
す。

2. このファイルに次の行を移入します。

spfile=ORACLE_HOME¥database¥spfileSID.ora
remote_login_passwordfile=EXCLUSIVE
local_listener="(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=Virtual_IP)(PORT=1521))"

この例の内容は、次のとおりです。

� ORACLE_HOME を Oracle ホーム・ディレクトリのフルパスと置き換えます。

� SID をデータベースの SID と置き換えます。

� Virtual_IP を仮想ホスト名の仮想 IP と置き換えます。

B.2.10 OracleAS Cold Failover Cluster に必要なアップグレード後の手順の実行に必要なアップグレード後の手順の実行に必要なアップグレード後の手順の実行に必要なアップグレード後の手順の実行
この項では、Windows System で OracleAS Cold Failover Cluster のアップグレードを終了する
ために実行する必要があるアップグレード後の手順を示します。

1. ノード 2 から、「サービス」コントロール パネルを使用して、すべてのソース
Infastructure サービスのスタートアップ・モードを「手動」「手動」「手動」「手動」に設定します。 

これらのサービスは、後でソース Oracle ホームを破棄および削除する際に削除されます。

2. 「Oracle Services for MSCS」がオンラインであることを確認します。

3. 次の手順を実行します。詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイ
ドを参照してください。 

特に、このマニュアルの次の項を参照してください。

� 「ORACLE_HOME¥Apache¥htdocs¥index.html ファイルの編集」

� 「OracleAS Metadata Repository の高可用性設定」

� 「リスナーへの共有ディスクの依存関係の追加」

� 「OPMN への共有ディスクの依存関係の追加」

� 「OPMN の高可用性設定」

� 「Application Server Control の高可用性設定」

� 「正しいリスナーがアクティブであることの確認」

4. ノード 2 から、「サービス」コントロール パネルを使用して、すべてのアップグレード済
Infastructure サービスのスタートアップ・モードを「自動」に設定します。

リソース名は「サービス」コントロール パネルで使用されているリソース名と同じである
ため、表 B-3 を参照して各リソースの名前を特定します。

5. 6-13 ページの「タスク 5: Oracle Enterprise Manager 10g Database Control の構成」の手順
に従って、Oracle Enterprise Manager 10g Database Control を構成します。
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B.2.11 OracleAS Identity Management の標準的なアップグレード後のタスクの実行の標準的なアップグレード後のタスクの実行の標準的なアップグレード後のタスクの実行の標準的なアップグレード後のタスクの実行
アップグレード後の OracleAS Cold Failover Cluster 環境の構成に限定したアップグレード後の
タスク以外に、OracleAS Identity Management 環境のアップグレード時には、標準的なアップ
グレード後のタスクも実行する必要があります。 

詳細は、次の項を参照してください。

� 9.2 項「タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行」

� 第 10 章「アップグレードの検証および ソース Oracle ホームの破棄」

� 10.2 項「タスク 2: OracleAS Identity Management のソース Oracle ホームの破棄」

B.3 10g（（（（9.0.4）））） Rack-Mounted Identity Management の変換の変換の変換の変換
次の項では、10g（9.0.4） Rack-Mounted Identity Management 環境を OracleAS Cluster

（Identity Management）に変換する方法について説明します。

� Rack-Mounted Identity Management および OracleAS Cluster（Identity Management）に
ついて

� タスク 1: 10g（9.0.4） Rack-Mounted Identity Management の変換における要件の確認

� タスク 2: OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースのアップグレー
ド

� タスク 3: OracleAS Metadata Repository を使用する中間層のアップグレード（必要な場合）

� タスク 4: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード

� タスク 5: Metadata Repository Upgrade Assistant による OracleAS Metadata Repository 内
のコンポーネント・スキーマのアップグレード

� タスク 6: 後続の OracleAS Cluster（Identity Management）インスタンスのインストール

� タスク 7: アップグレードの検証および 10g（9.0.4）の Oracle ホームの破棄

B.3.1 Rack-Mounted Identity Management およびおよびおよびおよび OracleAS Cluster（（（（Identity 
Management）について）について）について）について

Oracle Application Server 10g（9.0.4）がリリースされた後、1 つの Infrastructure Metadata 
Repository に対して複数の Identity Management インスタンスをデプロイするための手順がリ
リースされました。この手順は、『Highly Available Identity Management example - Rack 
Mounted Identity Management』というタイトルのホワイト・ペーパーに記載されており、
ユーザーは Oracle Technology Network（OTN）の次のサイトで入手できます。

http://www.oracle.com/technology/products/ias/hi_av/index.html

OTN のホワイト・ペーパーへのリンクは、実際には「Highly Available Identity Management 
Deployment Example - Multi-box Identity Management」として表示される場合があります。

Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）から、そのまま使用できる Multiple Identity 
Management ソリューションが利用可能になりました。この構成を OracleAS Cluster（Identity 
Management）といいます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの高可
用性環境での OracleAS Cluster（Identity Managemen）のインストールに関
する項
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次の項では、10g（9.0.4）の Multiple Identity Management デプロイを OracleAS Cluster
（Identity Management） 10g（10.1.4.0.1）デプロイにアップグレードするための手順を示しま
す。 

このマニュアルに示すテストおよび手順は、RedHat Linux 3.0 上にデプロイされた OracleAS 
Identity Management 実装に基づいています。ただし、このマニュアルに示す手順は、任意の
UNIX プラットフォームに適用できます。

B.3.2 タスクタスクタスクタスク 1: 10g（（（（9.0.4）））） Rack-Mounted Identity Management の変換における要の変換における要の変換における要の変換における要
件の確認件の確認件の確認件の確認

次の項では、高可用性環境を 10g（9.0.4） Rack-Mounted Identity Management から OracleAS 
Cluster（Identity Management）に変換するために満たす必要がある要件について説明します。

� OracleAS Identity Management の構成要件

� 同じ場所に配置された OracleAS Identity Management と分散 OracleAS Identity 
Management の要件

� OracleAS Metadata Repository の記憶域要件

� OracleAS Cluster（Identity Management）のバックアップ要件

B.3.2.1 OracleAS Identity Management の構成要件の構成要件の構成要件の構成要件
この手順を実行する前に、次の構成要件を考慮する必要があります。

� ホワイト・ペーパー『Highly Available Identity Management example - Rack Mounted 
Identity Management』に示された一連の手順を正確に実行している必要があります。

� アップグレード対象の Identity Management インスタンスは、10g（9.0.4）インスタンスで
ある必要があります。OracleAS の旧リリースはこの構成ではサポートされません。

� 10g（9.0.4） OracleAS RepCA（MRCA）を使用して、Metadata Repository を Oracle9i リ
リース 2（9.2.0.1）以上のデータベース内に作成している必要があります。

B.3.2.2 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された OracleAS Identity Management と分散と分散と分散と分散 OracleAS 
Identity Management の要件の要件の要件の要件
OracleAS Identity Management は、別々にインストールすることも可能なコンポーネントで構
成されています。

� Oracle Internet Directory（OID）

� OracleAS Single Sign-On（SSO）

� Oracle Delegated Administration Services（DAS）

� Oracle Directory Integration Platform（DIP）

この手順には、Oracle Application Server Certificate Authority（OCA）のサポートは含まれて
いません。

この手順では、すべての Identity Management コンポーネントが 1 つの Oracle ホームにインス
トールされるインストール方法が中心となります。これを、同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された OracleAS 
Infrastructure といいます。これには Oracle Internet Directory、Oracle Delegated 
Administration Services および OracleAS Single Sign-On が含まれ、それらはすべて同じ Oracle
ホームにインストールされます。

Identity Management が 2 層に分かれている分散 OracleAS Identity Management 構成をアップ
グレードするには、B.4 項「10g（9.0.4）の分散 Rack-Mounted Identity Management 環境の変
換」を参照してください。たとえば、組織が OracleAS Single Sign-On および Oracle Delegated 
Administration Services コンポーネントを DMZ で実行し、Oracle Internet Directory をファイ
アウォールの内側の内部ネットワークで実行する必要がある場合に、そのような構成が必要と
なる可能性があります。
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B.3.2.3 OracleAS Metadata Repository の記憶域要件の記憶域要件の記憶域要件の記憶域要件
この手順では、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースが Oracle Real 
Application Clusters（RAC）データベースであることを前提としています。この項で説明する
手順は、特に 2 ノードの RAC 環境でテストされています。ただし、この手順は、次の環境にも
適用できることを前提としています。

� 単一インスタンス・データベース

� 3 つ以上のノードで構成される Real Application Clusters データベース

Real Application Clusters には、共有記憶域構成という要件があります。共有ボリュームの実装
はベンダーに固有です。この項の手順は、すべてのオペレーティング・システムおよびクラス
タに適用できますが、Linux 環境で開発およびテストされています。特に、次の共有記憶域オ
プションがサポートされています。

� RAW デバイス

� クラスタ・ファイルシステム（Linux の OCFS など）

� ネットワーク・ファイルシステム（サポート対象 NAS デバイスなど）

クラスタおよびボリューム管理ソフトウェアはベンダー固有ですが、この項に示す手順および
考慮事項は、特に、Oracle の自動ストレージ管理（ASM）を必要に応じて実行するユーザーに
適用できます。

B.3.2.4 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件
この変換手順を開始する前に、Oracle ホームと、OracleAS Metadata Repository および
OracleAS Identity Management インスタンスの関連ディレクトリの完全なバックアップを実行
します。

また、すべてのプロセスを停止し、中間層および Infrastructure の Oracle ホームの完全なコー
ルド・データベース・バックアップを実行します。

B.3.3 タスクタスクタスクタスク 2: OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースをホスティングするデータベースをホスティングするデータベースをホスティングするデータベース
のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

OracleAS Cluster（Identity Management）にアップグレードするには、OracleAS Metadata 
Repository をホスティングするデータベースを、サポートされるデータベースにアップグレー
ドする必要があります。

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースのアップグレード手順の詳細
は、第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレー
ド」を参照してください。

B.3.4 タスクタスクタスクタスク 3: OracleAS Metadata Repository を使用する中間層のアップグレーを使用する中間層のアップグレーを使用する中間層のアップグレーを使用する中間層のアップグレー
ド（必要な場合）ド（必要な場合）ド（必要な場合）ド（必要な場合）

一部のアップグレード・シナリオでは、Oracle Application Server 環境の 10g（9.0.4）中間層を
10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードする必要がある場合があります。

詳細は、第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレード」を参照
してください。

注意注意注意注意 : データベース・パッチ・セットを適用するときは、ご使用のプラット
フォームに固有のパッチ・セットの README を必ず確認してください。
パッチ・セットのインストール手順はプラットフォームごとに大きく異なる
場合があります。 たとえば、Linux などの一部のプラットフォームでは、パッ
チ・セットのインストールを進める前に、特定のバージョンの Oracle 
Universal Installer のインストールが必要な場合があります。
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B.3.5 タスクタスクタスクタスク 4: 最初の最初の最初の最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグ
レードレードレードレード

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースがサポートされるリリースに
アップグレードされ、中間層が 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードされた後、
Rack-Mounted Identity Management 構成で最初の OracleAS Identity Management の Oracle
ホームをアップグレードできます。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードすると、OracleAS 
Metadata Repository の OracleAS Identity Management スキーマもアップグレードされます。

OracleAS Cluster（Identity Management）では、Identity Management インスタンスが
Distributed Configuration Management（DCM）クラスタ内にクラスタ化されることに注意し
てください。これによって、すべての Identity Management インスタンスにおける様々な
Identity Management コンポーネントの構成間での同期が保証されます。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードするには、次の手順
を実行します。

1. Rack-Mounted Identity Management 環境内のその他の OracleAS Identity Management イ
ンスタンスが停止していることを確認します。

最初にアップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみが起動され、
実行中である必要があります。必要に応じて、その他の OracleAS Identity Management イ
ンスタンスを停止します。

2. アップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみにトラフィックが転
送されるようにロード・バランサを構成します。

アップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみにすべてのリクエス
トが転送される必要があります。Rack-Mounted Identity Management 環境内のその他の
OracleAS Identity Management インスタンスは停止する必要があります。

3. Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のインストール手順を使用して、OracleAS 
Identity Management インスタンスをアップグレードします。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームのアップグレード手順の詳細は、
第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」
を参照してください。

4. ご使用の OracleAS Identity Management 環境に適用されるアップグレード後の手順がある
場合は、それを実行します。

詳細は、第 9 章「アップグレード後の手順（コンポーネント別）」を参照してください。

5. B.5.4.3.3 項「Oracle HTTP Server およびロード・バランサで SSL を使用していない場合の
構成手順」で説明する手順を実行します。

6. その他の OracleAS Identity Management インスタンスを含めることができる Distributed 
Configuration Management（DCM）クラスタを作成します。

a. DCM コマンドライン・シェルを入力します。

ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl shell

b. 新しいクラスタを作成します。

DCM> createcluster -cl IMcluster

この例では、IMCluster はクラスタに割り当てる名前です。

c. DCM クラスタを最初のインスタンスとして結合します。

DCM> joincluster -cl IMcluster

この時点でインスタンスが停止します。
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d. インスタンスを再起動します。

opmnctl startall

アップグレード済 IM インスタンスのみをメンバーとする新しいクラスタが作成され
ています。

7. B.5.4.4 項「タスク 4d: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレー
ドの終了」で説明する手順を実行します。

B.3.6 タスクタスクタスクタスク 5: Metadata Repository Upgrade Assistant によるによるによるによる OracleAS Metadata 
Repository 内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード

1. B.3.5 項「タスク 4: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード」
でアップグレードした OracleAS Identity Management インスタンス（Oracle Internet 
Directory を含む）が起動され、実行中であることを確認します。

実行中でない場合は、Identity Management インスタンス（Oracle Internet Directory を含
む）を次のように起動します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl startall

2. 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレード」の説明に従っ
て、新しくアップグレードしたデータベースで Metadata Repository をアップグレードし
ます。ただし、次の例外があります。

MRUA コマンドラインで、oid_hostおよび oid_ssl_port引数のかわりにロード・バ
ランサのアドレスを入力します。 

-oid_host引数および -oid_ssl_port引数の値は、Identity Management の Oracle
ホームにある次の構成ファイルに定義済の対応するプロパティの値と一致する必要がある
ことに注意してください。

IDENTITY_MANAGEMENT_HOME/config/ias.properties

次に例を示します。

OIDhost=sys42.acme.com
OIDsslport=636

3. MRUA の処理が終了したら、8.3 項「タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグ
レードの成功の確認」の説明に従って、スキーマがアップグレードされたことを確認しま
す。

4. 9.4 項「タスク 4: OracleAS Portal のアップグレード後の手順の実行」の手順を実行して、
OracleAS Metadata Repository のアップグレードを完了します。

B.3.7 タスクタスクタスクタスク 6: 後続の後続の後続の後続の OracleAS Cluster（（（（Identity Management）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの
インストールインストールインストールインストール

クラスタ内の最初の OracleAS Identity Management インスタンスをアップグレードし、
OracleAS Metadata Repository をアップグレードした後、追加の OracleAS Identity 
Management インスタンスを OracleAS Cluster（Identity Management）にインストールできま
す。

1. 最初の OracleAS Identity Management インスタンスで、Oracle Internet Directory が起動
され、実行中であることを確認します。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびリスナーが起動され、実行中であるこ
とを確認します。

3. 最初の Identity Management インスタンスのみにトラフィックが転送されるようにロー
ド・バランサが構成されていることを確認します。
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4. Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの後続ノードにおける OracleAS 
Cluster（Identity Management）のインストールの項にある次の手順を実行して、新しい
10g（10.1.4.0.1） OracleAS Identity Management の Oracle ホームをインストールします。

5. ロード・バランサを再構成し、インストールをテストします。

後続の OracleAS Identity Management の Oracle ホームが正常にインストールされた後、
リクエストが新しいインスタンスにルーティングされるようにロード・バランサを構成し
ます。

6. クラスタに含める追加および後続の OracleAS Identity Management インストールについ
て、この手順を繰り返します。

B.3.8 タスクタスクタスクタスク 7: アップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証および 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Oracle ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄
クラスタ内の最初の Oracle Identity Management インスタンスをアップグレードし、残りのク
ラスタ・メンバーを追加した後、アップグレードが成功したことを確認してから、10g（9.0.4）
の Oracle ホームを破棄できます。

詳細は、第 10 章「アップグレードの検証および ソース Oracle ホームの破棄」を参照してくだ
さい。

B.4 10g（（（（9.0.4）の分散）の分散）の分散）の分散 Rack-Mounted Identity Management 環境の変換環境の変換環境の変換環境の変換
分散 Rack-Mounted Identity Management 環境では、Oracle Internet Directory はその他の
OracleAS Identity Management コンポーネントとは別の Oracle ホームにインストールされま
す。

分散 Rack-Mounted Identity Management コンポーネントを変換する手順は、同じ場所に配置
された Rack-Mounted Identity Management インストールを変換する手順と同じです。ただし、
次の例外を除きます。 次に示す手順は、分散の場合の変換手順の概要です。

表表表表 B-5 分散分散分散分散 Rack-Mounted Identity Management 環境を環境を環境を環境を OracleAS Cluster（（（（Identity 
Management）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要 

タスクタスクタスクタスク
番号番号番号番号 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

1 Rack-Mounted Identity 
Management を変換するための

要件を確認します。

B.3.2 項「タスク 1: 10g（9.0.4） Rack-Mounted Identity 
Management の変換における要件の確認」

2 OracleAS Metadata Repository を

ホスティングするデータベースを
アップグレードします。

B.3.3 項「タスク 2: OracleAS Metadata Repository をホ

スティングするデータベースのアップグレード」

3 必要に応じて、10g（9.0.4）中間

層をアップグレードします。

B.3.4 項「タスク 3: OracleAS Metadata Repository を使

用する中間層のアップグレード（必要な場合）」

4 最初の Oracle Internet Directory
の Oracle ホームをアップグレー

ドします。

B.3.5 項「タスク 4: 最初の OracleAS Identity 
Management インスタンスのアップグレード」の手順 1
～ 4

5 最初の OracleAS Single Sign-On
の Oracle ホームをアップグレー

ドします。

B.6.5 項「タスク 5: 最初の OracleAS Single Sign-On の

Oracle ホームのアップグレード」の手順 1 ～ 4

6 OracleAS Single Sign-On インス

タンスの Distributed 
Configuration Management
（DCM）クラスタを作成します。

B.3.5 項「タスク 4: 最初の OracleAS Identity 
Management インスタンスのアップグレード」の手順 6

7 OracleAS Single Sign-On の

Oracle ホームで Oracle HTTP 
Server および OracleAS Single 
Sign-On を構成します。

B.5.4.3.3 項「Oracle HTTP Server およびロード・バラ

ンサで SSL を使用していない場合の構成手順」
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
B.5 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）））） 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2））））
の同じ場所に配置された構成のアップグレードの同じ場所に配置された構成のアップグレードの同じ場所に配置された構成のアップグレードの同じ場所に配置された構成のアップグレード

同じ場所に配置された OracleAS Identity Management インストールでは、各 Oracle ホームに
すべての OracleAS Identity Management コンポーネントが含まれています。 この項の手順を、
B.6 項「OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の分散構成のアップ
グレード」に示す手順と比較してください。

次の項では、同じ場所に配置された 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Cluster（Identity 
Management）環境を 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードする方法について説明します。

� タスク 1: OracleAS Cluster（Identity Management）のアップグレード要件の確認

� タスク 2: OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースのアップグレー
ド

� タスク 3: 10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2.0.2）へのアップグレード（必要な場
合）

� タスク 4: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード

� タスク 5: Metadata Repository Upgrade Assistant による OracleAS Metadata Repository 内
のコンポーネント・スキーマのアップグレード

� タスク 6: 後続の OracleAS Cluster（Identity Management）インスタンスのインストール

� タスク 7: アップグレードの検証および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄

B.5.1 タスクタスクタスクタスク 1: OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のアップグレード要件）のアップグレード要件）のアップグレード要件）のアップグレード要件
の確認の確認の確認の確認

次の項では、10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された OracleAS Cluster（Identity 
Management）構成を OracleAS Cluster（Identity Management） 10g（10.1.4.0.1）にアップグ
レードするために、満たす必要がある要件について説明します。

� OracleAS Identity Management の構成要件

� 同じ場所に配置された OracleAS Identity Management と分散 OracleAS Identity 
Management の要件

� OracleAS Metadata Repository の記憶域要件

� OracleAS Cluster（Identity Management）のバックアップ要件

8 最初の OracleAS Single Sign-On
インスタンスのアップグレードを
終了します。

B.5.4.4 項「タスク 4d: 最初の OracleAS Identity 
Management インスタンスのアップグレードの終了」

9 Metadata Repository Upgrade 
Assistant を使用して、OracleAS 
Metadata Repository 内のコン

ポーネント・スキーマをアップグ
レードします。

B.3.6 項「タスク 5: Metadata Repository Upgrade 
Assistant による OracleAS Metadata Repository 内のコ

ンポーネント・スキーマのアップグレード」

10 後続の OracleAS Cluster
（Identity Management）インス

タンスをインストールします。

B.3.7 項「タスク 6: 後続の OracleAS Cluster（Identity 
Management）インスタンスのインストール」

11 アップグレードを検証し、10g
（9.0.4）の Oracle ホームを破棄し

ます。

B.3.8 項「タスク 7: アップグレードの検証および 10g
（9.0.4）の Oracle ホームの破棄」

表表表表 B-5 分散分散分散分散 Rack-Mounted Identity Management 環境を環境を環境を環境を OracleAS Cluster（（（（Identity 
Management）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要）に変換する手順の概要 （続き）（続き）（続き）（続き）

タスクタスクタスクタスク
番号番号番号番号 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
B.5.1.1 OracleAS Identity Management の構成要件の構成要件の構成要件の構成要件
この手順を実行する前に、アップグレードする Identity Management インスタンスは、Oracle 
Application Server のインストレーション・ガイドの「高可用性環境へのインストール : 
OracleAS Cluster（Identity Management）」に示す手順を使用してインストールされた 10g リ
リース 2（10.1.2）のインスタンスである必要があることに注意してください。

B.5.1.2 同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された OracleAS Cluster（（（（Identity Management）構成）構成）構成）構成
のアップグレードの要件のアップグレードの要件のアップグレードの要件のアップグレードの要件
OracleAS Identity Management は、別々にインストールすることも可能なコンポーネントで構
成されています。

� Oracle Internet Directory（OID）

� OracleAS Single Sign-On（SSO）

� Oracle Delegated Administration Services（DAS）

� Oracle Directory Integration Platform（DIP）

この手順には、Oracle Application Server Certificate Authority（OCA）のサポートは含まれて
いません。

この手順では、すべての Identity Management コンポーネントが各 Oracle ホームにインストー
ルされている環境をアップグレードする方法について説明します。 これを、同じ場所に配置さ同じ場所に配置さ同じ場所に配置さ同じ場所に配置さ
れたれたれたれた OracleAS Infrastructure といいます。これには、Oracle Internet Directory、Oracle 
Delegated Administration Services、Oracle Directory Integration Platform および OracleAS 
Single Sign-On が同じ Oracle ホームにインストールされます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 分散分散分散分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレードにつ
いては、B.6 項「OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2

（10.1.2）の分散構成のアップグレード」を参照してください。
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
図 B-1 に、同じ場所に配置された OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2
（10.1.2）の一般的な環境を示します。

図図図図 B-1 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の同じ場所に配置された）の同じ場所に配置された）の同じ場所に配置された）の同じ場所に配置された OracleAS Cluster（（（（Identity 
Management）のアップグレード時の構成）のアップグレード時の構成）のアップグレード時の構成）のアップグレード時の構成

B.5.1.3 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件
この手順を開始する前に、Oracle ホームと、OracleAS Metadata Repository および OracleAS 
Identity Management インスタンスの関連ディレクトリの完全なバックアップを実行します。

また、すべてのプロセスを停止し、中間層および Infrastructure の Oracle ホームの完全なコー
ルド・データベース・バックアップを実行します。

B.5.2 タスクタスクタスクタスク 2: OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースをホスティングするデータベースをホスティングするデータベースをホスティングするデータベース
のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

OracleAS Cluster（Identity Management）にアップグレードするには、OracleAS Metadata 
Repository をホスティングするデータベースを、サポートされるデータベースにアップグレー
ドする必要があります。

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースのアップグレード手順の詳細
は、第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレー
ド」を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・パッチ・セットを適用するときは、ご使用のプラット
フォームに固有のパッチ・セットの README を必ず確認してください。
パッチ・セットのインストール手順はプラットフォームごとに大きく異なる
場合があります。たとえば、Linux などの一部のプラットフォームでは、
パッチ・セットのインストールを進める前に、特定のバージョンの Oracle 
Universal Installer のインストールが必要な場合があります。
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
B.5.3 タスクタスクタスクタスク 3: 10g（（（（9.0.4）中間層の）中間層の）中間層の）中間層の 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2.0.2）へのアップグ）へのアップグ）へのアップグ）へのアップグ
レード（必要な場合）レード（必要な場合）レード（必要な場合）レード（必要な場合）

一部のアップグレード・シナリオでは、Oracle Application Server 環境の 10g（9.0.4）中間層を
10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードする必要がある場合があります。

詳細は、第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレード」を参照
してください。

B.5.4 タスクタスクタスクタスク 4: 最初の最初の最初の最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグインスタンスのアップグ
レードレードレードレード

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースがサポートされるリリースに
アップグレードされ、中間層が 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードされた後、OracleAS 
Cluster（Identity Management）構成で最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホー
ムをアップグレードできます。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードすると、OracleAS 
Metadata Repository の OracleAS Identity Management スキーマもアップグレードされます。

同じ場所に配置された OracleAS Cluster（Identity Management）では、すべての OracleAS 
Identity Management インスタンスが Distributed Configuration Management（DCM）クラス
タ内にクラスタ化されていることに注意してください。これによって、すべての Identity 
Management インスタンスにおける様々な Identity Management コンポーネントの構成間での
同期が保証されます。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードするには、次の項を
参照してください。

� タスク 4a: アップグレードの準備および実行

� タスク 4b: DCM クラスタの再構成

� タスク 4c: Oracle HTTP Server および OracleAS Single Sign-On の構成

� タスク 4d: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレードの終了

B.5.4.1 タスクタスクタスクタスク 4a: アップグレードの準備および実行アップグレードの準備および実行アップグレードの準備および実行アップグレードの準備および実行
次の手順を使用して、OracleAS Cluster（Identity Management）環境の最初の OracleAS 
Identity Management インスタンスをアップグレードします。

1. 環境内のその他の OracleAS Identity Management インスタンスが停止していることを確認
します。

最初にアップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみが起動され、
実行中である必要があります。必要に応じて、その他の OracleAS Identity Management イ
ンスタンスを停止します。

2. アップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみにトラフィックが転
送されるようにロード・バランサを構成します。

アップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみにすべてのリクエス
トが転送される必要があります。 環境内のその他の OracleAS Identity Management インス
タンスは停止する必要があります。

3. Oracle Universal Installer および Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のインストー
ル手順を使用して、OracleAS Identity Management インスタンスをアップグレードしま
す。

最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード手順の詳細は、第 7
章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグレード」を
参照してください。

4. Oracle Internet Directory の Oracle ホームに適用されるアップグレード後の手順がある場
合は、それを実行します。
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
詳細は、9.2 項「タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行」を
参照してください。

B.5.4.2 タスクタスクタスクタスク 4b: DCM クラスタの再構成クラスタの再構成クラスタの再構成クラスタの再構成
次の手順を使用して、クラスタを再構成し、残りの OracleAS Identity Management インスタン
スのインストールの準備を行います。

1. クラスタから OracleAS Identity Management 10g リリース 2（10.1.2）インスタンスを削除
します。

a. Distributed Configuration Management（DCM）シェルを起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl shell

b. 現在定義されているクラスタのリストを表示します。

DCM> listclusters

c. OracleAS Cluster（Identity Management）の名前を記録してから、クラスタのメン
バーである OracleAS Identity Management インスタンスを表示します。

DCM> listInstances -cl name_of_Identity_Management_cluster

d. クラスタ内の各 OracleAS Identity Management インスタンスに対して、次のコマンド
を入力します。

DCM> leavecluster -i 1012_instance_name

2. クラスタに、新しくアップグレードされた Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）
インスタンスを追加します。

a. 次のコマンドを使用して、クラスタを結合します。

DCM> joincluster -cl name_of_Identity_Management_cluster

joinclusterコマンドによって、10g（10.1.4.0.1）インスタンスと、そのすべてのプ
ロセスが停止されることに注意してください。

b. Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）インスタンスを起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl stopall
DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

B.5.4.3 タスクタスクタスクタスク 4c: Oracle HTTP Server およびおよびおよびおよび OracleAS Single Sign-On の構成の構成の構成の構成
最初の OracleAS Identity Management インスタンスをアップグレードした後、次の手順を実行
して、Oracle HTTP Server、OracleAS Single Sign-On および OPMN を構成します。

これらのコンポーネントの構成に使用する手順は、Oracle HTTP Server またはロード・バラン
サが HTTPS リクエストを受け入れるように構成されているかどうかによって異なります。

詳細は、次の項を参照してください。

� Oracle HTTP Server およびロード・バランサの両方が SSL 用に構成されている場合の構成
手順

� ロード・バランサのみが SSL 用に構成されている場合の構成手順

� Oracle HTTP Server およびロード・バランサで SSL を使用していない場合の構成手順
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OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構成のアップグレード
B.5.4.3.1 Oracle HTTP Server およびロード・バランサの両方がおよびロード・バランサの両方がおよびロード・バランサの両方がおよびロード・バランサの両方が SSL 用に構成されている場合の構用に構成されている場合の構用に構成されている場合の構用に構成されている場合の構
成手順成手順成手順成手順  次の手順は、Oracle HTTP Server およびロード・バランサの両方が HTTPS プロトコル
をリスニングするように構成されている場合に適用されます。

1. 次のように Oracle HTTP Server リスナーを構成します。

a. 次の Oracle HTTP Server 構成ファイルを編集します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥conf¥ssl.conf

b. ServerNameディレクティブが、物理ホストではなく、仮想ホスト
（imhost.domain.comなど）に設定されていることを確認します。

c. ssl.conf 構成ファイルを保存して閉じます。

d. 次のコマンドを使用して DCM を更新し、Oracle HTTP Server コンポーネントに対す
る変更を認識させます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl updateConfig -ct ohs -d -v

2. 次のコマンドを使用して、HTTPS プロトコルを介し SSL ポートで認証リクエストを受け入
れるように、OracleAS Single Sign-On を構成します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssocfg.bat https imhost.domain.com 4444

この例の内容は、次のとおりです。

� imhost.domain.com は HTTPS リクエスト用にロード・バランサで構成されたアドレスで
す。

� デフォルトの HTTPS リスナー・ポートは 4444ですが、インストールごとに異なる
ポートを指定できます。 ssl.conf構成ファイルの port 変数に割り当てられている値
を調べると、使用しているインストールの正しい値がわかります。

3. OPMN 構成ファイルを編集して、Oracle HTTP Server の SSL を有効にします。

a. 次の OPMN 構成ファイルを検索し、テキスト・エディタで開きます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥conf¥opmn.xml

b. 次のような、HTTP_Serverコンポーネントのエントリを検索します。

<ias-component id="HTTP_Server">
   <process-type id="HTTP_Server" module-id="OHS">
      <module-data>
         <category id="start-parameters">
             <data id="start-mode" value="ssl-disabled"/>
         </category>
      </module-data>
      <process-set id="HTTP_Server" numprocs="1"/>
   </process-type>
</ias-component>

c. start-modeエントリの値を ssl-enabledに変更します。

このエントリは、opmn.xml ファイルで次のように表示されることになります。

<ias-component id="HTTP_Server">
   <process-type id="HTTP_Server" module-id="OHS">
      <module-data>
         <category id="start-parameters">
             <data id="start-mode" value="ssl-enabled"/>
         </category>
      </module-data>
      <process-set id="HTTP_Server" numprocs="1"/>
   </process-type>
</ias-component>
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4. OracleAS Single Sign-On にインスタンスを再登録します。

次のように、ORACLE_HOME 環境変数を新しい 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS 
Single Sign-On の Oracle ホームに設定します。

set ORACLE_HOME=oracle_home_path

次に例を示します。

set ORACLE_HOME=C:¥ORACLE¥product¥IM_1014

次のコマンドを実行して、インスタンスを OracleAS Single Sign-On に再登録します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssoreg.bat
    -oracle_home_path orcl_home_path
    -site_name instance_name_you_specified_during_upgrade
    -config_mod_osso TRUE
    -mod_osso_url effective_URL_of_the_partner_application
    -u userid 

この例の内容は、次のとおりです。

� effective_URL_of_the_partner_application は、次の URL 形式です。

http://virtual_servername:ssl_port

� userid を Oracle 所有者に置き換えます。

この時点で、アップグレードした OracleAS Identity Management の Oracle ホームは、
OracleAS Metadata Repository データベースに対して実行する、完全な 10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Identity Management インスタンスであることに注意してください。ロード・バ
ランサは、まだこの新しいアップグレード済インスタンスのみを指しています。

5. 次の手順を使用して、ディレクトリ・サーバーの Oracle Delegated Administration 
Services の orcldasurlbase属性を変更します。

a. Oracle Directory Manager（oidadmin）を起動し、Oracle Internet Directory に接続し
ます。

oidadminツールは、アップグレード先 Oracle ホームの次のディレクトリにありま
す。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥

ディレクトリ・サーバーに接続する場合は、「「「「SSL 有効」有効」有効」有効」チェック・ボックスを選択す
る必要があります。

b. システム・オブジェクト・ナビゲータで、次のように cn=OperationURLsエントリ
まで移動します。

Entry Management ->
  cn=OracleContext ->
     cn=Products -> 
        cn=DAS -> 
           cn=OperationURLs

c. cn=OperationURLsエントリを選択してから、Oracle Directory Manager ウィンドウ
の右側のペインにある「プロパティ」タブで、orcldasurl 属性の場所を確認します。 

d. Oracle Delegated Administration Services の SSL URL を参照するように、
orcldasurlbase属性を変更します。

https://virtual_server_name:load_balancer_ssl_listen_port
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B.5.4.3.2 ロード・バランサのみがロード・バランサのみがロード・バランサのみがロード・バランサのみが SSL 用に構成されている場合の構成手順用に構成されている場合の構成手順用に構成されている場合の構成手順用に構成されている場合の構成手順  次の手順は、ロー
ド・バランサのみが HTTPS プロトコルをリスニングするように構成されている場合に適用さ
れます。

1. 次のように Oracle HTTP Server リスナーを構成します。

a. 次の Oracle HTTP Server 構成ファイルを検索し、テキスト・エディタを使用して開き
ます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf

b. ServerNameディレクティブが、物理ホストではなく、仮想ホスト
（imhost.domain.comなど）に設定されていることを確認します。

c. httpd.conf構成ファイルを保存して閉じます。

d. 次のコマンドを使用して DCM を更新し、Oracle HTTP Server コンポーネントに対す
る変更を認識させます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl updateConfig -ct ohs -d -v

2. 次のコマンドを使用して、HTTPS プロトコルを介し SSL ポートで認証リクエストを受け入
れるように、OracleAS Single Sign-On を構成します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssocfg.bat https imhost.domain.com 4444

この例の内容は、次のとおりです。

� imhost.domain.com は HTTPS リクエスト用にロード・バランサで構成された仮想ホスト
のアドレスです。

� デフォルトの HTTPS リスナー・ポートは 4444ですが、インストールごとに異なる
ポートを指定できます。 ssl.conf構成ファイルの port 変数に割り当てられている値
を調べると、使用しているインストールの正しい値がわかります。

3. OracleAS Single Sign-On にインスタンスを再登録します。

次のように、ORACLE_HOME 環境変数を新しい 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS 
Single Sign-On の Oracle ホームに設定します。

set ORACLE_HOME=oracle_home_path

次に例を示します。

set ORACLE_HOME=C:¥ORACLE¥product¥IM_1014

次のコマンドを実行して、インスタンスを OracleAS Single Sign-On に再登録します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssoreg.bat
    -oracle_home_path orcl_home_path
    -site_name instance_name_you_specified_during_upgrade
    -config_mod_osso TRUE
    -mod_osso_url effective_URL_of_the_partner_application
    -u userid 

この例の内容は、次のとおりです。

� effective_URL_of_the_partner_application は、次の URL 形式です。

http://virtual_servername:load_blancer_ssl_port

� userid を Oracle 所有者に置き換えます。

この時点で、アップグレードした OracleAS Identity Management の Oracle ホームは、
OracleAS Metadata Repository データベースに対して実行する、完全な 10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Identity Management インスタンスであることに注意してください。ロード・バ
ランサは、まだこの新しいアップグレード済インスタンスのみを指しています。
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4. 次の手順を使用して、ディレクトリ・サーバーの Oracle Delegated Administration 
Services の orcldasurlbase属性を変更します。

a. Oracle Directory Manager（oidadmin）を起動し、Oracle Internet Directory に接続し
ます。

oidadminツールは、アップグレード先 Oracle ホームの次のディレクトリにありま
す。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥

ディレクトリ・サーバーに接続する場合は、「「「「SSL 有効」有効」有効」有効」チェック・ボックスを選択す
る必要があります。

b. システム・オブジェクト・ナビゲータで、次のように cn=OperationURLsエントリ
まで移動します。

Entry Management ->
  cn=OracleContext ->
     cn=Products -> 
        cn=DAS -> 
           cn=OperationURLs

c. cn=OperationURLsエントリを選択してから、Oracle Directory Manager ウィンドウ
の右側のペインにある「プロパティ」タブで、orcldasurl 属性の場所を確認します。 

d. Oracle Delegated Administration Services の SSL URL を参照するように、
orcldasurlbase属性を変更します。

https://virtual_server_name:load_balancer_ssl_listen_port

B.5.4.3.3 Oracle HTTP Server およびロード・バランサでおよびロード・バランサでおよびロード・バランサでおよびロード・バランサで SSL を使用していない場合の構成手順を使用していない場合の構成手順を使用していない場合の構成手順を使用していない場合の構成手順  
次の手順は、Oracle HTTP Server およびロード・バランサの両方が HTTPS プロトコルをリス
ニングするように構成されていない場合に適用されます。

1. 次のように Oracle HTTP Server リスナーを構成します。

a. 次の Oracle HTTP Server 構成ファイルを検索し、テキスト・エディタを使用して開き
ます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf

b. ServerNameディレクティブが、物理ホストではなく、仮想ホスト
（imhost.domain.comなど）に設定されていることを確認します。

c. httpd.conf構成ファイルを保存して閉じます。

d. 次のコマンドを使用して DCM を更新し、Oracle HTTP Server コンポーネントに対す
る変更を認識させます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl updateConfig -ct ohs -d -v

2. 次のコマンドを使用して、HTTPS プロトコルを介し SSL ポートで認証リクエストを受け入
れるように、OracleAS Single Sign-On を構成します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssocfg.bat http imhost.domain.com 7777

この例の内容は、次のとおりです。

� imhost.domain.com は HTTP リクエスト用にロード・バランサで構成されたアドレスで
す。 

� デフォルトの HTTP リスナー・ポートは 7777ですが、インストールごとに異なるポー
トを指定できます。 httpd.conf構成ファイルの port 変数に割り当てられている値を
調べると、使用しているインストールの正しい値がわかります。
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3. OracleAS Single Sign-On にインスタンスを再登録します。

次のように、ORACLE_HOME 環境変数を新しい 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS 
Single Sign-On の Oracle ホームに設定します。

set ORACLE_HOME=oracle_home_path

次に例を示します。

set ORACLE_HOME=C:¥ORACLE¥product¥IM_1014

次のコマンドを実行して、インスタンスを OracleAS Single Sign-On に再登録します。

ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssoreg.bat
    -oracle_home_path orcl_home_path
    -site_name instance_name_you_specified_during_upgrade
    -config_mod_osso TRUE
    -mod_osso_url effective_URL_of_the_partner_application
    -u userid 

この例の内容は、次のとおりです。

� effective_URL_of_the_partner_application は、次の URL 形式です。

http://virtual_servername:load_balancer_port

� userid を Oracle 所有者に置き換えます。

この時点で、アップグレードした OracleAS Identity Management の Oracle ホームは、
OracleAS Metadata Repository データベースに対して実行する、完全な 10g（10.1.4.0.1） 
OracleAS Identity Management インスタンスであることに注意してください。ロード・バ
ランサは、まだこの新しいアップグレード済インスタンスのみを指しています。

4. 次の手順を使用して、ディレクトリ・サーバーの Oracle Delegated Administration 
Services の orcldasurlbase属性を変更します。

a. Oracle Directory Manager（oidadmin）を起動し、Oracle Internet Directory に接続し
ます。

oidadminツールは、アップグレード先 Oracle ホームの次のディレクトリにありま
す。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥

b. システム・オブジェクト・ナビゲータで、次のように cn=OperationURLsエントリ
まで移動します。

Entry Management ->
  cn=OracleContext ->
     cn=Products -> 
        cn=DAS -> 
           cn=OperationURLs

c. cn=OperationURLsエントリを選択してから、Oracle Directory Manager ウィンドウ
の右側のペインにある「プロパティ」タブで、orcldasurl 属性の場所を確認します。 

d. Oracle Delegated Administration Services の URL を参照するように、
orcldasurlbase属性を変更します。

http://virtual_server_name:load_balancer_non_ssl_listen_port
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B.5.4.4 タスクタスクタスクタスク 4d: 最初の最初の最初の最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアッインスタンスのアッインスタンスのアッインスタンスのアッ
プグレードの終了プグレードの終了プグレードの終了プグレードの終了
次の手順を実行して、OracleAS Cluster（Identity Management）環境の最初の OracleAS 
Identity Management インスタンスのアップグレードを終了します。

1. 9.1.2.1 項「Application Server Control における OracleAS Single Sign-On および Oracle 
Delegated Administration Services の監視の有効化」の手順に従って、Oracle Enterprise 
Manager Application Server Control によるインスタンスの監視を有効にします。

2. アップグレード先 Oracle ホームの mod_oc4jロード・バランシング・ディレクティブを更
新します。

a. 次の構成ファイルを検索し、テキスト・エディタで開きます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥mod_oc4j.conf

b. mod_oc4j.confファイルの </IfModule>要素の前に、次の行を追加します。

Oc4jSelectMethod roundrobin:local

3. DCM 構成を更新します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl updateConfig -d -v

dcmctl updateConfigコマンドに -dおよび -v引数のみを使用して、DCM のすべて
のコンポーネント情報を更新することに注意してください。 また、このコマンドによって、
Oracle Identity Management の Oracle ホームの一部のプロセスが停止します。

4. Oracle Identity Management の Oracle ホームのすべてのプロセスを停止してから起動しま
す。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl stopall
DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

5. Oracle Application Server が、DCM 管理の OracleAS Cluster 全体の Web アプリケーショ
ンをステートフルな状態で維持できるようにするには、Web アプリケーション用にステー
ト・レプリケーションを構成する必要があります。 

ステート・レプリケーションを構成するのは、Oracle Delegated Administration Services
がインストールされている最初のノードに対してのみです。

OC4J_Security インスタンスのステート・レプリケーションを構成するには、次の手順を
実行します。

1. Application Server Control Console を使用して、Oracle Delegated Administration 
Services が含まれているインスタンスの Application Server のホームページに移動し
ます。

2. Application Server のホームページで、「「「「OC4J_SECURITY」」」」リンクをクリックします。

3. OC4J のホームページで、「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

4. 「インスタンス・プロパティ」領域で、「レプリケーション・プロパティ」「レプリケーション・プロパティ」「レプリケーション・プロパティ」「レプリケーション・プロパティ」リンクをク
リックします。

5. そのページの「Web アプリケーション」セクション（図 B-2）までスクロールします。

6. 「セッション状態レプリケーション」「セッション状態レプリケーション」「セッション状態レプリケーション」「セッション状態レプリケーション」チェック・ボックスを選択します。

オプションで、マルチキャスト・ホスト IP アドレスおよびポート番号を指定できま
す。 マルチキャスト・アドレスのホストおよびポートを指定しない場合、デフォルト
でホスト IP アドレス 230.230.0.1 およびポート番号 9127 になります。ホスト IP アドレ
スは、224.0.0.2 ～ 239.255.255.255 の間である必要があります。 HTTP および EJB マル
チキャスト・アドレスの両方に、同じマルチキャスト・アドレスを使用しないでくだ
さい。
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図図図図 B-2 Web のステート・レプリケーションの構成のステート・レプリケーションの構成のステート・レプリケーションの構成のステート・レプリケーションの構成

B.5.5 タスクタスクタスクタスク 5: Metadata Repository Upgrade Assistant によるによるによるによる OracleAS Metadata 
Repository 内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード

1. B.3.5 項「タスク 4: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード」
でアップグレードした OracleAS Identity Management インスタンス（Oracle Internet 
Directory を含む）が起動され、実行中であることを確認します。

実行中でない場合は、Identity Management インスタンス（Oracle Internet Directory を含
む）を次のように起動します。

ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

2. 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレード」の説明に従っ
て、新しくアップグレードしたデータベースで Metadata Repository をアップグレードし
ます。ただし、次の例外があります。

MRUA コマンドラインで、oid_hostおよび oid_ssl_port引数のかわりにロード・バ
ランサのアドレスを入力します。 

-oid_host引数および -oid_ssl_port引数の値は、Identity Management の Oracle
ホームにある次の構成ファイルに定義済の対応するプロパティの値と一致する必要がある
ことに注意してください。

IDENTITY_MANAGEMENT_HOME¥config¥ias.properties

次に例を示します。

OIDhost=sys42.acme.com
OIDsslport=636

3. MRUA の処理が終了したら、8.3 項「タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグ
レードの成功の確認」の説明に従って、スキーマがアップグレードされたことを確認しま
す。

注意注意注意注意 : マルチキャスト・アドレスを選択する場合は、そのアドレスが次の
Web サイトに示されているアドレスと競合しないことを確認してください。

http://www.iana.org/assignments/multicast-addresses

また、アドレスの下位 23 ビットがローカル・ネットワークの制御ブロック
（224.0.0.0～ 224.0.0.255）と同じである場合も、競合が発生する可能
性があります。 この問題を回避するには、アドレスの下位 23 ビットがこの範
囲のアドレスとは異なるビットを持つアドレスを指定します。
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B.5.6 タスクタスクタスクタスク 6: 後続の後続の後続の後続の OracleAS Cluster（（（（Identity Management）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの
インストールインストールインストールインストール

クラスタ内の最初の OracleAS Identity Management インスタンスをアップグレードし、
OracleAS Metadata Repository をアップグレードした後、追加の OracleAS Identity 
Management インスタンスを OracleAS Cluster（Identity Management）にインストールできま
す。

1. 最初の OracleAS Identity Management インスタンスで、Oracle Internet Directory が起動
され、実行中であることを確認します。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびリスナーが起動され、実行中であるこ
とを確認します。

3. 最初の Identity Management インスタンスのみにトラフィックが転送されるようにロー
ド・バランサが構成されていることを確認します。

4. Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの後続ノードにおける OracleAS 
Cluster（Identity Management）のインストールの項にある次の手順を実行して、新しい
10g（10.1.4.0.1） OracleAS Identity Management の Oracle ホームをインストールします。

5. ロード・バランサを再構成し、インストールをテストします。

後続の OracleAS Identity Management の Oracle ホームが正常にインストールされた後、
リクエストが新しいインスタンスにルーティングされるようにロード・バランサを構成し
ます。

6. クラスタに含める追加および後続の OracleAS Identity Management インストールについ
て、この手順を繰り返します。

B.5.7 タスクタスクタスクタスク 7: アップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証および 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の
Oracle ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄

クラスタ内の最初の Oracle Identity Management インスタンスをアップグレードし、残りのク
ラスタ・メンバーを追加した後、アップグレードが成功したことを確認してから、10g リリー
ス 2（10.1.2）の Oracle ホームを破棄できます。

詳細は、第 10 章「アップグレードの検証および ソース Oracle ホームの破棄」を参照してくだ
さい。

B.6 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）））） 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2））））
の分散構成のアップグレードの分散構成のアップグレードの分散構成のアップグレードの分散構成のアップグレード

次の項では、OracleAS Cluster（Identity Management）の分散環境を 10g リリース 2（10.1.2）
から 10g（10.1.4.0.1）にアップグレードする方法について説明します。

� タスク 1: 分散 OracleAS Cluster（Identity Management）のアップグレード要件の確認

� タスク 2: 分散環境のための OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベー
スのアップグレード

� タスク 3: 分散環境における 10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2.0.2）へのアップグ
レード（必要な場合）

� タスク 4: 分散環境内の最初の Oracle Internet Directory の Oracle ホームのアップグレード

� タスク 5: 最初の OracleAS Single Sign-On の Oracle ホームのアップグレード

� タスク 6: Metadata Repository Upgrade Assistant による OracleAS Metadata Repository 内
のコンポーネント・スキーマのアップグレード

� タスク 7: 後続の Oracle Internet Directory インスタンスのインストール

� タスク 8: 後続の OracleAS Single Sign-On インスタンスのインストール

� タスク 9: アップグレードの検証および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄
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B.6.1 タスクタスクタスクタスク 1: 分散分散分散分散 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード）のアップグレード
要件の確認要件の確認要件の確認要件の確認

次の項では、10g リリース 2（10.1.2）の分散 OracleAS Cluster（Identity Management）構成か
ら 10g（10.1.4.0.1）の分散 OracleAS Cluster（Identity Management）構成にアップグレードす
るために、満たす必要がある要件について説明します。

� OracleAS Identity Management の構成要件

� 同じ場所に配置された OracleAS Identity Management と分散 OracleAS Identity 
Management の要件

� OracleAS Metadata Repository の記憶域要件

� OracleAS Cluster（Identity Management）のバックアップ要件

B.6.1.1 OracleAS Identity Management の構成要件の構成要件の構成要件の構成要件
この手順を実行する前に、アップグレードする Identity Management インスタンスは、Oracle 
Application Server のインストレーション・ガイドの「高可用性環境へのインストール : 
OracleAS Cluster（Identity Management）」に示す手順を使用してインストールされた 10g リ
リース 2（10.1.2）のインスタンスである必要があることに注意してください。

B.6.1.2 分散分散分散分散 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）構成のアップグレード）構成のアップグレード）構成のアップグレード）構成のアップグレード
の要件の要件の要件の要件
OracleAS Identity Management は、別々にインストールすることも可能なコンポーネントで構
成されています。

� Oracle Internet Directory（OID）

� OracleAS Single Sign-On（SSO）

� Oracle Delegated Administration Services（DAS）

� Oracle Directory Integration Platform（DIP）

この手順には、Oracle Application Server Certificate Authority（OCA）のサポートは含まれて
いません。

この手順では、Identity Management コンポーネントが 2 つの層に分散している分散分散分散分散 OracleAS 
Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）インストールをアップグレードする方
法について説明します。 1 つの層には Oracle Application Server Single Sign-On および Oracle 
Delegated Administration Services コンポーネントが含まれ、別の層には Oracle Internet 
Directory および Oracle Directory Integration Platform コンポーネントが含まれています。

分散 OracleAS Cluster（Identity Management）構成を使用すると、DMZ や、ファイアウォー
ルの内側にある内部ネットワーク上の Oracle Internet Directory に、OracleAS Single Sign-On
および Oracle Delegated Administration Services コンポーネントをインストールできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : すべての Identity Management コンポーネントが 1 つの Oracle
ホームにインストールされている同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された同じ場所に配置された OracleAS Identity 
Management 構成のアップグレードについては、B.5 項「OracleAS Cluster

（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）の同じ場所に配置された構
成のアップグレード」を参照してください。
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図 B-3 に、このような分散 OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2（10.1.2）
の環境を示します。

図図図図 B-3 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の分散）の分散）の分散）の分散 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のアップグ）のアップグ）のアップグ）のアップグ

レード時の構成レード時の構成レード時の構成レード時の構成

B.6.1.3 OracleAS Metadata Repository の記憶域要件の記憶域要件の記憶域要件の記憶域要件
この手順では、OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースが Oracle Real 
Application Clusters（RAC）データベースであることを前提としています。この項で説明する
手順は、特に 2 ノードの RAC 環境でテストされています。ただし、この手順は、次の環境にも
適用できることを前提としています。

� 単一インスタンス・データベース

� 3 つ以上のノードで構成される Real Application Clusters データベース

Real Application Clusters には、共有記憶域構成という要件があります。共有ボリュームの実装
はベンダーに固有です。この項の手順は、すべてのオペレーティング・システムおよびクラス
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タに適用できますが、Linux 環境で開発およびテストされています。特に、次の共有記憶域オ
プションがサポートされています。

� RAW デバイス

� クラスタ・ファイルシステム（Linux の OCFS など）

� ネットワーク・ファイルシステム（サポート対象 NAS デバイスなど）

クラスタおよびボリューム管理ソフトウェアはベンダー固有ですが、この項に示す手順および
考慮事項は、特に、Oracle の自動ストレージ管理（ASM）を必要に応じて実行するユーザーに
適用できます。

B.6.1.4 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件）のバックアップ要件
この変換手順を開始する前に、Oracle ホームと、OracleAS Metadata Repository および
OracleAS Identity Management インスタンスの関連ディレクトリの完全なバックアップを実行
します。

また、すべてのプロセスを停止し、中間層および Infrastructure の Oracle ホームの完全なコー
ルド・データベース・バックアップを実行します。

B.6.2 タスクタスクタスクタスク 2: 分散環境のための分散環境のための分散環境のための分散環境のための OracleAS Metadata Repository をホスティングをホスティングをホスティングをホスティング
するデータベースのアップグレードするデータベースのアップグレードするデータベースのアップグレードするデータベースのアップグレード

OracleAS Cluster（Identity Management）にアップグレードするには、OracleAS Metadata 
Repository をホスティングするデータベースを、サポートされるデータベースにアップグレー
ドする必要があります。

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースのアップグレード手順の詳細
は、第 6 章「OracleAS Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレー
ド」を参照してください。

B.6.3 タスクタスクタスクタスク 3: 分散環境における分散環境における分散環境における分散環境における 10g（（（（9.0.4）中間層の）中間層の）中間層の）中間層の 10g リリースリリースリリースリリース 2
（（（（10.1.2.0.2）へのアップグレード（必要な場合））へのアップグレード（必要な場合））へのアップグレード（必要な場合））へのアップグレード（必要な場合）

一部のアップグレード・シナリオでは、Oracle Application Server 環境の 10g（9.0.4）中間層を
10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードする必要がある場合があります。

詳細は、第 5 章「10g（9.0.4）中間層の 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレード」を参照
してください。

B.6.4 タスクタスクタスクタスク 4: 分散環境内の最初の分散環境内の最初の分散環境内の最初の分散環境内の最初の Oracle Internet Directory のののの Oracle ホームのホームのホームのホームの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

OracleAS Metadata Repository をホスティングするデータベースがサポートされるリリースに
アップグレードされ、中間層が 10g リリース 2（10.1.2）にアップグレードされた後、
Rack-Mounted Identity Management 構成で最初の OracleAS Identity Management の Oracle
ホームをアップグレードできます。

最初の OracleAS Identity Management の Oracle ホームをアップグレードすると、OracleAS 
Metadata Repository の OracleAS Identity Management スキーマもアップグレードされます。

分散 OracleAS Cluster（Identity Management）構成では、複数の OracleAS Single Sign-On イ
ンスタンスが一緒に Distributed Configuration Management（DCM）クラスタでクラスタ化さ

注意注意注意注意 : データベース・パッチ・セットを適用するときは、ご使用のプラット
フォームに固有のパッチ・セットの README を必ず確認してください。
パッチ・セットのインストール手順はプラットフォームごとに大きく異なる
場合があります。たとえば、Linux などの一部のプラットフォームでは、
パッチ・セットのインストールを進める前に、特定のバージョンの Oracle 
Universal Installer のインストールが必要な場合があります。
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れていることに注意してください。これによって、すべての Identity Management インスタン
スにおける様々な Identity Management コンポーネントの構成間での同期が保証されます。

最初の Oracle Internet Directory の Oracle ホームをアップグレードするには、次の手順を実行
します。

1. 環境内のその他の OracleAS Identity Management インスタンスが停止していることを確認
します。

最初にアップグレードする Oracle Internet Directory インスタンスのみが起動され、実行中
である必要があります。必要に応じて、その他の OracleAS Identity Management インスタ
ンスを停止します。

2. アップグレードする OracleAS Identity Management インスタンスのみにトラフィックが転
送されるように Oracle Internet Directory ロード・バランサを構成します。

アップグレードする Oracle Internet Directory インスタンスのみにすべてのリクエストが転
送される必要があります。 環境内のその他の OracleAS Identity Management インスタンス
は停止する必要があります。

3. Oracle Universal Installer および Oracle Application Server 10g（10.1.4.0.1）のインストー
ル手順を使用して、Oracle Internet Directory インスタンスをアップグレードします。

最初の Oracle Internet Directory インスタンスのアップグレード手順の詳細は、7.5.3 項
「分散 OracleAS Identity Management 構成のアップグレード」を参照してください。

4. ご使用の OracleAS Identity Management 環境に適用されるアップグレード後の手順がある
場合は、それを実行します。

詳細は、9.2 項「タスク 2: Oracle Internet Directory のアップグレード後の手順の実行」を
参照してください。

B.6.5 タスクタスクタスクタスク 5: 最初の最初の最初の最初の OracleAS Single Sign-On のののの Oracle ホームのアップグレードホームのアップグレードホームのアップグレードホームのアップグレード
表 B-6 に示す手順に従い、分散 OracleAS Cluster（Identity Management） 10g リリース 2

（10.1.2）環境で最初の OracleAS Single Sign-On の Oracle ホームをアップグレードします。

注意注意注意注意 : 分散 OracleAS Cluster（Identity Management）環境をアップグレー
ドしている場合、アップグレードする最初の OracleAS Identity Management
インスタンスは、OracleAS Single Sign-On の Oracle ホームのいずれかに対
応するものである必要があります。

表表表表 B-6 分散分散分散分散 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）環境で最初の）環境で最初の）環境で最初の）環境で最初の OracleAS Single Sign-On
のののの Oracle ホームのアップグレードに必要な手順ホームのアップグレードに必要な手順ホームのアップグレードに必要な手順ホームのアップグレードに必要な手順

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

1 アップグレードする OracleAS 
Single Sign-On インスタンスを起動

します。

最初にアップグレードした Oracle Internet Directory
インスタンスと、次にアップグレードを予定している
現行の OracleAS Single Sign-On インスタンスのみが

起動され、実行中である必要があります。必要に応じ
て、その他の OracleAS Identity Management インス

タンスを停止します。

2 アップグレードする OracleAS 
Identity Management インスタンス

のみにトラフィックが転送されるよ
うに OracleAS Single Sign-On ロー

ド・バランサを構成します。

アップグレードする OracleAS Single Sign-On インス

タンスのみにすべてのリクエストが転送される必要が
あります。 環境内のその他の OracleAS Single Sign-On
インスタンスは停止する必要があります。
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B.6.6 タスクタスクタスクタスク 6: Metadata Repository Upgrade Assistant によるによるによるによる OracleAS Metadata 
Repository 内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード内のコンポーネント・スキーマのアップグレード

1. B.3.5 項「タスク 4: 最初の OracleAS Identity Management インスタンスのアップグレード」
でアップグレードした OracleAS Identity Management インスタンス（Oracle Internet 
Directory を含む）が起動され、実行中であることを確認します。

実行中でない場合は、Identity Management インスタンス（Oracle Internet Directory を含
む）を次のように起動します。

ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

2. 第 8 章「MRUA による OracleAS Metadata Repository のアップグレード」の説明に従っ
て、新しくアップグレードしたデータベースで Metadata Repository をアップグレードし
ます。ただし、次の例外があります。

MRUA コマンドラインで、oid_hostおよび oid_ssl_port引数のかわりにロード・バ
ランサのアドレスを入力します。 

-oid_host引数および -oid_ssl_port引数の値は、Identity Management の Oracle
ホームにある次の構成ファイルに定義済の対応するプロパティの値と一致する必要がある
ことに注意してください。

IDENTITY_MANAGEMENT_HOME¥config¥ias.properties

次に例を示します。

OIDhost=sys42.acme.com
OIDsslport=636

3. MRUA の処理が終了したら、8.3 項「タスク 3: OracleAS Metadata Repository のアップグ
レードの成功の確認」の説明に従って、スキーマがアップグレードされたことを確認しま
す。

3 Oracle Universal Installer および
Oracle Application Server 10g

（10.1.4.0.1）のインストール手順を

使用して、OracleAS Single 
Sign-On インスタンスをアップグ

レードします。

最初の OracleAS Single Sign-On インスタンスのアッ

プグレード手順の詳細は、7.5.3 項「分散 OracleAS 
Identity Management 構成のアップグレード」を参照

してください。

4 OracleAS Single Sign-On の Oracle
ホームに適用されるアップグレード
後の手順がある場合は、それを実行
します。

詳細は、9.3 項「タスク 3: OracleAS Single Sign-On の

アップグレード後の手順の実行」を参照してくださ
い。

5 OracleAS Single Sign-On インスタ

ンスが属する DCM クラスタを再構

成します。

B.5.4.2 項「タスク 4b: DCM クラスタの再構成」を参

照し、その項に定義されている手順を OracleAS 
Single Sign-On の Oracle ホームで実行します。

6 新しくアップグレードした
OracleAS Single Sign-On インスタ

ンスと連携するように、Oracle 
HTTP Server および OracleAS 
Single Sign-On を構成します。

B.5.4.3 項「タスク 4c: Oracle HTTP Server および

OracleAS Single Sign-On の構成」を参照し、その項

に定義されている手順を OracleAS Single Sign-On の

Oracle ホームで実行します。

7 最初の OracleAS Single Sign-On の

Oracle ホームのアップグレードを

完了します。

B.5.4.4 項「タスク 4d: 最初の OracleAS Identity 
Management インスタンスのアップグレードの終了」

を参照し、その項の手順を OracleAS Single Sign-On
の Oracle ホームで実行します。

表表表表 B-6 分散分散分散分散 OracleAS Cluster（（（（Identity Management）環境で最初の）環境で最初の）環境で最初の）環境で最初の OracleAS Single Sign-On
のののの Oracle ホームのアップグレードに必要な手順（続き）ホームのアップグレードに必要な手順（続き）ホームのアップグレードに必要な手順（続き）ホームのアップグレードに必要な手順（続き）

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報
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B.6.7 タスクタスクタスクタスク 7: 後続の後続の後続の後続の Oracle Internet Directory インスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストール
最初の Oracle Internet Directory インスタンス、最初の OracleAS Single Sign-On インスタンス
および OracleAS Metadata Repository をアップグレードした後で、2 つ目の Oracle Internet 
Directory および Oracle Delegated Administration Services インスタンスを OracleAS Cluster

（Identity Management）にインストールできます。

1. 最初の OracleAS Identity Management インスタンスで、最初の Oracle Internet Directory
が起動され、実行中であることを確認します。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびリスナーが起動され、実行中であるこ
とを確認します。

3. 最初の Oracle Internet Directory インスタンスのみにトラフィックが転送されるように
Oracle Internet Directory ロード・バランサが構成されていることを確認します。

4. Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「後続のノードへの OracleAS 
Cluster（Identity Management）のインストール」に示す Oracle Internet Directory に固有
の手順に従って、新しい 10g（10.1.4.0.1）の Oracle Internet Directory の Oracle ホームを
インストールします。

この手順には、Oracle Universal Installer の実行と、新しい 10g（10.1.4.0.1）の Oracle 
Internet Directory および Oracle Delegated Administration Services の Oracle ホームのイン
ストールが含まれています。 インストール中は、インストール・プロンプトに応答します。 
特に、次の項目は確実に実行してください。

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「「「「Oracle Identity Management」」」」を選択しま
す。

� 「構成オプションの選択」画面で、次の操作を実行します。

– 「「「「Oracle Internet Directory」」」」を選択する。 「Oracle Application Server Single 
Sign-On」は選択しない。

– 「「「「Oracle Application Server Delegated Administration Services」」」」は選択しない。

– 「「「「Oracle Directory Integration Platform」」」」を選択する（このコンポーネントが必
要な場合）。

– 「「「「Oracle Application Server Certificate Authority (OCA)」」」」は選択しない。

– 「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」を選択する。

5. ロード・バランサを再構成し、インストールをテストします。

後続の Oracle Internet Directory の Oracle ホームが正常にインストールされた後、リクエ
ストが新しいインスタンスにルーティングされるようにロード・バランサを構成します。

6. クラスタに含める追加および後続の Oracle Internet Directory インストールについて、この
手順を繰り返します。

B.6.8 タスクタスクタスクタスク 8: 後続の後続の後続の後続の OracleAS Single Sign-On インスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストールインスタンスのインストール
最初の Oracle Internet Directory インスタンス、最初の OracleAS Single Sign-On インスタンス、
OracleAS Metadata Repository をアップグレードし、後続の Oracle Internet Directory インスタ
ンスをインストールした後で、後続の OracleAS Single Sign-On インスタンスを OracleAS 
Cluster（Identity Management）にインストールできます。

1. Oracle Internet Directory インスタンスおよび最初の OracleAS Single Sign-On が起動され、
実行中であることを確認します。

2. OracleAS Metadata Repository データベースおよびリスナーが起動され、実行中であるこ
とを確認します。

3. 最初の OracleAS Single Sign-On インスタンスのみにトラフィックが転送されるように
OracleAS Single Sign-On ロード・バランサが構成されていることを確認します。
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4. Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの「後続のノードへの OracleAS 
Cluster（Identity Management）のインストール」に示す OracleAS Single Sign-On に固有
の手順に従って、新しい 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Single Sign-On の Oracle ホームを
インストールします。

この手順には、Oracle Universal Installer の実行と、新しい 10g（10.1.4.0.1）の Oracle 
Internet Directory および Oracle Delegated Administration Services の Oracle ホームのイン
ストールが含まれています。 インストール中は、インストール・プロンプトに応答します。 
特に、次の項目は確実に実行してください。

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「「「「Oracle Identity Management」」」」を選択しま
す。

� 「構成オプションの選択」画面で、次の操作を実行します。

– 「「「「Oracle Internet Directory」」」」は選択しない。 

– 「Oracle Application Server Single Sign-On」を選択する。

– 「「「「Oracle Application Server Delegated Administration Services」」」」を選択する。

– 「「「「Oracle Directory Integration Platform」」」」を選択する（このコンポーネントが必
要な場合）。

– 「「「「Oracle Application Server Certificate Authority (OCA)」」」」は選択しない。

– 「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」「高可用性およびレプリケーション」を選択する。

� 「Oracle Application Server クラスタ (ID 管理 ) の作成または追加」ページで、「既存の「既存の「既存の「既存の
クラスタに追加」クラスタに追加」クラスタに追加」クラスタに追加」を選択します。

� 「既存の Oracle Application Server クラスタ名の指定」画面で、追加する Oracle 
Identity Management クラスタの名前を入力します。

� 「HTTP ロード・バランサのホストおよびポートの指定」画面で、クラスタ内のすべて
の OracleAS Single Sign-On ノードに必ず同じ値を入力します。

– HTTP リスナーリスナーリスナーリスナー : ポートポートポートポート : Oracle HTTP Server がリスニングするポート番号を入力
します。 SSL 有効有効有効有効 : このポートに対し SSL 用に Oracle HTTP Server を構成する場
合に選択します。

– HTTP ロード・バランサロード・バランサロード・バランサロード・バランサ : ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 : ロード・バランサで構成される HTTP 仮想
サーバーの名前を入力します。 ロード・バランサで構成した仮想サーバーと同じ
名前を入力します。

– HTTP ロード・バランサロード・バランサロード・バランサロード・バランサ : ポートポートポートポート : HTTP 仮想サーバーのポートを入力します。 
SSL 有効有効有効有効 : このポートが SSL 通信専用である場合に選択します。

5. ロード・バランサを再構成し、インストールをテストします。

後続の Oracle Internet Directory の Oracle ホームが正常にインストールされた後、リクエ
ストが新しいインスタンスにルーティングされるようにロード・バランサを構成します。

6. クラスタに含める追加および後続の Oracle Internet Directory インストールについて、この
手順を繰り返します。

B.6.9 タスクタスクタスクタスク 9: アップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証およびアップグレードの検証および 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の
Oracle ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄

クラスタ内の最初の Oracle Identity Management インスタンスをアップグレードし、残りのク
ラスタ・メンバーを追加した後、アップグレードが成功したことを確認してから、10g リリー
ス 2（10.1.2）の Oracle ホームを破棄できます。

詳細は、第 10 章「アップグレードの検証および ソース Oracle ホームの破棄」を参照してくだ
さい。
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データ移行によるデータ移行によるデータ移行によるデータ移行による OracleAS Identity

Management のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

次の項では、OracleAS Identity Management 環境のアップグレードにおける、もう一つの方法
について説明します。

� データ移行による手順と標準的な OracleAS Identity Management アップグレードの手順と
の相違点

� データ移行による OracleAS Identity Management のアップグレード
ード C-1



データ移行による手順と標準的な OracleAS Identity Management アップグレードの手順との相違点
C.1 データ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的な OracleAS Identity 
Management アップグレードの手順との相違点アップグレードの手順との相違点アップグレードの手順との相違点アップグレードの手順との相違点

この章に示す手順を使用する前に、表 C-1 を確認してください。この表には、データ移行によ
る手順と、第 7 章「Oracle Universal Installer による Oracle Identity Management の アップグ
レード」に示したより標準的な OracleAS Identity Management アップグレードの手順との相違
点が示されています。

この表に従って、必ず OracleAS Identity Management 環境に最適なアップグレード手順を使用
してください。

表表表表 C-1 データ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的なデータ移行による手順と標準的な OracleAS Identity Management アップグレードの手順のアップグレードの手順のアップグレードの手順のアップグレードの手順の
比較比較比較比較

標準的な標準的な標準的な標準的な OracleAS Identity Management アッアッアッアッ
プグレードプグレードプグレードプグレード データ移行によるアップグレードデータ移行によるアップグレードデータ移行によるアップグレードデータ移行によるアップグレード

Oracle Universal Installer を使用して、次の操作

を自動的に実行します。

1. OracleAS Metadata Repository データベー

スのアップグレード

2. 新しい OracleAS Identity Management の
Oracle ホームのインストール

3. OracleAS Metadata Repository 内の

OracleAS Identity Management スキーマの

アップグレード

4. 新しい OracleAS Identity Management の
Oracle ホームへの構成データのコピー

1. Oracle Universal Installer を使用して、

Oracle Internet Directory、OracleAS Single 
Sign-On および必要な OracleAS Metadata 
Repository を含む新しい OracleAS Identity 
Management 環境をインストールします。

2. コマンドライン・ツールを使用してソース
OracleAS Identity Management 環境の

Oracle Identity Management データを手動

でエクスポートします。さらに、コマンド
ライン・ツールを使用してデータをアップ
グレード先 Oracle Identity Management 10g

（10.1.4.0.1）データベースにリストアしま

す。

アップグレード・タスクはすべて同一のプラッ
トフォーム上の 1 つのホストで実行されます。

OracleAS Identity Management のデータを 1 つ

のホストから別のホストへ移行したり、データ
を 1 つのプラットフォームから別のプラット

フォームへ（たとえば UNIX から Microsoft 
Windows へ）移行できます。

アップグレード後は、アップグレード先の
Oracle ホームを使用します。元のソース Oracle
ホームは廃棄されます。

データの移行後も、ソース・インストールと
アップグレード先インストールの両方を継続し
て使用できます。ソース・インストールはその
ままの状態で残されます。

このアップグレードは、以前のリリースから新
しいリリースにアップグレードする場合にのみ
使用できます。

この手順は、Oracle Application Server の新しい

リリースにアップグレードする場合か、あるい
は同一のリリースのインストール間でデータを
移動する場合に使用できます。

アップグレード中は、OracleAS Identity 
Management のサービスが停止します。

このアップグレード中は、停止時間は不要です。
ただし、Oracle Internet Directory 内のデータが

バックアップされている間は、このディレクト
リが読取り専用モードになる必要があります。

手順の多くが自動化されているため、このアッ
プグレードは比較的迅速に行われ、短い時間で
実行されます。

手順の多くが手動で実行されるため、このアッ
プグレード手順は標準的な OracleAS Identity 
Management のアップグレードよりも時間がか

かります。
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C.2 データ移行によるデータ移行によるデータ移行によるデータ移行による OracleAS Identity Management のアップグのアップグのアップグのアップグ
レードレードレードレード

データの移行による方法を使用して OracleAS Identity Management をアップグレードするに
は、次の手順を実行します。

タスクタスクタスクタスク 1  新しく完全な新しく完全な新しく完全な新しく完全な 10g（（（（10.1.4.0.1）の）の）の）の OracleAS Identity Management 環境のインス環境のインス環境のインス環境のインス
トールトールトールトール

Oracle Application Server のインストレーション・ガイドに示されている、サポートされてい
る OracleAS Identity Management のトポロジのうち任意のものをインストールできます。新し
い 10g（10.1.4.0.1）の OracleAS Identity Management 環境には、独自の OracleAS Metadata 
Repository とデータベースが含まれている必要があります。

新しい OracleAS Identity Management 環境をインストールおよび構成する際には、次の要件を
確認します。

� インストール中に選択するデータベース名がソース環境のデータベースと競合しない。

� データの移行が完了するまでは、他の Application Server コンポーネントを新しい Identity 
Management インスタンスに対してインストールしない。

� データの移行が完了するまでは、ユーザー・データをロードしない。

� すべての Identity Management コンポーネントが円滑に機能していることをテストし、確
認する。

インストール中、この新しいインストールで指定する Application Server インスタンスの名前、
ias_adminパスワードおよび systemデータベース・ユーザー・パスワードを記録しておき
ます。 この情報は、アップグレード手順の後半で使用します。 

タスクタスクタスクタスク 2  ソース環境のソース環境のソース環境のソース環境の OracleAS Identity Management データのバックアップデータのバックアップデータのバックアップデータのバックアップ

1. Oracle Internet Directory を読取り専用モードに設定します。

a. LDIF ファイル（mod.ldifなど）を次に示す内容で作成します。

dn:
changetype : modify
replace: orclservermode
orclservermode: ro

b. 次のコマンドを実行して、LDIF ファイルを実行します。

SOURCE_ORACLE_HOME\bin\ldapmodify
    -h source_oid_host
    -p port
    -D cn=orcladmin 
    -w orcladmin_password
    -v 
    -f mod.ldif

Oracle Internet Directory を読取り専用モードに設定することは必須ではありませんが、こ
のディレクトリを読取り専用モードに設定しなかった場合、このディレクトリのバック
アップ中に変更が行われても、バックアップにはその変更が含まれません。

2. 次のコマンドを使用して、Oracle Internet Directory をバックアップします。

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldifwrite 
        -c db_connect_string 
        -b "cn=oraclecontext"
        -f bkp1.ldif
SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldifwrite 
        -c db_connect_string 
        -b "dc=com"
        -f bkp2.ldif
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この例では、db_connect_string を Oracle Internet Directory のデータベース接続文字列に置
き換えます。この文字列は、指定しなかった場合は、デフォルトで ORACLE_SID 環境変
数の値になります。

また、この例では、dc=comはサブスクライバのルートであると想定しています。追加の
サブスクライバがある場合は、各サブスクライバのルートについて、同等の ldifwrite
コマンドを実行します。

3. bkp1.ldifと bkp2.ldifを、たとえば bkp.ldifという 1 つのファイルにマージし、
後でこのファイルをアップグレード先の新しい Oracle Internet Directory にロードできるよ
うに、既知の場所に保存します。

4. ソース Oracle Internet Directory を再度読取り / 書込みモードに設定します。

a. LDIF ファイル（modrw.ldifなど）を次に示す内容で作成します。

dn:
changetype : modify
replace: orclservermode
orclservermode: rw

b. 次のコマンドを実行して、LDIF ファイルを実行します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapmodify 
    -h source_oid_host
    -p port
    -D cn=orcladmin 
    -w orcladmin_password
    -v 
    -f modrw.ldif

タスクタスクタスクタスク 3  ソース環境のソース環境のソース環境のソース環境の OracleAS Single Sign-On データのバックアップデータのバックアップデータのバックアップデータのバックアップ

次のコマンドを使用して、OracleAS Single Sign-On のデータをバックアップします。

SOURCE_ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssomig
    -export
    -s orasso
    -p source_database_orasso_schema_password
    -c source_SSO_database_connect_string
    -log_d full_log_directory_path

この例の内容は、次のとおりです。

� source_database_orasso_schema_password を OracleAS Single Sign-On のデータベース・スキー
マ・パスワードに置き換えます。 

このパスワードは、OracleAS Infrastructure のインストール時にランダム化されます。 パス
ワードを取得するには、『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』の付録
B を参照してください。

� source_SSO_database_connect_string を OracleAS Single Sign-On データベースのサービス名
に置き換えます。

� full_log_directory_path をログ・ディレクトリの名前に置き換えます。 

このディレクトリは書込み可能である必要があります。ログ・ファイル、エクスポート構
成ファイルおよびダンプ・ファイルがここに書き込まれます。スクリプトを実行する際は、
このディレクトリの絶対パスを使用します。デフォルトは ORACLE_HOME/sso/logです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Identity Management ユーザー・リファレンス』の
ldifwrite に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』のス
クリプトのエクスポートとインポートの構文とパラメータに関する項を参照
してください。
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タスクタスクタスクタスク 4  データを移行するためのアップグレード先データを移行するためのアップグレード先データを移行するためのアップグレード先データを移行するためのアップグレード先 OracleAS Identity Management のののの
Oracle ホームの準備ホームの準備ホームの準備ホームの準備

1. ソース OracleAS Identity Management インスタンスからデータを移行した後にアップグ
レード先 OracleAS Identity Management のローカル登録情報をリストアできるように、そ
れらの登録情報をバックアップします。

このバックアップ・ファイルに保存されるデータには、新しい 10g（10.1.4.0.1）の
ORASSO スキーマのパスワードが含まれていることに注意してください。 このパスワード
は、この手順で作成するバックアップ登録 LDIF ファイルから取得することになります。

ORASSO パスワードなど、ローカル登録情報をバックアップするには、次のコマンドを入
力します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥remtool
   -backupmetadata 
   -replica oidhost:oidport/repdnpwd 
   -bkup ldiffilename

この例の内容は、次のとおりです。

� oidhost をアップグレード先 Oracle Internet Directory のホスト名に置き換えます。

� oidport をアップグレード先 Oracle Internet Directory がリスニングしているポートに置
き換えます。

� repdnpwd をアップグレード先 Oracle Internet Directory のレプリケーション DN パス
ワードに置き換えます。このパスワードは、デフォルトでは、インストール後の
cn=orcladminのパスワードと同じになります。

� ldiffilename を、バックアップされた登録データが含まれる ldifファイルの名前に置き
換えます。

2. アップグレード先 OracleAS Identity Management のスキーマとソース OracleAS Identity 
Management のスキーマをマージします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥schemasync
    -srchost source_oid_hostname
    -srcport source_oid_port_number
    -srcdn source_oid_privileged_DN
    -srcpwd source_oid_privileged_DN_password
    -dsthost destination_oid_hostname
    -dstport destination_oid_port
    -dstdn destination_oid_privileged_dn
    -dstpwd destination_oid_privileged_DN_password
    -ldap

この例では、source_oid_privileged_DN および destination_oid_privileged_DN を、ディレクト
リにバインドするために使用されたユーザーの識別名に置き換えます。このユーザーは、
たとえばスーパー・ユーザー（cn=orcladmin）であるなど、ディレクトリ・スキーマを
変更する権限を持っている必要があります。

-ldapパラメータはオプションです。-ldapパラメータを含めている場合は、スキーマの
変更がソース Oracle Internet Directory からアップグレード先 Oracle Internet Directory へ
直接適用されます。-ldapパラメータを含めていない場合は、新しい属性定義が次の
LDIF ファイルに保存されます。

ORACLE_HOME¥ldap¥odi¥data¥attributetypes.ldif

また、オブジェクト・クラス定義が次の LDIF ファイルに保存されます。

ORACLE_HOME¥ldap¥odi¥data¥objectclasses.ldif

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Identity Management ユーザー・リファレンス』の
remtool に関する項を参照してください。
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スキーマの同期中に発生したエラーは、次のログ・ファイルに記録されます。

ORACLE_HOME/ldap¥odi¥log¥attributetypes.log
ORACLE_HOME/ldap¥odi¥log¥objectclasses.log

3. OPMN を使用して、アップグレード先 Oracle ホームで Oracle Internet Directory を停止し
ます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

4. 次のコマンドを実行して、アップグレード先 Oracle Internet Directory から競合するデータ
をクリーンアップします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥bulkdelete
    connect="db_connect_string"
    basedn="cn=OracleContext"
DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥bulkdelete
    connect="db_connect_string"
    basedn="dc=com"

この例では、dc=comはサブスクライバのルートであると想定しています。追加のサブス
クライバがある場合は、各追加サブスクライバのルートについて、同等の bulkdeleteコ
マンドを実行します。

タスクタスクタスクタスク 5  アップグレード先アップグレード先アップグレード先アップグレード先 Oracle Internet Directory へのソースへのソースへのソースへのソース Oracle Internet Directory
データのロードデータのロードデータのロードデータのロード

1. bkp.ldifファイルをアップグレード先ホストにコピーします。これには、適切なファイ
ル転送方法（FTP など）を使用します。

2. LDIF ファイルで、ディレクトリ・スキーマに定義されていない ACL 属性をコメント化し
ます。

10g（10.1.4.0.1）のリリースでは、Oracle Internet Directory に、アクセス制御リスト
（orclaciおよび orclentrylevelaci属性）のの制限が新しく追加されました。 具体的
には、ディレクトリ・スキーマに定義されていない属性名は指定できません。 結果として、
以前のリリースの Oracle Internet Directory からエントリを追加または移行する際、エント
リにディレクトリ・スキーマで定義されていない属性名があると、ロード操作は失敗しま
す。 

この問題を回避するには、bkp.ldifファイルで、未定義の属性がある ACL をコメント化
します。 

たとえば、次の 10g リリース 2（10.1.2）のエントリでは、未定義の属性（太字の部分）が
使用されています。

orclaci: access to attr=(orclUserApplnProvStatus,orclUserApplnProvStatusDesc,
 orclUserProvFailureCount) by group="cn=oracledasedituser,cn=groups,
 cn=OracleContext,dc=us,dc=oracle,dc=com" (read,search,write,compare) by
 group="cn=oracledascreateuser,cn=groups,cn=OracleContext,dc=us,dc=oracle,
 dc=com" (read,search,write,compare) by self (read,search,nowrite,compare)
 by * (none)

この問題を回避するには、LDIF ファイルをロードまたは確認する前に、次のようにエント
リをコメント化します。

# orclaci: access to attr=(orclUserApplnProvStatus,orclUserApplnProvStatusDesc,
# orclUserProvFailureCount) by group="cn=oracledasedituser,cn=groups,
# cn=OracleContext,dc=us,dc=oracle,dc=com" (read,search,write,compare) by
# group="cn=oracledascreateuser,cn=groups,cn=OracleContext,dc=us,dc=oracle,
# dc=com" (read,search,write,compare) by self (read,search,nowrite,compare)
# by * (none)

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Identity Management ユーザー・リファレンス』の
schemasync に関する項を参照してください。
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3. LDIF ファイル内のバックアップ・データを確認します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥bulkload
   connect="destination_oid_connect_string"
   check=true 
   restore=true
   file="path_to_bkp.ldif¥bkp.ldif"

この例では、path_to_bkp.ldif を、バックアップ LDIF ファイルを格納した場所へのパスに置
き換えます。

bulkload checkコマンドを実行した後、次のログ・ファイルの内容を確認します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥log¥bulkload.log
DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥load¥badentry.ldif

必要に応じて、ログ・ファイルでエラーが報告されなくなるまで、ldifファイルで
bulkloadコマンドを繰り返し実行します。

たとえば、次のような一般的なエラー・メッセージを検索します。

� エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ : DNエラー --- DN "<エラー・エントリの DN>", rc=0

処置処置処置処置 : ldifファイル内のエントリは無効な DN を持っており、アップグレード先
Oracle Internet Directory にロードできません。 このエントリを ldifファイルから削
除します。

� エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ : ERROR * gslsbzCheckDupAttrValinEntry : Dupl 
Value {X- ORCLLMV}4F6500711D4185249B624840E0439040 found

処置処置処置処置 : ldifファイル内のエントリは重複したパスワード検証を持っています。重複し
たパスワード検証を持つエントリをクリーンアップします。

4. ソース Oracle Internet Directory のデータをアップグレード先 Oracle Internet Directory へ
ロードします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥bin¥bulkload
   connect="destination_oid_connect_string"
   generate=true
   check=true 
   restore=true 
   load=true
   file="path_to_bkp.ldif¥bkp.ldif"

この例では、path_to_bkp.ldif を、バックアップ LDIF ファイルを格納した場所へのパスに置
き換えます。

再度ログ・ファイルを確認し、データがアップグレード先 Oracle Internet Directory へロー
ドされた際にエラーが発生しなかったことを確認します。この手順で発生したエラー（索
引作成エラーなど）は、後に深刻な問題を引き起こす可能性があります。

タスクタスクタスクタスク 6  アップグレード先データベースのアップグレード先データベースのアップグレード先データベースのアップグレード先データベースの ORASSO スキーマ・パスワードの取得スキーマ・パスワードの取得スキーマ・パスワードの取得スキーマ・パスワードの取得

OracleAS Single Sign-On データをアップグレード先データベースに移行する場合に、ORASSO
スキーマのパスワードが必要になります。 

このパスワードは、タスク 4「データを移行するためのアップグレード先 OracleAS Identity 
Management の Oracle ホームの準備」で remtool を使用して作成した登録データ・バックアッ
プ LDIF ファイルから取得できます。

1. テキスト・エディタを使用して、タスク 4「データを移行するためのアップグレード先
OracleAS Identity Management の Oracle ホームの準備」で作成した登録データ LDIF ファ
イルを開きます。
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2. LDIF ファイルで次のエントリを検索します。

orclresourcename=ORASSO,
  orclReferenceName=database_global_name,
  cn= IAS Infrastructure Databases,
  cn=IAS, cn=Products, cn=OracleContext

パスワードは、このエントリの orclpasswordattribute属性の値として格納されてい
ます。 

たとえば、次の例では、ORASSO スキーマ・パスワードは welcome1です。

dn: OrclResourceName=ORASSO,
    orclReferenceName=orcl.myhostdb1.us.oracle.com,
    cn=IAS Infrastructure Databases,
    cn=IAS,
    cn=Products,
    cn=OracleContext
orclflexattribute1: true
orclpasswordattribute: welcome1
orclresourcename: ORASSO
objectclass: orclResourceDescriptor
objectclass: top

3. バックアップ LDIF ファイルへの変更は保存しないで、このファイルを閉じます。

タスクタスクタスクタスク 7  OracleAS Single Sign-On データの移行データの移行データの移行データの移行

1. 手順 3 でソース環境の OracleAS Single Sign-On データをバックアップした際に作成された
ファイルをアップグレード先ホストにコピーします。

FTP など、ファイルをアップグレード先ホストにコピーするための適切な方法を使用しま
す。コピーするファイルは ssomig.dmpおよび ssoconf.logです。 デフォルトでは、こ
れらのファイルは、次のディレクトリに作成されます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥sso¥log

2. 次のコマンドを入力して、Single Sign-On データをインポートします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥sso¥bin¥ssomig
    -import
    -overwrite
    -s orasso 
    -p destination_orasso_schema_password
    -c source_SSO_database_connect_string
    -log_d  full_log_directory_path
    -log_f imp.log

この例の内容は、次のとおりです。

� full_log_directory_path を、SSO データ・ファイル（ssomig.dmpおよび
ssoconf.log）をコピーしたディレクトリの場所に置き換えます。

� destination_orasso_schemas_password をアップグレード先データベースの ORASSO ス
キーマ・パスワードに置き換えます。 このパスワードは、タスク 6「アップグレード先
データベースの ORASSO スキーマ・パスワードの取得」で取得したものです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Single Sign-On 管理者ガイド』のス
クリプトのエクスポートとインポートの構文とパラメータに関する項を参照
してください。
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タスクタスクタスクタスク 8  OracleAS Identity Management データの移行の完了データの移行の完了データの移行の完了データの移行の完了

1. oidmonコマンド・ユーティリティを使用して、アップグレード先 Oracle ホームで Oracle 
Internet Directory を起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥oidmon connect=destination_oid_db start

この手順では、OPMN ではなく oidmonを使用することが重要です。これは、oidmonに
よって起動されるのが Oracle Internet Directory プロセスのみであり、Oracle ホーム内の
他の OPMN 管理のコンポーネントは起動されないためです。

2. 次のように、アップグレード先 OracleAS Identity Management の Oracle ホームに対して
ローカル登録情報をリストアします。この情報は、タスク 4「データを移行するための
アップグレード先 OracleAS Identity Management の Oracle ホームの準備」で保存された
ものです。 

a. ローカル登録情報が格納されているファイルを開き、authpassword という属性名で始
まるすべての行をコメント化します。 

次に例を示します。

dn: orclApplicationCommonName=im1014.myhost.mydomain.com,cn=IAS Instances, 
 cn=IAS, cn=Products, cn=OracleContext
objectclass: top
objectclass: orclApplicationEntity
orclapplicationcommonname: im1014b.stadd54.us.oracle.com
userpassword: {SHA}lyWKMuTVIxQ5p8IvhHcIxyGIQxY=
#authpassword;oid: {SASL/MD5}trJGtjPG5zHYJ2a6BvIqJg==
#authpassword;oid: {SASL/MD5-DN}HGuSwmmhGqW9zm37F7HhOA==
#authpassword;oid: {SASL/MD5-U}K343/kWyrYqRR/Wi1ArXMA==

b. 次のように、ローカル登録情報をリストアします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥ldapadd 
    -h destination_oid_hostname
    -p destination_oid_port
    -v 
    -f locreg.ldif
    -D super_user_DN 
    -w bindpassword
    -c

この例では、ローカル登録情報を locreg.ldifというファイルに保存したと想定し
ています。 

ローカル登録エントリのリストア中、一部のエントリの追加が失敗します。 これは予
期されていることであり、次の例に示すようにエラーが表示されます。

adding new entry cn=OperationURLs,cn=DAS,cn=Products,cn=OracleContext
ldap_add: Already exists
ldap_add: additional info: Object already exists
adding new entry orclApplicationCommonName=ORASSO_SSOSERVER,
  cn=SSO,cn=Products,cn=OracleContext
ldap_add: Already exists
ldap_add: additional info: Object already exists

3. Oracle Delegated Administration Services を構成している場合は、次の手順を使用して、
このサービス用にエントリを変更します。

Oracle Delegated Administration Services および OracleAS Single Sign-On のエントリが参
照するサービスは、ローカルのアップグレード先インスタンスである必要があります。 た
だし、移行手順の理由から、これらのエントリはソース Oracle ホームを指します。 これら
の値は、アップグレード先 Oracle ホームに適した正しい情報に置き換える必要がありま
す。
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a. タスク 3「ソース環境の OracleAS Single Sign-On データのバックアップ」で作成した
locreg.ldifファイルを開き、ファイルの内容から Oracle Delegated 
Administration Services の URL を検索してコピーします。 

DAS URL コンテナ・エントリの DN は、次のとおりです。

"cn=OperationURLs, cn=DAS, cn=Products, cn=OracleContext"

通常、これはファイルの最後から 2 番目のエントリです。

b. change_das_url.ldifという LDIF ファイルを次に示す内容で作成します。

dn: cn=OperationURLs,cn=DAS,cn=Products,cn=OracleContext
changetype: modify
replace: orcldasurlbase
orcldasurlbase: URL_from_backup_file

c. 次のコマンドを実行し、DAS URL を変更します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥ldapmodify 
    -p destination_directory_port 
    -h destination_directory_host 
    -D super_user_DN 
    -w super_user_password 
    -f change_das_URL.ldif

4. OracleAS Single Sign-On を構成している場合は、次の手順を使用して、OracleAS Single 
Sign-On（ORASSO）スキーマ・パスワードを変更します。

a. change_sso_password.ldifという LDIF ファイルを次に示す内容で作成します。

dn: orclApplicationCommonName=ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,cn=Products,
      cn=OracleContext
changetype: modify
replace: userpassword
userpassword: specify_a_new_password

b. 次のコマンドを実行して、Oracle Internet Directory の OracleAS Single Sign-On エン
トリのパスワードを変更します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥ldapmodify 
     -p consumer_port 
     -h consumer_host 
     -D super_user_DN
     -w super_user_password 
     -f change_sso_password.ldif

c. ディレクトリを、アップグレード先 Oracle ホームにある次のディレクトリに変更しま
す。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥sso¥admin¥plsql¥sso

d. SQL*Plus でアップグレード先 Oracle ホームの ORASSO スキーマ・パスワードを使用
して、データベースにログインします。 

この手順のこの時点で、タスク 6「アップグレード先データベースの ORASSO スキー
マ・パスワードの取得」に示すように、ORASSO スキーマ・パスワードを取得してい
る必要があります。

e. 次のコマンドを発行して、ssooconf.sqlスクリプトを実行します。

SQL> @ssooconf.sql
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このスクリプトによって、次の値が要求されます。

Enter value for new_oid_host :
Enter value for new_oid_port :
Enter value for new_ssoserver_password : 
Enter value for new_ldapusessl :

「Enter value for new_ssoserver_password」プロンプトへの応答として、手順 4a で 
change_sso_password.ldif LDIF ファイルに指定した新しい Oracle Application 
Server Single Sign-On パスワードを入力します。

その他のすべてのプロンプトでは、[Enter] または [Return] キーを押してデフォルト値
をそのまま使用します。

5. 次のコマンドを使用して、ias_adminインスタンスのパスワードをリセットします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥resetiASpasswd.bat 
    cn=orcladmin orcladmin_pwd complete_path_to_destination_oracle_home

6. データ移行の手順を使用して Oracle Internet Directory を 10g（10.1.4.0.1）にアップグレー
ドしている場合、新しいディレクトリに移行されたパスワード・ポリシーは、10g

（10.1.4.0.1）ディレクトリにロードされた後、デフォルトでは意図されたように動作しませ
ん。 

新しい 10g（10.1.4.0.1）環境で動作するようにパスワード・ポリシーを更新するには、次
の手順を使用します。

a. 次の内容を PATH 環境変数に追加します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin
DESTINATION_ORACLE_HOME¥network¥bin

b. コマンドライン・ツールを使用して、10g（10.1.4.0.1）の Oracle Internet Directory の
パスワード・ポリシーを更新します。

java -cp 
    DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥postcfg¥oidca.jar;DESTINATION_ORACLE_
HOME/jlib/ldapjclnt10.jar
    oracle.ldap.oidinstall.backend.OIDUpgradePasswordPolicies
    host
    port
    bindDN
    bindPassword
    ORACLE_HOME
    protocol

前述の例に示されているすべての引数は、1 行で入力する必要があることに注意して
ください。 ここでは、必須の引数を簡単に識別できるように、この形式で示していま
す。

表 C-2 に、指定する必要がある引数とその値の説明を示します。

c. パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールを実行した後に次のログ・ファイル
を調べると、ツールによって実行されたアクションを確認できます。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥log¥ppUpgrade.log 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server セキュリティ・ガイド』の「Oracle 
Internet Directory でのインスタンスのパスワードの変更」

表表表表 C-2 Oracle Internet Directory パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数

引数引数引数引数  説明説明説明説明

host Oracle Internet Directory 10g（10.1.4.0.1）が実行されているホス

ト・コンピュータの名前。
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7. 次のように、アップグレード先 OracleAS Identity Management インストールの
oraclecontextおよび subscriberコンテキストをアップグレードします。

a. 次のコマンドを実行して、以前のリリースの OracleAS Identity Management から 10g
（10.1.4.0.1）への移行の一部として Oracle Internet Directory のメタデータをアップグ
レードします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥oidca mode=UPGRADE 
    -silent
    dbuser=DBA_user
    dbpwd=DBA_user_password
    connstr=TNS_alias_db_connect_string
    sudn=oid_superuser_dn
    supwd=oid_superuser_password
    iasinstance=app_server_instance_name
    iaspwd=ias_admin_password

表 C-3 に、oidcaに UPGRADE モードを指定した場合に、さらに指定する必要があ
る引数とその値の説明を示します。

前述の例に示されているすべての引数は、1 行で入力する必要があることに注意して
ください。 ここでは、必須の引数を簡単に識別できるように、この形式で示していま
す。

port Oracle Internet Directory 10g（10.1.4.0.1）がリスニングしている

ポート。

bindDN 権限を持つ管理ユーザーの識別名（DN）。通常は、cn=orcladmin
です。

bindPassword bindDN として指定した DN に関連付けられているユーザー・パス

ワード。

ORACLE_HOME Oracle Internet Directory インスタンスの Oracle ホーム。

protocol このオプションの引数を使用して、ディレクトリに対しセキュアな
（SSL）接続を使用していることを指定します。 SSL を使用している

場合は、例に示す protocol のかわりに ssl と入力します。

注意注意注意注意 : この手順（oraclecontextおよび subscriberコンテキストの
アップグレード）は、ソース OracleAS Identity Management とアップグレー
ド先 OracleAS Identity Management のリリースが異なっている場合にのみ適
用できます。たとえば、データの移行を使用して 10g（9.0.4）から 10g

（10.1.4.0.1）へアップグレードする場合には、この手順を実行する必要があり
ます。

表表表表 C-3 UPGRADE モードのモードのモードのモードの oidca に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧

引数引数引数引数 説明説明説明説明

dbuser DBA 権限を持つデータベース・ユーザー・アカウント。 SYSTEM ユーザー・

アカウントには DBA 権限があるため、この接続に使用できます。 

dbpwd dbuser 引数に指定したデータベース・アカウントのパスワード。 SYSTEM
ユーザー・アカウントの場合は、インストール時に指定したパスワードにな
ります。

connstr アップグレード先 Oracle ホームのデータベースの接続文字列。

sudn スーパー・ユーザー DN（cn=orcladmin）。

表表表表 C-2 Oracle Internet Directory パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数パスワード・ポリシーのコマンドライン・ツールに対する引数（続き）（続き）（続き）（続き）

引数引数引数引数  説明説明説明説明
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b. 次のコマンドを実行して、Oracle Directory Integration Platform のメタデータをアッ
プグレードします。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥oidca mode=DIPUPGRADE
   -silent
   oidhost=oid_host
   sslport=oid_ssl_port
   sudn=oid_user_dn
   supwd=oid_user_password
   odspwd=oid_db_schema_password
   connstr=TNS_Alias_connect_string
   iasinstance=1014_iasinstance_name
   iaspwd=ias_admin_password
   -migrateprofiledata
   masteroidhost=host_of_oid_in_source_environment
   masteroidport=ssl_or_nonssl_port_in_source_environment [-ssl]
   mastersudn=user_dn_of_oid_in_source_environment
   mastersupwd=user_password_of_oid_in_source_environment

masteroidportパラメータに SSL ポートを使用している場合、それが SSL ポートと
して識別されるように -ssl引数を含める必要があります。

前述の例に示されている引数は、1 行で入力する必要があります。 ここでは、必須の引
数を簡単に識別できるように、この形式で示しています。

表 C-4 に、oidcaに DIPUPGRADE モードを指定した場合に、さらに指定する必要が
ある引数とその値の説明を示します。

supwd スーパー・ユーザー DN のパスワード。 デフォルトでは、スーパー・ユーザー

DN のパスワードは、インストール時と同じパスワードが設定されます。

iasinstance インストール時に指定した Oracle Application Server インスタンスの名前。

iaspwd インストール時に指定した ias_adminパスワード。

表表表表 C-4 DIPUPGRADE モードのモードのモードのモードの oidca に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧に使用する引数の一覧

引数引数引数引数 説明説明説明説明

oidhost アップグレード先 Oracle Internet Directory サーバーが実行されて

いるホスト名。

sslport アップグレード先 Oracle Internet Directory サーバーの SSL ポート。

ディレクトリの SSL ポートを指定する必要があります。

DIPUPGRADE モードの oidcaコマンドには、非 SSL ポートを使

用できません。

sudn スーパー・ユーザー DN（cn=orcladmin）。

supwd スーパー・ユーザー DN のパスワード。 デフォルトでは、スー

パー・ユーザー DN のパスワードは、インストール時と同じパス

ワードが設定されます。

odspwd ODS データベース・ユーザー・アカウントのパスワード。 デフォル

トでは、ODS ユーザー・パスワードは、インストール時に指定した

ias_adminパスワードと同じです。

connstr アップグレード先 Oracle ホームのデータベースの接続文字列。

iasinstance インストール時に指定した Oracle Application Server インスタンス

の名前。

iaspwd インストール時に指定した ias_adminパスワード。

表表表表 C-3 UPGRADE モードのモードのモードのモードの oidca に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）

引数引数引数引数 説明説明説明説明
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8. oidmonユーティリティを使用して、Oracle Internet Directory を停止します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥bin¥oidmon connect=destination_oid_db stop

9. OPMN を使用して、Oracle Internet Directory と、アップグレード先 Oracle ホームのすべ
てのコンポーネントを起動します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

masteroidhost ソース Oracle Internet Directory が実行されているホスト名。

masteroidport ソース Oracle Internet Directory のポート番号。

mastersudn ソース Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザー DN。 通常

は、cn=orcladmin です。

mastersupwd ソース Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザー DN のパス

ワード。

表表表表 C-4 DIPUPGRADE モードのモードのモードのモードの oidca に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）に使用する引数の一覧（続き）

引数引数引数引数 説明説明説明説明
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アップグレード・ログ・ファイルの
D

アップグレード・ログ・ファイルの確認アップグレード・ログ・ファイルの確認アップグレード・ログ・ファイルの確認アップグレード・ログ・ファイルの確認

Oracle Universal Installer および Metadata Repository Upgrade Assistant によって生成された
ログ・ファイルを確認すると、一般的な問題をトラブルシューティングできることがあります。
詳細は、次の項を参照してください。

� Oracle Universal Installer のログ・ファイルの確認

� MRUA ログ・ファイルの確認

� OracleAS Portal Repository のアップグレード・ログ・ファイルの確認
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Oracle Universal Installer のログ・ファイルの確認
D.1 Oracle Universal Installer のログ・ファイルの確認のログ・ファイルの確認のログ・ファイルの確認のログ・ファイルの確認
Oracle Universal Installer を使用して OracleAS Identity Management または OracleAS 
Metadata Repository データベースをアップグレードした場合は、Oracle Universal Installer に
よって生成されたログ・ファイルを確認することで、特定のアップグレードの問題をトラブル
シューティングできます。 

Oracle Universal Installer の 2 つのログ・ファイル・セットが、ディスクに保存されます。

� インストーラによって、次のログ・ファイルが生成されます。

oraInventory_location/logs/installActionstimestamp.log
oraInventory_location/logs/oraInstalltimestamp.err
oraInventory_location/logs/oraInstalltimestamp.out
DESTINATION_ORACLE_HOME/install/make.log

� Configuration Assistant によって、ログ・ファイルが DESTINATION_ORACLE_
HOME/cfgtoollogsディレクトリに生成されます。 

Configuration Assistant によって作成されたログ・ファイルにアクセスする場合は、まずイン
ストーラを終了する必要があることに注意してください。 インストーラが使用中である場合、
ログ・ファイルにはアクセスできません。

Oracle インベントリ（前述の例では、oraInventory_location）の場所は、次の Windows レジス
トリ・キーに保存されています。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥¥Software¥Oracle¥inst_loc

D.2 MRUA ログ・ファイルの確認ログ・ファイルの確認ログ・ファイルの確認ログ・ファイルの確認
MRUA を実行すると、OracleAS Metadata Repository のアップグレード処理のトラブルシュー
ティング、確認または分析に使用できる一連のログ・ファイルが生成されます。詳細は、次の
項を参照してください。

� MRUA ログ・ファイルの使用方法のガイドライン

� MRUA ログ・ファイルの場所

D.2.1 MRUA ログ・ファイルの使用方法のガイドラインログ・ファイルの使用方法のガイドラインログ・ファイルの使用方法のガイドラインログ・ファイルの使用方法のガイドライン
MRUA の出力に 1 つ以上のコンポーネントのアップグレードが失敗したことが示されている場
合は、MRUA ログ・ファイルまたは MRUA ログ・ファイルから参照されるコンポーネントの
ログ・ファイルを確認します。

OracleAS Portal のアップグレードが失敗した場合の手順については、D.3 項「OracleAS Portal 
Repository のアップグレード・ログ・ファイルの確認」を参照してください。

ログ・ファイルを確認することでアップグレードの失敗に対する解決方法を特定できる場合は、
その解決方法を実施して MRUA を再実行できます。MRUA を再実行しても、前回の実行中に
正しくアップグレードされたコンポーネントは影響を受けません。MRUA は、前回の実行中に
正しくアップグレードされなかったコンポーネントのアップグレードを試みます。

マニュアルに記載されていないエラーや、記載されている手順に従っても解決できないエラー
については、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。エラーの中には、
バックアップからのリポジトリのリストア、問題の解決、および別のアップグレードの実行が
必要なものがあることに注意してください。
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D.2.2 MRUA ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
ログ・ファイルは、アップグレード対象の OracleAS Metadata Repository の Oracle ホームの次
のディレクトリにあります。

METADATA_REPOSITORY_ORACLE_HOME¥upgrade¥logs

MRUA は、アップグレード問題のトラブルシューティング時に非常に役立つ 3 つのログ・ファ
イルを生成します。ログ・ファイルの名前には、MRUA セッションが実行された正確な時間が
含まれています。このため、特定の MRUA セッションのログ・ファイルを簡単に識別できま
す。

たとえば、2004 年 9 月 16 日の午後 12 時 36 分に MRUA を実行して生成された 3 つのログ・
ファイルは、logs ディレクトリに次のように表示されます。

mrua2004-09-16_12-36-36PM.log
mrua2004-09-16_12-36-36PM.err
mrua2004-09-16_12-36-36PM.out

表 D-1 に、3 つのログ・ファイルと、各ファイルで確認できる内容を示します。

D.3 OracleAS Portal Repository のアップグレード・ログ・ファイルのアップグレード・ログ・ファイルのアップグレード・ログ・ファイルのアップグレード・ログ・ファイル
の確認の確認の確認の確認

この項では、OracleAS Portal のアップグレード・ログ・ファイルに関する情報について説明し
ます。OracleAS Portal のアップグレードが失敗した場合は、アップグレードの失敗のトラブル
シューティングを試みる前に、この項全体を確認してください。 

ただし、OracleAS Portal コンポーネントが 10g リリース 2（10.1.2）に正しくアップグレードさ
れた場合は、ログ・ファイルを確認する必要はありません。

MRUA を実行して OracleAS Portal をアップグレードすると、ログ・ファイルは単一ディレク
トリに生成されます。

ORACLE_HOME¥upgrade¥temp¥portal

関連するディレクトリにある既存のログ・ファイルの名前にはタイム・スタンプが追加される
ため、ファイルは上書きされないことに注意してください。

表表表表 D-1 MRUA が生成するログ・ファイルの概要が生成するログ・ファイルの概要が生成するログ・ファイルの概要が生成するログ・ファイルの概要 

MRUA ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル 説明説明説明説明

mrua<timestamp>.log ログ・ファイルは、OracleAS Metadata Repository のアップグレー

ドに関する特定の問題のトラブルシューティングを行っている場合
の開始点として役立ちます。このファイルには、MRUA が実行し

たすべての処理の要約が含まれているため、正しくアップグレード
されなかったコンポーネントの特定に役立ちます。

mrua<timestamp>.err エラー・ファイルには、アップグレード処理中に生成されたエラー
またはスタック・トレースが含まれます。これらのエラーには、特
定のアップグレード・エラーの診断および解決に役立つ情報が含ま
れています。 

mrua<timestamp>.out 出力ファイルは、3 つの MRUA ログ・ファイルの中で最大のファ

イルであり、MRUA セッションに関する最も包括的なデータが含

まれています。このログ・ファイルは、MRUA サブコンポーネン

トに特定の問題が発生した正確な時間の判断と、そのコンポーネン
トによって生成された出力の確認に使用します。
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OracleAS Portal Repository のアップグレード・ログ・ファイルの確認
これらの各ログ・ファイルの終わりには、成功を示すメッセージ、またはファイルの前半に記
載されているすべてのエラーの要約があります。これらの要約メッセージには、行番号への参
照が含まれています。ログ・ファイルの前半にあるこれらの行を参照すると、エラーの内容を
確認できます。

E.3 項「Portal Repository のアップグレード・メッセージ」を参照して、事前チェックまたは
アップグレード・ログ・ファイルにエラーが記載されているかどうかを調べます。マニュアル
に記載されたすべてのエラーおよび警告を解決します。事前チェック・フェーズの後に発生す
るエラーに対しては、バックアップからのリポジトリのリストア、問題の解決、および別の
アップグレードの実行が必要です。マニュアルに記載されていないエラーや、記載されている
手順に従っても解決できないエラーについては、オラクル社カスタマ・サポート・センターに
連絡してください。記載されていないエラーが発生した場合は、アップグレードの再実行、後
続の手順の実行、ファイルの変更、OracleAS Portal スキーマの変更、またはブラウザでの
OracleAS Portal インスタンスへのアクセスは行わないでください。

正常なアップグレード後の、ログ・ファイルの終わりの例を次に示します（「アップグレードは
正常に完了しました」というメッセージがある点と、エラー・メッセージがない点に注目して
ください）。

>>> Running upg/common/popinv.pl
### Upgrade completed successfully
>>> Running tmp/popinv.sql
Portal SQL script started at Thu Apr 22 20:56:23 2004
Connected.
Updating patch inventory.
Upgrade Ended at Thu Apr 22 20:56:24 2004

表表表表 D-2 OracleAS Portal が生成するリポジトリのアップグレード・ログ・ファイルの概要が生成するリポジトリのアップグレード・ログ・ファイルの概要が生成するリポジトリのアップグレード・ログ・ファイルの概要が生成するリポジトリのアップグレード・ログ・ファイルの概要

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル 説明説明説明説明

upgrade.log 10g（9.0.4）から 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Portal へのアップグ

レードで生成されるログ・ファイルです。このファイルは、アップグレード前
のリリースが 10g（9.0.4）の場合、アップグレードの開始時に実行される

チェックが成功すると必ず生成されます。

precheck.log 10g（9.0.4）から 10g リリース 2（10.1.2）へのアップグレードの前に実行され

るチェックに対して生成されるログ・ファイルです。このファイルは、スクリ
プトがリポジトリへの変更を開始する前、または 10g（9.0.4）からの手動アッ

プグレードが事前チェック・モードで実行される際に生成されます。

precheck.logにエラーがあると、10g（9.0.4）から 10g リリース 2（10.1.2）
へのアップグレードは実行されず、upgrade.logファイルは生成されませ

ん。

注意注意注意注意 : 正常でないアップグレード後に実行されたポータルはサポートされて
いません。
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E

OracleAS Metadata Repository のののの

アップグレードのエラー・メッセージアップグレードのエラー・メッセージアップグレードのエラー・メッセージアップグレードのエラー・メッセージ

ここでは、OracleAS Metadata Repository のアップグレード中に生成される可能性があるエ
ラー・メッセージについて説明します。詳細は、次の項を参照してください。

� E.1 項「Metadata Repository Upgrade Assistant によって生成されるエラー・メッセージ」

� E.2 項「UDDI Registy の OracleAS Metadata Repository のアップグレード時のエラー・
メッセージ」

� E.3 項「Portal Repository のアップグレード・メッセージ」
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Metadata Repository Upgrade Assistant によって生成されるエラー・メッセージ
E.1 Metadata Repository Upgrade Assistant によって生成されるエによって生成されるエによって生成されるエによって生成されるエ
ラー・メッセージラー・メッセージラー・メッセージラー・メッセージ

この項では、Metadata Repository Upgrade Assistant によって生成されるエラー・メッセージ
について説明します。

エラーエラーエラーエラー : MRUA がががが OID のののの SSL ポートに接続できませんでしたポートに接続できませんでしたポートに接続できませんでしたポートに接続できませんでした

原因原因原因原因 : MRUA によって Oracle Internet Directory のスーパー・ユーザー
（cn=orcladmin）・アカウントのパスワードを入力するように要求されたときに、誤った
パスワードを入力しました。

処置処置処置処置 : パスワードを正しく入力したことを確認します。MRUA を再度実行し、
cn=orcladminのパスワードを入力するように要求されたときに正しい値を入力してくだ
さい。

原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory インスタンスが停止中または使用できない状態になってい
るか、あるいは MRUA のコマンドラインに誤った Oracle Internet Directory のホスト名ま
たは保護ポートを入力しました。

処置処置処置処置 : Oracle Internet Directory に指定したホスト名または SSL ポートが、稼働中の有効な
Oracle Internet Directory インスタンスを表しているかどうかを確認します。

-oid_host引数および -oid_ssl_port引数の値は、Identity Management の Oracle
ホームにある次の構成ファイルに定義済の対応するプロパティの値と一致する必要があり
ます。

IDENTITY_MANAGEMENT_HOME¥config¥ias.properties

次に例を示します。

OIDhost=sys42.acme.com
OIDsslport=636

エラーエラーエラーエラー : MRUA がががが XML ファイルファイルファイルファイル xml_file_name をオープンできませんでしたをオープンできませんでしたをオープンできませんでしたをオープンできませんでした

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant が、Oracle Application Server コンポーネ
ントの 1 つに固有の必要な XML ファイルをオープンできませんでした。そのため、
OracleAS Metadata Repository では、そのコンポーネントのスキーマをアップグレードで
きません。

処置処置処置処置 : ファイルの名前を書き留め、このエラー・メッセージに示されているファイルへの
アクセス権のあるアカウントから MRUA を実行していることを確認します。

具体的には、OracleAS Metadata Repository が実行されているコンピュータに、リリース
2（9.0.2）または 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository をインストールしたユー
ザーとしてログインしていることを確認します。

適切なユーザーとしてログインしている場合は、問題のファイルの名前を書き留め、オラ
クル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

エラーエラーエラーエラー : MRUA がプラグインを動的にロードできませんでしたがプラグインを動的にロードできませんでしたがプラグインを動的にロードできませんでしたがプラグインを動的にロードできませんでした

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant は、特定のコンポーネント・スキーマを
アップグレードするように設計されている MRUA ソフトウェアの一部である、必要なプラ
グインをロードできませんでした。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

プラグインの初期化中にエラーが発生しましたプラグインの初期化中にエラーが発生しましたプラグインの初期化中にエラーが発生しましたプラグインの初期化中にエラーが発生しました

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant は、特定のコンポーネント・スキーマを
アップグレードするように設計されている MRUA ソフトウェアの一部である、必要なプラ
グインを初期化できませんでした。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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エラーエラーエラーエラー : コンポーネントのアップグレードに失敗しましたコンポーネントのアップグレードに失敗しましたコンポーネントのアップグレードに失敗しましたコンポーネントのアップグレードに失敗しました

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant が Oracle Application Server コンポーネン
トの 1 つをアップグレードできませんでした。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで、どのコンポーネントのアップグレードが失敗したかを確
認し、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

詳細は、D.2 項「MRUA ログ・ファイルの確認」を参照してください。

エラーエラーエラーエラー : コンポーネントのアップグレードで不正なステータスが戻されましたコンポーネントのアップグレードで不正なステータスが戻されましたコンポーネントのアップグレードで不正なステータスが戻されましたコンポーネントのアップグレードで不正なステータスが戻されました

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant が、Oracle Application Server コンポーネ
ントの 1 つが正常にアップグレードされたかどうかを判断できませんでした。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで、どのコンポーネントが不正なステータスを生成したかを
確認し、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

SQL スクリプトスクリプトスクリプトスクリプト script_name
原因原因原因原因 : 必要なファイルが欠落しているか、または Metadata Repository Upgrade Assistant
で読み取ることができません。

処置処置処置処置 : リリース 2（9.0.2）または 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository をインス
トールしたユーザーとしてコンピュータにログインしていることを確認します。MRUA を
実行するために使用しているアカウントには、すべてのアップグレード・ファイルに対す
るアクセス権が必要です。

OracleAS Metadata Repository Upgrade Assistant and Utilities の CD-ROM から実行して
いる場合は、CD が正しくマウントされていることを確認してください。

オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

警告警告警告警告 : データベース・バージョンデータベース・バージョンデータベース・バージョンデータベース・バージョン database_version がががが AS により認証されていることを確認しにより認証されていることを確認しにより認証されていることを確認しにより認証されていることを確認し
てくださいてくださいてくださいてください

原因原因原因原因 : このリリースの出荷時には OracleAS によってまだサポートされていなかったデー
タベースに対して Metadata Repository Upgrade Assistant を実行しようとしています。

処置処置処置処置 : データベースのリリース要件の詳細は、第 6 章「OracleAS Metadata Repository を 
ホスティングするデータベースの アップグレード」を参照してください。

PL/SQL パッケージパッケージパッケージパッケージ DBMS_IAS_UPGRADE をロードできませんをロードできませんをロードできませんをロードできません

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant が必要な PL/SQL パッケージをロードでき
ませんでした。

処置処置処置処置 : リリース 2（9.0.2）または 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository をインス
トールしたユーザーとしてコンピュータにログインしていることを確認します。MRUA を
実行するために使用しているアカウントには、すべてのアップグレード・ファイルに対す
るアクセス権が必要です。

OracleAS Metadata Repository Upgrade Assistant and Utilities の CD-ROM から実行して
いる場合は、CD が正しくマウントされていることを確認してください。

オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

PL/SQL パッケージパッケージパッケージパッケージ DBMS_IAS_VERSION をロードできませんをロードできませんをロードできませんをロードできません

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant が必要な PL/SQL パッケージをロードでき
ませんでした。

処置処置処置処置 : リリース 2（9.0.2）または 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository をインス
トールしたユーザーとしてコンピュータにログインしていることを確認します。MRUA を
実行するために使用しているアカウントには、すべてのアップグレード・ファイルに対す
るアクセス権が必要です。

OracleAS Metadata Repository Upgrade Assistant and Utilities の CD-ROM から実行して
いる場合は、CD が正しくマウントされていることを確認してください。

オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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プロトコル・エラープロトコル・エラープロトコル・エラープロトコル・エラー : プラグインで例外が発生プラグインで例外が発生プラグインで例外が発生プラグインで例外が発生 : {0}
原因原因原因原因 : Oracle Application Server のコンポーネント・スキーマの 1 つをアップグレード中
に、ソフトウェア・エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで、どのコンポーネントが失敗したかを確認し、オラクル社
カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

詳細は、D.2 項「MRUA ログ・ファイルの確認」を参照してください。

FAILURE: アップグレード中、一部のアップグレード中、一部のアップグレード中、一部のアップグレード中、一部の OracleAS プラグイン・レポートで障害が発生しました。プラグイン・レポートで障害が発生しました。プラグイン・レポートで障害が発生しました。プラグイン・レポートで障害が発生しました。

原因原因原因原因 : 1 つ以上の Oracle Application Server コンポーネントのアップグレードが失敗しま
した。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで、どのコンポーネントが失敗したかを確認してください。
詳細は、D.2.1 項「MRUA ログ・ファイルの使用方法のガイドライン」を参照してくださ
い。

エラーエラーエラーエラー : OracleAS リリースリリースリリースリリース release_number からのアップグレードは許可されていませんからのアップグレードは許可されていませんからのアップグレードは許可されていませんからのアップグレードは許可されていません

原因原因原因原因 : このアップグレード操作ではサポートされていないリリースをアップグレードしよ
うとしました。

処置処置処置処置 : サポートされているアップグレード・パスの詳細は、第 2 章「Oracle Application 
Server のアップグレードの概念」を参照してください。

エラーエラーエラーエラー : 一部の一部の一部の一部の OracleAS コンポーネントはコンポーネントはコンポーネントはコンポーネントは app_registry でででで VALID ステータスに設定されていステータスに設定されていステータスに設定されていステータスに設定されてい
ません。ません。ません。ません。mrua.log ファイルをチェックしてくださいファイルをチェックしてくださいファイルをチェックしてくださいファイルをチェックしてください

原因原因原因原因 : 1 つ以上の Oracle Application Server コンポーネントが、有効ではないステータス
を返しました。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで、どのコンポーネントが失敗したかを確認し、オラクル社
カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

詳細は、D.2 項「MRUA ログ・ファイルの確認」を参照してください。

エラーエラーエラーエラー : component_name コンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョン : release_version
原因原因原因原因 : このエラー・メッセージに示されている Oracle Application Server コンポーネント
のバージョン番号が無効であるため、Metadata Repository Upgrade Assistant がこのコン
ポーネントのスキーマをアップグレードできません。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで追加情報の有無を確認し、オラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに連絡してください。

詳細は、D.2 項「MRUA ログ・ファイルの確認」を参照してください。

エラーエラーエラーエラー : コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント component_name のののの SQL バージョンおよびステータスの問合せに失バージョンおよびステータスの問合せに失バージョンおよびステータスの問合せに失バージョンおよびステータスの問合せに失
敗しました敗しました敗しました敗しました

原因原因原因原因 : Metadata Repository Upgrade Assistant がここに示されているコンポーネントのス
キーマのバージョン番号を確認しようとすると、エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : MRUA ログ・ファイルで追加情報の有無を確認し、オラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに連絡してください。

詳細は、D.2 項「MRUA ログ・ファイルの確認」を参照してください。

E.2 UDDI Registy のののの OracleAS Metadata Repository のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
時のエラー・メッセージ時のエラー・メッセージ時のエラー・メッセージ時のエラー・メッセージ

エラーエラーエラーエラー : 現在の現在の現在の現在の UDDI コンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョンコンポーネントのバージョン "{0}" が間違っていますが間違っていますが間違っていますが間違っています

原因原因原因原因 : UDDI データベース・スキーマのリリースが正しくありません。

処置処置処置処置 : UDDISYS スキーマの VERSION 表を手動で調べます。必要に応じて、システム管理
者またはデータベース管理者に問い合せてください。
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エラーエラーエラーエラー : UDDI アップグレードにはアップグレードにはアップグレードにはアップグレードには DB の問題がありますの問題がありますの問題がありますの問題があります

原因原因原因原因 : 一般的なデータベース例外がスローされて捕捉されました。

処置処置処置処置 : システム管理者、データベース管理者またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに、エラー・メッセージ全体を連絡してください。

エラーエラーエラーエラー : UDDI アップグレードでは、アップグレードでは、アップグレードでは、アップグレードでは、DB 接続のクローズで問題が発生します接続のクローズで問題が発生します接続のクローズで問題が発生します接続のクローズで問題が発生します

原因原因原因原因 : データベース接続をクローズする際に例外が発生しました。

処置処置処置処置 : システム管理者、データベース管理者またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに、エラー・メッセージ全体を連絡してください。

エラーエラーエラーエラー : UDDI アップグレードで、アップグレードで、アップグレードで、アップグレードで、SQL スクリプトの実行に失敗しました。スクリプトの実行に失敗しました。スクリプトの実行に失敗しました。スクリプトの実行に失敗しました。

原因原因原因原因 : UDDI のアップグレードに関連する SQL の実行中に例外が発生しました。

処置処置処置処置 : システム管理者、データベース管理者またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに、エラー・メッセージ全体を連絡してください。

エラーエラーエラーエラー : UDDI アップグレードで、アップグレードで、アップグレードで、アップグレードで、sqlldr の実行に失敗しました。の実行に失敗しました。の実行に失敗しました。の実行に失敗しました。

原因原因原因原因 : Oracle SQL*Loader の実行中に例外が発生しました。

処置処置処置処置 : システム管理者、データベース管理者またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに、エラー・メッセージ全体を連絡してください。

E.3 Portal Repository のアップグレード・メッセージのアップグレード・メッセージのアップグレード・メッセージのアップグレード・メッセージ
この項では、OracleAS Portal Repository のアップグレードに固有のエラー・メッセージについ
て説明します。アップグレードが事前チェック・ステージを完了した後に生成されるエラー・
メッセージには、OracleAS Portal スキーマの変更が行われたことが示されます。事前チェッ
ク・ステップ後にエラー・メッセージが表示されたら、問題を修正し、バックアップからデー
タベースをリストアした後、再度アップグレードを実行します。この項では、次の項目につい
て説明します。

� 番号付きエラー・メッセージ（WWU-00001 ～ WWU-24999）

� 番号付きエラー・メッセージ（WWU-25000 ～ WWU-49999）

� 番号なしのエラー・メッセージ

� 番号なしの警告メッセージ

E.3.1 番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（WWU-00001 ～～～～ WWU-24999））））
WWU-00001: アップグレードの事前チェック中に予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェック中に予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェック中に予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェック中に予期しない例外が発生しました。

原因原因原因原因 : 予期しないエラーによって、アップグレードが強制終了しました。

処置処置処置処置 : メッセージの詳細に基づいて問題を修正し、アップグレードを再度実行します。

WWU-00002: shared_pool_size データベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値にデータベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値にデータベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値にデータベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値に
達していませんでした。達していませんでした。達していませんでした。達していませんでした。

原因原因原因原因 : shared_pool_size データベース・パラメータの値が低すぎます。

処置処置処置処置 : shared_pool_size データベース・パラメータの値を 20MB 以上に増やします。アッ
プグレードを再度実行します。

WWU-00003: jave_pool_size データベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値に達データベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値に達データベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値に達データベース・パラメータの値がアップグレードに必要な値に達
していませんでした。していませんでした。していませんでした。していませんでした。

原因原因原因原因 : java_pool_size データベース・パラメータの値が低すぎます。

処置処置処置処置 : java_pool_size データベース・パラメータの値を 20MB 以上に増やします。アップ
グレードを再度実行します。
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WWU-00004: optimizer_mode データベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤って RULE に設定されています。に設定されています。に設定されています。に設定されています。

原因原因原因原因 : optimizer_mode データベース・パラメータが誤って RULE に設定されています。

処置処置処置処置 : optimizer_mode データベース・パラメータを CHOOSE に変更します。アップグ
レードを再度実行します。

WWU-00005: デフォルト表領域の空き領域が不十分です。デフォルト表領域の空き領域が不十分です。デフォルト表領域の空き領域が不十分です。デフォルト表領域の空き領域が不十分です。

原因原因原因原因 : デフォルト表領域の空き領域が 20MB 未満です。

処置処置処置処置 : 20MB 以上の空き領域があるデフォルト表領域を作成します。アップグレードを再
度実行します。

WWU-00006: 一時表領域の空き領域が不十分です。一時表領域の空き領域が不十分です。一時表領域の空き領域が不十分です。一時表領域の空き領域が不十分です。

原因原因原因原因 : 一時表領域の空き領域が 10MB 未満です。

処置処置処置処置 : 10MB 以上の空き領域がある一時表領域を作成します。アップグレードを再度実行
します。

WWU-00007: _system_trig_enabled データベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤ってデータベース・パラメータが誤って FALSE に設定されてに設定されてに設定されてに設定されて
います。います。います。います。

原因原因原因原因 : _system_trig_enabled データベース・パラメータが誤って FALSE に設定されていま
す。

処置処置処置処置 : _system_trig_enabled データベース・パラメータの値を TRUE に設定するか、また
は値を設定しません。アップグレードを再度実行します。

WWU-00008: アップグレード中に、アップグレード中に、アップグレード中に、アップグレード中に、DBMS ジョブ・キューで実行されているジョブがありまジョブ・キューで実行されているジョブがありまジョブ・キューで実行されているジョブがありまジョブ・キューで実行されているジョブがありま
す。す。す。す。

原因原因原因原因 : DBMS ジョブが実行されているため、アップグレードを続行できません。

処置処置処置処置 : DBMS ジョブを終了するか、または終了するまで待ってからアップグレードを再度
開始します。実行中のジョブの詳細は、アップグレード・ログの製品スキーマの分析手順
を確認します。

WWU-00009: DBMS ジョブ・キューが無効でした。有効になるとすぐに実行されたジョブがあジョブ・キューが無効でした。有効になるとすぐに実行されたジョブがあジョブ・キューが無効でした。有効になるとすぐに実行されたジョブがあジョブ・キューが無効でした。有効になるとすぐに実行されたジョブがあ
ります。ります。ります。ります。

原因原因原因原因 : アップグレード済のリリースでは、現在のリポジトリに対して発行されたジョブが
正しく実行されません。

処置処置処置処置 : 次のいずれかを実行します。1. キューからジョブを削除します。2. job_queue_
processes データベース・パラメータの値を 0 より大きい値に設定してジョブ・キューを再
度有効にし、ジョブを完了します。すべてのジョブのリストについては、アップグレー
ド・ログの製品スキーマの分析手順を確認します。

WWU-00010: DBMS ジョブ・キュー内に、構成が誤っているジョブがあります。ジョブ・キュー内に、構成が誤っているジョブがあります。ジョブ・キュー内に、構成が誤っているジョブがあります。ジョブ・キュー内に、構成が誤っているジョブがあります。

原因原因原因原因 : DBMS ジョブ・キューに、別のユーザーとして誤って発行されたか、または別のデ
フォルト・スキーマまたはデフォルト権限を持つ OracleAS Portal ユーザーとして発行され
た OracleAS Portal ジョブがあります。

処置処置処置処置 : これらのジョブをジョブ・キューから削除します。アップグレードは、誤っている
ジョブを正しく発行します。すべてのジョブのリストについては、アップグレード・ログ
の製品スキーマの分析手順を確認します。

WWU-00011: アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal スキーマで他のセッションが実行されています。

処置処置処置処置 : OracleAS 10g 中間層が停止しており、アップグレードするスキーマに対する他の接
続がないことを確認します。スキーマのオープン・セッションのリストについては、アッ
プグレード・ログのオープン・セッションを参照してください。
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WWU-00012: JVM インストールの一部のコンポーネントがデータベースにないか、または無効インストールの一部のコンポーネントがデータベースにないか、または無効インストールの一部のコンポーネントがデータベースにないか、または無効インストールの一部のコンポーネントがデータベースにないか、または無効
です。です。です。です。

原因原因原因原因 : SYS の Java オブジェクトがデータベースにないか、または無効です。

処置処置処置処置 : SYS の無効な Java オブジェクトを再コンパイルします。それが失敗した場合は、
Oracle データベースのドキュメントに記載されている手順に従って、JVM をデータベース
に再インストールします。

WWU-00013: OracleAS Portal スキーマに、スキーマに、スキーマに、スキーマに、UPG_ 接頭辞が含まれる表が見つかりました。接頭辞が含まれる表が見つかりました。接頭辞が含まれる表が見つかりました。接頭辞が含まれる表が見つかりました。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal スキーマに、UPG_ 接頭辞が含まれる表があると、アップグレード
は強制終了します。

処置処置処置処置 : UPG_ 接頭辞が含まれる表をすべてバックアップした後、それらを OracleAS Portal
スキーマから削除します。

WWU-00014: Oracle Text 情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。

原因原因原因原因 : Oracle Text インストールに関する情報の取得中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : Oracle Text コンポーネントが正しくインストールされていることを確認します。必
要に応じて、Oracle Text コンポーネントを再インストールします。 インストール手順は、

『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。

WWU-00015: Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ (CTXSYS) がありません。がありません。がありません。がありません。

原因原因原因原因 : このデータベースには、CTXSYS スキーマが含まれていません。これは、Oracle 
Text がインストールされていないことを示します。

処置処置処置処置 : Oracle Text コンポーネントをデータベースにインストールします。 インストール手
順は、『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。

WU-00016: Oracle Text 索引タイプが無効か、または存在していません。索引タイプが無効か、または存在していません。索引タイプが無効か、または存在していません。索引タイプが無効か、または存在していません。

原因原因原因原因 : Oracle Text コンテキストの索引タイプが無効か、または存在していません。これ
は、Oracle Text インストールに問題があることを示します。

処置処置処置処置 : 有効な Oracle Text コンテキストの索引タイプが存在することを確認します。必要に
応じて、Oracle Text コンポーネントを再インストールします。 インストール手順は、

『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。

WWU-00017: Oracle Text パッケージの一部が無効です。パッケージの一部が無効です。パッケージの一部が無効です。パッケージの一部が無効です。

原因原因原因原因 : Oracle Text スキーマ（CTXSYS）内の DRI または CTX_ で始まるパッケージが無効
です。

処置処置処置処置 : Oracle Text の無効なパッケージを再検証します。必要に応じて、Oracle Text コン
ポーネントを再インストールします。 インストール手順は、『Oracle Application Server 
Portal 構成ガイド』を参照してください。

WU-00018: Oracle Text のバージョンがデータベースのバージョンと一致しません。のバージョンがデータベースのバージョンと一致しません。のバージョンがデータベースのバージョンと一致しません。のバージョンがデータベースのバージョンと一致しません。

原因原因原因原因 : Oracle Text コンポーネントのリリースより、データベースのリリースの方が新しく
なっています。これは、Oracle Text コンポーネントが正しくアップグレードされていない
ことを示します。Oracle Text の手動アップグレード手順が失敗したか、または省略された
可能性があります。一部のプラットフォームでは、パッチ 2658339 が適用されていないこ
とを示す場合もあります。

処置処置処置処置 : 状況に応じて、Oracle Text のアップグレードを再実行するか、またはパッチをダウ
ンロードして適用します。

WWU-00019: ポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダー (Web View) アプリケーションのベースとなるスキーマアプリケーションのベースとなるスキーマアプリケーションのベースとなるスキーマアプリケーションのベースとなるスキーマ
が見つかりませんでした。が見つかりませんでした。が見つかりませんでした。が見つかりませんでした。

原因原因原因原因 : ポートレット・ビルダー・アプリケーションのベースになっているスキーマがあり
ません。

処置処置処置処置 : 次のいずれかを実行します。1. スキーマを使用しているアプリケーションを削除し
ます。2. 欠落しているスキーマおよびその中のすべてのオブジェクトを再作成します。
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WWU-00020: スキーマ変更を含むスキーマ変更を含むスキーマ変更を含むスキーマ変更を含む 1 つ以上の個別パッチが適用されました。つ以上の個別パッチが適用されました。つ以上の個別パッチが適用されました。つ以上の個別パッチが適用されました。

原因原因原因原因 : スキーマ変更を含む 1 つ以上の個別パッチが、OracleAS Portal スキーマに適用され
ています。これらの変更は、このリリースのアップグレード・スクリプトでテストされて
いないため、アップグレードを続行できません。

処置処置処置処置 : 次のパッチ・セットに基づいたアップグレードのバージョンがリリースされている
かどうかを Metalink で確認します。リリースされている場合は、新しいバージョンをダウ
ンロードして実行します。リリースされていない場合は、リリースされるまで待ちます。

WWU-00021: 次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal が依存する必須オブジェクトが無効か、またはデータベースにあり
ません。データベースのアップグレードに失敗したことが原因でこれらが欠落している場
合は、OracleAS Portal のアップグレードも失敗する可能性があります。

処置処置処置処置 : データベースのインストール手順とアップグレード手順を再確認します。オブジェ
クトが存在していても無効である場合は、データベースの Oracle ホームで
rdbms/admin/utlrp.sql スクリプトを実行して、無効なオブジェクトをすべて再コンパイ
ルします。

WWU-00022: バージョンバージョンバージョンバージョン %0 のののの Oracle Portal/WebDB のアップグレードはサポートされていまのアップグレードはサポートされていまのアップグレードはサポートされていまのアップグレードはサポートされていま
せん。せん。せん。せん。

原因原因原因原因 : アップグレード対象の OracleAS Portal のリリースは、このアップグレード・インス
トールではサポートされていません。

処置処置処置処置 : OracleAS Portal インスタンスがリリース 2（9.0.2）、2（9.0.2.3）または 2（9.0.2.6）
の場合は、Oracle Application Server のアップグレード・ガイドに従って、パッチ 2778342
を適用したことを確認します。リリース 3.0.9 から 10g（9.0.4）にアップグレードする場合
は、http://portalcenter.oracle.com/upgrades の手順に従います。これ以外のリリースを実
行している場合、このアップグレード・インストールではサポートされていません。オラ
クル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

WWU-00023: バージョンバージョンバージョンバージョン %0 のののの Oracle データベースのアップグレードはサポートされていませデータベースのアップグレードはサポートされていませデータベースのアップグレードはサポートされていませデータベースのアップグレードはサポートされていませ
ん。ん。ん。ん。

原因原因原因原因 : アップグレードを実行したデータベースのリリースは、このアップグレードではサ
ポートされていません。

処置処置処置処置 : Oracle9i Database 9.0.1.5 Enterprise Edition または Standard Edition の最小データ
ベース・リリースにアップグレードします。

WWU-00024: 互換性のあるデータベース・パラメータは、互換性のあるデータベース・パラメータは、互換性のあるデータベース・パラメータは、互換性のあるデータベース・パラメータは、9.0.0 未満です。未満です。未満です。未満です。

原因原因原因原因 : 互換性のあるデータベース・パラメータは、9.0.0 未満に設定されています。

処置処置処置処置 : 互換性のあるデータベース・パラメータの値を 9.0.0 以上に設定します。

WWU-00025: VPD が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。

原因原因原因原因 : VPD チェックの 1 つが失敗しました。

処置処置処置処置 : このエラーには、詳細メッセージが続きます。メッセージで提供された情報を調べ
て、問題を解決します。

WWU-00026: VPD コンテキストの値が設定されていません。コンテキストの値が設定されていません。コンテキストの値が設定されていません。コンテキストの値が設定されていません。

原因原因原因原因 : VPD コンテキストを設定する OracleAS Portal ログイン・トリガーが無効になって
いるか、またはインストールされていません。

処置処置処置処置 : OracleAS Portal ログイン・トリガーがインストールされ、データベース上で有効に
なっていることを確認します。トリガーをインストールする必要がある場合は、SYS ユー
ザーとしてログインし、SQL*Plus から wwhost/logintrg.sql スクリプトを実行します。こ
のスクリプトは、アップグレード・ディレクトリ下にあります。
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WWU-00027: VPD コンテキストの値が正しくありません。コンテキストの値が正しくありません。コンテキストの値が正しくありません。コンテキストの値が正しくありません。

原因原因原因原因 : ログイン・トリガーに正しいコンテキストが設定されていません。

処置処置処置処置 : ログイン・トリガーが正しくインストールされていることを確認します。トリガー
をインストールするには、SYS ユーザーとしてログインし、SQL*Plus から
wwhost/logintrg.sql スクリプトを実行します。このスクリプトは、アップグレード・ディ
レクトリ下にあります。

WWU-00028: ポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーが VPD を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal スキーマ・ユーザーに、EXEMPT ACCESS POLICY システム権限
があります。

処置処置処置処置 : SQL*Plus で SQL コマンド REVOKE EXEMPT ACCESS POLICY FROM PORTAL_
SCHEMA_NAME; を実行して、OracleAS Portal スキーマ・ユーザーの EXEMPT ACCESS 
POLICY 権限を取り消します。このコマンドで、PORTAL_SCHEMA_NAME を実際の
OracleAS Portal スキーマ・ユーザーに置き換えます。また、割り当てられたロールから、
OracleAS Portal スキーマ・ユーザーが EXEMPT ACCESS POLICY 権限を継承していない
ことを確認します。

WWU-00029: データベース内でデータベース内でデータベース内でデータベース内で VPD が施行されていません。が施行されていません。が施行されていません。が施行されていません。

原因原因原因原因 : VPD チェックの失敗の原因となる問題がデータベースで発生しました。

処置処置処置処置 : 処置については、データベースのドキュメントを参照してください。

WWU-00031: %0 をアプリケーションとしてバインドできません。をアプリケーションとしてバインドできません。をアプリケーションとしてバインドできません。をアプリケーションとしてバインドできません。

原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory サーバーへの接続中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : 前述のエラー・メッセージには、原因に関する詳細情報が提供されている場合があ
ります。Oracle Internet Directory サーバーが起動され、ホスト %1 およびポート %2 で実
行されていることを確認します。さらに、サーバーに OracleAS Portal が正しく接続されて
いることを確認します。

WWU-01000: アップグレードを実行する前にデータベースをバックアップしてください。アップグレードを実行する前にデータベースをバックアップしてください。アップグレードを実行する前にデータベースをバックアップしてください。アップグレードを実行する前にデータベースをバックアップしてください。

原因原因原因原因 : スキーマがバックアップされているかどうかの確認を求められたときに、n（いい
え）と答えました。

処置処置処置処置 : データベースをバックアップしてから、アップグレードを再度開始します。

WWU-01001: Portal Repository への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal のスキーマ、パスワードおよび接続文字列が正しくありません。

処置処置処置処置 : OracleAS Portal の正しいスキーマ、パスワードおよび接続文字列を指定します。

WWU-01002: Portal Repository にににに SYS として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。

原因原因原因原因 : 無効な SYS パスワードを入力したか、または orapw ファイルが欠落しています。

処置処置処置処置 : 正しい SYS パスワードを入力します。パスワードが正しい場合は、orapwSID ファ
イルを使用して SYSDBA としてリモートで SYS に正しく接続できるかどうかを確認しま
す。orapw ファイルの作成方法は、Oracle データベースのドキュメントを参照してくださ
い。

WWU-01003: 予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。

原因原因原因原因 : 予期しないエラーによって、アップグレードが強制終了しました。

処置処置処置処置 : メッセージの詳細に基づいて問題を修正し、データベースをバックアップからリス
トアして、再度アップグレードを実行します。

WWU-01004: %0 ファイルに欠落している文字列があります。ファイルに欠落している文字列があります。ファイルに欠落している文字列があります。ファイルに欠落している文字列があります。

原因原因原因原因 : sqlldr ユーティリティがメッセージ変換データをロードしようとしたときに問題が
発生しました。

処置処置処置処置 : アップグレード一時ディレクトリの .bad ファイルと対応する .log ファイルから、固
有の問題を検索します。これらのログとアップグレード・ログをオラクル社カスタマ・サ
ポート・センターに送付してください。
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WWU-01005: バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見
つかりました。つかりました。つかりました。つかりました。

原因原因原因原因 : このメッセージは、以前のリリースの OracleAS Portal が新しいリリースに更新され
ないことを示します。OracleAS Portal が正しく動作できなくなるエラーが、アップグレー
ド中に発生しました。アップグレード・ログの最後にエラーの要約がリストされています。

処置処置処置処置 : ログでエラーを検索し、示されている処置を適用して修正します。次にバックアッ
プからデータベースをリストアし、再度アップグレードを実行します。これが失敗した場
合、または予期しないエラーが発生した場合は、オラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに連絡してください。

WWU-01007: ディレクトリ％ディレクトリ％ディレクトリ％ディレクトリ％1 を作成できません。を作成できません。を作成できません。を作成できません。

原因原因原因原因 : ディレクトリの作成に必要な権限がありません。

処置処置処置処置 : 親ディレクトリで権限を変更します。

WWU-01008: ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ %0 の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。

原因原因原因原因 : このディレクトリの書込みに必要な権限がありません。

処置処置処置処置 : ディレクトリの権限を変更するか、または別の一時ディレクトリを指定してから、
アップグレードに戻ります。

WWU-01009: %0 を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。

原因原因原因原因 : 一時ディレクトリの権限では、ユーザー・プロファイルの login.sql スクリプトを作
成できません。

処置処置処置処置 : 一時ディレクトリの権限を変更してから、再度アップグレードを実行します。

WWU-01010: SQL*Plus バージョンバージョンバージョンバージョン %0 のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。

原因原因原因原因 : 実行しようとしている SQL*Plus のリリースは、このアップグレードではサポート
されていません。

処置処置処置処置 : Oracle ホーム下の bin/sqlplus のリリースが、9.0.1 以上であることを確認します。

WWU-01011: アップグレードを再度開始してください。アップグレードを再度開始してください。アップグレードを再度開始してください。アップグレードを再度開始してください。

原因原因原因原因 : 入力した詳細が正しいかどうかの確認を求められたときに、n（いいえ）と答えまし
た。

処置処置処置処置 : 入力した詳細を修正してから、アップグレードを再度開始します。

E.3.2 番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（番号付きエラー・メッセージ（WWU-25000 ～～～～ WWU-49999））））
WWU-25000: SYS スキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブ %0 を削除しました。を削除しました。を削除しました。を削除しました。

原因原因原因原因 : 通常、OracleAS Portal スキーマには、セッション・クリーンアップ・ジョブがあり
ます。ただし、データベースのアップグレードなど、以前の操作でアップグレードの一部
としてこのジョブを削除していることがあります。

処置処置処置処置 : アップグレードを実行しているデータベース・インスタンスに、他の OracleAS 
Portal スキーマがない場合は、操作の必要はありません。これは、アップグレード中に
OracleAS Portal スキーマ内にセッション・クリーンアップ・ジョブが作成されるためで
す。ただし、データベース・インスタンス内に他の OracleAS Portal スキーマがある場合
は、各スキーマにセッション・クリーンアップ・ジョブがあることを確認する必要があり
ます。アップグレード・ディレクトリ下にあるスクリプト wwc/ctxjget.sql を SQL*Plus か
ら OracleAS Portal スキーマで実行して、セッション・クリーンアップ・ジョブが存在する
かどうかを確認します。このジョブが欠落している OracleAS Portal スキーマがある場合
は、そのスキーマで SQL*Plus からスクリプト wwc/ctxjsub.sql を実行して、ジョブを作成
できます。

WWU-25001: VPD チェックで問題が見つかりました。チェックで問題が見つかりました。チェックで問題が見つかりました。チェックで問題が見つかりました。

原因原因原因原因 : VPD チェックの 1 つが失敗しました。

処置処置処置処置 : この警告には、詳細メッセージが続きます。メッセージで提供された情報を調べて、
問題を解決します。
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WWU-25003: ポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダー (WebView) コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。

原因原因原因原因 : ポートレット・ビルダー・コンポーネント（パッケージ）が無効です。

処置処置処置処置 : ログにリストされているパッケージのコンパイル時に、エラーの原因を解決します。
たとえば、削除された表に基づいたレポートが存在する場合があります。この場合、この
レポートは有効ではなくなるため、レポートを削除できます。

WWU-25004: wwv_modules$ 表の表の表の表の %0% のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。

原因原因原因原因 : この情報メッセージは、ポートレット・ビルダー・コンポーネント（以前の
WebView）の比較的多数のアーカイブ・バージョンがあることを示します。この原因は、
Oracle9iAS Portal 3.0.9 では、コンポーネントが編集および保存されるたびに新しいバー
ジョンのコンポーネントが作成されたことです。

処置処置処置処置 : コンポーネントのアーカイブ・バージョンは、できるだけ削除します。これにより、
すべてのアーカイブ・バージョンの属性が保存されている表のサイズが小さくなります。

WWU-25005: 表に表に表に表に VPD ポリシーポリシーポリシーポリシー %0 がありません。がありません。がありません。がありません。

原因原因原因原因 : メッセージで示された表の VPD ポリシーが、OracleAS Portal スキーマに正しくイ
ンストールされていません。

処置処置処置処置 : メッセージに示された表が OracleAS Portal 製品の一部でない場合、警告は無視して
ください。

WWU-26000: コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント %0 にエラーがあります。ベースになっているすべてのオブジェにエラーがあります。ベースになっているすべてのオブジェにエラーがあります。ベースになっているすべてのオブジェにエラーがあります。ベースになっているすべてのオブジェ
クトが存在することを確認します。クトが存在することを確認します。クトが存在することを確認します。クトが存在することを確認します。

原因原因原因原因 : コンポーネントは、欠落している 1 つ以上のオブジェクトをベースにしています。
たとえば、例示問合せレポートは、表 MY_TABLE をベースにしています。この場合、
MY_TABLE が削除されています。

処置処置処置処置 : 欠落しているオブジェクトを追加します。コンポーネントが使用されていない場合
は、OracleAS Portal Navigator を使用して削除します。

WWU-26001: WWU-26001: Portal 以外のオブジェクトにエラーがあります。詳細は、以外のオブジェクトにエラーがあります。詳細は、以外のオブジェクトにエラーがあります。詳細は、以外のオブジェクトにエラーがあります。詳細は、%0 を参を参を参を参
照してください。照してください。照してください。照してください。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal スキーマ内の OracleAS Portal オブジェクト以外のオブジェクトは
コンパイルできないため、エラーになります。

処置処置処置処置 : オブジェクトをコンパイルできない原因を調べて、修正します。

E.3.3 番号なしのエラー・メッセージ番号なしのエラー・メッセージ番号なしのエラー・メッセージ番号なしのエラー・メッセージ
予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。予期しない例外が発生しました。< 例外と発生場所例外と発生場所例外と発生場所例外と発生場所 >

原因原因原因原因 : 予期しないエラーによって、スクリプトが強制終了しました。 

処置処置処置処置 : メッセージの詳細に基づいて問題を修正し、データベースをバックアップからリス
トアして、再度アップグレード・スクリプトを実行します。 

アップグレードの事前チェックで予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェックで予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェックで予期しない例外が発生しました。アップグレードの事前チェックで予期しない例外が発生しました。< 例外と発生場所例外と発生場所例外と発生場所例外と発生場所 >
原因原因原因原因 : 予期しないエラーによって、スクリプトが強制終了しました。 

処置処置処置処置 : メッセージの詳細に基づいて問題を修正し、再度アップグレード・スクリプトを実
行します。次に例を示します。

ログ内に次の行がある場合、このエラーの原因は、Oracle Text が正しくインストールされ
ていないことです。 

### PHASE I STEP 8: Perform pre upgrade checks 
Upgrade step started at Fri Apr 4 02:28:18 2003
Running upg/common/utlchvpd.sql
Connected
Calling DoPreChecks()
Starting precheck at Fri Apr 4 02:28:21 2003
Calling upg/common/sysuppre.sql 
Connected. 
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エラー : アップグレードの事前チェックで予期しない例外が発生しました。

ORA-00942: table or view does not exist 
----- PL/SQL Call Stack ----- 
object handle line number object name 
80bc68c4 76 anonymous block 
80bc68c4 380 anonymous block 

Oracle Text コンポーネントがインストールされているかどうかを確認し、コンポーネント
がない場合は再インストールします。『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参
照してください。

バックアップを実行する前にデータベースをバックアップしてください。バックアップを実行する前にデータベースをバックアップしてください。バックアップを実行する前にデータベースをバックアップしてください。バックアップを実行する前にデータベースをバックアップしてください。

原因原因原因原因 : スキーマがバックアップされているかどうかの確認を求められたときに、n（いい
え）と答えました。

処置処置処置処置 : データベースをバックアップしてから、スクリプトを再起動します。 

Portal Repository にににに SYS として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。として接続することに失敗しました。

原因原因原因原因 : 無効な SYS パスワードを入力したか、または orapw ファイルが欠落しています。

処置処置処置処置 : 正しい SYS パスワードを入力します。パスワードが正しい場合は、SYS データベー
ス・アカウントが使用するパスワードと同じパスワードを使用して orapwd を実行して
orapw<SID>ファイルをデータベースの Oracle ホームの dbsディレクトリに作成し、
sysdbaとして SYS に接続できるようにします。 

Portal Repository への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。への接続が失敗しました。

原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal のスキーマ、パスワードおよび接続文字列が正しくありません。

処置処置処置処置 : Oracle9iAS Portal の正しいスキーマ、パスワードおよび接続文字列を指定します。

Oracle Text 索引の削除に失敗したため、アップグレードを続行できません。索引の削除に失敗したため、アップグレードを続行できません。索引の削除に失敗したため、アップグレードを続行できません。索引の削除に失敗したため、アップグレードを続行できません。

原因原因原因原因 : Oracle Text 索引の削除、あるいは同期化ジョブまたは最適化ジョブの削除に失敗し
ました。アップグレード・ログの uptxtdrpスクリプトの出力で必要な処置を調べます。
アップグレード・ログのエラー・メッセージ出力には、uptxtdrp.log全体が追加されて
います。

処置処置処置処置 : Oracle Text 索引の削除中にエラーが発生した場合は、Oracle Text 索引がすべて削除
されたことを確認してからアップグレードを再度開始します。 Oracle Text 索引の削除の詳
細は、『Oracle Text アプリケーション開発者ガイド』の索引のメンテナンスに関する項を
参照してください。 

同期化ジョブまたは最適化ジョブの削除中にエラーが発生した場合は、これらのジョブが
ジョブ・キューから削除されたことを確認してから、アップグレードを再度開始します。 
ジョブのブレークまたは削除の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』のジョブ・
キューの管理に関する項を参照してください。 

アップグレードの完了後、OracleAS Portal で Oracle Text 検索を使用する場合は、アップ
グレードが完了してから、手動で Oracle Text 索引と同期化ジョブおよび最適化ジョブを作
成します。詳細な手順は『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参照してくださ
い。

エラーエラーエラーエラー : Oracle 環境変数環境変数環境変数環境変数 ORACLE_HOME が設定されていませんが設定されていませんが設定されていませんが設定されていません

原因原因原因原因 : ORACLE_HOME 環境変数が設定されていません。

処置処置処置処置 : 環境を確認し、Oracle ホーム環境変数を設定します。 

エラーエラーエラーエラー : OracleAS Portal のバージョンを判断できませんでしたのバージョンを判断できませんでしたのバージョンを判断できませんでしたのバージョンを判断できませんでした

原因原因原因原因 : OracleAS Portal のリリースを判断する際にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : このメッセージの後には、発生した例外が具体的に示されます。メッセージで提供
された情報を調べて問題を解決し、MRUA を再度実行します。
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エラーエラーエラーエラー : OracleAS Portal のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン {0} は、は、は、は、Oracle Database 10g のアップグレードではサのアップグレードではサのアップグレードではサのアップグレードではサ
ポートされていません。ポートされていません。ポートされていません。ポートされていません。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal は、リリース 2（9.0.2.3）以上である必要があります。

処置処置処置処置 : Metalink から Oracle9iAS リリース 2（9.0.2.3）パッチ・セットをダウンロードし、
Application Server の Infrastructure と中間層に適用します。次に、アップグレードを再度
実行します。

<file/directory> の名前変更に失敗しました。の名前変更に失敗しました。の名前変更に失敗しました。の名前変更に失敗しました。

原因原因原因原因 : 親ディレクトリに必要な権限がありません。

処置処置処置処置 : 親ディレクトリで権限を変更します。

エラーエラーエラーエラー : <schema-name> スキーマのパスワードの取得中スキーマのパスワードの取得中スキーマのパスワードの取得中スキーマのパスワードの取得中

原因原因原因原因 : スキーマ <schema-name> のパスワードの取得に失敗しました。

処置処置処置処置 : このエラーの後には、発生した例外が具体的に示されます。エラーを修正してから、
アップグレードを再度開始します。

<schema>.<procedure> にににに <application_schema> をををを <schema> として実行することを許可しとして実行することを許可しとして実行することを許可しとして実行することを許可し
ますますますます --ORA-01001: 無効なカーソル無効なカーソル無効なカーソル無効なカーソル

原因原因原因原因 :  スキーマまたはプロシージャが欠落しています。次に例を示します。

ERROR: granting execute on SCHEMA1.CHECK_SAL to SCHEMA1B as 
SCHEMA1--ORA-01001:invalid cursor

この場合、データベース・プロバイダ内に SCHEMA1Bに基づいたフォームがプロシージャ
SCHEMA1.CHECK_SALにあり、プロシージャ CHECK_SALが欠落しているか、あるいはス
キーマ SCHEMA1または SCHEMA1Bのいずれかが欠落しています。したがって、この
フォームは実行できません。ただし、アップグレードの前であっても実行できませんでし
た。 

処置処置処置処置 : フォームまたはデータベース・プロバイダが不要かどうかを判断します。不要な場
合は削除します。そうでない場合は、欠落しているスキーマまたはプロシージャを追加し
ます。

GUID またはまたはまたはまたは DN( あるいはその両方あるいはその両方あるいはその両方あるいはその両方 ) は、は、は、は、%string% サブスクライバに使用できません。サブスクライバに使用できません。サブスクライバに使用できません。サブスクライバに使用できません。

原因原因原因原因 : Portal Repository から、指定された ID 管理レルムのグローバルな一意の識別子また
は識別名（あるいはその両方）を取得できませんでした。

処置処置処置処置 : ID 管理レルムが正しく構成されていることを確認します。

プロファイルのステータス値が無効ですプロファイルのステータス値が無効ですプロファイルのステータス値が無効ですプロファイルのステータス値が無効です : %string%
原因原因原因原因 : プロファイルのステータスに指定された値が無効です。

処置処置処置処置 : プロファイルのステータスには、「有効」または「無効」のみを使用します。

<filename> ファイルファイルファイルファイル : <strings> に不足している文字列があります。に不足している文字列があります。に不足している文字列があります。に不足している文字列があります。

原因原因原因原因 : 言語をロードしようとしたときに

原因原因原因原因 : SQLLDRに問題が発生しました。 

処置処置処置処置 : 特定の問題については、対応するログを参照し、<upgrade_tmp_dir>にある
.logおよび .badファイルを確認します。これらのログとアップグレード・ログをオラク
ル社カスタマ・サポート・センターに送付してください。

Oracle Text 情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。情報の取得に失敗しました。Oracle Text が正しくインストールされていることをが正しくインストールされていることをが正しくインストールされていることをが正しくインストールされていることを
確認してください。必要に応じて確認してください。必要に応じて確認してください。必要に応じて確認してください。必要に応じて Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ (CTXSYS) を再インストールしまを再インストールしまを再インストールしまを再インストールしま
す。す。す。す。

原因原因原因原因 : Oracle Text インストールに関する情報の取得中にエラーが発生しました。 

処置処置処置処置 : Oracle Text コンポーネントが正しくインストールされていることを確認します。必
要に応じて、Oracle Text コンポーネントを再インストールします。詳細な手順は『Oracle 
Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。
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ORA-04031: 共有メモリーの共有メモリーの共有メモリーの共有メモリーの <n> バイトを割当てできませんバイトを割当てできませんバイトを割当てできませんバイトを割当てできません (" 共有プール共有プール共有プール共有プール "," 不明オブジェク不明オブジェク不明オブジェク不明オブジェク
トトトト "," セッション・ヒープセッション・ヒープセッション・ヒープセッション・ヒープ "," フレーム・セグメントフレーム・セグメントフレーム・セグメントフレーム・セグメント ")（（（（WWC-44847）））） 
原因原因原因原因 : 共有プール・サイズのデータベース・パラメータが小さすぎます。 

処置処置処置処置 : このパラメータの値は、Oracle9iAS Portal のサイズに依存します。大きな
Oracle9iAS Portal の場合、この問題を回避するには数百 MB 必要なことがあります。デー
タベースの共有プール・サイズを増やし、バックアップからリストアした後、アップグ
レードを再度開始します。 

ORA-01031: 権限が不足しています。権限が不足しています。権限が不足しています。権限が不足しています。

原因原因原因原因 : 権限が不足しているために、データベースへの sysdba 接続が失敗しました。

処置処置処置処置 : sysdba として SYS に接続するには、orapw<SID>ファイルをデータベースの
Oracle ホームの dbs ディレクトリに作成します。これには、SYS データベース・アカウン
トに使用するパスワードと同じパスワードを使用して orapwdを実行します。 

ORA-29521: 参照名参照名参照名参照名 javax/ejb/<class> が見つかりません。が見つかりません。が見つかりません。が見つかりません。 
原因原因原因原因 : Oracle 9.2 データベースで動作している Oracle9iAS Portal に対する手順（Metalink 
Note 222437）が適用されていません。このエラーの例を次に示します。

Loading Java Classes - soap.jar
errors : class oracle/soap/providers/ejbprov/<class>
ORA-29521: referenced name javax/ejb/<name> could not be found
The following operations failed
class oracle/soap/providers/ejbprov/<provider>: resolution
exiting : Failures occurred during processing 

処置処置処置処置 : リポジトリを Oracle9iAS Portal リリース 2（9.0.2）の状態に戻し、Oracle Metalink 
Web サイト（http://metalink.oracle.com）から入手可能な Metalink Note 222437.1
の手順に従います。この手順が完了したら、アップグレードを再度実行します。 

Oracle Text 索引タイプが無効か、または存在していません。無効な索引タイプを再検証してく索引タイプが無効か、または存在していません。無効な索引タイプを再検証してく索引タイプが無効か、または存在していません。無効な索引タイプを再検証してく索引タイプが無効か、または存在していません。無効な索引タイプを再検証してく
ださい。必要に応じて、ださい。必要に応じて、ださい。必要に応じて、ださい。必要に応じて、Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ (CTXSYS) を再インストールします。を再インストールします。を再インストールします。を再インストールします。

原因原因原因原因 : Oracle Text コンテキストの索引タイプが無効か、または存在していません。これ
は、Oracle Text インストールに問題があることを示します。 

処置処置処置処置 : 有効な Oracle Text コンテキストの索引タイプが存在することを確認します。必要に
応じて、Oracle Text コンポーネントを再インストールします。『Oracle Application Server 
Portal 構成ガイド』を参照してください。

Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ (CTXSYS) がありません。インストールしてください。がありません。インストールしてください。がありません。インストールしてください。がありません。インストールしてください。

原因原因原因原因 : このデータベースには、CTXSYS スキーマが含まれていません。これは、Oracle 
Text がインストールされていないことを示します。 

処置処置処置処置 : Oracle Text コンポーネントをデータベースにインストールします。『Oracle 
Application Server Portal 構成ガイド』を参照してください。 

Oracle Text のリリースがデータベースのリリースと一致しません。のリリースがデータベースのリリースと一致しません。のリリースがデータベースのリリースと一致しません。のリリースがデータベースのリリースと一致しません。Oracle Text が正しくインが正しくインが正しくインが正しくイン
ストールされていることを確認してください。必要に応じてストールされていることを確認してください。必要に応じてストールされていることを確認してください。必要に応じてストールされていることを確認してください。必要に応じて Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ

（（（（CTXSYS）を再インストールします。）を再インストールします。）を再インストールします。）を再インストールします。

原因原因原因原因 : Oracle Text コンポーネントのリリースより、データベースのリリースの方が新しく
なっています。これは、Oracle Text コンポーネントが正しくアップグレードされていない
ことを示します。Oracle Text の手動アップグレード手順が失敗したか、または省略された
可能性があります。ただし、特定のプラットフォームでは、パッチ 2658339 が適用されて
いないことを示す場合もあります。 

処置処置処置処置 : 状況に応じて、Oracle Text のアップグレードを再実行するか、またはパッチをダウ
ンロードして適用します。 
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OracleAS Portal 9.0.2 からからからから 9.0.4 へのアップグレードが失敗しました。詳細は、へのアップグレードが失敗しました。詳細は、へのアップグレードが失敗しました。詳細は、へのアップグレードが失敗しました。詳細は、
<upgrade-log-file> を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。

原因原因原因原因 : リリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）へのアップグレードでエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ログ・ファイルでエラーを検索し、示されている処置を書き留めます。次に、バッ
クアップからデータベースをリストアし、修正処置を適用してから、再度アップグレード
を実行します。

OracleAS Portal 9.0.2 からからからから 9.0.4 へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、
<precheck-log-file> を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。

原因原因原因原因 : リリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）へのアップグレードで、事前チェックの実行中
にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ログ・ファイルでエラーを検索し、示されている処置を適用します。次に、アップ
グレードを再度実行します。

OracleAS Portal 9.0.4 からからからから 10.1.2 へのアップグレードがエラーで完了しました。詳細は、へのアップグレードがエラーで完了しました。詳細は、へのアップグレードがエラーで完了しました。詳細は、へのアップグレードがエラーで完了しました。詳細は、
<upgrade-log-file> を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。

原因原因原因原因 : 10g（9.0.4）からリリース 2（10.1.2）へのアップグレードでエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ログ・ファイルでエラーを検索し、示されている処置を書き留めます。次に、バッ
クアップからデータベースをリストアし、修正処置を適用してから、再度アップグレード
を実行します。

OracleAS Portal 9.0.4 からからからから 10.1.2 へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、へのアップグレードで事前チェックが失敗しました。詳細は、
<precheck-log-file> を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。

原因原因原因原因 : 10g（9.0.4）からリリース 2（10.1.2）へのアップグレードで、事前チェックの実行
中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ログ・ファイルでエラーを検索し、示されている処置を適用します。次に、アップ
グレードを再度実行します。

ステータス・コードステータス・コードステータス・コードステータス・コード <status> でパッチが失敗しました。でパッチが失敗しました。でパッチが失敗しました。でパッチが失敗しました。 
原因原因原因原因 : パッチのインストールが失敗しました。 

処置処置処置処置 : 詳細は、アップグレード・ログ・ファイルを参照してください。 

UPG_ 接頭辞が付けられたすべての表を接頭辞が付けられたすべての表を接頭辞が付けられたすべての表を接頭辞が付けられたすべての表を Portal スキーマから削除してください。スキーマから削除してください。スキーマから削除してください。スキーマから削除してください。 
原因原因原因原因 : UPG_接頭辞表が Oracle9iAS Portal スキーマにあります。アップグレードは強制終
了されました。 

処置処置処置処置 : UPG_接頭辞が付けられたすべての表を Oracle9iAS Portal スキーマから削除します。
表は、バックアップしてから削除します。 

ポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーがポータル・スキーマ・ユーザーが VPD を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。を使用するように設定されていません。

原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal スキーマ・ユーザーは、EXEMPT ACCESS POLICY システム権限
があります。

処置処置処置処置 : SQL*Plus で次の SQL コマンドを実行して、Oracle9iAS Portal スキーマ・ユーザー
の EXEMPT ACCESS POLICY 権限を取り消します。

revoke exempt access policy from <portal_schema_user>;

また、割り当てられたロールから、Oracle9iAS Portal スキーマ・ユーザーが EXEMPT 
ACCESS POLICY 権限を継承していないことを確認します。

VPD チェック・ユーティリティは、このバージョンのチェック・ユーティリティは、このバージョンのチェック・ユーティリティは、このバージョンのチェック・ユーティリティは、このバージョンの Portal をサポートしていません。をサポートしていません。をサポートしていません。をサポートしていません。

原因原因原因原因 : VPD チェックは、現在のリリースの Oracle9iAS Portal をサポートしていません。

処置処置処置処置 : このアップグレードが現在の Oracle9iAS Portal のリリースをサポートしているかど
うかを確認します。 
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アップグレード後のタスクが実行されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーがアップグレード後のタスクが実行されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーがアップグレード後のタスクが実行されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーがアップグレード後のタスクが実行されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが
見つかりました。見つかりました。見つかりました。見つかりました。

原因原因原因原因 : このメッセージは、アップグレード後のスクリプトが実行されていないことを示し
ます。これらのタスクには、アップグレードの完了が必要であるため、アップグレードに
エラーが発生しました。アップグレード・ログの最後にエラーの要約がリストされていま
す。 

処置処置処置処置 : リストにあるエラーを修正します。この章を検索して、示されている処置を適用し
ます。次に、バックアップからリストアし、再度アップグレードを実行します。これが失
敗した場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

アップグレード後のタスクには、VPD が正しく有効にされたかの確認があります。また、
SSO パートナ構成が実行されているかの確認もあります。

sqlplus の実行に問題があります。の実行に問題があります。の実行に問題があります。の実行に問題があります。

原因原因原因原因 : アップグレード・スクリプトが SQL*Plus コマンドを実行できませんでした。 

処置処置処置処置 : Oracle ホームに bin/sqlplusがあること、およびこれを実行する権限があること
を確認します。 

アップグレード・スクリプトを再起動してください。アップグレード・スクリプトを再起動してください。アップグレード・スクリプトを再起動してください。アップグレード・スクリプトを再起動してください。

原因原因原因原因 : 入力した詳細が正しいかどうかの確認を求められたときに、n（いいえ）と答えまし
た。

処置処置処置処置 : 見つかった問題を修正してから、アップグレード・スクリプトを再起動します。 

同一の場所から同時アップグレードは実行できません。同一の場所から同時アップグレードは実行できません。同一の場所から同時アップグレードは実行できません。同一の場所から同時アップグレードは実行できません。

原因原因原因原因 : 同一の場所から複数の同時アップグレードを実行しようとしています。

処置処置処置処置 : 先に開始したアップグレードが終了してから、次のアップグレードを開始します。
以前のアップグレード（upgrade.cshを使用して実行）が Ctrl+Cなどによって異常終
了した場合は、アップグレード中に作成されたロック・ファイル（upgcsh.lok）が削除
されていません。したがって、別のアップグレードを開始しようとすると、このメッセー
ジが表示されます。この場合、手動でロック・ファイルを削除する必要があります。この
ロック・ファイルは、アップグレードが異常終了した場合のみ削除します。アップグレー
ドの実行中には削除しないでください。ロック・ファイルは、アップグレード・スクリプ
トを実行した場所にあります。

Oracle Text パッケージの一部が無効です。無効なパッケージを再検証してください。必要に応パッケージの一部が無効です。無効なパッケージを再検証してください。必要に応パッケージの一部が無効です。無効なパッケージを再検証してください。必要に応パッケージの一部が無効です。無効なパッケージを再検証してください。必要に応
じて、じて、じて、じて、Oracle Text スキーマスキーマスキーマスキーマ (CTXSYS) を再インストールします。を再インストールします。を再インストールします。を再インストールします。 
原因原因原因原因 : Oracle Text スキーマ（CTXSYS）内の DRIまたは CTX_で始まるパッケージが無効
です。 

処置処置処置処置 : Oracle Text の無効なパッケージを再検証します。必要に応じて、Oracle Text コン
ポーネントを再インストールします。『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』を参
照してください。

SQL エラーエラーエラーエラー : %string% LDAP エラーエラーエラーエラー : %string%。アプリケーション・エントリとして。アプリケーション・エントリとして。アプリケーション・エントリとして。アプリケーション・エントリとして Oracle 
Internet Directory に接続中に予期しないエラーが発生しました。に接続中に予期しないエラーが発生しました。に接続中に予期しないエラーが発生しました。に接続中に予期しないエラーが発生しました。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal Repository に保存されたアプリケーション資格証明を使用して
Oracle Internet Directory に接続しようとしました。しかし、この試行は失敗しました。次
の原因が考えられます。

� OracleAS Portal が Oracle Internet Directory に対して正しく構成されていない。

� Oracle Internet Directory サーバーが実行されていない。

� 予期しないエラーが発生した。

処置処置処置処置 : Oracle Internet Directory が起動しており、実行中であることを確認します。
OracleAS Portal を Oracle Internet Directory に対して正しく構成します。また、このエ
ラー・メッセージより前に記録されているメッセージを参照して、適切な処置を実行しま
す。
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SQL*Plus バージョンバージョンバージョンバージョン <version> のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。 
原因原因原因原因 : 実行しようとしている SQL*Plus のリリースはサポートされていません。 

処置処置処置処置 : Oracle ホームの bin/sqlplusのリリースが、9.0.1 以上であることを確認します。 

データベースでシステム・トリガーを使用できません。データベースでシステム・トリガーを使用できません。データベースでシステム・トリガーを使用できません。データベースでシステム・トリガーを使用できません。

原因原因原因原因 : システム・トリガーがデータベース構成ファイルで使用不可になっています。

処置処置処置処置 : _system_trig_enabledパラメータが、データベースの init.ora ファイルで
TRUE に設定されていることを確認します。設定されていない場合は、TRUE に設定し、
データベースを再起動します。

データベースに割り当てられたデータベースに割り当てられたデータベースに割り当てられたデータベースに割り当てられた java_pool_size パラメータがインストールパラメータがインストールパラメータがインストールパラメータがインストール / アップグレードにアップグレードにアップグレードにアップグレードに
不十分です。不十分です。不十分です。不十分です。java_pool_size を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。 
原因原因原因原因 : java プール・サイズのパラメータが小さすぎます。 

処置処置処置処置 : java_pool_size パラメータの値を 20MB 以上に増やします。必要に応じてドキュメ
ントを参照し、再度アップグレードを実行します。 

データベースに割り当てられたデータベースに割り当てられたデータベースに割り当てられたデータベースに割り当てられた shared_pool_size パラメータがインストールパラメータがインストールパラメータがインストールパラメータがインストール / アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード
に不十分です。に不十分です。に不十分です。に不十分です。shared_pool_size を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。を増やしてアップグレードを再実行してください。 
原因原因原因原因 : 共有プール・サイズのパラメータが小さすぎます。 

処置処置処置処置 : shared_pool_size の値を 20MB 以上に増やします。必要に応じてドキュメントを参
照し、再度アップグレードを実行します。

データベースの互換性レベルがアップグレードでサポートされていません。データベースの互換性レベルがアップグレードでサポートされていません。データベースの互換性レベルがアップグレードでサポートされていません。データベースの互換性レベルがアップグレードでサポートされていません。

原因原因原因原因 :  互換性 init パラメータが 9.0.0 以上に設定されていないと、アップグレードは強制
終了します。 

処置処置処置処置 : init.oraファイルで、互換性 init レベルを 9.0.0 以上に設定します。 

データベースのブロックサイズが推奨値より小さくなっています。データベースのブロックサイズが推奨値より小さくなっています。データベースのブロックサイズが推奨値より小さくなっています。データベースのブロックサイズが推奨値より小さくなっています。

原因原因原因原因 :  データベースのブロックサイズが 8KB 未満です。

処置処置処置処置 : 最小ブロックサイズを 8KB として、Oracle9i データベースを新規作成します。デー
タベースのインポート / エクスポート・ユーティリティを使用して、使用している
Oracle9iAS Portal を以前のデータベースから新しいデータベースに移動します。

DBMS ジョブ・キューが無効になっており、有効になるとすぐに実行されるジョブがありまジョブ・キューが無効になっており、有効になるとすぐに実行されるジョブがありまジョブ・キューが無効になっており、有効になるとすぐに実行されるジョブがありまジョブ・キューが無効になっており、有効になるとすぐに実行されるジョブがありま
す。ジョブ・キューを再度有効にし、これらのジョブの完了を待つか、または削除してかす。ジョブ・キューを再度有効にし、これらのジョブの完了を待つか、または削除してかす。ジョブ・キューを再度有効にし、これらのジョブの完了を待つか、または削除してかす。ジョブ・キューを再度有効にし、これらのジョブの完了を待つか、または削除してか
らアップグレードを再度開始します。らアップグレードを再度開始します。らアップグレードを再度開始します。らアップグレードを再度開始します。

原因原因原因原因 :  以前のリリースの Oracle9iAS Portal で発行されたジョブは、OracleAS Portal 10g
（9.0.4）以上では正しく実行できないことがあります。 

処置処置処置処置 : ジョブ・キューを再度有効にし、ジョブの完了を待つか、または削除します。

次の無効な次の無効な次の無効な次の無効な Portal オブジェクトがオブジェクトがオブジェクトがオブジェクトが Portal スキーマにあります。スキーマにあります。スキーマにあります。スキーマにあります。

原因原因原因原因 :  無効な Oracle9iAS Portal オブジェクトが Portal スキーマにあります。 

処置処置処置処置 : Oracle9iAS Portal スキーマ内で、無効な Oracle9iAS Portal オブジェクトを調べて、
問題の原因を修正します。アップグレードを再度実行します。 

次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。次の必須オブジェクトが欠落しているか、または無効です。<[obj_type]owner.obj_name>
原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal が依存する必須オブジェクトがデータベースにないか、または無
効になっています。データベースのアップグレードに失敗したことが原因でこれらが欠落
している場合は、Oracle9iAS Portal のアップグレードも失敗する可能性があります。

処置処置処置処置 : データベースのインストール手順とアップグレード手順を再確認します。オブジェ
クトが存在していても無効である場合は、データベースの Oracle ホームの rdbms/admin
にある utlrp.sql スクリプトを実行して、データベース内の無効なオブジェクトをすべて再
コンパイルします。 
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選択されたデータベースでは選択されたデータベースでは選択されたデータベースでは選択されたデータベースでは Java オプションが有効になっていません。この製品インストールオプションが有効になっていません。この製品インストールオプションが有効になっていません。この製品インストールオプションが有効になっていません。この製品インストール
では、データベースのでは、データベースのでは、データベースのでは、データベースの Java オプションを有効にしておく必要があります。オプションを有効にしておく必要があります。オプションを有効にしておく必要があります。オプションを有効にしておく必要があります。Java オプションオプションオプションオプション
を有効にしてからアップグレードを再度実行してください。を有効にしてからアップグレードを再度実行してください。を有効にしてからアップグレードを再度実行してください。を有効にしてからアップグレードを再度実行してください。 
原因原因原因原因 :  データベースに Java がインストールされていないか、またはデータベースのアップ
グレード中に Java の部分に問題が発生しました。 

処置処置処置処置 : Java オプションを有効にしてから、アップグレードを再度実行します。 

JVM インストールが適切ではありません。インストールが適切ではありません。インストールが適切ではありません。インストールが適切ではありません。JVM がインストールされているか、またはがインストールされているか、またはがインストールされているか、またはがインストールされているか、または SYS 内内内内
に無効なに無効なに無効なに無効な Java オブジェクトがないかを確認してくださいオブジェクトがないかを確認してくださいオブジェクトがないかを確認してくださいオブジェクトがないかを確認してください

原因原因原因原因 :  SYS Java オブジェクトがデータベースにないか、または無効です。

処置処置処置処置 : SYS 内の無効な Java オブジェクトを再コンパイルします。これが失敗した場合は、
データベースに JVM を再インストールします。

プリファレンス・ストアに保存されているプリファレンス・ストアに保存されているプリファレンス・ストアに保存されているプリファレンス・ストアに保存されている LDAP パラメータが正しくないか、または欠落してパラメータが正しくないか、または欠落してパラメータが正しくないか、または欠落してパラメータが正しくないか、または欠落して
います。います。います。います。

原因原因原因原因 : OracleAS Portal Repository が Oracle Internet Directory に対して正しく構成されて
いません。

処置処置処置処置 : OracleAS Portal を Oracle Internet Directory に対して正しく再構成します。

オプティマイザ・モードをオプティマイザ・モードをオプティマイザ・モードをオプティマイザ・モードを RULE に設定しないでください。に設定しないでください。に設定しないでください。に設定しないでください。 
原因原因原因原因 :  オプティマイザ・モードが誤って RULEに設定されています。 

処置処置処置処置 : オプティマイザ・モードを CHOOSEに変更してから、アップグレードを再度実行し
ます。

システム・トリガーが有効になっていません。システム・トリガーが有効になっていません。システム・トリガーが有効になっていません。システム・トリガーが有効になっていません。Oracle パラメータ・ファイルのパラメータ・ファイルのパラメータ・ファイルのパラメータ・ファイルの _system_trig_
enabled フラグをフラグをフラグをフラグを TRUE に設定し、再度アップグレードを実行してください。に設定し、再度アップグレードを実行してください。に設定し、再度アップグレードを実行してください。に設定し、再度アップグレードを実行してください。

原因原因原因原因 : システム・トリガーが有効になっていません。 

処置処置処置処置 : Oracle パラメータ・ファイルのシステム・トリガー有効化フラグを TRUE に設定
し、再度アップグレードを実行します。 

アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレード中アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレード中アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレード中アップグレードするスキーマに対して同時セッションが実行されています。アップグレード中
は、他のセッションが実行されていないことを確認してください。は、他のセッションが実行されていないことを確認してください。は、他のセッションが実行されていないことを確認してください。は、他のセッションが実行されていないことを確認してください。

原因原因原因原因 :  Oracle9iAS Portal スキーマで他のセッションが実行されています。

処置処置処置処置 : OracleAS 10g リリース 2（10.1.2）中間層が停止しており、アップグレードするス
キーマに対する他の接続がないことを確認します。同時セッションの詳細は、アップグ
レード・ログの製品スキーマの分析手順を確認します。

DBMS ジョブ・キューに、現在実行中のジョブがあります。これらを終了するか、または終了ジョブ・キューに、現在実行中のジョブがあります。これらを終了するか、または終了ジョブ・キューに、現在実行中のジョブがあります。これらを終了するか、または終了ジョブ・キューに、現在実行中のジョブがあります。これらを終了するか、または終了
するまで待ってからアップグレードを再度開始します。するまで待ってからアップグレードを再度開始します。するまで待ってからアップグレードを再度開始します。するまで待ってからアップグレードを再度開始します。

原因原因原因原因 : 実行中の DBMS ジョブがあります。

処置処置処置処置 : DBMS ジョブを終了するか、または終了するまで待ってからアップグレードを再度
開始します。実行中のジョブの詳細は、アップグレード・ログの製品スキーマの分析手順
を確認します。

DBMS ジョブ・キューに、誤って構成された実行中のジョブがあります。これらを削除してかジョブ・キューに、誤って構成された実行中のジョブがあります。これらを削除してかジョブ・キューに、誤って構成された実行中のジョブがあります。これらを削除してかジョブ・キューに、誤って構成された実行中のジョブがあります。これらを削除してか
らアップグレードを再度開始してください。らアップグレードを再度開始してください。らアップグレードを再度開始してください。らアップグレードを再度開始してください。 
原因原因原因原因 : DBMS ジョブ・キューに、別のユーザーとして誤って発行されたか、または別のデ
フォルト・スキーマまたはデフォルト権限を持つ Oracle9iAS Portal ユーザーとして発行さ
れた Oracle9iAS Portal ジョブがあります。 

処置処置処置処置 : これらのジョブをジョブ・キューから削除します。アップグレードは、誤っている
ジョブを正しく発行します。 

デフォルト表領域に十分な空き領域がありません。デフォルト表領域に十分な空き領域がありません。デフォルト表領域に十分な空き領域がありません。デフォルト表領域に十分な空き領域がありません。

原因原因原因原因 :  デフォルト表領域の空き領域が 20MB 未満です。 

処置処置処置処置 : 20MB 以上の空き領域があるデフォルト表領域を作成します。アップグレードを再
度実行します。 
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一時表領域に十分な空き領域がありません。一時表領域に十分な空き領域がありません。一時表領域に十分な空き領域がありません。一時表領域に十分な空き領域がありません。

原因原因原因原因 : 一時表領域の空き領域が 10MB 未満です。 

処置処置処置処置 : 10MB 以上の空き領域がある一時表領域を作成します。アップグレードを再度実行
します。 

アプリケーションとしてバインドできません。アプリケーションとしてバインドできません。アプリケーションとしてバインドできません。アプリケーションとしてバインドできません。LDAP エラーエラーエラーエラー : %string%
原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory サーバーへの接続中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : エラー・メッセージの後に、原因に関する詳細情報が提供されていることがありま
す。Oracle Internet Directory サーバーが稼働中で、これに対して Portal が正しく接続され
ていることを確認します。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ <upgrade_tmp_dir> を作成できません。を作成できません。を作成できません。を作成できません。

原因原因原因原因 : 一時ディレクトリの作成に必要な権限がありません。 

処置処置処置処置 : 親ディレクトリで権限を変更します。 

<log_file_name> を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。 
原因原因原因原因 : アップグレード・ログ・ファイルを作成できませんでした。

処置処置処置処置 : アップグレード・ログの書込みを行うディレクトリの権限を変更するか、またはロ
グ・ファイルに別の場所を指定してから、アップグレードを再度実行します。

<user_profile> を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。を作成できません。ディレクトリの権限を確認してください。 
原因原因原因原因 : 一時ディレクトリの権限では、ユーザー・プロファイルの login.sql スクリプトを作
成できません。 

処置処置処置処置 : 一時ディレクトリの権限を変更してから、再度アップグレードを実行します。 

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション GUID を取得できません。を取得できません。を取得できません。を取得できません。LDAP エラーエラーエラーエラー : %string%
原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory に保存されている、アプリケーション・エントリのグロー
バルな一意の識別子を取得できませんでした。

処置処置処置処置 : エラー・メッセージの後に、原因に関する詳細情報が提供されていることがありま
す。Oracle Internet Directory サーバーが稼働中で、これに対して Portal が正しく接続され
ていることを確認します。

アンバインドできません。アンバインドできません。アンバインドできません。アンバインドできません。LDAP エラーエラーエラーエラー : %string%
原因原因原因原因 : Oracle Internet Directory への接続をクローズ中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : エラー・メッセージの後に、原因に関する詳細情報が提供されていることがありま
す。適切な修正処置を実行します。

外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション ID を更新しますを更新しますを更新しますを更新します : <string>
原因原因原因原因 : これは、外部アプリケーション識別子の変換で発生する内部エラーです。 

処置処置処置処置 : このエラーをオラクル社カスタマ・サポート・センターに報告し、アップグレード
の出力ファイルを提示してください。

プロビジョニング・プロファイルを更新しますプロビジョニング・プロファイルを更新しますプロビジョニング・プロファイルを更新しますプロビジョニング・プロファイルを更新します : %string%
原因原因原因原因 : プロビジョニング・プロファイルの更新中にエラーが発生しました。

処置処置処置処置 : %string% の部分に、エラーの原因に関する詳細情報が提供されていることがありま
す。適切な処置を実行して、エラーを解決します。

VPD チェック・ユーティリティに不明なエラーが発生しましたチェック・ユーティリティに不明なエラーが発生しましたチェック・ユーティリティに不明なエラーが発生しましたチェック・ユーティリティに不明なエラーが発生しました : <check_step>
原因原因原因原因 : 指定された手順で、予期しないエラーが発生しました。メッセージの後に、エラー
の詳細情報が示されています。

処置処置処置処置 : 可能な場合は、エラーを修正します。
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バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見つかりました。バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見つかりました。バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見つかりました。バージョンは更新されていません。アップグレード・ログに致命的なエラーが見つかりました。

原因原因原因原因 : このメッセージは、Oracle9iAS Portal のリリースが新しいリリースに更新されない
ことを示します。Oracle9iAS Portal が正しく動作できなくなるエラーが、アップグレード
中に発生しました。アップグレード・ログの最後にエラーの要約がリストされています。 

処置処置処置処置 : リストにあるエラーを修正します。この章を検索して、示されている処置を適用し
ます。次に、バックアップからリストアし、再度アップグレードを実行します。これが失
敗した場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

このリリースでは、バージョンこのリリースでは、バージョンこのリリースでは、バージョンこのリリースでは、バージョン <version> のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。

原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal のリリースがサポートされていません。

処置処置処置処置 : Oracle9iAS Portal のサポートされているリリース 2（9.0.2.0、9.0.2.2、9.0.2.3 または
9.0.2.6）にアップグレードを実行していることを確認します。

Oracle Database バージョンバージョンバージョンバージョン <version> のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。 
原因原因原因原因 : RDBMS のリリースが正しくありません。 

処置処置処置処置 : Oracle9i Database 9.0.1.4 Enterprise Edition または Standard Edition の最小データ
ベース・リリースにアップグレードします。

Oracle Portal/WebDB バージョンバージョンバージョンバージョン <version> のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。のアップグレードはサポートされていません。 
原因原因原因原因 :  Oracle9iAS Portal のリリースが正しくありません。 

処置処置処置処置 : Oracle9iAS Portal のサポートされているリリース 2（9.0.2.0、9.0.2.2、9.0.2.3 または
9.0.2.6）にアップグレードを実行していることを確認します。 

VPD が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。が正しくインストールされていません。

原因原因原因原因 : VPD チェックの 1 つが失敗しました。

処置処置処置処置 : このエラーには、詳細メッセージが続きます。メッセージで提供された情報を調べ
て、問題を解決します。

データベース内でデータベース内でデータベース内でデータベース内で VPD が施行されていません。が施行されていません。が施行されていません。が施行されていません。

原因原因原因原因 : VPD チェックの失敗の原因となる問題がデータベースで発生しました。 

処置処置処置処置 : 処置については、データベースのドキュメントを参照してください。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ <upgrade_tmp_dir> の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。の書込み権限がありません。

原因原因原因原因 : 一時ディレクトリへの書込みに必要な権限がありません。 

処置処置処置処置 : 一時ディレクトリの権限を変更するか、または別の一時ディレクトリの場所を指定
してから、再度アップグレードを実行します。

E.3.4 番号なしの警告メッセージ番号なしの警告メッセージ番号なしの警告メッセージ番号なしの警告メッセージ
SYS スキーマ内で、スキーマ内で、スキーマ内で、スキーマ内で、<n> 個のセッション・クリーンアップ・ジョブが検出されました。個のセッション・クリーンアップ・ジョブが検出されました。個のセッション・クリーンアップ・ジョブが検出されました。個のセッション・クリーンアップ・ジョブが検出されました。

原因原因原因原因 : 通常、Oracle9iAS Portal スキーマには、セッション・クリーンアップ・ジョブがあ
ります。ただし、データベースのアップグレードなど、以前の操作でこのジョブを SYS ス
キーマ内に作成していることがあります。次に例を示します。

WARNING: 1 session cleanup job(s) detected in the SYS schema.

処置処置処置処置 : これは情報メッセージです。操作は必要ありません。

注意注意注意注意 : このチェックでは、特定の致命的エラーのみが検出されます。他
の致命的エラーが発生した場合でも、このリリースを更新することはでき
ます。 
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コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント <APPLICATION_SCHEMA>.<COMPONENT_NAME> にエラーがあります。にエラーがあります。にエラーがあります。にエラーがあります。
ベースになっているすべてのオブジェクトが存在することを確認してください。ベースになっているすべてのオブジェクトが存在することを確認してください。ベースになっているすべてのオブジェクトが存在することを確認してください。ベースになっているすべてのオブジェクトが存在することを確認してください。

原因原因原因原因 : コンポーネントは、欠落している 1 つ以上のオブジェクトをベースにしています。
たとえば、QBE は、表 MY_TABLEをベースにしています。この場合、MY_TABLEが削除さ
れています。次に例を示します。

WARNING: Component SCOTT.MY_QBE has errors. Please check that all the objects it is 
based on are present. 

処置処置処置処置 : 欠落しているオブジェクトを追加します。コンポーネントがすでに使用されていな
い場合は、OracleAS Portal Navigator を使用して削除します。 

<select_statement> をををを <schema_name> として解析できませんでしたとして解析できませんでしたとして解析できませんでしたとして解析できませんでした

原因原因原因原因 : ポートレット・ビルダー・カレンダのベースになっているオブジェクトが欠落して
います。これは、次の場合に発生します。

� ポートレット・ビルダー・カレンダのベースになっている表が欠落している。 

� カレンダが含まれるデータベース・プロバイダのベースになっているスキーマが欠落
している。 

例 :

WARNING: Could not Parse select a1.HIREDATE the_date, a1.ENAME the_name, null
the_name_link, null the_date_link, null the_target from test_1.EMP_1 a1 order
by a1.HIREDATE as TEST_1.

WARNING: Could not Parse select b2.HIREDATE the_date, b2.ENAME the_name, null
the_name_link, null the_date_link, null the_target from test_2.EMP_2 b2 order
by b2.HIREDATE as TEST_2.

この警告は、通常、Oracle のエクスポート / インポートを使用して作成された Oracle9iAS 
Portal のアップグレード時に発生します。ポートレット・ビルダー・コンポーネントの
ベースとなっているスキーマにはインポートされていないものがあります。この警告が表
示されたカレンダは、欠落しているオブジェクトを追加し、カレンダ・コンポーネントを
再生成するまで使用できません。 

処置処置処置処置 : 欠落しているオブジェクトを追加し、コンポーネントを再生成します。

OMNIPORTLET プロバイダをリフレッシュできません。プロバイダをリフレッシュできません。プロバイダをリフレッシュできません。プロバイダをリフレッシュできません。

原因原因原因原因 : プロバイダにアクセスできないために、OmniPortlet プロバイダのリフレッシュが
失敗しました。

処置処置処置処置 : Portal の中間層で OmniPortlet Web プロバイダにアクセス可能であることを確認し
ます。確認後、Portlet Repository からこのプロバイダをリフレッシュします。

デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの JPDK インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの URL がありません。プロバイダはがありません。プロバイダはがありません。プロバイダはがありません。プロバイダは URL http://host:port/
を使用して登録されています。を使用して登録されています。を使用して登録されています。を使用して登録されています。 
原因原因原因原因 : アップグレードでは、シードされた OmniPortlet、Web クリッピングおよび
OracleAS Portal 作成ツールのプロバイダが登録されると、これらのプロバイダはデフォル
トの JPDK インスタンスの URL で指定されている中間層と同じ中間層にデプロイされま
す。この値を表示するには、次の手順を実行します。

1. OracleAS Portal にログオンします。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」タブをクリックします。

3. 「サービス」ポートレットの「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」「グローバル設定」リンクをクリックします。

4. 「構成」「構成」「構成」「構成」タブをクリックします。

5. デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの JPDK インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの URL フィールドを検索します。通常、この値は
<portal_middle_tier_protocol>://<portal_middle_tier_
host>:<portal_middle_tier_port>/jpdk/servlet/soaprouter/です。こ
のフィールドに値を指定しないと、アップグレード・ログに前述の警告が表示されま
す。
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処置処置処置処置 : 次のスクリプトを実行して、このプロバイダの URL を更新します。

ORACLE_HOME¥portal¥upg¥plsql¥upg¥9025-9026¥wws¥updmturl.sql 

このスクリプトは、プロバイダ表内の PORTLETBLDGTOOLS プロバイダ、
OMNIPORTLET プロバイダおよび WEBCLIPPING プロバイダの中間層の URL を更新し
ます。このスクリプトは、アップグレード・スクリプトでは実行されません。URL を更新
するには、スタンドアロン・モードで実行します。たとえば、次に示すとおりです。

@updmturl.sql http my.domain.com 80

それぞれの意味は次のとおりです。

� httpは、中間層のプロトコルです。

� my.domain.comは、中間層のホストです。

� 80は、中間層のポートです。

ファイルファイルファイルファイル <file_path> のドキュメント・サイズがのドキュメント・サイズがのドキュメント・サイズがのドキュメント・サイズが NULL ですですですです

原因原因原因原因 : アップグレードで、ドキュメントが添付されているように見えるアイテムがページ
で検出されましたが、実際にはこのドキュメントは存在しません。これは、アイテムの
データに矛盾があることを示します。このアイテムはアップグレードされますが、そのド
キュメントにはアクセスできません。Oracle9iAS Portal リリース 2（9.0.2）以下でも、ド
キュメントはアクセスできなかった可能性があります。

処置処置処置処置 : アイテムを削除し、再作成します。 

外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション外部アプリケーション ID が更新されました。ただし、アプリケーションの数が多いため一部が更新されました。ただし、アプリケーションの数が多いため一部が更新されました。ただし、アプリケーションの数が多いため一部が更新されました。ただし、アプリケーションの数が多いため一部
のカスタマイズ内容は失われました。外部アプリケーションの数を減らし、ユーザーに再のカスタマイズ内容は失われました。外部アプリケーションの数を減らし、ユーザーに再のカスタマイズ内容は失われました。外部アプリケーションの数を減らし、ユーザーに再のカスタマイズ内容は失われました。外部アプリケーションの数を減らし、ユーザーに再
度カスタマイズするように依頼してください。度カスタマイズするように依頼してください。度カスタマイズするように依頼してください。度カスタマイズするように依頼してください。

原因原因原因原因 : 外部アプリケーションが多すぎます。これらのアプリケーションのカスタマイズ内
容が、これらの記憶域の物理的な上限を超えました。そのため、一部のカスタマイズ内容
が失われました。 

処置処置処置処置 : SSO サーバー上の外部アプリケーションの数を減らします。外部アプリケーショ
ン・ポートレットのデフォルトを編集し、ユーザーにカスタマイズ内容を確認するように
アドバイスします。 

Portal オブジェクト以外のオブジェクトにエラーが発生しました。詳細は、オブジェクト以外のオブジェクトにエラーが発生しました。詳細は、オブジェクト以外のオブジェクトにエラーが発生しました。詳細は、オブジェクト以外のオブジェクトにエラーが発生しました。詳細は、<upgrade_tmp_
dir>/nonportal.log を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。 
原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal スキーマ内の Oracle9iAS Portal オブジェクト以外のオブジェクト
はコンパイルできないため、エラーになります。 

処置処置処置処置 : オブジェクトをコンパイルできない原因を調べて、修正します。これらのエラーが
発生する原因の 1 つは、複製または変更された Oracle9iAS Portal API が参照され、これら
の API が最新のリリースでは動作しないことがあります。
http://portalcenter.oracle.comの PDK 情報を参照してください。

wwv_modules$ 表の表の表の表の <n> % のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。のコンポーネントのみが製品コンポーネントです。 
原因原因原因原因 : この情報メッセージは、ポートレット・ビルダー・コンポーネント（以前の
WebView）のアーカイブ・バージョンが多すぎることを示します。この原因は、
Oracle9iAS Portal 3.0.9 では、コンポーネントが編集および保存されるたびに新しいバー
ジョンのコンポーネントが作成されたことです。次に例を示します。

WARNING: Only 38 % of components in wwv_modules$ table are production components. 

処置処置処置処置 : コンポーネントのアーカイブ・バージョンは、できるだけ削除します。これにより、
すべてのアーカイブ・バージョンの属性が保存されている表のサイズが小さくなります。 

ポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダーポートレット・ビルダー (WebView) コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。コンポーネントに、不明な問題があります。

原因原因原因原因 : ポートレット・ビルダー・コンポーネント（パッケージ）が無効です。

処置処置処置処置 : ログにリストされているパッケージのコンパイル時に、エラーの原因を解決します。
たとえば、削除された表に基づいたレポートが存在する場合があります。この場合、この
レポートは有効ではなくなるため、レポートを削除できます。 
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ページページページページ ID = <page ID> およびサイトおよびサイトおよびサイトおよびサイト ID = <site ID> のリージョンのリージョンのリージョンのリージョン ID = <region ID> がサブがサブがサブがサブ
ページ・リンクのリージョンに変換されませんでしたページ・リンクのリージョンに変換されませんでしたページ・リンクのリージョンに変換されませんでしたページ・リンクのリージョンに変換されませんでした

原因原因原因原因 : アップグレード時に、このページのリージョンがサブページ・リンクのリージョン
に正しく変換されませんでした。これは、サブページ表示アイテム以外のアイテムが含ま
れていたためです。 

処置処置処置処置 : まずリージョン内のすべての既存アイテムを、ページ上の別のリージョンに移動す
る必要があります。この変更を行うと、リージョン・プロパティを編集してサブページ・
リンクのリージョンに変換できます。または、サブページ・リンクのリージョンをこの
ページに作成することもできます。 

テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート ID = <template ID> およびサイトおよびサイトおよびサイトおよびサイト ID = <site ID> のリージョンのリージョンのリージョンのリージョン ID = <region 
ID> が、サブページ・リンクのリージョンに変換されませんでした。が、サブページ・リンクのリージョンに変換されませんでした。が、サブページ・リンクのリージョンに変換されませんでした。が、サブページ・リンクのリージョンに変換されませんでした。

原因原因原因原因 : アップグレード時に、テンプレートのリージョンがサブページ・リンクのリージョ
ンに正しく変換されませんでした。これは、テンプレート自体、またはテンプレートを
ベースにしたページのいずれかにサブページ表示アイテム以外のアイテムが含まれていた
ためです。この場合、リージョン内で検出されたアイテムが多すぎるため、テンプレート
をベースにしたすべてのページの警告を個別に報告できませんでした。

処置処置処置処置 : まずリージョン内のすべての既存アイテムを、テンプレートまたはページ上の別の
リージョンに移動する必要があります。この変更を行うと、リージョン・プロパティを編
集してサブページ・リンクのリージョンに変換できます。または、サブページ・リンクの
リージョンをこのテンプレートに作成することもできます。 

SYS スキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブスキーマからセッション・クリーンアップ・ジョブ <job_id> を削除しました。を削除しました。を削除しました。を削除しました。

原因原因原因原因 : 通常、Oracle9iAS Portal スキーマには、セッション・クリーンアップ・ジョブがあ
ります。ただし、データベースのアップグレードなど、以前の操作でアップグレードの一
部としてこのジョブを削除していることがあります。次に例を示します。

WARNING: Removed session cleanup job: 63 from the SYS schema.

処置処置処置処置 : アップグレードを実行しているデータベース・インスタンスに、他の Oracle9iAS 
Portal スキーマがない場合は、操作の必要はありません。これは、アップグレード中に
Oracle9iAS Portal スキーマ内にセッション・クリーンアップ・ジョブが作成されるためで
す。ただし、データベース・インスタンス内に他の Oracle9iAS Portal スキーマがある場合
は、各スキーマにセッション・クリーンアップ・ジョブがあることを確認する必要があり
ます。Oracle9iAS Portal スキーマで sqlplusから次のスクリプトを実行して、セッショ
ン・クリーンアップ・ジョブが存在するかどうかを確認します。

ORACLE_HOME\portal\upg\plsql\wwc\ctxjget.sql

このジョブが欠落している Oracle9iAS Portal スキーマがある場合は、同一ディレクトリに
あるそのスキーマで sqlplusからスクリプト ctxjsub.sqlを実行して、ジョブを作成
できます。

同一リージョン内に他のアイテムがあるため、サイト同一リージョン内に他のアイテムがあるため、サイト同一リージョン内に他のアイテムがあるため、サイト同一リージョン内に他のアイテムがあるため、サイト ID <site_id> およびページおよびページおよびページおよびページ <page_
name> のサブページ・アイテム（タイトルのサブページ・アイテム（タイトルのサブページ・アイテム（タイトルのサブページ・アイテム（タイトル : <item title>）はアップグレードされませんで）はアップグレードされませんで）はアップグレードされませんで）はアップグレードされませんで
した。した。した。した。

原因原因原因原因 : サブページ・アイテムは不要ですが、同一リージョンに他のアイテムがあるため、
サブページのリージョン・タイプに置き換えることはできません。

処置処置処置処置 : 警告メッセージが表示されたページに、新しいサブページ・タイプのリージョンを
作成します。 

VPD ポリシーのない表がありますポリシーのない表がありますポリシーのない表がありますポリシーのない表があります : <table_name>
原因原因原因原因 : メッセージで示された表の VPD ポリシーが、Oracle9iAS Portal スキーマに正しく
インストールされていません。

処置処置処置処置 : メッセージに示された表が Oracle9iAS Portal 製品の一部でない場合、警告は無視し
てください。表が次のいずれかである場合も、警告は無視してください。

� WWPRO_OFFLINE_PRO_PORTLET$

� WWPRO_OFFLINE_PRO_PORTLET_NLS$
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� WWPRO_PORTLET_METADATA_USER$

これ以外の場合は、以前のインストール手順またはアップグレード手順に問題がある可能
性があります。詳細は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに問い合せてください。

ページページページページ ID = <page ID> およびサイトおよびサイトおよびサイトおよびサイト ID = <site ID> のテンプレート・リージョンのテンプレート・リージョンのテンプレート・リージョンのテンプレート・リージョン ID = 
<region ID> をサブページ・リンクのリージョンに変換できませんでしたをサブページ・リンクのリージョンに変換できませんでしたをサブページ・リンクのリージョンに変換できませんでしたをサブページ・リンクのリージョンに変換できませんでした

原因原因原因原因 : アップグレード時に、テンプレートのリージョンがサブページ・リンクのリージョ
ンに正しく変換されませんでした。これは、テンプレート自体、またはテンプレートを
ベースにしたページのいずれかにサブページ表示アイテム以外のアイテムが含まれていた
ためです。 

処置処置処置処置 : まずリージョン内のすべての既存アイテムを、テンプレートまたはページ上の別の
リージョンに移動する必要があります。この変更を行うと、リージョン・プロパティを編
集してサブページ・リンクのリージョンに変換できます。または、サブページ・リンクの
リージョンをこのテンプレートに作成することもできます。 

DBMS ジョブ・キューは現在無効になっています。適切なジョブ・キューは現在無効になっています。適切なジョブ・キューは現在無効になっています。適切なジョブ・キューは現在無効になっています。適切な Portal 操作を行うには、再度有効に操作を行うには、再度有効に操作を行うには、再度有効に操作を行うには、再度有効に
する必要があります。する必要があります。する必要があります。する必要があります。 
原因原因原因原因 : DBMS ジョブ・キューを有効にしないと、適切な操作ができません。これが無効に
なった原因は、システム・パラメータ job_queue_processesを 0 に設定したか、また
はログインを制限したことです。 

処置処置処置処置 : job_queue_processesが 1 以上に設定されていること、およびシステムの無効化
制限セッションを変更してログインが制限されていないことを確認します。 

次の次の次の次の Portal オブジェクト以外の無効なオブジェクトがオブジェクト以外の無効なオブジェクトがオブジェクト以外の無効なオブジェクトがオブジェクト以外の無効なオブジェクトが Portal スキーマにありますスキーマにありますスキーマにありますスキーマにあります

原因原因原因原因 : Oracle9iAS Portal オブジェクトおよび Oracle9iAS Portal 以外のオブジェクトは、
別々にコンパイルされます。Oracle9iAS Portal オブジェクトのコンパイルの問題は、エ
ラーとして報告されます。ただし、Oracle9iAS Portal 以外のオブジェクトのコンパイルの
問題は、アップグレードの失敗の原因とは考えられないため、警告として報告されます。

処置処置処置処置 : 生成されたファイル <upgrade_tmp_dir>/nonportal.logを調べて、オブジェ
クトに関連するコンパイルの問題を修正します。パッケージのコンパイル・エラーは、
ポートレットが正しくレンダリングされない原因になります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー / ロールのロールのロールのロールの <schema> がありません。がありません。がありません。がありません。<schema> に基づいたアプリケーションはエに基づいたアプリケーションはエに基づいたアプリケーションはエに基づいたアプリケーションはエ
ラーになります。ラーになります。ラーになります。ラーになります。

原因原因原因原因 : データベース・プロバイダ（以前のアプリケーション）のスキーマが欠落していま
す。次に例を示します。

WARNING User/Role SCOTTB does not exist. Application based on SCOTTB will have 
errors. 

この場合、アップグレード前のデータベース・プロバイダにもアクセスできません。 

処置処置処置処置 : データベース・プロバイダが不要かどうかを判断します。不要な場合は削除します。
そうでない場合は、欠落しているスキーマを追加します。

VPD 事前チェックで問題が見つかりました。事前チェックで問題が見つかりました。事前チェックで問題が見つかりました。事前チェックで問題が見つかりました。

原因原因原因原因 : VPD チェックの 1 つが失敗しました。

処置処置処置処置 : この警告には、詳細メッセージが続きます。メッセージで提供された情報を調べて、
問題を解決します。
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一般的な問題および解決方法一般的な問題および解決方法一般的な問題および解決方法一般的な問題および解決方法

ここでは、Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）のアップグレード中に発生する可能性
がある一般的な問題についていくつか説明します。

� OracleAS Identity Management アップグレードの問題および解決方法

� OracleAS Metadata Repository アップグレードの問題および解決方法
方法 F-1



OracleAS Identity Management アップグレードの問題および解決方法
F.1 OracleAS Identity Management アップグレードの問題および解アップグレードの問題および解アップグレードの問題および解アップグレードの問題および解
決方法決方法決方法決方法

次の項では、Oracle Application Server Infrastructure をアップグレードする場合の一般的な問
題および解決方法を示します。

� Oracle Universal Installer から Oracle Internet Directory Upgrade Assistant を実行した場合
に発生する問題

� OracleAS Identity Management のアップグレード時にソース Oracle ホームで処理が停止す
る問題

� OracleAS Identity Management のアップグレード時に Configuration Assistant を実行する
とデータベース・リスナーでエラーが発生する

� 時間同期エラーで Oracle Directory Integration Platform Configuration Assistant が失敗す
る

F.1.1 Oracle Universal Installer からからからから Oracle Internet Directory Upgrade Assistant を実を実を実を実
行した場合に発生する問題行した場合に発生する問題行した場合に発生する問題行した場合に発生する問題

Oracle Internet Directory Upgrade Assistant は、OracleAS Identity Management インストレー
ションをアップグレードする場合に、10g（10.1.4.0.1）のインストール手順の終盤で実行される
アシスタントの 1 つです。

Oracle Internet Directory Upgrade Assistant のエラーに関する情報は、次のログ・ファイルを
参照してください。

ORACLE_HOME¥ldap¥log¥oidca.log

問題問題問題問題 1
Upgrade Assistant のログ・ファイル（oidca.log）に、次のように報告されます。

OID processes are currently running

これは、ソース Oracle ホームで Oracle Internet Directory または Oracle Directory Integration 
Platform の一部の処理が正しく停止しなかったことが原因です。

解決方法解決方法解決方法解決方法

Installer を終了せずに、別のターミナル・ウィンドウを開き、ソース Oracle ホームのすべての
処理を停止します。次に、Oracle Universal Installer の「コンフィギュレーション・アシスタン
ト」ページから、Oracle Internet Directory Upgrade Assistant を再度実行します。

Installer を終了せずに、ソース Oracle ホームのすべての処理を停止してから、Oracle 
Universal Installer の「コンフィギュレーション・アシスタント」ページで、Oracle Internet 
Directory Configuration Assistant を再度実行してください。

10g（9.0.4）からアップグレードする場合は、Oracle ホームのすべての処理を起動および停止す
るために Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）コマンド・ユーティリティ
を使用すると、確実に正しい処理を停止できます。

たとえば、次のプロシージャを使用して、すべての処理を起動した後、すべての処理を停止し
ます。処理を起動または停止したときにエラーが表示されるかどうか注意してください。

1. 次のコマンドを使用して、OracleAS Identity Management 10g（9.0.4）のソース Oracle
ホームですべての処理を起動します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl startall

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ソース Oracle ホームで Oracle Internet Directory および Oracle 
Directory Integration and Provisioning プロセスを停止するためには、対応す
るリリースの Oracle Internet Directory のドキュメントを参照してください。
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2. 起動時にエラーが発生しなかったことと、Oracle Internet Directory サーバーが起動され、
実行中であることを確認します。

Oracle Internet Directory が実行中であることを確認するには、次のいずれかのコマンドを
入力します。

Oracle Internet Directory をセキュアでないポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p Non-SSL_port -h

Oracle Internet Directory をセキュアなポートで実行している場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥bin¥ldapbind -p SSL_port -h -U 1

これらのコマンドにより、「バインドは正常に完了しました。」というメッセージが返され
ます。

3. 次のコマンドを入力して、すべての処理を停止します。

SOURCE_ORACLE_HOME¥opmn¥bin¥opmnctl stopall

4. 再度 ldapbindコマンドを使用して、Oracle Universal Installer が停止して実行されてい
ないことを確認します。

5. 再度 Oracle Internet Directory Upgrade Assistant を実行します。

問題問題問題問題 2
Oracle Internet Directory のアップグレードが「表またはビューが存在しません。」というエ
ラーで失敗します。

解決方法解決方法解決方法解決方法

この問題は、リリース 2（9.2.0.x）の Oracle Internet Directory が含まれたリリース 2（9.2.0.x）
の OracleAS Metadata Repository に対して、Oracle Internet Directory Upgrade Assistant を実
行すると発生します。

解決するには、次の手順を実行します。

1. 次の SQL 文を ODS スキーマとして実行して、リリース 2（9.2.0.x）の Oracle Internet 
Directory データベース・リポジトリに表 imcfgregistryを作成します。

CREATE TABLE imcfgregistry (Component  VARCHAR2(255),
   instMode VARCHAR2(255),
   IASInstance VARCHAR2(255))
   TABLESPACE OLTS_DEFAULT MONITORING;

2. Oracle Universal Installer の「コンフィギュレーション・アシスタント」画面から、Oracle 
Internet Directory Upgrade Assistant を再度実行します。

問題問題問題問題 3
Oracle Universal Installer を使用した OracleAS Identity Management のアップグレードの
Configuration Assistant フェーズで、Oracle Internet Directory Configuration Assistant が失敗
します。

解決方法解決方法解決方法解決方法

アップグレード先 Oracle ホームで、次の構成ファイルの内容を確認した後、このファイルに
Metadata Repository の正しい SERVICE_NAMEエントリが含まれていることを確認します。こ
のエントリに割り当てられた値が正しくない場合は、正しい名前を入力し、ファイルを保存し
てから Configuration Assistant を再度実行します。 

DESTINATION_ORACLE_HOME¥network¥admin¥tnsnames.ora

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ldapbindユーティリティの詳細は、『Oracle Internet Directory
管理者ガイド』の LDIF およびコマンドライン・ツールの構文に関する項を
参照してください。
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F.1.2 OracleAS Identity Management のアップグレード時にソースのアップグレード時にソースのアップグレード時にソースのアップグレード時にソース Oracle ホームホームホームホーム
で処理が停止する問題で処理が停止する問題で処理が停止する問題で処理が停止する問題

問題問題問題問題

OracleAS Identity Management をアップグレードするために Oracle Universal Installer を実行
すると、Installer がソース Oracle ホームでいくつかの処理を停止するという通知がポップアッ
プ・ダイアログに表示されます。 

Installer は、停止を実行した後に、Oracle Internet Directory が停止しているかを確認します。
なんらかの理由で Oracle Internet Directory が停止していない場合、Installer は、問題を報告す
る別のポップアップ・ダイアログを表示します。 

解決方法解決方法解決方法解決方法

次のログ・ファイルを調べて、問題の原因を特定します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥cfgtoollogs¥shutdownprocesses.log

問題を解決したら、ソース Oracle ホームの Oracle Internet Directory を手動で停止します。
Oracle Internet Directory が停止したら、Oracle Universal Installer の「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックして、
OracleAS Identity Management のアップグレードを続行します。

F.1.3 OracleAS Identity Management のアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時に Configuration Assistant
を実行するとデータベース・リスナーでエラーが発生するを実行するとデータベース・リスナーでエラーが発生するを実行するとデータベース・リスナーでエラーが発生するを実行するとデータベース・リスナーでエラーが発生する

問題問題問題問題

Oracle Universal Installer は、OracleAS Identity Management のアップグレードの最後に
Configuration Assistant を起動します。一部の Configuration Assistant では、データベースへ
の接続に Oracle Database 10g データベース・リスナーが必要です。Oracle Database 10g データ
ベース・リスナーが使用できない場合、これらの Configuration Assistant は失敗します。

この問題が発生する場合は、たいてい次のエラー（または類似エラー）がインストール・ロ
グ・ファイルに表示されます。

java.lang.Exception: Error: Database Listener is down. Please start listener
and make sure database is up before running this script.

または

java.sql.SQLException: Listener refused the connection with the following
error:
ORA-12500, TNS:listener failed to start a dedicated server process 

解決方法解決方法解決方法解決方法

通常、Installer は、アップグレード先 Oracle ホームで Oracle Database 10g データベース・リ
スナーを起動します。ただし、Oracle9i Database リスナーがすでに実行中である場合、
Installer は Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.2）データベース・リスナーの起動に失敗し
ます。

この問題の最も一般的な原因は、インストール時にポップアップ・ダイアログで表示された指
示を実行しなかったことです。このポップアップ・メッセージは、インストールの質問フェー
ズで、実行中のデータベース・リスナーがあるため、続行する前にリスナーを手動で停止する
必要があることを示します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Internet Directory の停止および起動の詳細は、『Oracle 
Internet Directory 管理者ガイド』の Oracle Internet Directory のプロセス制
御のベスト・プラクティスに関する項を参照してください。
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この問題を解決するには、既存の Oracle9i リリース 1（9.0.1.3）リスナーを停止した後、次の手
順でアップグレード先 Oracle ホームのデータベース・リスナーを起動します。

1.  ORACLE_HOME環境変数が、アップグレード先 Oracle ホームを指し示すように設定しま
す。

2. アップグレード先 Oracle ホームの binディレクトリに移動します。

3.  lsnrctl startコマンドを実行して、リスナーを起動します。

Oracle Database 10g データベース・リスナーの実行後、Oracle Universal Installer の「コン
フィギュレーション・アシスタント」ページで「再試行」「再試行」「再試行」「再試行」をクリックして、OracleAS Identity 
Management のアップグレードを続行します。

F.1.4 時間同期エラーで時間同期エラーで時間同期エラーで時間同期エラーで Oracle Directory Integration Platform Configuration 
Assistant が失敗するが失敗するが失敗するが失敗する

問題問題問題問題

10g（9.0.4）の分散 OracleAS Identity Management 環境をアップグレードすると、Oracle 
Directory Integration Platform Configuration Assistant が失敗します。 

次のログ・ファイルに、2 つの OracleAS Identity Management ホスト間に 250 秒以上の誤差が
あることを示すエラー・メッセージがあります。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥ldap¥log¥oidmon.log

具体的には、次のエラー・メッセージが表示されます。

Time Difference of at least 250 sec found between DIP_hostname and OID_hostname.
Please sync the time between DIP-hostname and OID-hostname

解決方法解決方法解決方法解決方法

OracleAS Identity Management コンポーネントのあるすべてのノードのシステム・クロックを
同期化して、相互の誤差が 250 秒以内で動作するようにします。

システム・クロックを同期化するときは、クロックが同じタイムゾーンに設定されていること
を確認します。

クロックを同期した後、Oracle Directory Integration Platform Configuration Assistant を再実
行します。

F.2 OracleAS Metadata Repository アップグレードの問題および解決アップグレードの問題および解決アップグレードの問題および解決アップグレードの問題および解決
方法方法方法方法

次の項では、OracleAS Metadata Repository と、OracleAS Metadata Repository をホスティン
グするデータベースをアップグレードする場合の一般的な問題および解決方法について説明し
ます。

� Infrastructure データベースをアップグレードする時点の決定

� OracleAS Identity Management のアップグレード時に Database Upgrade Assistant の進行
状況を確認する

� Metadata Repository Upgrade Assistant（MRUA）を使用して OracleAS Portal スキーマを
アップグレードする場合のパフォーマンスの問題

� OracleAS Identity Management のアップグレード時に Database Upgrade Assistant が失敗
する

� MRUA によって OracleAS Portal スキーマをアップグレードする場合の問題

� データベース・アップグレード・ログ・ファイルに表示される DIP ユーザーに関するエ
ラー
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F.2.1 Infrastructure データベースをアップグレードする時点の決定データベースをアップグレードする時点の決定データベースをアップグレードする時点の決定データベースをアップグレードする時点の決定

問題問題問題問題

新しいリリースの Oracle Database が発表された場合は、OracleAS Metadata Repository データ
ベースを新しいデータベース・リリースにアップグレードする必要がありますか。

解決方法解決方法解決方法解決方法

一般に、Infrastructure データベースを新しいデータベース・リリースにアップグレードする際
は慎重に行ってください。Oracle Metalink（http://metalink.oracle.com）の掲載記事や
お知らせなどで、データベース・リリースおよびアップグレードがテスト済であること、およ
び既存の OracleAS Metadata Repository データベースをサポートしていることを確認します。

F.2.2 OracleAS Identity Management のアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時に Database Upgrade 
Assistant の進行状況を確認するの進行状況を確認するの進行状況を確認するの進行状況を確認する

問題問題問題問題

Oracle Universal Installer は、OracleAS Identity Management のアップグレードの最後に
Database Upgrade Assistant を起動します。データベースのサイズおよび内容によっては、
Database Upgrade Assistant の起動に時間がかかることがあります。Installer は、Database 
Upgrade Assistant の進行状況をパーセンテージを示す数字で表示しますが、Oracle Universal 
Installer の「コンフィギュレーション・アシスタント」画面には、進行状況の詳細は表示され
ません。

解決方法解決方法解決方法解決方法

Database Upgrade Assistant の進行状況に関する詳細な情報を取得するには、Database 
Upgrade Assistant が生成したログ・ファイルを参照します。このログ・ファイルは、次の場所
にあります。

drive_letter_for_install_disk:¥admin¥SID¥upgrade

この例の SID は、ソース Oracle ホームのデータベースのシステム識別子と置き換えます。

データベースのアップグレードの別の段階のタイムスタンプを取得するには、ログ・ファイル
で文字列「COMP_TIME」を検索します。次に例を示します。

find "COMP_TIME" *.log

grep ^COMP_TIME *.log

データベースのアップグレードの各段階と、そのタイムスタンプが出力されます。次に例を示
します。

Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP DBUPG__BGN 2004-12-16 10:11:00 2453356 36660
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP UTLIP__END 2004-12-16 10:12:58 2453356 36778
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP CATALG_BGN 2004-12-16 10:27:44 2453356 37664
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP CATPROC    2004-12-16 11:18:45
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP RDBMS      2004-12-16 11:21:50
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP JAVAVM     2004-12-16 12:27:24
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP XML        2004-12-16 12:41:17
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP CATJAVA    2004-12-16 12:45:03
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP CONTEXT    2004-12-16 12:49:17
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP XDB        2004-12-16 12:56:32
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP OWM        2004-12-16 13:01:14
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP AMD        2004-12-16 13:11:04
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP ORDIM      2004-12-16 13:43:34

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 2（10.1.2）の Metadata Repository データベースで
サポートされているアップグレード・パスの詳細は、第 6 章「OracleAS 
Metadata Repository を ホスティングするデータベースの アップグレード」
を参照してください。
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Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP SDO        2004-12-16 13:52:30
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP WK         2004-12-16 13:56:24
Oracle_Server.log:COMP_TIMESTAMP DBUPG_END  2004-12-16 14:10:39
PostUpgrade.log:COMP_TIMESTAMP UTLRP_BGN  2004-12-16 14:12:32
PostUpgrade.log:COMP_TIMESTAMP UTLRP_END  2004-12-16 15:29:47

F.2.3 Metadata Repository Upgrade Assistant（（（（MRUA）を使用して）を使用して）を使用して）を使用して OracleAS Portal
スキーマをアップグレードする場合のパフォーマンスの問題スキーマをアップグレードする場合のパフォーマンスの問題スキーマをアップグレードする場合のパフォーマンスの問題スキーマをアップグレードする場合のパフォーマンスの問題

問題問題問題問題 1
最初に MRUA を実行したとき、OracleAS Portal スキーマのアップグレード中に OracleAS 
Portal コンポーネント（またはプラグイン）がハングアップしたか、機能を停止したように見
えます。

問題問題問題問題 2
OracleAS Portal スキーマをすでにアップグレードした後に MRUA を実行した場合、OracleAS 
Portal の MRUA プラグインは、他のコンポーネントの MRUA プラグインと異なり、OracleAS 
Portal がアップグレード済であることが即座にレポートされません。

解決方法解決方法解決方法解決方法

ほとんどの場合、解決方法は必要ありません。MRUA の OracleAS Portal コンポーネントが処
理を終了するまで待機してください。

MRUA の OracleAS Portal コンポーネントは一連の広範な事前チェックを実行するため、これ
が終了するまでに数分かかる場合があります。 

また、MRUA の OracleAS Portal コンポーネントは、他のプラグインよりも長い時間実行され
ます。 そのため、実行に最大 40 分かかる場合があります。

Portal プラグインがハングアップしているように見える場合は、次のディレクトリにあるログ・
ファイルで、ポータルのアップグレードが進行中かどうかを確認します。

MRUA_HOME¥temp¥portal

Portal のアップグレードで実際に処理が停止したことを確認せずに、OracleAS Portal スキーマ
のアップグレード中に MRUA を強制終了しないでください。

F.2.4 OracleAS Identity Management のアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時にのアップグレード時に Database Upgrade 
Assistant が失敗するが失敗するが失敗するが失敗する

Oracle Universal Installer は、OracleAS Identity Management のアップグレードの最後に
Database Upgrade Assistant を起動します。Database Upgrade Assistant が失敗した場合は、
Database Upgrade Assistant が生成したログ・ファイルを調べることができます。このログ・
ファイルは、次の場所にあります。

drive_letter_for_install_disk:¥admin¥SID¥upgrade

この例の SID は、ソース Oracle ホームのデータベースのシステム識別子と置き換えます。

このログ・ファイルを調べて、問題の原因を特定します。ほとんどの場合、Database Upgrade 
Assistant を再度実行することはできません。かわりに、ソース Oracle ホームおよびデータ
ベース・ファイルを、OracleAS Identity Management のアップグレードを実行する前の元の状
態にリストアします。リストアが完了したら、Database Upgrade Assistant が失敗した原因と
なった問題が解決されていることを確認します。その後、OracleAS Identity Management の
アップグレードを再度実行します。
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F.2.5 MRUA によってによってによってによって OracleAS Portal スキーマをアップグレードする場合の問題スキーマをアップグレードする場合の問題スキーマをアップグレードする場合の問題スキーマをアップグレードする場合の問題  

問題問題問題問題

MRUA を実行すると、OracleAS Portal のアップグレードが失敗し、無効なリリースが生成さ
れます。

次のエラーがログ・ファイルに表示されます。

EXP-00056: ORACLE error 942 encountered
ORA-00942: table or view does not exist
EXP-00000: Export terminated unsuccessfully
Ending export at Mon May 30 02:59:21 2005

解決方法解決方法解決方法解決方法

このエラーは、MRUA コマンドラインで -oracle_home引数に無効な値を入力したために発
生することがあります。MRUA を実行するとき、必ず OracleAS Metadata Repository の
Oracle ホームを入力してください。これは、OracleAS Metadata Repository が独自の Oracle
ホームにある異なる場所に配置された Infrastructure をアップグレードする場合に特に重要で
す。

F.2.6 データベース・アップグレード・ログ・ファイルに表示されるデータベース・アップグレード・ログ・ファイルに表示されるデータベース・アップグレード・ログ・ファイルに表示されるデータベース・アップグレード・ログ・ファイルに表示される DIP ユーユーユーユー
ザーに関するエラーザーに関するエラーザーに関するエラーザーに関するエラー

問題問題問題問題

OracleAS Metadata Repository データベースを Oracle Identity Management 10g（10.1.4.0.1）へ
のアップグレードの一環としてアップグレードした後、次のデータベース・アップグレード・
ログ・ファイルにエラー・メッセージが表示されることがあります。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥dbma¥logs¥silent.log

具体的には、DIP データベース・ユーザーに関する次のエラーが表示されることがあります。

The username "'DIP'" conflicts with a required user of the same name in
Oracle Database 10g. To resolve the conflict, click No, drop the user and
create it with a different name, and then continue with the upgrade.

このエラーは無視できます。

F.2.7 Portal スキーマのアップグレード中に発生するスキーマのアップグレード中に発生するスキーマのアップグレード中に発生するスキーマのアップグレード中に発生する MRUA のエラーのエラーのエラーのエラー

問題問題問題問題

Metadata Repository Upgrade Assistant の実行中に、次のエラーが表示されます。

Calling upgrade plugin for PORTAL
 Error: Component upgrade failed PORTAL
 Error: PORTAL component version is: 9.0.4.2.0 INVALID

precheck.log ファイルを確認すると、次のエントリが見つかります。

### ERROR: WWU-00030: Pre-Check mode encountered the following errors
###        203 : ### ERROR:  WWU-00021: The following mandatory object(s) 
are missing or invalid: 
###         '[SYNONYM]PUBLIC.XMLPARSER' \
###         '[SYNONYM]PUBLIC.XMLDOM' \ 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : MRUA コマンドラインの引数の詳細は、第 8 章「MRUA による
OracleAS Metadata Repository のアップグレード」を参照してください。
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解決方法解決方法解決方法解決方法

OracleAS Metadata Repository の Oracle ホームで次のコマンドを実行し、XDB および
XMLDOM 表領域を手動で作成します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥rdbms¥admin¥catqm.sql xdb_pwd XDB_Tablespace_NAME TEMP_
Tablespace_NAME

次に例を示します。

DESTINATION_ORACLE_HOME¥rdbms¥admin¥catqm.sql my_secure_pwd_231 XDB TEMP

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle XML DB 開発者ガイド』の DBCA を使用しない手動で
の新規の Oracle XML DB のインストールに関する項
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